第 2 巻 第 2 号 昭和 33 年 6 月 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


(応用 動物 学 雑誌 ・ 応 用 昆虫 合併 誌 


A 次 


KECK: BAR Melanotus JR (CAA Y SAV BL) 数 種 の 幼虫 に つい て eee 67 
RepGia: クマ リン 系 新 殺 刀 剤 の 毒 作用 W. 7) yARINM|O ME thromboplastin 
形成 用 まで び 脳 thromboplastin 活性 度 に 対す る 影 細 nnaeursrereeememneensrteteneeee 78 
笹本 MR: 水稲 理 酸 と 害虫 VW. = 21 F 2 Y OREEILARAINE ERD ec 88 
FAA 32 RR Rs ZV VY IA HITE BR ARMBODEAIE ITO Cte ceetsssetnecrseneeseeeees 93 
奥谷 視 一 ・ 三 方 彰一 : KPA AOWE X. サク ラ を 加害 する ヒラ タ ハ バチ 2 種 の 生活 史 …… 100 
高橋 保雄 : 家 奏 の 角 皮 に 関す る 研究 XX AE FE RE WEO TK DBT neve eee ee eee ce cess cetee tenes 113 
池 や 本 始 : ウリ ハム ジ シ の 水分 お よび 脂質 含有 量 の 季節 的 変化 …… ae oT :NSEbdQon donomoueeeicd aan 0a oa 119 
WARE: ニカ メイ チュ 第 1 化 期 の 実験 的 予察 1. FER CG ONC EME 
he OS CA Ss ee ene 123 
岸本 良一 : ウン カ 類 の 休眠 に 関す る 研究 IT. ヒメ トビ ウン カ の 4 令 幼 虫 ビ お ける 休眠 の 
誘起 お よび 消去 に お およぼす 日 長 効 果 ( 英 諸 ) ee 128 
EAHA + Hp BR: 越冬 期 に お ける 三 カ メイ チュ ウ の 食性 GEIL) ees: 135 
大 竹 昭 郎 : BARROS TF AU DAG DIR GE EBL) eee 139 
短 RR: 
土谷 恒雄 : ムネ アカ トゲ コマ ユ バ チ GH) Odontobracon bicolor ENDERLEIN 
ドン 0 143 
HOH Hi: ダイ コン サル ハム VS FFAG FE eee cece ence tere eee eee eeecneteeeeeeneren eens 144 
高橋 保護 : 家 奏 に お ける 角 皮 物量 お よび 絹糸 物量 の 相互 関係 と その 意義 ee 146 
新刊 紹介 Ee Se RN Tl la Ss de sia 0a 0 8 le 0 Ta 0 Eeeie ie oi ede cine 0 a a 149 
時 TT 151 
会 Re 153 
fb Gia eeeeeeeeenseeenseeeeseeeenecesenseenteeerseesenaes 77, 87, 92, 99, 112, 118, 127, 134, 138, 148 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 
He Oke 西原 
農林 省 農 業 技術 研究 所 内 


[ie gh & 


寄 fa 規 定 


1) 寄稿 者 は 会 員 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あっ た 場合 と に か ぎり 受理 する と と が ある 。 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 昆虫 学 , 農薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 報 文 ( 短 報 を 
St), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 お よび 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と と が ある 。 

4) 登載 順序 は 支障 の な らい か ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る と と が ある 。 

5) 原稿 は 和文 ある らい は 欧文 と し , 横書き に する 。 和文 原稿 は 現代 仮名 づか いらい に よ る 平仮名 を 用 ら , な る さく 当 
用 漢字 を 用 に ら る 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イ テ ィ ング する こと と 。 

6) 生物 名 , 外国 語 , BS, 地名 な ど は 片仮名 と し , 数 字 は 人 算 用 数 字 を 用 らい る 。 日 本 語 の ロー マ 字 綴り は 慣用 の 

姓名 を 除き 訓令 式 に よる と と 。 

7) 和文 原著 の 長 さ は 刷 上 り 8 頁 ( 図 や 表 を 含ま な いらい 場合 に は , 400 字 庄原 稿 用 紙 で 40 枚 前 後 と な る ) AA, KX 
原著 の 長 さ は 刷 上 り 6 頁 以 内 と し , と の 制限 頁 を 超え る 部 分 に 対し て は 1 頁 に つき 1000 円 を 著者 の 負担 と する 。 

8) 短 報 は 刷 上 り 2 頁 ( 図 や 表 を 含ま な い に 場 合 に は 400 字 詩 原稿 用 紙 で 10 枚 前 後 と な る ) 以内 と する 。 

9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

CFR) イ . 表題 0. #42 ... 所 属 名 お ま よび 所 在 地名 有 =. AM he 欧文 摘要 
(RA, 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地名 , HE) 

10) 欧文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる こと と 。 

QI FR) イ . 表題 ロロ 著者 名 ハ 。 所 属 名 お よび 所 在 地 名 =. AE a. AID 
(表題 , 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地名 , HE) 

11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ロー マ 字 綴り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 の 場合 
に は 和文 表題 , 和 六 著者 名 , 和文 所 属 名 を 脚 訪 に 入れ る と と 。 な お 和文 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 の 
和文 摘要 は つけ な いて こと と 。 

12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 叉 が 和文 の 場合 と は 和文 と する 。 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 と お いて は , 著者 名 CES) SSK (著者 名 , 年 号 ) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つら て は 学術 会 議 の 定め る と と ろ に よる (農学 進歩 年 報 に 収録 )。 欧文 誌 に つい て は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 充分 理解 で きる よう な も の と する こと と 。 

16) 挿図 の 挿入 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する こと と 。 

17) 挿図 は 著者 に お ら て あら か じ め 1/2 程度 に 縮 少 で きる よう に 黒 汁 で え が き 必ず 白色 の 厚紙 に は る と と 。 不 完 
全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 

18) アー ト 紙 希望 の 場合 は 実費 と し て 1 枚 に つき 1000 円 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原 稿 は 返却 し な い , 写真 お よび 挿図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か きり 返却 する 。 

21) 原著 論文 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 〕 を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と し 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら 別 刷 所 要 部 数 (贈呈 分 を 含む ) を 原稿 の 頭 初 に と 朱 記 する と と 。 

22) 別 出 代 は 表紙 2 円 , 本文 2 頁 に つき 3 円 て 2 頁 単位 ) と する 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し う ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 に つら て は 原著 論文 の 場合 と 同じ 。 

24) 文部 省 科学 研究 費 な ら び に と これ に 準ずる も の に よる 研究 は 必ず その 旨 を 脚 族 に 明記 する と と 。 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 詰 (な る べく BB5 判 , た て 型 横 書 用 ) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 , BH 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 1 イン チ ず つ あ ける こと と 。 

26) 原稿 は 書留 便 を も っ て 下記 へ 送付 する と と 
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日 本 産 Melanotus 属 (コメ ツキ ムシ 科 ) BOM micowc 


は 


" 畑 の 土壌 中 に 生活 し , 栽培 作物 の 根 や 球根 な ど を 加害 
する コメ ツキ ムシ 科 の 幼虫 類 は 一 般 に 針金 虫 と 呼ば れ , 
コガ ネム シ 科 の 幼虫 類 と と る に 潜 土 性 害 下 の 代表 的 な 存 
在 と な っ て いる 。 こ と これ ら 潜 王 性 針金 虫 の 中 で 特に 加害 が 
BUS, 本 州 の 各地 で し ば し ば 大 発生 を な し , 集団 的 に 
農作物 に 大 害 を 与え て いる も の は Melanotus 属 に 所 属 
DOIVICIY ARIST LBOS SCBA SINT 

る 。 し か し な が ら 現 在 日 本 じ に は 本 属 に 所 属す る 種 は 16 
種 あ まり も 知ら れ , これ ら の 大 多数 が 同様 に 土壌 中 に 棲 
BL, FVF7EFVAAIYS EWIEERESU, La 
も 多かれ 少な か れ 栽 培 作 物 じ 害 を 与え つつ あぁ る の で ある 
が , いずれ の 種 る よく 似 た 外形 を し て いる と と , 幼 期 が 
長い た め に 飼育 が 困難 で あぁ る こと な どの 原因 に よっ て , 
最 る 基本 的 で ある べき 幼虫 の 種 名 さえ ほとん ど 明 ら か に 
され て いな い 。 筆 者 の 知る 範囲 て そお いて は , わずか に 桜 
FE (1942) NE TE TA I I EM candex 
Lewis と し て 取り 扱わ れ た 1 種 が 知ら れ て いる た と すぎ 
な い 。 し か し 全国 の 畑 に 普遍 的 に 棲息 し , 農作物 に か な 
り の 害 を 与え つつ あぁ ある 針金 虫 は , むし ろ こ と の 種 と は 別 の 
種類 で あっ て ,' それ も 決し て 1 種 の み で は な い の で あぁ 
Bo SWPDWHAIBCERT NG DRORRPMB ITF 
め て きた 結果 , 現在 まで に 7 種 を 明らか に する こと こと が で 
きた の で , 不備 の 点 る 多い か と 思う が こと ここ と に 発表 する 。 
本 文 を 草 す る と にあたり, 常に 御 指 導 を いた だ いて いる 
本 学 の 神谷 一 男 , 九州 大 学 農 学部 の 安松 京 全 の 両 先生 に 
厚く 御礼 を 申し 上 げ る 


属 の 特 徴 
近年 に お ける 成虫 の 分 類 で は ~Melanotus EscHE- 
1829 属 の 近似 の 属 と し て Spheniscosomus 
1892 や Cratonychus DrsEan, 1833 な ど 
と れ ら を 独立 属 と し て 取り 


SCHOLTZ, 
SCHWARZ, 


の 諸 属 が 使用 され て いる が ), 


(1957 12 A 17 A S2H) 


扱う で と に 対し て は な セ よ で 研 2 する 余地 が ある よ SE 

も 思わ れる し , 少な く と も 幼虫 の 一 般 形 態 か ら は その 導 
要件 を 見 出す こと が で き な い の で , と と に は 一 応 後 者 の 
2 属 は Melanotus 属 に 含め て きた い 。 

本 属 に 含め られ る 幼虫 の も な 特徴 は だ いた い 次 の よ 
うな る の で あぁ る 。 す な ね わ ち 体 は 細長 く , BHR we 
し ほ ば 円 柱 形状 を 呈し, 体 の 側面 の 膜 汰 部 は 著 る し させ くそ 
の 幅 が 狭い 。 体 色 は 黄 褐色 また は 赤間 色 を 旦 す る 。 頭 部 
の 前 頭 部 (fcD) の 後方 は 後頭 孔 近 パ くま で 伸長 し , 後 緑 は 
切断 捧 で ある 。 大 胞 は HAC, 小 歯 Cet) は よせ 発達 
L, AA haere (HTS. BW (pen) (te 
に 至る ほぼ */。 SE CETS. PRB (mn) は 1 HC 
IZ(2= ES 触角 は 3 節 か ら な り , 第 3 節目 
NAS Toe Aes ean DED 


短 剛 毛 を 着 生 する 。 感 党 喘 は 常に 1 個 で 幅広 く , や や 不 
明瞭 で ある 。 は 謀 蹴 程度 か また は 全 EE 


WS, HEMP EII 1A, BMP Bi 2A, 同 側 腹 毛 は 
2 本 の 明 詩 な る 剛毛 を 着 生 し , 後者 の 各 2 ADMIT & 
わ め て 相 近 接し て 生じ て いる 。 PREM (pmt) は 細長 
《 ほぼ 長方形 を 呈し , PREMI (pmt1) の 下面 の 中 
央 部 に は 2 本 の 明和 療 な 長毛 を 着 生 する 。 WERE (stp) 
は 先端 部 の 内 側 に て 明らか に 分 離さ れる 。 前 胸 腹 板 (p 
rst) は 正中 部 に じ お いて 分 割 さ れる こと は な さく, 1 枚 の 
板 か や ら な る 

腹 節 の 背 板 (mtg) は 不明 贈 な 小 点 刻 を 散布 する が ほ 
(PE, 大 き な 印 刻 を 備え た り , 仁 状 を 旦 す る と と が な 
《, 各 背 板 上 た は それ ぞ れ 9 本 の 体毛 を 規則 正しく 着 生 
する 。 し か し 正中 部 付近 に 存在 する 体毛 は , CADE 
は し ば し ば 不明 療 と な る と と が ある 。 和 側 背 板 ltg) は 細 
FE, 後方 部 は 背 板 に 融合 する 。 気 門 (Sp) は 第 2 胸 節 
に 存在 する る の を 除い て , 常に 背 板 中 に 存在 する 。 側 板 
は 見 出せ な い 。 腹 板 st) (ISIS KE STS LO 
板 か や から な る 。 

第 9 腹 節 じ は 最も る 特徴 が み ら れ , 


SMI, 後方 


( 67 ) 
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DIRE LO, 後方 部 の 周辺 部 は 扇状 た 広がり , 末端 
は VYV 字 形状 を 呈す る 。 ま た 第 9 腹 節 の 表面 に は 数 多く の 
円 形 の 小 点 刻 と 小 隆 起 物 と を 着 生 し 溝 状 を 時 する 亜 中 
央 溝 (pim) と や や 不明 壇 な る 側溝 lim) と を 有 し , 横 
Rese (trim) は きわ め て 明 捧 存在 し 完全 で ある 。 

幼 政 は 常に 土壌 中 か ら 見 出さ れ , 一 般 に 比較 的 よく 服 
えた 場所 を 好み , 主として イネ 科 植 物 や 根菜 類 の 根 な ど 
を 加害 する が , 食肉 性 の 傾向 る 強く 《 く , コガ ネム ジ の 若 幼 
th Deo CAMA CHATS. COMMIOH 
OPC 6 iC ERU PM ICL BDN4S £5 CH 
Sie 

棲息 場所 は 一 定 し て いな い が , どちら か と 云え ば 湿っ 
7c 土 壌 より は 芽 燥 する 場所 を より 好む よう で , MHLP 
黒色 寺 土 は と れ ら 幼虫 の 棲息 場所 と し て は 最も 適し て い 
る よう に 思わ れる 。 ま た 山 間 部 に お いて は 切 株 が 本 ち て 
盲 壌 化 民 7< よ うな 場所 や 腐葉土 中 に 主 と じ て 見 出さ れる 
DD, た だ 1 種 ハ ネ ナ ガ クシ コメ ツキ の み は に は 朽木 の 樹皮 下 
か ら 見 出さ れ , や や 特異 な 場所 に 棲息 し て いる 。 

幼虫 は 順調 な 生育 を 続け て る 1 世代 少な く と も 3 年 は 
要する も の と 考え られ る 。. 飼 育 と よれ ば いずれ の 種類 も 
NR OC 食物 を 控 
す の が 観察 され る が , 一 度 そ の 食物 じ に 至る と それ が な せく 
な る まで その 場所 に と とどまり, 次 々 と 他 に 移動 する よう 
RAN RS 
判明 し て いな い が , 秋期 は 少な く と も 11 月 中 旬 こ と ころ ま 
で は 活発 活動 し , 0 i o THER U 
た 幼虫 は 通常 7 ACADSME IED, COMBNCE 

FRITA 9, 大 体 50 旦 内 外 の 同じ 状態 や へ て 初め て 遇 化 
$4. WHHAlt 15 旦 内 外 で ある が , COMBA C FEU 
た 新 成 虫 は その まま 同室 内 に と ど ま っ で 人 冬 を 越す の が 普 
通 で ある 。 


EIA BO HO RRR 


1. (Kite, ZDER (図版 plp) OD 2 節 の 長 さ は 
幅 と ほぼ 等 長 。 第 9 腹 節 の 背面 は 膨 隆 し , 後半 部 は 特 
に 著しく は 選 平 に な ちら な い 。 ARE Cmto) は 幅広 
(, MRO T HELIS S DUCHSIBRKT AS. MIS 
超 fo) は 弱く 突出 し , 7 前 笑 超 "pto) は 著しく 発達 
カカ Ee 体長 25 mm 肉 外 に ER DOC CO OC SACOM ‘ 

1. 体 は 赤褐色 , IER (図版 plp) の 第 2 節 の 長 さ は 
幅 の 1.4 倍 内 外 で , 第 9 腹 節 の 背面 は その 後半 部 で 明 
ら か に 扇 平 と な る 。 PRA (mto) Bi ZHU, 
両 級 の な す 角 度 は 鋭角 。 RIZE (Ito) お よび 前 突起 
(pto) は よく 発達 し , 明瞭 に 認め られ る 。 体 長 30mm 
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以上 に と 達 す Bo ee 3 
2. 第 9 腹 節 の 両側 部 は ゆる く 外 方 に 湾曲 し , ほぼ 中 天 
A 
次 幅 が 狭く な る 。 点 刻 は 後半 部 に お いて は 著しく 密 で 
ある が , 前 半 で は 小さ くさ, 数 が 少な くく なり, 特に 横 隆 
線 (trim) 付近 で は 数 える ほど し か 存在 し な い 。 
… マ ルク ビク シコ メソ ツキ MM. fortnumi CANDEZE, 1878 
2. 第 9 腹 節 の 両側 部 は 外 方 に 湾曲 する と と な さく 六 次 後 
NR 
DKW. BMS RPE ITH, 点 刻 は 後半 部 で や や 
ae a ほぼ 一 様 に 分 布 し , 横 隆 線 (trim) 
近く に お いて も 特に 小 点 刻 と は な ら ず , 節 の 前 半 部 と 
後半 部 と の 間 に 顕 著 な 差異 が みち られ な い 。 
TED M. erythropy gus. CANDEZE, 1873 
3. BOBMO RMS 3s COS ((AAL, WH 
次 幅 が せ ば まる 。 下 天 突 起 (mto) to k OM Zs (Ito) 
と の 大 き さ に は 頭 著 な 差異 は な く , MIPS ERS 
と の な す 角 Ff EYE 60. 度 以 上 で ある 。 ee 4 
3. 第 9 腹 節 の 背面 は 後半 部 に お いて 強く 抑圧 され 著 し 
(meee S, PRA Cmto) は 個 和 突起 Qto) Dis 
ば ぼ 2 倍 の 長 さ を 有 し , 側 突 起 と な す 角 度 は .40 度 内 外 
で ある 。 通 常 針 葉 樹 の 朽木 の 樹皮 下 か ら 見 出さ れる 。 


ガク シコ XY % M. matsumurai SCHENKLING, 1927 
4, 第 9 腹 節 の 背面 は 横 隆 線 (trim) 近く に お いて 最 る 
幅広 く , 両側 部 は 尊 次 後方 に 向かっ て 幅 が 鉄 く な る 。 
全面 に は ほぼ 一 様 に 顕著 な 小 点 刻 を 密 布 する が , 点 刻 は 
節 の 前 半 部 に お いて も その 大 き さ に 大 差 が な い 。… 5 
AM. 第 9 腹 節 の 背面 は 前 半 部 ? に お いて 強く 膨 隆 し , 両側 
部 は ゆる さく 外 方 に 湾曲 し , ほぼ 中央 部 に お いて 最 る 幅 
が 広い 。 全 面 に 頭 著 な 点 刻 を 密 布 する が , 点 刻 は 節 の 
前 半 部 で 著しく 小さ く な り , 後半 部 に み ら れる も の の 
Ue まみ る は 1/, DR x X CHA OCC CW TC CC 
cn ンス yx M. legatus sees 1860 
5. 第 9 腹 節 の 側 突起 Cito) は 幅広 く , ほぼ 正三 角形 状 
nT 
と 二 状 の 隆起 を 形成 する 
EE クロ クシ コメ ツキ M. senilis CANnpgzg, 1865 
5’. 第 9 腹 節 の 側 突 起 Clto) は 幅 狭 《, 斜め 後方 に 向 か 
っ て 突出 する 。 前 突起 (pto) SMP EMT S. 
… ア カカ アシ オオ クシ コメ ツキ MM. cete Canpizg, 1860 
以上 の 検索 表 に 示し た よう に , 本 属 に お ける 種 の 特 
徴 は 第 9 腹 節 に 最 る 頭 著 に 現われ て いる 。 し か し 幼虫 は 
と 土壌 中 に 棲息 し 移動 を 行っ て いる 関係 上 )』 THEO? 
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EBSD LIZ VIZ BML CAML ZC LbHS 
3, 点 刻 の 分 布 密度 や その 大 き さ お よび 第 9 腹 節 の 側面 
や 背面 か ら み だ 外形 な ど は か な り 安 定 し た も る ので, TH 
ラダ を 総合 する と と に よっ て 近似 種 間 の 識別 は あぁ る 程度 ま 
で 可能 で あぁ る 。 

若 幼 下 と つい て は まだ 資料 が 不 十 分 で ある が , いずれ 
OFS 6 外形 は 老 熟 幼虫 と 大 差 が な く , 上 記 の 検索 表 は 十 
分 使用 で きる る の と 考え る 。 し か し 点 刻 の 分 布 密 慶 に は 
' か な り の 変異 が み ら れ る 。 


GA GS A 
Melanotus fortnumi CANDEZE, 1878 
(PL. I, figs. 1+7; PL. Te 6; PL. Ill fig. 8) 


1878 Melanotus Fortnumi CANDEZE, Elat. nouv. 
2: 40. 

1942 Melanotus caudex Saxurat, Kontyt 16 (1): 
4. (nec Lewis, 1879) é 


成虫 本 種 は 日 本 の 各地 に 普通 に 産 し , クシ ジコ メジ ツキ 
の 伸 間 と し て は 最 る よく 知ら れ た 種 で ある 。 発生 期 は 比 
BHC, 岡崎 付近 で は 大 体 4 月 中 旬 ど ご どろ から 出 始 
DM, 5 月 下旬 ご ろ に は も る は や その 姿 は ほとん ど み られ な 
4 な る 。 発生 の 最盛 期 は 5 月 上 旬 ご ろ の よう に 観察 し て 
WS. MISA SE RAL, BRODSARM PAT 
ララ の 花 な ど に 好 ん で 集まる 性 質 が ある 。 
Lewis が 6 月 た Wakayama (7 35) CHI K 2H OL 
て 採集 し , 1879 HARE UCRML ICM. caudex と 
(O53 RBS SM, と の 種 ど つい て は 記載 が 簡単 で ある の 
2, それ より 以前 た すでに 記載 され て ある 種 と 重 復 する 
まう な 点 る み ら れ , 現在 畑 に 普通 分 布 す る 種 が は た し 
| で こと の Lewis の 記載 し た 種 と 同じ で ぁ る か どう か に つ 
いて に は 疑問 と 思わ れる 点 が 多い 。 Lewis は 1894 yc 
CAxprzzg の 記載 し た invectitus と fortnumi の 両者 は 
同じ 種 で 前 者 は 雄 で 後者 は 雌 で あぁ ろう と 人 述べ て いる が , 
原 記 載 を 参照 する と 前 者 は 体長 10mm で 後者 は 体長 8 
mm と な っ て いる 。 元 来 ク シコ メ ツ キ の 仲間 は 体長 の 変 
BOBWS V—-T CHS, 同一 種 内 に お いて 雌 が 雄 よ 
Sh 4 2mm も 小形 で ある と いう の は ちょ よっ と 不思議 に 思 
われ る 。CAarnpszg (1865) は invectitus の 記載 の 末尾 に 
“Un examplaire (male) communiqué par Makrix” 
ELT, 性 の 判断 を 誤る よう な こと こと は な いる の と 思 
攻 わ イ し る の 削る し ご で ご れ 3 で あっ た と し て る こと ん な 大 形 の 
する の は 非常 に を まれ で ある 。. その 他 触 角 の 第 2。 3 節 は 
“subaequalibus”, ili “pedibus fuscis”, gD Zit 
“punctis umbilicatis confertim adsperso” と な っ て 
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いて fortnumi と は IWR 異な る 点 が な られ THE 
両者 は 別種 と し て 考え た ほう が より 妥当 の よう に 思わ れ 
る 。 い ずれ に し て る 真 の 姿 を 知る に は それ ぞ れ の 基本 和 標 
本 を 比較 検討 する と と が 必要 で ある が , 記載 上 か ら 和 判断 
し た と こと ころ に よれ ば , 現在 畑 と お いて 上 農作物 の 害 証 で レル 
て 取り 扱わ れ て いる 種 に fortnumi を 使用 する の が 正 
し いよ うに 思わ れる の で , と れ を 使用 し 7z き ' な 多 成 下 の 
分 類 と つい て は 別 と 詳報 す る 予定 で ある 。 

幼虫 : 幼 虫 関 する 害 相 お よび 一 般 習 性 に つい で は す 
で に 桜井 1942, 752), 山崎 (1948), PEA ISA (1950) 38 
LOGE (1951, °52, 54) GER E SCHUH 
れ て いる の で 省略 する が , 幼虫 は 畑 は る ちろ ん で ある が , 
ABH EHO BU, 牧場 な ど を 問わ ず ほ と ん ど あ ぁ あら ゆる ろ る 場 
所 か ら 見 出さ れる 。 し か し 大 発生 を する よう な 場所 は ほ 
ぽ 限 定 さ れ て いる よう 記 思 われ , 害 が 著 じ な る ど 作 物 
の 栽培 は 不能 と な る が , 時 と よっ て は ネギ 類 , AH, v 
ョ ワウ ガ 類 ま で 加害 する と と が あぁ あり, 地表 に 接し て いる 小 
ROBEICE CHEL TREU W4OPBRBULKTE 
$55. DHMH RT AYMeHA, MOP 
で も 低い 場所 より は や や 小高 く な っ た 所 に K 害 が 著しい よ 
うた 思わ れる 。 ま た 食肉 性 の 傾向 る 強く , RRO RS 
ど を 好 ん で 捕食 する が , クジ シコ メジ ツキ の 件 間 と し て は 比 
較 的 と の 傾向 の 少な い 部 類 K 属 する 。 

FARE VIM RIZKE 24mm 内 外 K 達 する 。 腹面 
PPR, Bish WAL, 外形 は 円 和 次 形状 で 光 
沢 を 有する 。 腹 部 は 胸部 の 約 4.5 倍 の 長 さ , 第 † 胸 節 は 
次 の 第 2・3 胸 節 名 合わ せ た 長 さよ り わ ず か に に 短く, B 
幅 は 第 9 腹 節 の 幅 よ り 明 ら か に 狭い 。 第 2・3 胸 節 お よ 
び 第 1 腹 節 の 長 さ は 幅 よ り る 短い が , 残り の 各 節 は 幅 よ 
り る 長く , 特記 第 4・5 腹 節 間 に お いて 最 る 長い 。 体 は 
黄 福 色 を 時 し , 頭 ・ 胸 部 ぉ および 第 9 腹 節 の 背面 は や や 濃 
fi. RAPER (trim) ek O HH ARK Gm) SEER 
tat 2 ETS. 

第 9 腹 節 の 長き さ は 幅 の 約 1.7 HRORS SAL. F 
(355 WHEL, 基部 か ら th あたり か 5 ら 後 方 た 向かう て 
OA ERTS. MBs Ices AHL, PROD 
PHABCK ABD. SHCHBO)RACRAST 
Bs, BANOO DIT CBUS BEDS. UD 
し 前 半 部 な お いて は 数 が 少な くく なり, し じ か る 横 隆 線 tri 
m) 近く だ に な る に し た が っ て 点 刻 は 小さ すぐ な る 857 に が 
っ て 節 の 前 半 部 と 後半 部 と で は その 分 布 密度 の 差 が ぎわ 
DCHEITALNA (図版 参照 )。 BR Crim) は 比 
較 的 規則 正しい 波形 状 の 印 刻 を 作る 。 新 月 状 凹 紋 Cim) 
は 大 形 で ある が , その 形 は 変異 と 富み, 横 隆 線 と と る に 
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あま きま り 重 要 な 特徴 と は な りえ を ない 。: 中 央 突起 (nto) の 
末端 部 は や や 上 反し , きわ めで 弱く 後方 に 突 瑞 し, BIR 
起 (Ito) は きわ め て 発達 が 悪く , 弱く 側 方 た 向かっ て 伸 
展 す る 前 突起 (pto) は ほ と 沈 ど BRUTOCTLOFG 
HEVE ET ERD 5 VEU 6 

ATE の 近似 種 に 日 本 に は な お チャ バネ クシ コメ ジ ツキ 
M. seniculus Canna, 1873 と 云う 小形 の 種 が ある が , 
CORES 少なく 害虫 と し て で は さほど 重要 視 す べき 種 
で は な い が , MICHPeLOMMWICRHSh, まれ に 同一 
地域 か ら 数 多く の 個体 を うる と と も あぁ ある 。 し か し 効 虫 は 
まだ 判明 し て いな い 。 

検視 標本 静岡 , 愛知 お よび 岐阜 県 産 の 幼虫 44 頭 を 
検 す る と と が で きた が, 長野 県 や 関東 お よび 北海 道産 の 
る の は 見 る と こと が で き な か っ た 。 () 内 は 頭数 を 示し て 
ある 。 

Ait A eS, 20—V— 
FUR AR nay, 27—VI— 
市 , 9—-V—’55 (6), 

(9), KYICKARE. 


"53 (22), 吉田 正義 採集 ; wk 
52 (3), 大 平 仁 夫 採集 ; 岡崎 
24—IV—'57 (4), 27—IV—'57 


2. ココ ガタ ノ ク シ コメ ツキ 
Melanotus erythropygus CANDEZE, 1873 
RDNT figs c8 OL EL BU sere) 

1873 Melanotus erythropygus Canpizm, Mém. Soc. 
Sc. li¢ge [2] 5: 20. 

1934 Melanotus erythropygus Miwa, Dep. Agr., 
Gov. Res. Inst., Formosa. 65: 100. 


成虫 本 種 は 北海 道 , 本 州 , 四国 , FUN OB Hh ic 3S 
に 産 す る 黒色 で 小型 の クシ コメ ツキ で ある が , その 分 布 
eR Sone A DA Se mee 
か と 云え ば 山林 性 の 種 の よう に 思わ れる 。 外 形 は 前 種 に 
きわ め て よさ く 似 て いる が , 体長 が 10mm 肉 外 で 共 型 で 
ある の と , WD HR ( MABORB 3 His 2 Aik O AHA 
BAIT KER CH 9, MO AM 2 節 が 通常 赤褐色 
REBUTWO4ST ETE YO MANTEAITCS By 
岡崎 付近 で は 通常 4 月 中 旬 ど ご どろ から 出 始 め , 6 AE 
どろ まで その 姿 を みる で と が で きる 8。 RRIHA CEH 
を 有する 潤 葉 樹 に 集まり , RUC ARO I 4 HAC 
集まる 植物 の 一 つ で ある 。 BAI (1918) に よれ ば , eA 
の 飛騨 地方 に お いて 本 種 の 成虫 が 茶 果 樹 に 集まり , その 
新芽 や 果実 を 加害 する と こと を 述べ て いる が , 筆者 は と れ 
(TOUCHED 4 T EDS CRED ai 

幼虫 SUA ICAI Hsu CHIEU TUG HE 
場所 は 一 定 し て いな い が , 耕作 地 よ り る も る 未 耕作 地 に 節 し 


il 


ceil 
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て 多く 児 出 され る よう で , MOMWO ih Pupp Hor 
較 的 よく 肥え た 草原 , MS UR ARO ORT 
と し て は 最も 適し じ で いる は よう KK 乱 わ れる 7 が で 畑 
の 上 農作物 の 害虫 と し て は あま うり 重要 視 す べき 種 で は な い 
が , 牧草 や 苗 園 類 の 害虫 と し て は 軽視 で き な い 種 の よう 
CHA GN}S. PR (1981) は 本 種 の 幼虫 が 朽木 内 に 棲 
BL, これ を 食す る の で は な いか と 記し て いる 3 BG 
は まだ こと の よう な 所 か ら は 見 出し て いな い 。 

幼 下 の 一 般 習 性 は マル クビ クシ コメ ツキ と 大 差 が な い 
S4DéEBONSd, MADE IITHMCHERTSIIS 
と と は ほとん ど な バ パ く , 採集 個体 数 る 少な い の で 詳し いと 
と は 不明 で ある 。 飼 育 の 結果 に よれ ば , BALM RS 
8 月 中 旬 に 2 週間 の 遇 期 を 経て 羽化 し て いる 。 下 室 内 で — 
羽化 し た 新 成 虫 は , その 場所 に とどまっ て 冬 を 越す 。 

幼虫 の 一 般 形 態 は マル クビ クシ コメ ツキ の 幼虫 に きわ 
DTE MULT, 簡単 両者 を 識別 する と と は 困 © 
難 で あぁ る が , 大 体 以下 の 諸点 を 総合 する こと に よら て 前 
者 と 識別 で きる も の と 恩 う 。 

1) 条 は 濃 黄 褐色 を 呈し , 前 者 記 此 し て より 濃 名 で , 
特に 頭 ・ 胸 部 に お いて その 差 が 著しい 。 

2) 前 頭 部 で fcl1l) は その 後方 部 に お いて MDT 
り , 両 縫合 線 は ほぼ 直線 状 で あぁ る 。 

3) 腹部 の 各 節 背 板 の 両側 に みち られ る 新 月 状 凹 紋 
(im) は 小形 で , 前 者 の ほぼ 7s め * リ 27 程 度 の 基き さ で 
ある 。 

4) 第 9 風 節 の 横 隆 線 (trim) は きわ め て 弱い 波形 状 
を 呈す る の み で , MBOE DICH MRS RUE 
a 9 EMO WM RAND S (MP ANCIBMNT BT ee 

ま ば 直 線 的 で , FEM GB Vs あたり で 最も 幅 が 広く , 
ei sae 
に 長い が , 前 者 に お いて は 1.7 億 内 外 で ある .。 

6) BOBO Amst SU EC WET SC ER 
(, 先端 部 か や ら 1/4 DIO SAITAMA o CHR 
4. 

7) BOBMOAMALHRO) RRSREL, PH 
(HID EAT SU TC RODOBITA AS Sos, WRAL 
て 明らか その 数 が 少な く , 前 半 部 刻み られ る る の と 
の 分 布 密度 に 頭 著 な 差異 が な く , RAMEE (trim) の 近く 
に お いて その 数 は や や 少な く な る が , MRIOK& Sits 
大 差 が み ら れ な い 。 

8) FRAC (mmto) は より 鋭く 後方 に 向かっ て 突 沿 
UL, PIR Ato) は 明らか に 外 方 た 両 か っ て 伸展 し , | 
HalIHG < PISS. 前 突起 (pto) は 弱い とぶ 状 の 隆起 を ! 
形成 し , 明瞭 に 認め られ る 。 | 


| 


‘ 


~~ 


Sita t OB WU ¢ wk Ft 


19584F 6 月 


検視 標本 全部 で 3 頭 の 幼虫 に 接する と と が で きた の 
み で ある 。 こ の うち 三河 本 宮 邊 で 採集 し た 1 頭 は 飼育 に 
よっ て 成虫 を 確認 する と こと が で きた だ た 。 

SAE, 27—M—'55 (2), 大平 信夫 採集 AB 
駒ケ岳) 9-W—’S7 (LD, 大 平 仁 夫 採集 。 


8 クシ コメ ツキ 
Melanotus legatus CanDizg, 1860 
TES “figs, 15s PL. ie £1) 

1860 Melanotus legatus Canpizx, Mon. Elat. 3: 
B23. 

1860 Melanotus laticollis Morsonutsky, Etud. Ent. 
9: 9. 

1934 Melanotus legatus Miwa, Dep. Agr., Gov. 
Res. Inst., Formosa 65: 102. 

RR ARIS BASHICK (OWT SZRMOZV IL 
ツキ で , (ISH eB LIAR 18mm 内 外 に 達する が ), 
体長 に は ほかなり の 変異 が み ら れ る 。 成 虫 は 常に 畑 の 周辺 
PHA ITH L, 蜜 腺 を 有する 潤 葉 樹 に 好 ん で 集 ま 
る 性 質 が ある 。 発生 期間 は 比較 的 長い 方 で , 岡崎 付近 で 
は ば 大体 4 月 下旬 ど ごろ から 出 始め 7 月 下旬 ご ろ ま で その 次 
る ゃ が る こと が で きる が , 最も 多く 見 出さ れる の は 5 月 下 
旬 ど ご ろか ら 6 月 上 旬 ご ろ ま で の 間 で ある 。 ま た 雌雄 と も 
RK KIC BARR, SECIS SIT -KITMRSG 6 a3 
AIDE LYORRN SCH SB 5 

HR ARID 幼虫 が ESIC 棲息 し , 農作物 を 加害 
する て こと は 数 多 ぐ の 文献 上 に る 記さ れ て いる が , 桜井 
1942)9" て に よれ ば , 北海 道 で は その 発生 量 は 少な く , 害 
述べ られ て いる 。 し か し 本 州 
D—-fROUMNTIE VACA TEFEN SN 必 員 
きれ る し , 畑 の 土質 に は あま り 堪 右 き れる と と な く , ほ 
と ん ど あ ぁ あら ゆる 場所 た 棲息 し て いる 関係 上 , その 害 る 単 
に 農作物 の み に 限 土 さ れる と こと な いく, 樹木 の 苗 剛 や 牧草 
な ど に も $ 及 ん で いる 。 内 田 <1951) は 本 種 の 害 は 近畿 , 
His, 四国 地方 に と 多く, BORED Y v4 EOIN 
多 いて と を 記し て いる 。 本 種 は マル クビ クシ マメ ツキ 
と 異な り , 同一 場所 に 数 多 《 の 個体 が 集団 で 棲息 する よ 
うな こと は ほとん ど な い た め に , その 被害 る も 一般に 見 落 
さき され て いる 傾向 に ある 。 

飼育 の 結果 に よれ ば 本 種 は 8 月 20 互 の 調査 の お り に は 
S ClCH B/E > THIRITA 3 TI8, 9 月 日 K 羽 化 
し て いる 。 ま た 1955 年 の 2 及 23 Aico Beh ® 
採集 し で いる こと こと な ど か ら 推 し て , 他 の クジ シコ メ ツ キネ キ と 


| RRC AEP CET 4 Oe NS. 


Sth D HBG RE (COUN Ct HIT 明らか に され て 385 


KY: AAR Melanotus (a4 Y #4 YR) 数 種 の 幼虫 


GD ae Th 


ず , 信頼 で きる も の と し て 桜井 (1942) が ある の み で あ 
OPS, 記載 が 簡単 で 近似 種 と の 区 別 は で き な い 。 十 分 成 
長 し た 幼虫 は 体長 35 mm, 体 幅 は 腹部 の 第 3 節 に お い 
て 約 3.5mm に 達し , 十分 伸長 させ た 長 さ は 42mm 内 
MEET So 体 は 赤褐色 を 呈し 光沢 を 有する 。 頭 胸部 お 
LO 9 RAISE. AYR, 鼻 状 突起 な ど は 黒色 。 
新 月 状 凹 絞 Cim) ぉ よび 横 隆 線 (trim) は 暗 赤 褐色 を 早 
し , 体 の 腹面 は 背面 より % 淡 色 。 膜 状 部 は 乳白 色 を 呈す 


腹部 は 胸部 の ほぼ 4 倍 の 長 さ を 有 し , 策 1 胸 節 は 次 の 
胸 節 合わ せ た も の より も 短く , 第 9 腹 節 の 幅 
は 頭 幅 よ り も 明らか に 幅 が 狭い 。 BAA IS WO OR 
い が , 胸部 の 第 2・3 ize LOMO 1 節 は 幅 よ り % 
Gis, 腹部 の 第 2 節 は 幅 と 長 さ が ほ ば ぼ 等 し い 。 

第 9 腹 節 は その 外形 に お ぉ いて 多少 の 変異 が み ら れ る 
が , 最 ず 基本 的 と 思わ れる も の は 図示 し た よう な 形 を 時 
し , 背面 か あら と れ を みた 場合 に は 両側 部 は 中 天 部 や や 前 
方 に お いて 強く 外 方 に 湾曲 し , 側面 か ee 
部 は 強く 膨 隆 し て いて , 後半 部 は 強く 後方 に 向かっ て 傾 
eo 
よっ て る も 近似 種 と の 識別 は 容易 に で きる z 


Ke) 


Uy 


o な お 節 の 長き 
(末端 か ら 横 隆 線 ま で の 長 さ ) は 幅 の 1.5 倍 内 外 で あ 
A RA RP ines 
お いて は 円 形 の 小 点 刻 や きわ め て 密 K 分 布 す る が , 前 半 
部 に お いて は その 数 も 少 な く な 5 RR eS 
る 。 特 に 横 隆 線 (trim) 近く ぐに 存在 する 点 刻 は 前 半 部 に 
みな られ る させ の の ほぼ !/。 か Ys OKXS CHS. MBM 
(trim) (556 CA Bi RICHIE Ke BUTHOSD, & 
OPIATE os CHAICHt PRA (mto) は 幅 
TK, Fesmebih PERU TC 後方 (で iit 
Cito) は 幅広 く , 弱く 側 方 に 伸展 し 末端 は 弱く 角 ば 
i ian rT 
中 頑 突起 お よび 側 突 起 の 内 方 部 は きわ め て 頭 著 に 抑圧 さ 
SS 

本 種 の 第 9 腹 節 の 外形 は 大 型 の クシ コメ ツキ の 中 で は 
最 る 特徴 お が あぁ っ て 容易 に 近似 種 と は 識別 で きる が , AA 
に は な お ナガ チャ クジ シ コメ ツキ M. spernendus Can- 
DEZE, 1873 や ヒラ テラ タク グ クシ コメ ツキ MM. Roikei Kisusr et 
Omrra, 1956 が 産 し , これら の 幼虫 は 現在 まっ た 不明 
な の で , その 識別 に は な お 今 NN 
い 点 が 多い 。 し か し いずれ むる も きわめ て で 数 が 少な く , Be 
と し て は 重要 視 す べき 種 で は な い 。 

検視 標本 ・ 全 部 で 21 頭 の 幼虫 を 検 す る こと が で きた 。 
と れ ら の うち 1957 年 5 月 に 岡崎 で 採集 し た 1 頭 は 飼育 
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に よっ て 成虫 を 確認 し て いる 。 


岡崎 , 6B—IM—’55 (3), 15—XI—’56 (1), 10—V— 
57 (1), 2—WI—’57 (4), 23—IX—’57 (4), 26—Ix 
57 8) 大平 仁 夫 採集 


ATA SAS Jee 
Melanotus senilis CANDEZE, 1865 
Gila SS 7-9 Bie ie trea) 

1865 Melanotus senilis CANDEZE, Elat. nouv. 1: 47. 

1892 Melanotus senilis Scuwarz, Deutstsche Ent. 
Zeitschr. 11: 164. 

1894 Melanotus senilis Lewis, Ann. Mag. Nat. 
Hist. (6) 18: 193. 

1934 Melanotus senilis Miwa, Dep. Agr., Gov. 
Res. Inst., Formosa 65: 103. 

1953 Melanotus senilis Ourra, New Ent. 3 (1): 3. 


成虫 本 種 は 体長 10~15mm 内 外 の 中 型 の クシ コメ 
ツキ で , 体 は 黒色 を 時 し , 触角 お よび 脚 は 赤褐色 。 前 背 
板 上 の 点 刻 は 著しく 密 で 一 見 あばた 状 を 量 し 光沢 を 欠く 
な どの 点 に よっ て 近似 種 と は 識別 で きる 。 本 種 は 日 本 の 
全 持 と 広く 分布 し て お り , どちら か と い を ば 低地 性 の 種 
で , 常に 畑 や その 周辺 か ら 数 多く 見 出さ れる 。 ま た 密 腺 
Db SERPCIAFT 7 OES ETH A CHE SHAH S 

が , 活動 は 比較 的 鈍い ほう で 飛 次 な ど は あま OG DT 
Wo 発生 期間 は 短い ほう で , 岡崎 付近 で は 大 体 4 月 下旬 
どろ か 6 月 下旬 で さろ まで の 間 で ,! 5 月 中 下旬 ご で ろ が 発 
生 の 最盛 期 の よう に 観察 し て いる 。 本 種 の 成虫 が 好 ん で 
ZRUTIRRL, その 分 泌 物 を 舐 信 する と と は すでに 山崎 
(1943), 吉田 1951) が 述べ て で て いる 。 
HR 幼虫 の 一 般 習性 に つい て 山崎 (1943) は 埼玉 県 
(や の いで は マル クビ クシ ョ コメ ツキ に 比 必 で その 数 は 少な 
(s ORS $i 者 ke で まほ どの な いま RR や 
る と 未 べ で いる 店 岡崎 付近 で 観察 し た と で ころ に よれ は ば) 
当地 方 は マル クビ ビク シンコ メジ ツ ギ の 大 発生 が な いた めこ と 
も 考え られ る が , 一 般 の 砂 壌 土質 や 比較 的 よく 肥え た 畑 
に は 非常 に 数 多く の 個体 が 棲息 し て いて , し ば し ば 小 集 
団 で 発見 され る 。 ク シコ メジ ツキ は 一 般 の 草原 や 山林 中 に 
る 広く ぐ 分布 し て いる が , 本 種 は 主として 耕作 され 作物 を 
栽培 し て いる 場所 を より 好 ん で 棲息 し て いる と と な どか 
ら 考 えて , 畑 の 農作物 を 害する 針金 虫 と し て は マル クビ 
クシ コメ ツキ に 次 いで 重要 視 す べき 種 の よう に 思わ れる 
の で あぁ ある が , いま だ 害虫 書 に る 取り 扱わ れ て いな い の は 
非常 に 残念 な と こと で ある 8 
飼育 の 結果 に よれ ば , 十分 成長 し た 幼虫 は 通常 8 月 上 
ACAD 5 wYLITA 0, 約 2 EO MH eA Tee & te 


第 2 巻 第 2 号 


る 。 遇 室 内 で 羽化 じ 72 新 成虫 は その 場所 と ど ま ら で そ 
を 越す が , 夏 眠 を つい て で は 十分 調査 が で き な か っ 726 

差 熟 に 達し た 幼虫 は 体長 30mm, 体 幅 は 腹部 の 第 4 
節 に お いて 約 3mm。 十 分 伸長 させ た 長 さ は 体長 
内 外 に 達する 。 体 は 濃 黄 褐色 , 頭 部 お よび 第 9 腹 節 は 赤 
褐色 。 気 門 (sp), 横 隆 線 (trim) ぉ よび 新 A Ke 

(im) な ど は 暗 赤 褐色 を 星 す る 。 

腹部 は 胸部 の 約 3.6 倍 の 長 さ で , 第 1 胸 節 は 次 の 第 
2・3 胸 節 を 合わ せ た も の より る も 短く , 第 9 腹 節 の 幅 は 頭 
幅 と ほぼ 等 幅 か 引 者 の ほう が や や 幅 が 広い 。 第 9 腹 節 の 
長 さ (末端 か ら 横 隆 線 まで の 長 さ ) は 幅 の 1.6 O56 
1.7 倍 ま で の 間 に あ る 。 

本 種 の 策 9 腹 節 の 外形 は 本 報 に お いて 取り 扱っ た 幼虫 
類 の 中 で は 最も 変異 に 富 な の で , COMMNAA CLE 
い が , 基本 的 な 外形 は 図示 し 7z< よ うな る も る の で ある 。 ご 
を ゃ 背面 か ら み た 場合 に は 両側 部 は 横 隆 線 Crim) 付近 に 
お いて 幅 が せ ば まる こと な しい 平行 的 で あっ て 7 寺 端 部 ご 
向かっ て 弱く 湾曲 し な が ら 洒 次 幅 が 狭く な る 。 側 面 か ら 
は その 背面 は MO 前 半 部 に お いて Hh BET ST LIS 
く , EEMIEDS (BAIT Do CHAU CHS. Si 
に ほぼ 一 様 に 小 点 刻 を 散布 し , 点 刻 は 節 の 前 半 部 と 後半 
部 と の 間 に そ の 大 き さ に は 大 差 が な く , BEBE (trim) 
付近 に お ぉ いて や や 小さ 《 く な る 程度 で ある 。 し か し 側面 部 

は 背面 部 に 比 し て 小 点 刻 が より 数 多く 存在 する 。 本 種 の 
eR i 
類 の 店 で は 最 き 数 が 少な N24 
に み ら れ る 数 の ほぼ 半分 以下 で ある 。 横 隆 線 は 不 規 則 な 
る 波形 状 を 呈す る が , 個体 よる 差 が 著しく , 重要 な 特 
徴 と は な り 得 な い 。 

RZ Cmto) は 比較 的 よく 発達 し , 先端 部 は や や 
上 反し 後方 に 向かっ て 強く 突出 し , 末端 は 鋭く と が る 。 
側 突 起 Qto) は 幅広 く , 強く 側 方 に 向かっ て 伸展 し て お . 
0, 末端 は 角 ば る が この 外形 は ほぼ ば 正三 角形 状 を 呈し て 
いる 。 な ぉ 側 突 起 の 後 線 は 内 方 外 方 と も に 湾曲 する と と 
な く は ほ は ば 直線 状 を 時 し , と の 形状 は きわ め て 重要 な 標 徴 
と 思わ れる 。 前 突起 (pto) は 小形 の いぼ 状 の Bie HB 
成 し 明 瞭 に 認め られ る 。 中 夷 突 起 ぉ よび 側 突 起 の 内 方 部 
は クジ シコ ヌメ ツキ に み ら れ る よう に 強 抑 盲 され る で どど な 

(, EEE CHS_ 

本 種 の 近似 種 に 日 本 と は な お クロ ツヤ ャ クシ コメ ツキ 
M. annosus Caxpszp, 1874 と いう 3 大型 の 種 が 産 し , 
畑 の 周辺 や 草原 な ど に 普通 に 見 出さ れる が , Mis HI 
飼育 に 成功 し て いな い 。 し か し 本 種 よ り や や 大 形 で 筑 
9 腹 節 の 後半 部 が 前 半 部 に 比 し て 著しく 幅 が 狭 《 く なり, 


34mm 


1958 年 6 月 


中 央 突起 は 本 種 に と きわめて よく 類似 し て いる が , 側 突 起 
は むし ろ る クシ コメ ツキ に より 近い 1 不明 種 が まれ に 得 ら 
れる の で 或 は で れ に 相当 する の で は な いか と 思わ れる 。 
検視 標本 全部 で 25 頭 の 幼虫 を 検 す る と こと が で きた 。 
こと これら の うち 2 頭 は 飼育 に よっ て 成虫 を 確認 し , 5 頭 は 
成虫 と と る に 脱皮 毅 を 野外 の 土壌 中 か ら 採集 し た も の で 
ある 。 
名 古屋 , 283—IV—’54 (3), MIMI ALERSE; 岡崎 , 5 一 
M—’55 (7), 10—M—’55 (1), 26—II—’55 (6), 6 
WD = CO 57. ), 
RECKRE ABZ &, 9—W—'57 (1), KE 
夫 採 集 。 


35 EDR = wice 
Melanotus cete CANDEzZE, 1860 
(RRR 105 
1860 Melanotus cete CANDEZE, Mon. Elat. 3: 332. 
1892 Spheniscosomus cete Scuwarz, Wien. Ent. 
Zeit. 11: 132. 
1894 Melanotopsis cete Lerwis, Ann. Mag. Nat. 
Flist. (69) 13:7 192° 
1934 Spheniscosomus cete Miwa, Dep. Agr., Gov. 
Res. Inst., Formosa 65: 98. 
成虫 本 種 は 本 州 , 四国 , 九州 の 各地 に 多 産 する 大 形 
の クシ コメ ツキ で , 各種 の 図説 に る あり, よく 知ら れ た 
種 で ある 。 本 種 は 棋 し て 低地 性 の 種 で , 主として 畑 周 辺 
DEAK HICHERL, AFA VIMVISEDIETH 
ん で 集まる 人 性質 が ある 。 ま た 灯火 に も 飛来 する 。 発生 期 
は 比較 的 長く , 岡崎 付近 で の 観察 に よれ ば 大 体 4 月 中 旬 
どろ か ら 出 始め , 7 月 中 旬 ご ろ ま で その 姿 を みる と と が 
で きる が , 最も 多く 見 出さ れる の は 5 月 中 下旬 ど ごろ で あ 
Be 
本 種 の 前 胸 腹 板 突起 (prosternal process) は 前 脚 の 
基 節 腔 の 所 で 湾曲 する こと な く , 水平 に 後方 に 伸長 し て 
いる 。 こ れ に よっ て ScCHwARz (1892) は Spheniscosomus 
Bex, 以後 は と ん どす べ て の 学者 が と これ を 独立 属 と 
し て 使用 し て いる 。 し か し 本 稿 に お いて は Melanotus 
属 に 信 め て ある 。 
幼虫 幼虫 は 常に 土壌 中 に 生活 し て いる 。 棲 息 場 所 は 
SEL TUE DS, BELT HE § ABA HRA K HRT 
る 場所 を 好む か よう で ある 。 畑 が 現在 耕作 され , 作物 を 栽 
GN る な 場所 に は 思 妥 だ たよ 9 少な 0 放し じ る 
溢 木 林 店 の 腐葉土 中 や 草原 な ど に 多く 見 出さ れ て いる 。 
し た が っ て 上 農作物 の 害虫 と いう より は , 森林 の 苗 周 の 害 
虫 と し て 重要 な 種類 で あみ る と 思わ れる が , 山間 部 に お い 
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て 周囲 が 山林 で 囲ま れ て いる よう な 小 面 積 の 畑 な ど に 
は , 幼虫 が その 場所 に 集約 され る よう で , 比較 的 数 多く 
の 個体 が 棲息 し て いる 。 

十分 成長 し た 幼虫 は 通常 6 ACA ICIS ST CIT HS を 作 
0, その 下 室内 で 夏 眠 に 入る 。 夏 眠 期 間 は 少な くく と る も 60 
日 以上 は 要 し , SAHEACAICHHET S. Wit 14 A 
APC, 政 室 内 で 羽化 し た 新 成 虫 は その 場所 と と ど ま っ 
て 和 そそ を 越す 。 な お 幼虫 は 秋期 比較 的 遅く まで 活動 し , 11 
中旬 ど ご ろ ま で は 地表 近く に 棲息 し , 脱皮 を 繰り 返し て 
b Vo 

PORE FAT IU) & MAIDA fli ASAE 33mm, 体 幅 
は 腹部 の 38 4 節 に お いて 約 4 mm。 体 は BAS B 
し , 頭 胸部 お よび 第 9 腹 節 の 背面 は 暗 赤 褐色 で , 体 色 は 
本 稿 で 取り 扱っ た 幼虫 類 の 中 で は 最も 濃 色 で ある 。 各 体 
節 の 横 隆 線 Ctrim), Br AIM AL im) など は 暗 赤 褐色 
eS, 腹面 は 背面 より る 淡色 を 時 する 。 頭 幅 は 第 9 腹 
節 の 幅 よ り る も 明らか に 幅広 く , 第 9 腹 節 の 長 さ て (末端 か 
ら 横 隆 線 ま で の 長 さ ) は 幅 の 約 1.4 倍 内 外 で ある 。 

第 9 腹 節 の 外形 は 前 者 の クロ クシ コメ ツキ の 幼虫 じき 
わ め て よく 類似 し て いる が , と これ を 背面 か ら み た 場合 に 
両側 部 は 明らか に 横 隆 線 近 《 で 幅 が せ ば まり , 節 の 後半 
部 は より 強く 後方 に 向かっ て 幅 が せ ば まる 。 側 面 か ら は 
MIO Ms EO RITE, 後半 部 に お いて は 特に 頸 著 
で ある 。 全 面 に と きわめ て 密 に 円 形 の 小 点 刻 を 表 布 し , 点 
刻 は 横 隆 線 (trim) 近く で や や 小さ く は な る が その 密度 
(ERE, 本 種 記 お いて は こと の 点 刻 の 分 布 密 度 は き 
わ め て 重要 な 特徴 と な る 。 PRA (to) ii は きわ め て 鋭 
《 後方 に 向かっ て 突出 し , 末端 は や や 上 反し て と が る 。 
側 突 起 lto) は 強く 側 方 に 向かっ て 伸展 し , 末端 は 強く 
角 ば り 明 ら か に 鋭角 を 作る 。 前 突起 (pto) は 小形 の 歯 
状 突 起 を 形成 し きわ め て 明瞭 に 認め られ る 。 な おぉ 本 種 の 
側 突起 は 図示 し た も の より 鏡 く 後方 に 向かっ て 突出 する 
個体 る まれ に 存在 する 。 

検視 標本 全部 で 18 頭 の 幼虫 を 検 す る と こと が で きた 。 
と これら の うぅ うち 2 頭 は 飼育 に よ . っ て 成虫 を 確認 し て いる 。 

Se pare eh, V—'54 (8), 26—WI—’54 (1), 
KECKRE ; 岡崎 ) 23—VI—"54 (1), 6—XI—’56 
(2), 21—W—’57 (1), 27—IV—’57 (1), 20—IV—’57 
(2), KFCARE; Ree, 29-W—'S7 (1), 
大 平 仁 夫 採集 ; FEE SUA, 16 一 刀 一 '54 (1), #2 
村 秀 樹 採集 。 


6 滞 計 パネ ガク シコ 以 以 H 
Melanotus matsumurai SCHENKLING, 1927 
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CRE ites 4 oto!) 


1911 Melanotus carinatus Matsumura, Journ. Coll. 
Agric., Sapporo 4: 121. (mec Canp., 1865) 

1927 Melanotus matsumurai SCHENKLING, in Junk’s 
Cole Cate os. late 227 ie) COM. Ov) 


成虫 本 種 は 北海 道 , AM, 四 園 の 高地 に 数 少な く 分 
布 する 特異 な クシ コメ ツキ で ある が , 北海 道 で は その 数 
も 比較 的 多い よう で , 平地 に る も 産 す る よう で ある 。 AM 
で は 夏期 と きわ め て まれ に 得 ら れる の み で 詳し い 生 態 に 
つい て は 不明 で ある 。 中 部 地方 で は 大 体 海 技 1000 m 以 
上 の 高地 に の み 分 布 し て いて , 常に 森林 中 棲息 し , 樹 
木の葉 上 か ら 得 られ る が , 花 た 飛来 し て いる の を 採集 し 
RE Die 

幼虫 幼虫 は 飼育 に と よっ て こと これ を 確認 し た も る の で は な 
い が , 採集 場所 が 常に 高地 に の み 限 定 き され て いる こと と , 
樹 上 度 下 に 見 出さ れ そ の 外形 が Bimacmr (1939) の 図示 
て いる ヨー ロッ ペ パ ペ 産 の M. castanipes Payk. Ove 
きわ め て 類似 し て いる と と な どか ら 判 新 し て 本 種 じ 相当 
RI ONES TNE TG 

Sait 現在 まで に わずか 2 頭 を 検 し 得 た の み で ある 
が , うち 1 頭 は 愛知 県 の 段 戸山 (海抜 1000m) に お い 
て 立 枯 れ の そ モミ の 樹皮 下 か ら , また 他 の D1 Hse 
Fell 33 CHEK 2000 m あたり の 同じ 《 モ そ モミ の 立 枯 れ の 
樹皮 下 か ら 採 集 し た も の で ある 。 探 集 し た 場所 は 前 着 は 
地上 1m あたり の 所 か ら , Reith 2m 程 の 場所 で 
HA. UPLMLBMITCOL 5 LAMCOABAL, 
BEML RE SIMBA TAC EMS ME 4 MIZIW 
て は よく びく 判 新 で き な い が , De & SEA Oe 
する も の と 考え られ る 。 MRE 
DU, 植物 と 対す る 害 は は ほ と 
Do 

CRASS CEBCE BP 51D, BADRUE 
た 幼虫 は 体長 23mm, 体 幅 は 腹部 の 策 4 節 に お ぉ いて 和 約 
2.5mm で あっ た 。 体 は 濃 黄 褐色 を 呈し, 頭 ・ 胸 部 お よび 
第 9 腹 節 の 背面 は や や 濃 色 。 横 隆 線 (trim) お よび 新 月 
TAMA Cim) な ど は 暗 赤 褐色 を 時 す る 。 第 9 BALE 
fISISHI SC, 長 さ (末端 か ら 横 隆 線 まで の 長 さ ) itis 
DH LSRALCH4S, MBIT APY AATVYALRY 
キ に 類似 し て いる が , — LL THM OM A IRMA (im) 
ば 非 二 で 天 a (, EPMO ECEUTHST EES 
て も 議 別 で きる が , 第 9 腹 節 に お いて その 差 は 特に 顕著 
で ある 。 す な わ ち 側面 か あら と これ を みた 場合 そ ぞ の 背面 は 
後半 部 に お いて 著しく 選 平 と な う で いで a の 形状 ば 本 
種 独 得 の も る の で ある 。 表 面 に は 全面 に 小 点 刻 を 蜜 布 し , 


fHE ELBA S 4 


ce 
EMBWSADE RON 


Oe CW 


第 2 巻 第 2 号 


FRE MIO AAA Cid PPR MBLs (70 HiFG5 LSS 
が , 点 刻 の 大 き さ に は 大 差 が な い 。 PRAM Cmto) it 
側 突 起 to) の ほぼ え 2 倍 の 大 き さ で , 強く 後方 に 向かっ 
て 突出 し て いる 。 側 突起 Cito) は 細長 《, ARORA 
か っ て 強く 突出 する 。 前 突起 Cpto) は 大 形 の 半球 状 の 
と ぶ 状 隆起 を 形成 する 。 

検視 標本 全部 で 2 頭 の 幼虫 を 検 す る と こと が で きた 
Ds, Bemis T EMWBCRED aK 

AEG &, 7—W—54 1), ECAR; BP, 
19—WI—’56 (1), AYER. 


ie loos GS alesy ee 
Melanotus correctus CANDEZE, 1865 ? 
(PL. Il, fig. 6) 

1865 Melanotus correctus CANDEZE, 
1: 48. 

幼虫 は 常に 山間 部 の 草地 に 棲息 する が , 数 は きわ め て 
少な い 。 体 は 黄 褐色 を 略し , 頭 ・ 胸 部 お よび 策 9 ERD 
背面 は 赤褐色 。 横 隆 線 (trim) お よび 新 月 状 回 紋 Cim) 
な ど は 暗 褐 色 を 時 する 。 

第 9 腹 節 は 細長 く , 長 さき (末端 か ら 横 隆 線 ま で の 長き さ ) 
は 幅 の 約 1.7 EC, 両側 部 は ゆる ぐ 外 方 に 湾曲 し な が ら 
後方 に 向かっ て 尊 次 幅 が 狂 《 く な り , 背面 は その 前 半 部 に 
お いて 弱く 膨 隆 する が , PERMIT ASU TIE PPE & 
Do WHIEZ ATV ALY (きわ の 
る 。 し か し 両側 部 は 明らか に 横 隆 線 近 ぐ で 幅 が 狭 で な 
る 。 横 隆 線 Crim) は きわ め て 弱く 波形 状 を 呈す る の み 
で は ば 直線 に 近い 。 表 面 に は 一 様 に 円 形 の 小 点 判 を 表 布 
C423, BUF SDD CRIT (, Tar7vaAsyYs 
より も る さら に 少数 で ある 。 FRA Cmto) は 短く A 
突起 to) は 短い が 末端 は 鏡 ぐ と が る 。 前 突起 (pto) 
は きわ め て 弱い て 状 の 隆起 を 形成 する の み で ある 。 
本 種 は まだ 飼育 た 成功 し て いな くり , 種 名 に る 疑問 の 点 
が 多い が , 一 応 分 布 位 置 な どか ら 判 断 し て 上 記 の 学名 を 
使用 し 329 か 尼 詳 細 は な な 今後 の 研究 必 待 ね ば な なら 
すず , 本 種 は 検索 表 か ら る も 除外 し て ある 。 

検視 標本 全部 で 2 頭 の 幼虫 を 検 す る と と が で きた 。 

SAVAGE RL, 27—X—'56 (1), KL eRe; 

長野 県 美ヶ原 三 城 , 22-W—57 (1), 大 平 仁 夫 採集 。 


Elat. nouv. 


th a eee 


本 稿 に 人 お いて 日 本 産 ク ノシ コメ ツキ の 幼虫 7 種 を 取り 扱 
っ た が , いずれ の 種 る よく 類似 し た 外形 多 し て いる の で 
BORMAMNLA DAW, 特に 主要 な 特徴 が 著しく 医 


1958 年 6 月 


誠 し た 個体 で は な 一層 の 困難 が 伴 な う 。 し た が っ て と 
放 れ ら 潜 土 性 害虫 に 関す る 研究 の 最も 進ん で いる 米国 あ た 
り で 7 種 名 の 判明 介 で る の は 数 る 程 し る ゃ な くせ く , ヨ 
BF XHIL YN CHOTA 2, 3 MITE LES TWS 
状態 で ある 。 本 稿 に お いて 第 9 腹 節 の 全 形 を 図示 し た 幼 
Hid, 最後 の 1 種 を 除い て いずれ も $ 飼 次 て よっ て 成虫 を 
確認 し た も の ば か り で ある し , 最も 礎 滅 の 少な いと 思わ 
れる 個体 を 選び , 注意 深く その 特徴 を 把握 する よう に 心 
3 けた つり で ある の で , も し 畑 に お いて 幼虫 が 採集 さ 
れ た 場合 に は , 図 を みて いた だ (の み で も ある 程度 は じ し 
ろう と に も 同定 で きる ちの と 思う し , 畑 6 見 出さ れる 針 
で これ 以外 の る の は そん な に ど な い は すず で ある 。 

| 議 計 生態 て つい て は 幼虫 が 常に 土壌 中 で 生活 し て いる 関係 
he bt, 室内 で これ を 注意 深く 飼育 し て いて も 踊 期 や 夏 眠 な 
ど 完 全 に 知り うる と こと は きわ め て まれ で , 何 回 る 回 を 重 
る こと に よっ て その 概要 多 知 りう る 場合 の ほう が むし 
上 議 る 多い の で ある 。 そ を それで も は た し て 冬期 は まっ た く 活 動 
を 休止 する か どう か , 脱皮 に 際 し て 脱皮 室 を 作る の か と 
っ た よう な 簡単 な 問題 る 十分 解明 され て いな くせ, いま 
7 に 前 途 遼 遠 の 感 が ある 。 

に つい で も サジ マイ モ や シカ ガイ モ ぞ に 穴 を あげ で 
上 邊 に 洪 入 する の は ほとん ど 小 型 の 針金 虫 の み に 限 5 られ 
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SSI~7M Melanotus fortnumi CANDEZE, 1878 
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1. 第 9 腹 節 の 背面 ee 
2. 9 IED Wh 8. 
3 ieee. @. bale 9. 
4. BRB O 
5. Ail ey HE © AB 第 13 図 
6. A4iemonwlm 1. 
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第 9 腹 節 の 側面 

PL. III 
Melanotus cete CANDEZE, 1860 
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第 9 腹 節 の 側面 

第 4 腹 節 の 気 門 

Melanotus matsumurai SCHENKLING, 1927 
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Melanotus matsumurai SCHENELING,1927 - 
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Melanotus senilis CANDEZE, 1865 


Studies on Some Melanotus-larvae from Japan. 


(Coleoptera, Elateridae) 


By Hitoo OHIRA 
Entomological Laboratory, Aichi-Gakugei University, Okazaki. 


In this paper I have reported the morphological 


and biological observations on the larvae of seven 


species of wir2worms belonging to the genus Me- 


lanotus EscHSCHOLTZ, 1829. 


The genus Melanotus is readily recognized by 


the ninth abdominal segment which is flattened at 


the tip, being usually more or less scalloped pos- 
teriorly. 

Key to the Melanotus-larvae 
1. Body yellowish brown. Second segment of 


aM 


maxillary palpi small, almost as long as wide. 
Ninth 
convex at anterior half, slightly sloping downward 
Median 


tooth (mto) weakly pointed and forming obtuse- 


abdominal segment subconical; dorsum 


from front to back at posterior half. 


angled tip. Larvae not exceeding 25mm. in 
length die dvelainibletéim sata Tale ove cia omelp ei eae alah aietetele i etatraretaleternts y 
Body reddish brown. Second segment of 


maxillary palpi large, at least 1.4 times as long as: 


wide. Ninth adsdominal segment subconical; dors. 


um convex at anterior half, more or less gradually 


sloping downward from front to back at posterior 


half. 


Median tooth (mto) strongly pointed and 


forming an acute-angled tip. Larvae exceeding 


30 mm. 


2. Ninth abdominal segment subconical, 


times as long a3 


in length. CO CO OT a Tat a a Te 3 


| 
about 1.7 


wide; sides of anterior half 


slightly rounded, and posterior half tapering to 


a blunt tip. Tergite (¢g) punctulate, punctures much 


denser in posterior half than in anterior half. 


M. fortnumi Canpig, 1878 


2’, Ninth abdominal segment subconical, about 1.8. 


times as long as wide; 


almost not rounded but straight, 


sides of anterior half 


and posterior 


half weakly tapering to a blunt tip. Tergite (¢g) 


uniformly punctulate, punctures a little denser in) 
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posterior half than in anteri orhalf. 
ee M. erythropygus Canpizg, 1873 
3. Ninth abdominal segment moderately depressed 
and more or less flattened at posterior half. 
Median tooth (mto) a little longer than lateral 
teeth (fo), 
GO Natera Tey CH@)s, acc acacnezcesoccue5., saaeue 4 


3’. Ninth abdominal segment strongly depressed at 


forming an angle of approximately 


postericr half. Median tooth (mto) about twice 
as long as lateral teeth (/to), forming an angle of 
approximately 40° with lateral teeth (/fo). Larvae 
inhabiting in upland forest under bark of decayed 
coniferous trees. 
veseeteee M. matsumurai SCHENKLING, 1927 
4. Sides of ninth abdominal segment widest near 
base. Tergite (¢g) moderately convex at anterior 


half, with surface almost uniformly punctulate, 
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punctures less minute in anterior half than in 
posterior half, ----+--------- IPM ei aie Paver Bas Sm she IK 
4’, Sides of ninth abdominal segment widest at 
middle. 


half, with surface densely punctulate, punctures 


Tergite (tg) strongly convex at anterior 


becoming much minuter in anterior half than in 
posterior half. -----+------ M. legatus CanprzE, 1860 
5. Lateral teeth (/to) of ninth abdominal segment 
broad, projecting laterad, forming regular triangle 
in fresh specimens, with prominent teeth (pto) 
forming a large nodule respectively. 
DDO M. senilis Carnpszr, 1865 
5’. Lateral teeth (/to) of ninth abdominal segment 
narrow, Sharply pointed towards posteriorly, with 
prominent teeth (pto) forming small fang-like 


tooth respectively. ----------+- M. cete CANDEZE, 1860 


キン バエ 幼虫 脳 の 神経 分 泌 細 胞 

Fraser, A. (1957) Neurosecretory cells in the 
rain of the larvae of Lucilia caesar L. Nature 
79 (4553): 257~258. 

Bea D ARE Sp WA MAR IC Oa TLS << OB RICO. CHG 
さき され, 普通 に は 三 つ の 分 泥 細 胞 医 が 前 大 脳 に 存在 する と 
AO CS 

シン パニ エニ 幼虫 に つい て 見 る と 誠 つ の 分 泥 細 胞 群 が 存在 
J, それら 細胞 の 分 泌 活 動 と 休眠 は 深い 関係 が ある と と 
わか っ た 。 すなわち, 休眠 幼虫 の 咽喉 側 神 経 球 に 見 ら 
1 る 神経 分 泌 物 が 第 3 群 の 細胞 に 見 られ , も し Hiyron 
\ 指 摘 し た よう な 休眠 ホル モン が 尼 虫 に 存在 する も の な 
ald, キン バエ で は 策 3 妊 の 細胞 お が ある らい は それ に 相当 
る も の か も 知れ な い 。 

— FA EE GE SD 群 の 神経 分 泌 細 胞 の 分 泌 は 休眠 中 お 
< び 遇 化 時 と に は 欠け て いる が , 前 胸腺 が 活性 化す る と 分 
A 物 が 出 て くる 。 し た が っ て これ ら 細 胞 医 は 特に 前 胸腺 
) 活 動 と 密接 な 関係 が ある と こと を 示し て いる 。 

( 農 技 研 三田 久男 ) 


慣 虫 血液 の 化学 特に 炭水化物 に つい て 

Wyart.G.R. and G.F. Kaur (1957) The chem- 
itsry of insect hemolymph. IL. Trehalose and other 
carbohydrates. J. gen. Physiol. 40 (6): 833~ 
847. 

BD MI OKA IC OW TAS << OREBS SD, 
糖 が 存在 する と らい ら う も の は きわ め て 少な ら 。 境 元 物 質 は 
多量 に ある が , WEREIC k SAME DIS C EPSOM CHS 
ど は 考え られ な か っ た 。 F454 RB HOMMICOOTR 
験 し だ と こる ろ る 多量 の Zc- ド レン ハロ ニー で が あぁ る < ご と を 
確認 し , さら に 詳細 に と 試 た 結果 , YAU vie 
A, 8WA, WMA, RMA, 鱗 燃 目 の 5 Blom Mica 


0 


め ら れ た 。 BHMKHOhVAD-vaERBRRUE 4 種 


で は 血液 100 ml 中 0.2~1.5 gm に 達し , HED 90%Y 


EZ Le TOH4ZTCEBD 7 会 る る ee 
クロ ピア 訟 で は 峠 血液 の トレ ハロ ー ゼ は 老 就 幼 虫 の 半量 


だ だ 優 下 し , 遇 化 串 トレ ハロ ローゼ か ら グ リコ ー ゲ ン の 谷 


成 が 行わ れ も れ た と と を 示し て いる 。 (BR =HAA) 


ク マリ oT 
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お よび 脳 thromboplastin }EYEM ICM +t 4 


ee 


Das, pty Pat, 
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草野 (1956 a) は 第 4 報 で Warfarin に より マウ ツウ ス の 
SMO REHM D RST 42 SAS DIC. LPL 
と の 凝固 時 聞 の 延長 の 機 序 に に つい て ほとん ど 明 ら か に 
A 

本 報 で は 凝 血 時 間 と 密接 な 関係 に あ 
plastin 形成 に 対す る 各種 クマ リン 系 殺 県 剤 の 


XN, =, 三 の 知 見 を 得 た の で 報告 する 。 


4 ine thrombo- 


Fag SRS, 3] 
ay af #2 調 


本 研究 を 行う と 当り 終始 御 指導 を 賜っ た 当 教室 三 誠 教 . 
授 に 深謝 の 意 を 表す る 。 
x ER Du 


供 試 動物 は マウ ス , 薬剤 は Na-Warfarin, Na-Fum- 
Pival, Dicumarol を 使用 し 
た 。 投 薬 は カテ ー テ ル に よる 胃 内 注入 また は 和 考 餌 (Pival, 
Dicumarol OA) と し て 摂取 させ た 。 

測定 方 法 は 次 に 示す と お り で ある 5。 

1. 疾 固 時 間 は Sahli-Fonio 法 (加藤 , 1948) の 変 法 
(RR 

2.  [f3 thromboplastin 形成 試験 は 松岡 法 (1956) 
DEVIC LH. 

3. 48 了 時間 
の 方 潜る 

4. prothrombin time (PT) は 第 2 報 (三坂 ・ 章 
Ef, 1955) に 述べ た 加藤 式 微量 測定 法 の 変 法 に よる 。 

5. thromboplastin 時 間 は @ee Lc ALE thrombo- 
plastin を 添加 し た 場合 の 凝 血 時 間 で ある 。 

6. labile factor (LF) の 調整 は Quick 法 (1949) 
(ELS 

ils thromboplastinogen(anti- haemorrhagic globulin 
(AHG) と 同一 の る の) の 活性 度 の 測定 は 福武 決 (1953) 
ea 

8. id thromboplastin の 活性 度 の 測定 は 福武 法 

(1946) ER る 


arin, Na-Neocumaran, 


清 , PTC の 調製 は Accennr et al. (1953) 


vA 


1 


re ia 


1S bcs Fay Fe 


果 
Ey, thromboplastin 形成 時 間 に 対す る 影 


Warfarin の 投票 回 数 の 増加 に つれ て , BELAIG IS KB 
に 延長 する が , prothrombin time (PT と 略す ) が 300 7 


秒 以 下 の 場 合 , PT 値 と 凝固 時 間 と の 間 に 必 ず し る 平行 J 
な 関係 が 認め られ な い 。 し か し PT 億 が 300 秒 以上 CT 


短 長 する と 投薬 回 数 の 増加 に 伴い 凝固 時 間 る 著しく 延長 
し , 澤 固 状態 は 非常 に 不良 とこ な っ た ( 策 1 表 う 。 


凝固 時間 より PT 値 を 差し 引い た 値 を thromboplastin — 


形成 時 間 (TGT cmd) と すれ ば , これ は 凝固 時 間 と 
PT と の 増大 じ つ れ て 増加 する 9 そ じ て 中 毒 血 の TGT 
の 延長 の 程度 は 正常 血 の そ れ と の 対比 (thromboplastin 
WERE) か ら 評 価 さ れる 。 す な わ ち Warfarin +} el 
の thromboplastin 形成 指数 (TG 指数 ) は 1.5~3.1 を 
示し , その thromboplastin 形成 の 不良 で ある こと が ね わ 
4. Lar L REMI & TG 指数 と の 間 に 平 行 な 関 係 は 
みとめ られ な い 。 ま た 第 2 回 投薬 後 48 MOR irc 
は , その PT は か な り 回 復 し て いる が , 凝固 時 間 は な 鋳 
延長 し て いる の で TG 指数 は 大 き な 億 を 示し 7 Gl 


表 )。 


Pival, Na-Neocumaran, Na-Fumarin 


git C § Warfarin agi & BRIT BEIGE, TCT, 
TG 指数 は 大 き な 値 を 示し た 。 

RAR (Cc 4 S Cephalin, 正常 48 BM, 
thromboplastin 032 

1) REMNEMIC ISS Cephalin の 影響 
Cephalin は 正常 血 , Warfarin AZ, vd ORANG 


Dicumarol, 


間 る 短縮 し な か っ た 。 そ し て Cephalin FIMO 


状態 は 非常 に 不 完 全 で あっ た 。 

2) BEANO TS 48 MIRO SE 正常 48 時 
間 血 清 を 正常 邊 お よび Warfarin HM TAINS SEY 
ずれ る も 凝固 時 間 は 短縮 する が , HHMOADIER MS 9 


"本 論文 の 一 部 は 昆虫 生理 談話 会 (1957 年 2 月 ) で 発表 し た 。 


(1957 年 11 月 4 日 受領 ) 
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第 1 表 Warfarin }#aO PT と 凝固 時 間 , thromboplastin 形成 時 間 と の 関係 
ty 薬 回 数 PT CT* Thromboplastin a a 
ce ei i ( Be ie Ho) pas CE ee) 
Sth i oe a A: ; (Ss 3 
x pee: ania ES イード) ) | Ew m (CT—PT) 
il 1 回 投薬 後 24 時間 28.6 31/, 181.4 di 
2 45.2 51/, 330.0 2.6 
3 / Sis) 31/, 210.0 USS 
4 / 52.2 4 187.8 ia 
5 ” 90.6 5 | 209. 4 1.9 
6 2 回 投薬 後 48 時 間 15.0 4 | 225.5 2.5 
7 1 ihe 7 402.5 3.7 
8 " 24 時 間 55.2 6 304. 8 2.8 
9 17 59.0 41/, Pils 1.9 
10~11 ” | 83.2~86. 6 | re 333. 4~336. 8 | 3.1 
12 ” 20 時 間 91.4 6 268. 6 Ds 
13 yn 10 時 間 150.0 51/。 180.0 1.6 
14 y 20 時 間 233.2 7 186.8 1.7 
15~20 ” 10~16 時 間 > 300 7~9 
21~23 1 24 時 間 / 1/。~14 
24~26 3 回 投薬 後 2 ” 18~>30 | 
27~28 4 回 投薬 後 a " >30 
30~34 iE 常 | | 10.2~10.8 | 2 109.5 1 
Wafarin 0.25mg #% *HERE 
も WGCHS. HI EBvMIE i MEIC aD 48 時 


imme emaztc & kD PT MARMOBE ¢ 
す が , PRIMES PT は 値 の 大 き な る の! 
条 清 に よる 短縮 が 顕著 で ある 。 し か し PT { 


第 2 表 KER, PT に 対す る 48 時間 血清 の 影響 


等 の 値 を 示 
ょ ど 48 時 間 
直 と 48 時 間 


血清 を 添加 し た 場合 の PT 値 と の 問 に 平行 な 関係 が み ら 


れ や な いて (第 2 表 )。 


Warfarin 以外 の BIL) YAMBA, Pival PH 


の 凝固 時 間 , PT る 48 時 間 


WORM XO WAAC 


HAL TC. 


3) thromboplastin 形成 時 


AVIS S 48 EMD 


48 MMe O Ime k 0 Warfarin 17711 D TGT 


は か なり 短縮 し , その 程度 は 凝固 時 間 の 大 きい も る の ほど 


KCHS. Lav 48 時 間 血 清 の 添加 , MAMOH gel 


TG 指数 は ほぼ ば 同等 の 値 を 示 


iL 
Wim C3 Ze), KRIZ 


BARITAS kit 48 時 間 ! 


Lf ANIM LILA OH Be 


MmO TGT 指数 は 0.9% NaC] を 添加 し た 場合 の 指数 


まり 9 り カ な ゆめ 小さ い 。 


CRITE RGR UIC IE AY 48 時 間 血 清 の 中 毒 血 凝固 時 間 


に 対す る 短縮 効果 を 調べ る と 


(第 5 表 ), PT 値 が 300 秒 


以下 の 場合 に は 凝固 時 間 の 大 きい 血液 ほど 正常 稀 血 清 
の 短縮 効果 が 大 で ある 。 し か し PT 値 が 300 秒 以上 に 
延長 し た 中 毒 血 で は 正常 稀 恋 血 清 の 短縮 効果 は や や 減少 


rs 


する 。 


ss si CT (4) 
mk 8 BH Re pra Pr 0.9% 48 時 間 
in wma | Cab) | GBy | RBI | NaCl| 血清 
i 添加 | who 
1 回 投薬 後 24 時 間 | 26.4 15.6| 3/2 | 4%/, | 2 
a 36.6) 22.0) 2'/.| 34/, | 24> 
7 62. 2} 14.6 Ale 5 21), 
2 回 投薬 後 24 時 間 | 102.0 26.4) 8 11'f, | 44/2 
a 195.6128.6| 6,|.7 | 3 
7 >300' 64.6) 9 9, | 4 
4 回 投薬 後 20 時 間 | 7 | 80.2} 24 | >60| 62 
* 3 回 投薬 後 8 時 間 | 々 |93.8| >60 / 8 
* 72 時 間 / 430| / 161/2 
Ei | 10.6/10.6,2~2',| 21.) 2 
Warfarin 0.25 mg 連投 «Warfarin 5mg 連続 
投与 PT (1): 通常 の 方 法 で 測定 し た 場合 
PT (2): 被 検 血 に 同 量 の 48 時 間 血 清 を 茜 加 し た 
場合 
MICH AE 48 時 間 血 清 の 正常 自 の 妖 固 時 間 に 対す る 効 
果 多 調べ る と , PT が 300 秒 以 下 の 場 合 に は 正常 面 に 対 
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第 3 表 i 形成 時 間 に 対 する 48 時 間 血 清 の 影響 (1) 


i at Thromboplastin | Thromboplastin — 
ra ee cr) 形成 時 間 C1) 形成 時 間 (2)・ 

お よび | NN CAD We 
ei wD Gi |rczy 4) cay | 3 AEE oe 指 数 
1 BIBS HOARE RS 36.6 | 22.0 210 150 173.4 16 128.0 tne 

We 26.4 15.6 2 120 183.6 1% 104.4 te 3 
i 62.2| 14.6 270 150 207.8 1.9 135.4 2.0 
2 同 投 薬 後 20 時 間 | 102.0) 26.4 | 480 270 378 3.5 243.6 3.1 
OG 390 180 194.4 1.8 iste 1.9 
Ez th 10.5. | 1056 120 90 109.5 1 79.4 1 
"Warfarin 0.25 mg 連投 PT(1), CTU): 通常 の 方 潜 で 測定 し た PT お よび 凝固 時 間 
PT(2), CT(2): 48 間 時 間 血 清 を 被 検 血 に 添加 し た 場合 の PT お よび 凝固 時 間 


第 4 表 thromboplastin 形成 時 間 に 対 する 48 時 間 血 清 の 影響 (2) 
ai. | hs <s Thromboplastin Thrombop lastin 
ae 回 数 pr @) | cr @) 形成 時 間 (3) 形成 時 間 C2) 
aa Ae yl [=P ee CRON 21 ; 
ems m |) fad | coe[ ee | PU OU gaa ee ae alee 
1 回 投薬 後 24 時 間 | 31.8| 13.4 | 240 | 100 | 208. 2 1.5 86.6 ee 
7 53.6| 15.8 | 270 | 120 | 216.4 1.6 104.2 this 
i 38.8 | 14.8 | 270 ha 231.2 57 105. 2 (oe 
2 回 投薬 後 24 時 間 SO) |) RS |) Sew ” 271 1.9 10355 1h} 
y 26KRA | 95.4| 21.3 | 630 | 210 534.6 3.8 188.7 2.4 
3 回 投薬 後 4 時 間 | (147.0) 24.0 | 720 | 270 573 4.1 246 3.1 
5 了 時間 | 240.4| 25.2 | 780 | 270 539. 6 3.9 244.8 ou 
正 # i | 10.5) 10.6 150 | 90 139.5 1 79.4 1 


CTA): 被 検 血 に 同 量 の 0.9% NaCl £RMULEBAO MIG, Warfarin 0.25 mg 連投 


第 5 表 ERICA 4M IR 48 時 間 第 6 表 正常 血 ORM RIC $s 4 Warfarin 
血清 の 短 eee “it ie fh PR 48 時 間 血 清 の 短縮 効果 
pee or a rer EN 
4 ao 数 PT(1) PT(2) eee 役 x 5 x Pp > |\Wattenia eee 
ie) jee AX Bh } F 
in 時 間 | CB) | Ge) | NB | a8 Rie on 時 間 Gs) om are 
ae =e eS) eS) oe “A a 
回 投 泉 後 21 時 間 raga 4 | tl 2 det i edo 2 
Fe ee a a oie mle ah rs 
1 | 95 可 投 薬 後 iM 
/ 24 時 間 | a 15.8 | 4!/, | 2 2 i Ane | ott 
; BF Beh Sieh gy | A Warfarin 0.25 mg 連投 : 
2 回 投薬 後 24 時 間 | 59.0| 16.5 | 51/, | » 98 
one di ee 4) 北園 時 間 に 対 する BaSO,, Ca,(PODs, HEI 
NE TAR ERO ee ie 血清 , CasCPO。』)。 処理 血 此 の 影響 第 7 表 に 示す よう 1 
3 HBR AERA 147.0 24.0) 12 | 4 | 2° 48 時 間 血 清 は IE iho L OF HG LD BELGE 2 aS 
| | る が , 56°C で 15 分 間 加 温 し た 48 IR say > 
» 5 時 間 |240.0|28.2| 13 | 41, | 28 ATU tat fe 48 er be Cle COT 
, | | 用 を 示さ TENG aie Ca3(PO,)> 処理 面 幣 , BaSO, お よ 
8 fal | >300) 93.8 OS の び Cas(PO,)。 処理 血清 は 泥 固 時間 短縮 作用 が な くき で 
4 回 投薬 後 20 時 間 7 80.2 | アァ 6/, | 26 11 6 MPR S SU ILIMES IM LKB ORER EN 
| | | | 0.9% NaCl #7 ye = =: 7B, 
=e th 10-4 1004 5 1, | 2 wr aCl を 添加 し た 場合 より も や や 大 きい 値 を 示 じ 
Fel RE } UY 


eae ce e 
arfarin 0.25mg 連投 5) SEFAISRTICE HE thromboplastin D228 

し て 凝固 時 間 短 縮 作 用 が みとめ られ る が , PT が 300 秒 凝固 時 間 に 対 する thromboplastin, 48 時 間 面 清 , throm- » 

以上 に 延長 し た る ぁ の に は 凝固 時 間 短 縮 が みとめ られ な か boplastin+48 時 間 血 清 の 影響 を 調べ る と , ERs k: 


= 


ott G6 Zo び PT fi 29.8 POE MOYS Cis thromboplastin, 


| 1958 年 6 月 草野 : 72) YU ARRRMO BEM 81 
第 7 表 BARC NS SAX OM MI, MIO we 
| 投 薬 回 数 Chat GS 
Ed 0.9% ni 48 時 間 | 加 温 48 時 間 ke ae [se 
fe om 時 間 Na a iM 血清 添加 血清 添加 fn 3 2 hn if 2S ( 秒 ) 
1 回 投薬 後 24 時 間 6 Wl 4 = = a 90.6 
” 28 時 間 6 = 4 = = 8 45.2 
Td 6 8 4 — 8 — 43.6 
2 回 投薬 後 19 時 間 10Y。 4}, 51)。 01/。 a aS 155.2 
2 20 時 間 61/, = 3 8 = 8 78.8 
y 7 = 3 7 i == 91.4 
// 8 10 6 — — —- Poon 
yr 14 — 6 — 24 — | 240 
iE 2 3 2 3 2}/, Ds OS 


Warfarin 0.25 mg 連投 


* 56°C で 15 分 間 加 温 処 理 


fe 4h. 次 に PT 値 300 秒 以 上 の 場合 で は , 48 時 間 


用 が 次 第 


血清 時 間 


* 濃 度 は 9% 


I) 48+ thromboplastin, 48 時間 血 清 の 順序 た 部 固 
J peniaeere 
e300 “aa で は thromboplastin+48 了 時 間 , thrombo- 


(283 (7545. LdL PT ja 31.8 


ni PF OD WE Ae 0c ee IT a 83 


i=} 


ag の WEI aha E FA DS 最 る 強く , thromboplastin, 


88 


ly ZEU A 


| thromboplastin +48 時 間 面 清 の 作用 は 同等 で ある 。 そ し 
| E て thromboplastin + 48h ain, 

放し た 血液 の 疾 固 状態 
Seen 


thromboplastin を 添加 
BISSERITAR CH ofl. Hic PT HB 
U2 37°C で 30 分 間 加 温 し て 
“eles, 


thrombeplastin, thrombo- 


第 8 表 凝固 時 間 に 対 する 組織 thromboplastin 第 9 表 凝固 時 間 に 対 する 組織 thromboplastin 
Owe (1) a 

so ] (8 , | 1 omeree 
ee Eee CE Sa. mR El h a: 0.904 48Re| 組織 |48 時 間 血 
3863 0.9% 48 了 時 間 | 組織 throm- お よび | Nee 間 血 throm- | 清 十 組織 
De sat (#) | NaCl | 血清 | boplastin af 8 間 Ch) | min 7% boplas- |thrombo- 
A 添加 | RM RM e ech が 加 _|tin yin | plastin 
1 回 投薬 後 21 時 間 31.8 4 2 1 1 ise OL 29.8 3 eee tie 0.8 
» Aner |. 36.61 . 34, | 2My 1 fe | 74.8) 4 | 2% 14% 1 

| | 
a 53.6 41/, 2 1/2 2 [Be HE R24 237.2. 11 | 6| 4 1'/2 
2 回 投薬 後 26 時 間 | 95.4] 101. | 3}/, 4], 3H » wm |>300 16 111) 11%) 1247 
| 
”. 10K} 150.0] 5 21), 3 in nw | 24 | 94) toed “Aor 
| | 

/ 157.0 10'/, 31/5 41), 4 |B] I mw | >40./17 | >40-| 240 

Lm eanend | >300] 9, | 4th] 7 2 wm | 10.6. .1°+0.7) 0.25 | 0.33 
sme | 7 | >30 | 15 | >30 Warfarin 0.25mg 連投 * HEMI KEATS 5 

| NEG 
正 eh 10.6 の 1 < 


plastin+48 時 間 血 滑 を 添加 し て る も 疑 血 し な か っ た (第 8 


9). 


BERS RIOT SM BRET NORS 


血清 


0~20% 


(F1), 0~50% (F4), 20~40% (F2), 40~50% (F3) 


aA 


RSS ET TE 
(yy PIL, TD, 1824 (yeep 
F3 (iC NG MARG HIS O 
弱い また 48 時間 
作用 を 比較 する と , F3 と 48 了 時間 
作用 は 同等 で ある が , F1, F2, F4 は いす ずれ る も 
血清 より 澤 固 時 間 短 縮 作用 が 強 
PALO Pe CS TS Be NS 
We, FI, F2 £5 658%, F4 eld 


等 の 凝固 時 


ae 間 を 短縮 する 
間 短 縮 作用 を 示す が ) 


ale ad Rana EA 


HITCH So Ux 


ieibs 


HI 


ば 同等 で 


EN eA 


HPP 


me & MRED HO we ali 
Me O we lel alae 


48 時 間 
し 48 時 


避 縮 作用 は F3 より も 
で ある (第 
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82 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 
第 10 表 凝固 時 間 に 対す る 48 時 間 血 清 硫 安 分 割 の 影響 (1) 
ーー 一 = ーー 
投薬 回 数 | pT | GRCGD 
pe 0.9% N: 加湿 F4 | 加 温 F3 | 48 陸 間 
採 血 時 間 Cy I NaCl) pain in| FR | Ae |e ae ele eet 
3 回 投薬 後 3 時 間 3 £245 31/5 51/5 — — 4 
1 4 時 間 92.6 12 4 8 10 2 5 
2 回 投薬 後 9 時 間 122.0 a 31/, 51/, 6 3 
正 常 10.8 2 1 1'/, 1!/, 2 1'/, 


Warfarin 0.25mg 連投 
* 56°C で 15 分 間 加 温 し た 。 


F3: 飽和 硫 安 40—50% 478) 


F4: 飽和 硫 安 0 一 502 7 iil 


第 11 表 凝固 時 間 に 対 する 48 時 間 血 清 硫 安 分 割 の 影響 (2) 


投 薬 回 


bee Fer ee 
採 i 6 間 | ( 秒 ) | ee a | Fl 添加 F2 添 加 |F3 添加 jee vib at? Lae ae 
3 回 投薬 後 4 時間 28.6 of, lee [os 4}/, 4 3 Sie ee 
/ | 48.4 | 81/, | 31/5 5 5 — — — — 
/ 5 時 間 | 52.2 | 10'/, | 31/5 $1), 54/5 4'/, 4'/, 10*/, 41/5 
/ 7 時 間 65.5 | 17 5!/y ia am Fy 6 = = = 
正 党 10.8 | 2 | ead A 1'/, cree ie 2 1'/, 
Warfarin 0.25mg 連投 Fl: 飽和 硫 安 0 一 202 SiR) F2: 飽和 硫 安 20-40% Fal 
*56°C で 15 分 間 加 温 し た 。 
10, 11 2), 形成 が みとめ られ る けれ ども , 2 回 以上 投与 し た 場合 で 


また 血清 硫 安 各 分 割 を 56°C で 15 分 間 加 温 す る と そ 
の 正常 ある ぁ る い は 中 童 血 と 対す る 凝固 時 間 短 縮 作 用 は か な 
9 減少 し , 各 分 割 中 で F3 の 凝固 時 間 短 縮 作 用 の 減少 が 
も っ と る 著しい ( 築 t0O) 1X), 

次 に _AcGrrrgr et al. (1953) の 方 法 に より F1, F2,. 
F3, F4 を 塩酸 で 処理 する と , いずれ も 正常 自 , PEM 
に 対し て 凝固 時 間 短 縮 作 用 を 示さ な か っ た 。 

BERS MICOasS PTC の 影響 PTC は 正常 自 ポ お よび 
クマ リン 系 各 殺 妃 剤 , Pival 中 毒 年 の 凝固 時 間 を 短縮 し 
DDE 

AHG に 対す る 影響 クマ リン 系 各 和 殺虫 剤 及び Pival 
HeilO AHG の 活性 鹿 は 正常 で あっ た 。 

m3 thromboplastin 形成 に 対す る 影響 。 松岡 法 

(1956) D275 (ck 9 tHe thromboplastin 形成 試験 を 
TIt, PIRI KI ICEB MECC 5 Heit PT 
値 は 6926 に 短縮 し , I thromboplastin の 形成 が 明 
ら か に みとめ られ る 。 し か し Warfarin PH MAE Cit, 
薬剤 を 1 回 投与 し た 場合 に や や 癌 此 


に 


thromboplastin の 


は ほとん ど そ れ は 形成 され な い 。 

し か し 間接 法 で Warfain 中 和 毒 血 敵 の thromboplastin 
形成 試験 を 行う と PT が 300 秒 以 上 に 増大 し た 血 此 で 
§ (GE7S255 thromboplastin 形成 が 起 る (第 2B). 

クマ リン 系 殺 妃 剤 及び Pival (TEA PHM で も 
Warfarin Pie MEOW & IRE ILYE thromboplastin 
形成 は 不良 で あっ た 。 

次 に Cas(PO。』)。 WLFH HE, 0.122 Cephalin, 48 時 間 血 
清 を 各 等 量 混 合 し た WADE thromboplastin の 形成 
Wd, 上 記 の 混合 液 た に 4。M CaCl, SRIMLIz 場合 より 
や や 大 きい とこ と が わか る ( 策 3 図 ) う 。 そし て 後者 の 方 法 
で Warfarin Piz 48 IM FOME thromboplastin 
形成 試験 を 行う と , 松岡 法 の 変 法 (直接 法 〕 で 行 っ た 場 
合 と 同様 に Warfarin を 2 回 以上 投与 し た 個体 の 血清 に 
は thromboplastin 形成 作用 が 認め られ な か っ た 。 

また 正常 血清 に Warfarin 0.25, 0.5mg を 添加 し 血 
此 thromboplastin 形成 試験 を 行 っ た が 正常 で あっ た 。 

次 に 策 4 図 に 示す よう に 48 時 間 血 清 の 代り に 血潮 礎 
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150 3) 
> 4) 
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ion 
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Ey CD 
= (5) 
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に 
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BE 
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時 
間 
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短 
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OX 
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50 

0 5 10 15 
経 過 時 ECD 

G2 I Warfarin +7f1® thromboplastin 


形成 (直接 法 ) 
DH 正常 血 柴 
2) PT: 12.8 % (Warfain 0125 mg 
1 回 投与 後 3 時 間 ) 
GC / 32 時 間 ) 
L228 ESC = VE 24 時 間 ) 
SLES nw, y i») 


Sy) Jee 
Ae ed 
SRE 


安 各 分 割 を 用 いて 血 此 thromboplastin 形成 試験 を 行う 
と , F2, F3 は 同等 の thromboplastin 形成 作用 を 示す 
0 いま 7 FI+F2, F2+F3, F1+F3 
の thromboplastin 形成 作用 は F1, F2, F3 よ り も 強い 。 
そし て FI+F2, F1+F3 は 同等 の thromboplastin 形 
成 作用 を 示し , F2+F3 の それ より も 強い 。 また F1+ 
F2+F3 は thromboplastin 形成 作用 が 非常 に 強く, と 


alt F4, 48 時 間 血 清 の thromboplastin 形成 作用 と 同 


等 で あっ た 。 ま た 塩酸 で 処理 し た F4 の thromboplastin 
形成 作用 は か な り 減 弱 し , F1, F2, F3 の それ に 劣る 。 
fx thromboplastin に 対す る 影 
1) 一 定量 の Na-Warfarin を 落 解 し た thrombo- 
plastin lew eA CEM MED PT を 測定 する と 第 
12 表 に 示す よう に 2.5mg 以上 の Na-Warfarin に より 


_ thromboplastin の 活性 度 は や や 低下 し た 。 


. 2) 稀釈 thromboplastin 浮遊 液 を 用 いて 正常 血 敵 の 
PT を 測定 する と 第 5 図 の よう な thromboplastin FARK 
曲線 が 得 ら れ た 。 す な れ わ ち thromboplastin J 50% ま 
は は は ん で 同一 で の あみ る の 3 


thromboplastin 濃 


727") VHS AO BE 83 


150 


CD 


EF 
° 
B 
o 
ok 
® 
= 
is 
に ap 
る 
# 100 
tf. 
時 
間 
の 
短 
縮 
7 
% 
UW 
50 
0 5 10 15 
経 過 時 FO 
a 2 Warfarin %i1® thromboplastin 
形成 (間接 法 ) 
1) ER mat 
2) PT: 102.2 # (Warfain 0.25 mg 
1 回 投与 後 24 時間 ) 
3) PT: >300 和 を ( » 
4 回 投与 後 26 時 間 ) 
AY PT: S300 2 (7 4 24 時 間 ) 
第 12 表 脳 thromboplastin 活性 度 に 対す る 
Warfarin の 影響 (tn vitro) 
実 GR it 実 験 2 
thromboplastin 0.9% NaCl 
Omlice 中 の Na- Pals 0.1cc 中 の Na- PR 
Warfarin & Warfarin & 
(mg) Ce) (mg) CH) 
0 TG 0 11.6 
0.25 11.6 0.25 11.6 
0.5 11.6 0.5 11.6 
i 11.8 1 12:0 
755d) 17. 6: 2 16.5 
5 49.8 5 39.3 
度 が 40% 以下 に な る と , PT は 次 第 に 延長 する と こと が 


わか る 。 

Warfarin 中 毒 マ ウス の 脳 thromboplastin の 活性 度 
を こと の thromboplastin 稀 恋 曲 線 か ら 求 め る と , 第 1 回 
投与 の 場合 に は thromboplastin の 活性 度 は 正常 で ある 
が , 2~4 回 投薬 し た 場合 に は , 
が カカ な り 低 下す る も の が ある 。 そ し て は 4 回 以 


thromboplastin 活性 度 
上 投与 し た 


CQ) BAO BES Ro ABA unsejdoquioiy} 


(8) HHO BRB Ro rw ABS unseidoquosyt 


日 本 応用 動物 


150 


100 


40 a 


経 過 時 HG 
第 3 図 血 此 thromboplastin 形成 (神前 法 の 変 法 ) 
A) Cas(PO』)。 処理 正常 血 此 +0.126 Cephalin 
48 時 間 血 清 
B) Ca;(PO,). 処理 正常 血 此 + リ V4oM CaCl, 
+0.1% Cephalin+48 時 間 血 清 
1 AIRINGS 2 E26 
(Warfarin 0.25 mg 1 回 投与 後 24 時 間 ) 
DY eA ls AOA .0 秒 
¢ 1 2 
Gb JEAN GDS O00 LEIP (AE 
¢ yy 
4) PT (1): >300, PT (2): 901.8% 
¢ 3 回 投与 後 24 時 間 ) 
ij} thromboplastin 形成 は B の 方 法 で 
行 =) に 9 


1 
o 
3 
可 投 与 後 4 時 間 ) 
67.6 & 

投与 後 4 時 間 ) 


LA 


8) 
@) 


5 10 


= 過 時 BOD 
m4 thromboplastin 形成 に 対す る 
硫 安 分 割 の 影響 
Fi+CaCl,(/;oM)+0.122 Cephalin+ LF 
F2+ 
F3+ / 
PL+-F2+ 7 
FI+F3+7 
F2+F3+ 7 
F1+F2+F3+ 7 
塩酸 処理 4+ 


H 
た 
K 


// a A 
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第 13 3 脳 thromboplastin 活性 度 に 対 
する Warfarin の 影響 (tn vivo) 


| 投 3 回 数 PT thrombo- 
2 BED plastin 
採 血 時 間 ( 秒 ) 活性 度 (2) 
9 1 回 投薬 後 
1~3 6-208 12. 8~28. 6 100 
| 2 回 投薬 1 Foxy 
4~5 | 5 ~24 時 間 | 23. 2~50. 0 / 
6~10| yy | 36.0~103.2, 66~86 
11 |3 回 投薬 後 24 時 間 95. 0 100 
3 回 投薬 後 pee | ar 
12~15) Fs 20~24 了 時 間 75.0~207.0| 61~87 
16 |4 回 投薬 後 4 時 間 41.8 100 
15 17~19 7 / 24 時 間 >300 87 
20 |5H -» i ml ” 94 
A Nel 77 ip ” 91 
22 ON WA / 33 
23 110 回 » " "7 62 
| 
Warfarin 0.25mg 連投 
場合 に は 投薬 回 数 の 多い も の ほど , thromboplastin — 
活性 度 の 低下 は 著しい (第 13 表 )。 
es aR 
本 実験 に お いて も Warfarin の 連投 に より PT, 
凝固 時 間 は 次 第 た 延長 し , すでに 報告 し た 結果 CH 
Bf, 1956a, b) & ERC H4~. UT thrombo- 
plastin 形成 時 間 が WER Lic c Ls 4 thrombo- 
plastin 形成 の 不良 を 示す も の で ある 。 ま た throm- 
20 
<) 
5 
® 10 
Mee 
0 
100 50 G 
thromboplastin 渡 度 (%) 
第 5 図 thromboplastin fi i di ee 


boplastin 形成 時 間 と 凝固 時 間 と の 間 に は 必ず し も 平行 
な 関係 が み ら れ な か っ た が , と これ は 凝固 時 間 と PT we | 
の 間 に と 平行 な 関係 と な いた めで ある 。 

血小板 因子 の 代用 た 使用 され る Cephalin( 神 前 , 1956) | 
は Warfarin 中 毒 血 お よび 正常 和正 の 凝固 時 間 を 短縮 し な ! 
か っ た が , と これ は 血小板 因子 が Warfarin (ck OMe 
うけ な いこ と と CREP, 1956 a)。 血小板 数 が 減少 し な いき a 
& CHEF, 1957) £—-RK TS. 

Morawirz (1905) の 説 と よる と thromboplastin (+E 
接 血 小 板 か ら 放 出さ れる と 考え られ て いた が , 現在 この 


1958 年 6 月 


学説 は 支持 され ず , MED thromboplastin 形成 因子 
和 群 と 血小板 因子 と に より thromboplastin の 形成 され る 
て と と が 明らか に され て いる 。 そし て MYO thrombo- 
plastin ZASSHI ET 現在 相当 の 確実 性 を る っ た 
考え 方 が 3 つ あ ぁ る 。 1) 血 友 病 で 欠け て いる と 考え られ る 
anti-haemophilic globulin (AHG) (Benpien et al., 
1935, 1937) 2) Brees et al. (1952), AGGrLER et al. 
(1953) (ek OWE Sais 
component (PTC) 3) Rosenrgarn et al. (1953) により 
報告 され た plesma thromboplastin antecedent (PTA) 
で ある 。 そし て 策 14 HORT £5 TAME thrombo- 
| plastin 形成 因子 の 生理 的 性 質 の 差異 が し られ て いる 。 
| 放し た が っ て 本 実験 で AHG ぉ よび 少量 の PTC を 含有 す 
| 用 2 Ca;(PO,). CELL tise, PTC を 含有 する BaSO, 
ある い は Ca;(PO,). で 処理 し た 血清 。 な らち びに PTC 
な ど が Warfarin 中 毒 自 お よび 正常 和正 の 凝固 時 間 を 短縮 


plasma _ thromboplastin 


第 14 表 血 此 thromboplastin 形成 因子 の 性 質 
AHF PTC PTA 
| BaSO, 40 #8 in 3 + = i 
| EE 処理 血 RS 
if 清 = + + 
BaSO, 処理 i 7% e os = SF 
vay yp. [96°C 104 FH | 56°C10 分 間 
BUCHS SRE | mee | jk CHEE | 
25—50% 
th a we Ze Bl (EELT) 33-4076 
40—50%, 


吉田 (1956) の 資料 に よる 。 


し な いこ と は , Warfarin に より AHG, PTA, PTC が 
| 半 滅 少し な いと と を 示す も の で ある 。 さら に 本 実験 で 

| Warfarin Him C AHG が 減少 し な いと こと を 明らか に 
| Wiz. の と か SS Warfarin (Ck 5 PTC, PTA, 
PAHG, tiv}#E9F@ thromboplastin 形成 因子 群 は 減少 
| 履い と いえ る 。 


次 に 本 実験 で 48 時 間 血清 を 正常 血 に 添加 する と 凝固 
時間 は 短縮 する が , と れ を 塩酸 で 処理 する と その 性 質 が 
BOS NL. Las 48 時 間 血 清 は PTC, PTA, SF 
を 含有 し , とこ とれ を 塩酸 で 処理 する と SF が 破壊 され る 
) (Accurzr et al., 1953) と と が し られ て いる の で , 48 
| 時 間 血 清 に よる 凝固 時 間 の 短縮 は SF に よる と いえ る 。 
| きら に Cas(PO,)2, BaSO, UPL My DELIA 短縮 
UI し な いと と は , 血清 中 の SF が Cas(PO,)», BaSO, に 
| 対 0 完 全 に 吸着 され た と と を 示す る の で ある 。 ま た 本 実 
RC ILO Fl, F2, F3, F4 (tienes 4 TE 
中 を 有 し , と これ ら の 血清 硫 安 各 分 割 を 塩酸 で 処理 する と 


I 
“Ht 


= 


草野 : 77) vRERRAOBRIER 85 


BEF) Se GMAT SEAS OC EDG 血清 硫 安 各 分 割 
He SF が 存在 する と と が わか る 。 ま た 血清 硫 容 各 分 割 
中 F4 が 最も 凝固 時 間 短縮 作用 が 強い と と は ,'SF は 0 
へ ~502 飽和 硫 安 で IT ZLWAS また 血潮 硫 安 各 
分 割 , 48 時 間 血 清 を 56°C で 15 SMS 3S COR 
RMT EADS REST SC kde SF ISM LCKE 
定 で ある と いえ る 。 Ast, 牛 血 の SPCA (SF と 同一 物 
質 と 考え られ て いる ) は 血清 中 か ら 5096 AoA CY 
RL, 56°C で 5 分 間 加 温 す る と 破壊 され る こと と が 知ら 
れ て いる Chk, 1951), し か し 松岡 (1954) と よる と 
S ド FF は 56°C で 30 分 間 加 温 し て も 破壊 され ず , Bice 
LX RECHA L150 た が っ て で て マ ウス の SF tA 
it, -MO SF と その 性 質 が や や 異な る と いえ る 。 

STEFANINI et al. (1955) は 血 刺 中 で 形成 され た throm- 
boplastin が CaCl,, SF, LF と 複合 体 を 形成 し , と これ 
が prothrombin 転化 た 関与 する と いう 学説 を 提唱 し て 
いる 。 し か し と の 学説 は 未だ 広く 認め られ て いな いよ う 3 
で ある 。 本 実験 で F1+F2+F3 あ る い は F4+Cas(PO,)。 
SULPH It HE + 1/49 M CaCl。+0.12%2 Cephalin の thrombo- 
plastin 形成 が F1, F2, F3+Ca,(PO,). MLPEM YE + 1/49 
M CaCl,+0.1% Cephalin, HiMeyltE F,+Ca; (PO,)2 
WLFH MIE + 3/4) M CaCl。+0.12 Cephalin より $ 非 常に 
強力 で ある とこ と は SF が thromboplastin 形成 に 関与 す 
る と と を 示す も の で ある PEN 


第 6 図 thromboplastin 形成 と prothrombin 
転化 と の 関係 
AHG 
PTC 7/7 — つ Plasma Thromboplatin 
PTA +CaCl,+SF+LF 
Ne 
Complex Body 
Prothrombin — Thrombin 


次 に Warfarin Feil GC thromboplastin 形成 時 間 が 
WEL, また PT 値 の 増大 に 伴い 右 整 thromboplastin 
が 形成 され な く な る と と が 本 実験 で 明らか に され た 。 さ 
ら に 48 時 間 血 清 及 び 血 清 硫 安 各 分 割 の 添加 に より 凝固 時 
間 , thromboplastin 形成 時 間 は 短縮 し , 13% thrombo- 
plastin 形成 因子 群 央 よび 血小板 因子 , LF が Warfarin 
に より 減少 し な いと と CHE, 1956b), 上 述 し た 如く 
SF pute thromboplastin 形成 に 関与 する 重要 な 要素 
で ある と と か ら Warfarin FeiLD thromboplastin 形 
成 の 不良 は SF の 減少 と よる と いえ る 。 ま た Warfarin 
1 右 投与 24 時 間 後 の Warfarin 中 和 召 血清 の thrombo- 
plastin 形成 作用 及び 正常 血 凝 固 時 間 短 縮 作 用 が か な り 


Va 


86 BAK ADYWER RSS 


WERL, 第 2, 第 3 回 投与 24 時 間 後 の ps MIF UC 
PA FERRER as k OS 凝固 時 間 短 縮 作 用 が a 
め ら れ な いこ と と は , Warfarin に より SF は 頭 著 に 減少 
L, 投薬 回 数 が 増加 する と SF が ほとん ど 消 失 し て し ま 
うと と を 示す も の で ある 。 
"次 に 正常 策 お よび PT 値 が や や 増加 し た 中 毒 血 の 場 
陸 間 血清 , 48 
了 時 間 血 清 よ り る 凝固 時 間 短 縮 作 用 は 強い が , PT 値 が か 
な り 増 大 する と thromboplastin+48 時 間 血 清 の 凝固 時 
間 短 縮 作 用 の 方 が 強力 て と な る 。 そ し て PT 値 が 300 秒 以 
上 に 増加 する と 48 時 間 血 清 の 凝固 時 間 短 縮 作 用 が 最も 
強力 で ある 。 と これ ら の 結果 は 48 時 間 血 清 と thrombo- 
plastin と は 夫々 別個 に 凝 血 系 に 作用 し 凝固 時 間 を 短縮 
THEFT HDNS]D, MKRITIWT WNS PETCH 
る 。 ま た PT 値 が 300 FL) EO ge htt thromboplastin 
ある い は 48 時 間 血 清 +thromboplastinm を 添加 し た 場 
43, 0.9% NaCl 添加 の 場合 と 同様 と ほとん ど 妊 血 し な 
いか ある い は 凝 血 し て も 非常 に 不 完全 で ある と と は 組織 
thromboplastin の み に よ る prothrombin 転化 は 非常 
に お こり に くい て (組織 thromboplastin は 単独 で pro- 
thrombin 転化 に 関与 し な い ) と こと を 示す る の で ある 
以上 の 本 実験 お よび 第 4, 5 報 (HEF, 1956 a, b) の 
結果 か ら Warfarin Pie MD mye thromboplastin 形成 
の 不良 は SF の 減少 と よる も の で あぁ b, BIG HO WE 
Vi1i3 thromboplastin 形成 の 不良 と prothrombin 減 
少 と て よる PT の 延長 に よる と 結論 され る 。 ま た Neo- 
cumaran, Fumarin, Dicumarol, Pival 中 毒 血 で る War- 
farin 中 毒 血 と 同様 の 結果 が 得 ら れ た の で , と れ 等 の 薬 
剤 に よる 凝固 時 間 の 延長 も Warfarin の 場合 と 同様 の 機 
序 で お こる こと と が 結論 され る 。 ま た 48 WMA KO 


4;, thromboplastin は thromboplastin+ 48 


Warfarin PHeMmt2OD PT Dawa iciehalizas, と この 理 
由 に つい て は 次 報 で 述べ る 
次 に in vitro で 0.25 mg 以上 の Warfarin に より 脳 


thromboplastin の 活性 度 は や や 低下 する が , in vitro で 
Vo ae ITE OPES EA CMY UB. Ud 
し 投薬 回 数 の 増加 に つれ て GDS 7S OTLHET ZL 脳 
thromboplastin の 活性 度 は か な り 低下 し た 。 これ は 
Warfarin に より 直接 thromboplastin の 活性 度 が 低下 
し な いこ と と を 示す も の で ある 。 ま た Warfarin PHIcE 
っ て お こと る 出血 (草野, '57) の 防止 に 対し 組織 throm- 
boplastin が 十分 な 作用 を 示さ な いと と を 意味 する も の 
で ある ° 


6) 加藤 勝治 


18) Wuirr, S.G., P.A. Accrrer and M.B. Grew 
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Hild, 要 


1) 72) YAR (Warfarin, Neocumaran, Fu- 
marin, Dicumarol) 36 kU pival ‘rg iD ins throm- 
bopasltin 形成 の 不良 は stable factor の 減少 に よる も 
DCH), と れ ら の 薬剤 に よる BIO ERs ME 
ee 形成 の 不良 と prothrombin time D hi 
長 に よる と 結論 され る 。 

Vy Warfarin は in vitro で 脳 thromboplastin の 活 
性 度 は 著しい 影響 を GASP oto Kit in vivo Cit 
prothrombin time が 300 秒 以 上 に 延長 し た 個体 で Iie 
thromboplastin の 活性 度 の 顕著 な 低下 が 認め られ た 。 
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Poison Action of New Rodenticides (Coumarin Derivatives) 


Vil. On the Influence of Coumarin Rodenticides against 


The influences of Warfarin against plasma throm- 


boplastin activity have been analysed, and the fol- 


| lowing results have been: attained. 


1. Coagulation time and thromboplastin generation 
timé of Warfarin blood or plasma (coagulation time- 
prothrombin time) prolonged progressively according 
to the increase of prothrombin time value but each 
time above mentioned was reduced significantly by 
the addition of normal 48 hours serum to Warfarin 
| blood or plasma. Each 48- hours serum incubated 
| at 56°C for 15 min.; treated with HCl (110N), Ba 
SO, or Ca;(PO,), and plasma treated with Ca,(PO,)., 
} mone of which decreased the coagulation time of 
Warfarin blood. Furthermore, normal 48 hours serum 
which was fractionated with 0~50% of saturated 
solution of (NH,).SO, reduced significantly the co- 
agulation tirne value of Warfarin blood. Therefore, 
the reductive effects of normal 48 hours serum to 


the coagulation time of Warfarin blood seems to be 


Plasma Thromboplastin Generation and Brain 


Thromboplastin Activity in Mice 


€ 


By Tyuzi Kusano 
Laboratory of Applied Zoology, Tokyo University of Education 


a stable factor contained in serum. 

Plasma thromboplastin generation of Warfarin plas- 
ma or serum. has fallen excessively accrording to 
the increase of prothrombin time value. The stable 
factor is an important factor to generate the plasma 
thromboplastin, and the other plasma thromboplastin 
factors did not decrease. Therefore, the incompleteness 
observed in thromboplastin generation of Warfarin 
plasma or serum was caused by the diminution of 
plasma thromboplastim complex, which resulted in 
the decrease of the stable factor. 

Similar results were attained in Dicumarol, Neo- 
cumaran, Fumarin and Pival blood or serum. 

2. Warfarin hardly affected the activity of brain 
thromboplastin in vitro (measured by normal 
plasma+5% thromboplastin contained Warfarin+ 1/40 
M CaCl,). Large decreases of brain thromboplastin 
in mice were observed when the prothrombin time 


exceeder 300 sec. 


簡単 な ミト コン ドリ ヤ 染 色 法 
WIGGLESWORTH, V.B. (1957) A simple method 
yt for staining mitochondria. Nature 179(4568): 1033 

|~1034. 

| ミト ュ ン ドリ ャ の 森 色 法 は 豊 宮 な 経験 と 技術 を 必要 と 
Po PSbOCHK KM, 著者 は 没 食 子 酸 (Cy Ha (OM), 
J 用 CO。 .H) を 用 いて 比較 的 良い 結果 を 得 た 。 す な わ ち 材料 
Mk ta pH7.25 に 調節 され た 12 オス ミウ ム 酸 で 0 へ ~4°C 


で 数 時 間 固 定 し, 0.252 ク レゾ ー ル に 溶解 し た エチ ー ル 
没 食 子 酸 じ に 24 時間 以 上 処理 す る 。 と の 材料 を 252 ゲ ラチ 
ン あ る い は 通常 の ペラ フィ ン に 埋没 し 切片 を 作る 。 し か 
し 最も 簡単 な 方 法 は polyethylene glycol wax で 埋没 
L, 0.5~24 の 厚 さ と 切っ て ethyl gallate GAOT 
Ye yy CHATS. TORMETH SET bAY EY 
VILKREDAREEBT So 《 農 技研 三田 久男 ) 
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MESES SICA ACEI & LAH AA AF 
= ェ ウ 害 の 少な ぼく な る と と を 報告 し , BRD HADEAE 
を 高め て 強 剛 性 を 与え そる と こと, お よび 業 脈 間 の 機動 細胞 
Fei ih MAA T 25 (I S EEIBD BAAS HA TN AAD 
理 的 諸 性 質 を 調査 し 被害 軽減 の 因 と 思わ れる 点 じ つい て 
考察 し た 。 

本 報 に は 球 質 化 和 体 の 強 剛 性 が ニカ メイ チュ ツウ 体 に 及 
ぼ ば す 影 響 と 加害 と の 関係 を 室内 飼育 に よっ て 調査 し た 結 
果 お よび 水 稿 に 対す る 摂 食 行動 を 述べ る 。 

ABUT ABSIT あぁ た り 御 協力 下 & っ た 本 大 学 職 業 科 諸 
FR, 水 税 の 分 析 を され た 駒井 照美 氏 , 実験 材料 を 提供 さ 
れ た 東北 電気 製鉄 株 式 会 社 に 感謝 の 意 を 表す る 。 


実験 方 法 ぞ お よび 結果 


供 試 水稲 栽培 と 理 酸 ・ 窒 素 の 含有 量 山梨 県 笛吹 川治 
崖 の 病害 虫 常時 多発 地帯 で ある 東入 代 郡 富士 見 村 水 田 主 
Bb) & 381 ポット に 3.8kg す つろ 大 れ 3 要素 と 
LCR, 過 石 , 硫酸 加里 を 用 いつ ぎの ど と 【 く 5 区 を 設 
けた 。 

球 酸 肥料 は 鉄 M 東 カル (CaO 43.07%, SiO, 37.75%, 
Al,O3 6.52%, FeO 4.71%, MnO 0.46%, MgO 3.62 
%, 有効 SiO, 37.75%, 有効 CaO+MgO 48.79%) を 
FAW, 上 農林 8 号 を 5 月 5 日 播種 , 6 月 20 上 日 長 さ 15ecm 


第 1 表 供 試 水稲 各区 施肥 量 お よび 水稲 分 析 値 (1957 年 10 月 25、 日 採取 う 


DR HEN % 3 本 ずつ 移植 栽培 し 幼虫 を 飼育 し , KI 
食 行 動 を 調査 し た 。 

供 試 虫 7 月 1 理 同 時 発生 の 咽 化 幼虫 を 20 em シャ 
ー レ に ガー ゼ で 被 い , HRRITL, 2-30GITER EO, 
か えて 飼育 し た 。 摂 食 行動 を みる た め に 大 学 水 国 に 自然 
生育 の 発育 均等 の 幼虫 を えら び 2~3 日 間 絶 食 状態 に し 」 
て 供 試 し た 。 3 

稲 体 の 強 剛 性 と ニカ メイ チュ ウ 加 害 と の 関係 

1) IR 質 化 稲 体 の 灰 像 は 脈 間 分 離せ ぜ ず 原形 を 保 
ち , CAUCHH SGA TE (TNE. MOK RS He 
か くさ 破砕 し 組織 の 弱い と と が わか る 。 CI-7M) 

2) 刃 の 損傷 程度 LOMA SHS REL UTRE 
fl ID. CEO fal — BL % fal U PSI I HDT 
(SNSASD LEMKE SI っ た 方 が 多く な っ で いる 。( エ 
-12 図 ) | 

3) ARABEE (LIT kZAPORBM 71 BOL 
exSIR, FEMA CHE LE SRRBAOKMSA 
BERGE CHB Lic 6 Dis BWISS (RICOH 
も の と 考え られ る 。 (C1-146M) 止 葉 の 食 着 を みる ど 
PERK IEIt 表皮 が 残り 維 管 東 の 損傷 が 少な い 。( エ -11 
図 ) 大 頭 の 魔 減 が 令 の めす すむ に つれ て 多い の は 接 食 量 も 
多く , か つ 発 育 後 期 は ほど 水稲 理 酸 蓄積 が 多く な る に よる 8 

ニカ メイ チュ ウ 接 種 試 験 お よび ポッ ト 栽 植 稲 放置 試験 」 
9 月 12 日 1 ポッ ト に 3 令 虫 を 25 PUP OMB Tis & 11. 
月 5 日 被害 調査 の 結果 は つき ぎの と お り で ある 。 


施 肥 量 分 析 fel CIE) 
区 名 = 
ES 素 toh 酸 yn 里 SEs 酸 = 酸 Bose 
g | g % % Yo 

対 ret 区 0.50 0.50 0.50 0 2.48 1.45 
gE 酸 区 0.50 / ” 10. 00 4.08 1.09 
対照 + 窒素 502% 区 0.75 a yr 0 1.63 1.66 
EER + BH 50% 区 0.75 ly / 10.00 3.85 ial 
Eos. 3 ek 1.50 2 / 0 ji 2. 82° 


(1957 4F 11 月 9 日 受領 ) 
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1958 年 6 月 EA: 水 ORB 
第 2 表 ニカ メイ チュ ウツ 接 種 試験 
(各区 3 ポッ ト ) 

接種 無 被害 | 被害 | 被害 | 生存 | 幼虫 † 匹 

区 名 Rane es EK ae 
% 

“RK 7 | 20 | 8 | 79.2! 30 | 0 053 
x2 iw K | 75 | 47 | 47 | 50.0! 27 | 0.052 
幼虫 数 , KES EICHID DWI OP SE DS 

(#8 1 図 ) 
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ニカ メイ チュ ウ 接 種 試験 , 対照 区 
の 被害 大 で ある 。 (第 2 化 期 ) 
ポッ ト 栽 植 稀 を 水田 近く 放置 し ニカ メイ チュ ウッ ウ 被 害 調 
査 結 果 は つぎ の と ね おり で ある 。 6 月 20 日 放置 , 11 月 5 日 
調査 , 各区 6 ポッ ト ず つ 。 被 害 菜 は 各 ポ ッ ト に 一 様 に 見 
られ た が 圭 酸 区 に 少な い 。 
第 3 表 ポッ ト 栽 植 稲 放置 = カ メイ チュ ウツ 被害 調査 
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区 名 | meen | waren | meee 
- sw 63 108 63.17 
= 酸 区 76 63 45.3 


MKB KUSRIBSKKMICMITS=NAA FAY 
ORAM Wists LOBE Khe l—BAIT Ay T 
幼虫 を 接種 する と 前 者 た 多く 集 り 食害 し , 食物 の 選択 性 
が ある こと と を 述べ た が , 両 区 穂 狗 期 の HO 部 分 を 長 さ 
15em に 切り 3 令 虫 20 匹 を 接種 し た と と ろ , 24 時間 後 
に は 対照 穂 は は と ん ど 食 尽 さ れ , 葉 身 葉 靖 の 被害 量 & 多 


[=> 
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( 3 BRROMERUIMIRK 14 匹 に 対し , BEM D6 
PECH aio PHO MACHT SRM LOMO 
BRAITARD (3 27 (EAHA S| + BIEPE EO EEIT ES 
と と も 考え られ る の で つぎ の 実験 を 行 っ た 。 

1) 茎 に 対す る 行動 供 試 茎 を 地上 lem の と と ろか 
ら 切 取り 長 さ 4~6em (TH 0 6 KFOMMD LIT, 
水田 で 自然 生育 中 の 4 令 虫 を あら か し じ め 2~3 日 間 絶食 
個人 鐵 の 状態 に 保ち , 試験 管 に 集め て お いて 供 試 茎 か ら 等 
距離 点 に 振り 落し , 暗 所 で 足跡 を 燥 紙上 に 印 さ せ 行 動 を 


水 


Ca) 対照 工 お よび 球 酸 菜 に 対す る 行動 4 令 虫 30 匹 
em XEd5 10 em 離れ た 点 に 放し た と こと ころ 幼虫 は 前 
AICS (HO CU-1ED, 茎 内 に 食 入 し , 又は 茎 の 間 を 
信人 旬 す る の が 見 られ た て ( 軸 -2 図 )。 MIRTH AR Liz 
シャ レー 内 に K 両 区 茎 を 入れ 幼虫 を 接種 し , 密 に 蓄 を 施し 
て 1 AK (L, WIREITBAT4SZ AOS, ERED 
TREC MOMMA RRB Sh, と の 部 分 を 幼虫 
が 探査 する と こと が わか っ た 。 内 部 に 茎 を 包む 葉 式 部 に は 
FIT RAS (ASS ( エ -10 図 )。 

Cb) 対照 , BEM, 対照 + 窒素 50% 増 , ERM + EK 
50% 増 区 た 対す る 幼虫 の 行動 増収 の た め の 窒 素 多 肥 
は 倒伏 と 病害 中 を 招来 する が , 球 酸 を 併用 する と こと に よ 
り そ の 害 を 少な くす る と こと が で きる 。 

1956 年 山梨 県 下 病 害虫 常時 多発 地帯 で ある 富士 見 , 中 
道 , KH, 田 富 な ど 4 か 村 で 斑 酸 併用 窒素 増量 区 の ニカ 
メイ チュ ウツ 被害 茎 と 収量 調査 結果 は つぎ の と お り で あ 
る 。 区 の 設計 は 山梨 農 試 小尾 技師 に より , 収量 調査 は 山 
梨 農 試 と に よる 。 各 区 15H, 反 当 施肥 量 は 窒素 2 貫 , 加 
H158, 炎 酸 2 貫 を 標準 と し , 球 酸 肥料 は この 試験 に 
は 川鉄 28 FEMI AIK CAS EER 28%) 30800 NU, 
AHA BR SAO TAADSITCUTBO Ke 

被 は 容 素 増量 区 に 最も 多く , 球 酸 併用 に よっ て 少 
i OWE CHE RMIT 5 THS. BEI EF, 
節 イ モチ , 稲 麹 欄 数 も ニカ メイ チュ ウ の 被害 率 と 並行 し 
て 減収 の 一 因 と な っ て いる 。 

爆 紙 上 に 前 記 4 ROS SPRITE BN, 447 20 匹 
を その 中 心 点 じ 放つ と , 10 分 後 集 っ た 虫 数 は , 対照 区 2 
pt, 斑 酸 区 0, 対 照 + 窒素 502 増量 区 5 Pl, E+ 
素 502% 増量 区 2 匹 で 以後 の 行動 を みる と 斑 酸 区 に 移動 
する も の な いく, 容 素 増量 区 と は それ ぞ れ 2 匹 ず つ 集 5, 
か つ 付 近 を 箇 旬 する る も の が 多く 見 られ た UI- 3 図 )。 

(co) 窒素 3 倍増 施 至 に 対す る 行動 ALICIA, 
窒素 3 fewest % 13 cem 離し て 並べ , 各区 か ら 10 cm 
離れ た 点 じ 4 令 虫 40 匹 を 放つ と , 1 時間 後 に は 後者 に 


as 


=) 


eee 
I, 


Tatas 
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第 4 表 MPAA EKO-AA AF SURE 
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A : me Wt BH FE + EK 
| 地 名 (上品 種 ) 対 fe 区 pe Pee 区 5022 増 acs 5022 増 量 区 
| ¢ Goh Ses gg oe eee ee 
~ + x» | BER CaBia) 70 4.0 40 "8. . ; 
| an eae 4. 14 920 4.0 28 5.6 52 10.4 | 53 10.6 
ears: 田 富 (農林 8 ) 19 3.8 ga gees 16a | sae 6 = a 
. xB ( 金 南 風 ) 37 7.4 22 | 072 29 5.8 
==4 Sal Se a == = = SS = 
ee ea ‘ais ke A i 8 
ie iJ ii 重 760.8% (100) | 764.4% (100) | 796.2% (105) | 852.6% (112) 
‘fw # 435:9- (100) | 455.7, .(104),|..306.6 DI 439.5 OD 
ae we 重 4.1 (100) EG CO 0 GS 
(4) ZX # 339:6 (100) | 352.8 (103) | 275.7 ¢81)| 325.2 ( 96) 
Hake 1K 500 A, 収量 は 田 富 を 除い に た あと の 3 か 所 の 平均 , HUAI 
19 巨 が 移行 し , その うぅ うち 13 匹 は 茎 内 に 食 入 し , 6 Bit fete A 2s LOMB RAI £ 3s CHBEACREOD © 


SEOMITHHILLK. MARR ICs 13. BT, 4056S 
内 た 9 匹 食 入 し , ほか の 4 匹 は 付近 を 和信 介し て いた 。 

2) 茎 の 蒸溜 水 浸 出 液 に 対す る 行動 Mkts £ 
OSH 3 倍 茎 に と 超人 性 を や ぁ ら わし 茎 中 の 化学 的 成分 の 影響 
S4ABLN4ZOC, ZethELMDECAMEWR, 
3.5¢ を 乳鉢 に 入れ 蒸溜 水 4cc SIMA CE < BREL, 
その 上 上海 液 を 濾紙 と 吸収 させ て スラ イド の 上 に の せ , ¥ 
で 行っ た と 同様 に と し て 幼虫 の 行動 を 観察 し た 。 

(a) 対照 ぉ よび 理 琶 区 茅 浸出 液 に 対す る 行動 44 
虫 20 匹 放 つと , 10 分 後 対照 区 と 5 匹 , EERRIT 1 LB 
TL. 対照 区 に 移行 し た も の は 渡 紙 上 を AML TOT 
が , EMRICBALT AO, 止 る と こと な くさ 他 に 去っ た 

CiIE-5, 6 図 )。 

Cb) SR 3 SHE ORM MICH T STH) 対照 区 
Fis LOBR 3 倍増 施 茎 の 浸出 液 を 上 法 と 同様 4 令 虫 20 
PLIMOL, 10 分 後に は 後者 に 8 匹 移 行 し , HILL CRA 
する の が 見 られ た が , WHAT hu 72 2 eis, 濾紙 上 に 
w6ETAXWMALK or. U-4M) 


考 祭 
H=AAAF 2 VINE CHAD UAMIPE c (LED b ST 


な いこ と と を 知っ た の で , 幼虫 の 摂 食 行動 を 知る だ めい に; 
焼 紙 を し いた シャ ー レ 内 の 対照 ・ 東 酸 区 両 茎 と 幼虫 を 接 「 | 
fi, MICH CL, 茎 の 節 と 駅 間 特 に 内 に 節 を J 
EL TP WRI D BEAT RU VRB DSAD S 41, --T AUS SB DIE 
構造 を 探査 し た 証 と 考え られ る が , (ERO MODER L 
関係 ある も の と 思わ れる 。 . 

WERT IRS EWG, ERB XSEITHS HOD. , 対 
FAXES BOMBS 6, (EAH S| Sv iS LIL PHEW 
質 の 存在 る 考え られ る の で , ZORMMICH ST 4TH 
調べ た と ころ, 茎 に 対す る 行動 と 全く 同じ で ある 。 

窒素 多 肥 が ニカ メイ チュ ウ 害 を 多く する と こと は よい せい 知 
られ て いる 。 Bae 3 HE CMR EITM ST STH 
ADL, 前 者 に 移行 する も の 多く , HIREORMHMITH 
する 行動 % 茎 の 場合 と 同様 で ある 。 窒素 多 肥 茎 K と 対す る 
行動 は 特に 顕著 で , CORHMIMICRA LIZ 6 OER 
動 が 見 られ , 長く 止 っ て いる が , HARSH RIT EAU 
た も の は 摂 食 する と こと な れい 去 っ た 。 
以上 の 実験 か ら 幼 虫 は ある 化学 的 成分 に 反応 する も の 
CWDS. AHS (1954) se H SS UDO 
育 順 調 で , (Cit TEHET = 7 BOMB LOBOS 1) 
Tie eu, BH (1953) BP SRY OAY (Cee 


と を すでに 報告 し た が , 本 報 で は 茎 の 切断 じ に よる 忍 の 損 
傷 度 ぉ よび 灰 像 に よっ て , BBD RM ZKSSUDS 
と と を 明らか に し , と これ が 貝 体 に 及ぼ す 影 響 を 知る た め 
解 化 幼虫 を と り , 室内 飼育 し た と こと ころ, BRBRECHA 
LIZEDAKBAORWES LS, これ が 摂 食 の 支障 と な り 
被害 軽減 の 一 因 と 考え られ る 。 茎 の 節 部 に は 食 入 孔 が 見 
られ る こと と 多く , と の 部 分 は 水分 に 富み 軟 か で 東 酸 突起 
の 無い た め と 思わ れる の で 病害 虫 の 防壁 と 考え られ る 。 
球 酸 の 蓄積 時 期 , 量 , 表面 の 突起 の 大 小 , 形状 , 排列 の 
粗 密 その 種類 な どる 今後 の 研究 課題 で ある 。 


育 阻止 物質 を Brcok Sraurrgrk (1957) は アワ ノ メ イ 
HC Toxic factor 7A を 認め で いる カカ 33 ニカ メイ チー 
ウフ に つい て も 税 床 の 物理 術 性 質 の ほか に 化学 的 物質 を 追 


RI STEDMECHVMDERS. 
摘 _ 要 


球 質 化 稲 体 の 物理 的 特質 と ニカ メイ チュ ウッ 加害 と の 関 
係 お よび その HATH (COW T 調査 し つぎ の 結果 を 得 
ee 

1) EERBICRSHADEE (heb, 強 剛 性 を 大 に し | 


= 1958 年 6 月 笹本 : 水稲 Bt = 91 
CACHE LIcSILO ASEM: (ACEH — 一 因 突起 a: 節 の 食 張 (x20)" 
OS 10. PEM Le BDU KMROZICNLEHOSS 
2) SROR MRO RIRIL, HMO Leib AO EER KIC DATEL Gy BRM OS D> 572 t EDSddD 
に つい て 調べ た 結果 , SOR TELM SITES T LD rye, % (x10) 4 
ATR 23 LOBRS Uc Kb, CIiV6 SORIA KS ll. ik:R OBR BRICK LMEROAZ 
液 に 対す る 行動 る 茎 の 場合 と 全 ぐ 同じ で ある 。 =HR4 る (x50) 
チュ ウ は 水 に と ける ある 成分 に 反応 を 示す と と が 度 め ら 12. °¥O EAL 2 節 間 3 本 を 300 回 刻 ん だ 場合 の 安全 痢 
れる の で , 今後 稲 体 の 物理 的 性 状 の ほか に 化学 所 成 分 を ADHD TSN BERR OBB (x50) 
も 研究 する 必要 が ある も の と 思わ れる 。 13. 穂 の 被害 比 較 3 倒 虫 20 匹 を 接種 3 日後 《x2/3) 
14. 642) eager! Salant 5 * 
た 場合 に と 多く な る x20) 
1) Beck S. D., J. F. Sraurrer (1957) Ann. Ent. 
a 図版 Tl 茎 お よび その RBKRHMICWTS HH 
2) 石橋 — (1952) 福岡 諾 試 報告 12: 174. の 摂 食 行動 を HEALED 脚 跡 で 示す (CA: EB 
3) 石井 象 二郎 (1953) OFM CC) 1: 185. BO a 
4) fA B (1953) 15 9: 108. 1. 幼虫 を 放っ て か ウ ら 30 AKROWM EK 
5) 笹本 @ (1954) 植物 防疫 8: 20. EAA RN 
6) “A #@ (1955) pS Ll: 66. 2. 同上 の 24 時間 後に ieee T FHM OOO I 
7) 笹本 @ (1956) 植物 防疫 10: 205. pee ee Citi rH LBB 
8) 笹本 B (1957) 防虫 科学 20: 159, (x 2/3) 
9) fist fialam (1954) 東海 近畿 農 試 報告 , Rory 3. A+N お よび B+N は ZNHSHEBKSLONI 
OQ Kit He 50% FOS HL RE 
ZIFIROIKRE SAE A CHESS OR< B 
図版 ! (A: MK B: 対照 区 ) J の BN A4NIC#Z 
1 へ 6. MRR RRB OR RE Me 1 令 (x15) ~ 4. 3N は 室 素 を 対照 区 の 3 倍 と し た 茎 の 蒸溜 水 浸 出 液 
6 = (x80). ENISHI AFA PICOKRMRERM ST 
7. IR (x2/3) 5 RD HB (x 2/3) 
8. AR Eee dee BBSEICAIL CHOSE 5. WRK KORR KZ OR HIRITCMS Zo BDI 
a: 節 部 の 食 痕 c: MH e: 脈 間 d: AMicHe 3 BK (x 1/2) 
包ん で いる HERB ORD ic BADSHS SZ (x10) 6. 同上 の 15 ARO (x1/2) 
9. Hi CMEC OMAR MMB b: MAH c: HEM 
Summary 


Studies on the Relation between the Silica Content in the Rice 


Plant and the Insect Pests 


VI. On the Injury of Silicated 


Rice Plant Caused by the Rice Stem Borer and 


its Feeding Behavior 


By Kaoru SAsaMoTo 
Lab. Appl. Entomol. Fac. Lib. Arts & Education, Yamanashi Univ., Kofu 


The injury of the rice plant csused by the rice 


| stem borer (Chilo suppresslis WALKER) was decreased 


when the slag containing available silica was manured 


in soil as stated in the previous papers. This paper 
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deals with the feeding behavior of the larva reared 
on the silicated rice plant. 

The mandible of the larvae fed on the silicated 
rice plant was diminished remarkably. Thus it seems 
that the silicated rice plant stem becomes too hard 
to eat as its food. 

The hungry larvae were put in a pettri dish in 
which a sooted paper was fixed in order to examine 
their food preferenc, between the silicated rice 
plant stem and the stem which was cultured in 


normal or nitrogen rich manure, form their walking 
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traces under condition of darkness. The larvae 
showed a preference for the normal and the nitrogen 
manured stem instead of the silicated one. 

The water extract of the rice plant stem which 
was cultured in normal or in nitrogen rich manure 
was more attractive to the larvae than the silicated 
one. 

It seems that the preference depends not only on 
the physical properties of the food but also on the 


chemical properties. 


te 


spruce budworm の 大 発生 に お ける 気候 の 役割 


D. O. (1956) The role of climate 
and dispersal in the initiation of outbreaks of the 
The role 


GREENBANK, 


spruce budworm in New Brunswick. I. 
of climate. Canad. J. Zool. 34: 453~476. 
wt + # OD New Brunswick fit Giz, €L Ovubs 

ハマ キ (spruce budworm, Choristoneura fumiferana) 
の 大 発生 は 1912 と 1949 年 に 始ま っ た 。 過去 の 記録 で は と 
の よう な 大 発生 は 10 年 ぐら い に 続 く が , それ 以外 の 期間 
に は 本 種 の 密度 は きわ め て 低 ほ 。 と の 2 回 の 大 発生 の と 
ろ の 気候 を 調べ て みた と こと ころ, 幣 燥 し て 晴天 の 多い 初夏 
D RVR OSES CED, 大 発生 を 誘起 する も の と 判 
上 明 し た 。 こ と この よう な 年 は 初夏 の 気温 も 平年 より 高い 。 本 
種 の 幼虫 は 6 月 初め か ら 7 月 中 旬 に か け て 摂 食 ・ 成 長 す 
る が , 令 期 の 長く さと とこ の 時 期 の 気温 の 間 に は 負 の 相関 が , 
また この 時 期 の 雨天 ちあ るい は 圭 天 時 間 と の 間 に は 正 の 相 
関 が あ ちっ た 。 各 燥 と 温暖 は 昆虫 の 発育 に 直接 影響 する だ 
け で な く , 寄主 で ある そ ミ の 生理 的 変化 を 通じ で 間 拉 的 
に も 作用 する 。 FEDS, 本 種 の 幼虫 は 雄花 を つけ た モ 
ミ の 木 で は , 開 共 し な ら 木 に お ける より も 早く 良く 成育 
L, その 結果 羽化 し た が の 蔵 彼 数 を 高め る 。 し か も , # 
AES ROIR OBE MEIC <K CEBBIO, PMHECKBEH 
育 が 早けれ ば 低 に 。 か よう な 害虫 に と っ て 好適 な 気候 
は , 極 気団 に よっ て も た ら さ れ , 一 方 熱帯 性 気団 と 旋風 
は 不適 な 気候 を 伴 な う 。」 場 所 に よる 大 発生 開始 年 の ち が 
い は , 次 に 報告 する 分 散 に よっ て 説明 され る 。 
( 農 技 研 


1 HBR 5a FA) 


spruee budworm の 大 発生 に お ける 
気流 に よる 分 散 の 役割 

GREENBANK, D.O. (1957) The role of climate and 
dispersal in the initiation of outbreaks of the 
spruce budworm in New Brunswick. II. The role — 
of dispersal. Canad. J. Zool. 35: 385~403. 

モミ の シン トメ ハマ キ Choristoneura fumiferana 
は カナ ダ の New Brunswick 地方 で は 1912 年 と 1949 年 
に 大 発生 を し た 。 本 論文 の 第 1 報 で 著者 ほど ご の 大 発生 
が , 乾燥 し た 早 に 夏 が 数 年 間 続 く と と に より 起 さ れる こと 
と を 述べ た 。 一方, 本 害虫 が 十分 第 殖 で き な い 北部 地方 
へ 行く に し た が っ て , 大 発生 の 年 次 が お きれ る 現象 が あ 
り , Chit kD ARBAOATCAMBAC EEO. ADF 
究 は , 北部 地方 で の シン トメ ハマ キ の 大 発生 が 気流 
よる 成虫 の 分 散 に 起源 する と と を 確か め た 。 

10 年 間 の 灯火 誘 殺 試 験 で , 大 発生 年 に は , と き お り , 
ガ の いち じ る し く 多 数 の 移動 が み ら れ る と と が わか っ 
た 。 こ と これ が その 地方 に 土着 し て いる 個体 群 で は な らい と と 
は , その 数 が 極端 に 多 ら だ け で な く , 性 比 が ちがう こ ど 
に よっ て 区 別 で きる 。 と うい う 大 移動 は お も に 寒冷 前 線 
が 通過 する 際 の 対流 に よっ て 起 さ れる 。 が は 最初 上 昇 気 | 
流 で 上 空 へ 運ば れ , の ち に 下降 させ られ る 。 EKBMIT 
よっ て 大 量 の が か が 運ば れる と と も ある 。 と の よう な 気流 
に よる 分 散 は それ 自体 は 昆虫 て に と っ て 合 目 的 で は な い | 
が , overpopulation が 存在 する な ら , それ を 散ら し , 
Lie RH MACS ACAAM LRA. 移動 し て に る が 
の 性 比 は 40~702 で , Pl O MISMO MW '/2e REL, 
て に た と 推定 され る 。 

と この よう な 移動 も , 北部 の 森林 の 気象 的 ・ 造 林 的 条件 
が わる けれ ば 大 発生 に 至ら な いらい が, MROTL & MRL 
た 夏 に は 増殖 を 進め , 大 発生 を 導く の で ある 。 

( 農 技 研 
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マメ シン クイ ガ に よる 大 豆 被 害 の 年 変化 た に つ に て 


松 本 


北海 道 


PAV VYIAAITLARKAGOMBAMEIT LE 5 CHM 
な る こと と は 桑山 (1938) が 北海 道内 5 か 所 に お ける 品 
「 大 谷地 」 の 15 か 年 の 被害 料率 を あぁ あげ て 明らか に し て 
いる と こと ころ で ある 。 し か し 本 種 の 被害 の 年 変動 は ウン カカ 
類 の 大 発生 と よる 和 の 被害 ある い は ダイ ズ ク キ タマ バエ 
の 大 発生 に よる 大 豆 の 被害 の ど ご と きも の と 異な り , Ahir 
対す る ニカ メイ チュ ウ の 被害 に 似 た 性 質 を る つも の で あぁ 
り , 右 狩 地方 の ご とく 被害 の は な ほ だ し いと いわ れ て い 
る 地帯 で は 多く の 年 に 相当 の 被害 を 生じ て い た の で あ 
る 。 し か る は に 1955 お よび 1956 の 両 年 に は 成 忠 発生 数 , 
産卵 数 , 老 就 幼虫 数 の いずれ る も 激減 し て , 被害 料率 る と 
れれ まで に 見 な い ほ どの 低 率 を 示し た 。 

と の まう な 被害 の 変動 を 予知 する と こと は 防除 対策 を た 
CH RCBEST HW ECEBWTCLCHSD, 薬 
Alba 可能 と な っ た 現在 で は 更に 重要 な とこ と と な っ 
fo 

岡田 ・ 尾 池 (1940), 岡田 (1948) は 満州 に お いて , 
=, 三 の 気 候 灯 要素 と 被害 率 増 減 と の 関係 , 本 種 の 発生 
の 制限 因子 に つい て 種々 の 考察 を 行 っ て いる 。 午 者 ら も 
と の 数 年 の 調査 結果 な ら び に 過去 の 約 20 年 の 被害 調査 
資料 を る と に し て 若 和 干 の 検討 を 試み た の で , その 結果 を 
報告 する 。 

本 文 に 入る に 先 だ ち , 御 指 導 を 賜 わ っ た 北海 道 農業 試 
験 場 桑山 覚 博士 , 桜井 清 技 宮 な ら び に 北海 道 立 農業 試 
験 場 十 勝 支 場 井上 寿 技 師 に 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 


結 AE 
北海 道内 各地 に お ける 被害 の 相互 関連 性 1922~1936 
の 15 年 間 の 5 DP>MOBK FMA H, 品種 「 大 谷地 」 
に つい て 各 年 の 被害 粒 率 (桑山 , 1938 て よる ) に お ける 
場所 間 の 相関 関係 を みる と 第 1 表 の ご ど ご とく, どの 地点 の 

間 に る 相関 関係 は 認め られ な か っ た 。 
被害 の 品種 間 に お ける 関連 性 札幌 市 参 似 町 北海 道 農 
業 試験 場 に と ぉ ける 「 大 谷地 」「 中 生 黒 大 粒 」「 赤 区 」「 ビ 


(1957 4F 11 A 18 BSH) 


om: IR 強 
農業 試験 場 


RL 北海 道内 5 か 所 間 に お ける 被害 料 


率 の 相関 関係 
| 
oN | autem | eer | 早来 町 | 帯広 市 | 北見 市 
0 0 26 | 40.211 once 
Rien | 20018) 02 0260 
Rxeet | +0.26| +0.28| — | 0.34] +0.20 
ie | eOseT | -<0.26 | —0034.| 05 
dt Ba | +0236 —0. 12 |'-+0.20,| —0.051) 
第 2 表 北海 道 農 業 試験 場 GLaepPswy) 
に お ける 被害 粒 率 (%) 
店 
Fare ee ee ak wes | ave |S ZZ 
1995 «| 55.2 | 58.9 | 48.3 | 32.2| 344] — 
26 62.4 | 72.2 | 61.6 | 47.9 | 48.8, — 
27 56 ide| 55.4 | 57.441 43.84) 1027 ee 
28 33.8 | 35.4 | 41.9 | 26.4 = — 
29 49.6 | 55.9 | 63.6 | 35.4 | 29.6 | 14.7 
30° | 72.6|77.0| 71.0 | 57.0 | 33.6 | 21.2 
31 86.8 90.0 | 92.0 | 77.0 | 91.1 | 57.5 
32 | 97.4 | 95.3 177.7 | 56.7 | 58.9 | 25.1 
33 | 80.6 | 87.7 | 86.7 | 58.0 | 58.1 | 35.0 
34 | 49.7 65.6 | 49.3 | 55.3 | 49.2 | 21.9 
35 | 61.5 58.3 | 60.5 | 54.0 | 40.2 | 24.7 
36 79.5 | 91.8 | 73.6 | 64,7.| 55.5 135.8 
37 96.5 | 97.8 | 95.6 | 89.1 | 81.8 | 45.1 
38 74.9 | 76.0 | 78.3 | 42.8 35.2 | 20.0 
39 65.4 | 75.9 | 60.1 | 36.8 | 31.7 | 16.8 
40 39,9 | 43.5 | 41.1 | 37.5 | 25.9 | 20.8 
41 69.4 | 78.9 | 59.9 | 61.4 | 34.1 | 23.6 
42 40.7 , 72.2 | 48.3 | 44.3 | 33.5 | 18.4 
43 43.0 | 77.7 | 53.9 | 59:8 | 28.6 | 16.3 
44 63.0 | 65.8 | 48.6 | 45.2 | 37.8 | 20.2 
45 77.5.| 74.3 | 65.7 | 71.2 | 722 | 48.1 
yZ IKE) eRe) CH] の 6 品種 の 1925~1945 年 


の 被害 料率 は 策 2 表 の と お り で ある 。 こ と これ に より 各 品 種 
涯 の 被害 料率 の 相関 あみ る と 第 3 表 の ご ど ご とく で ある 。 な 
43, 7115 WOT 2 4 表 に 示す 。 

と れ ら の 結果 か ら み る と , MIAO aa CL 
関 が 認 め ら れる が , 結 詳 期 の 離れ て いる 品種 間 で は 相関 
が 認め られ て いな い 。 

被害 と 気象 要素 と の 関係 

1) 月 平均 気温 と の 関係 北海 道 農業 試験 場 (札幌 市 


(93) 


94 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 2 巻 第 2 号 
EuBae () ih jen ll DO ge = t x の tf 
a ee spac Hh ¢ elm «| EE 
Re | = +0. 54* ORG RO GS +0. 36 +0. 25 
He mR K +0:546 | = +0. 66** +0. 66** +0. 46 +0.31 
#H A +0.65** | +0. 66** = +0. 64** +0. 66** +0. 67** 
(i ih +0.51* | +0. 66%* +0. 64** = +0. 75** +0. 57* 
赤 BE +0.36 | +0. 46 +0. 66** +0. 75** = +0. 64** 
ビデ クリ 大豆 +0.25 +0.31 +0. 67** +0. 57* +0.64** | = 
Ae BO ea ee) a SE ()M) の 6 品種 の 平均 被 a 3) & |, V4 Sat ADS Ag, Wie, 02 
a る | xe BA sim | mat | whe の 各 月 平均 気温 を 比較 し た と と ろ , 7 月 の 気温 に 差 が 認 
Es Ta a OG, 各 品 種 ど と に 7 月 の 気温 と 被害 料率 の 間 
結美 期 |W. 5 WL 5 WL 8 mM. 9 MI.18 MI.27 ee ae a Ril a 
= の 相関 を 吟味 し た 。 そ の 関係 は 策 1 図 の よう で ある 
1929~37 お よび 1942 へ 44 の 計 12 HERO: ed 


第 1 図 7 A Rim & RE MS 


図 中 の 番号 は 
A. 大 谷地 。, 


E. ope, F. 


SE UR Ae FED Us 


B. PEMA, C. HH, D. 
Ey Voges! 


ile ey 


ミ の 関係 


年 と する 


1933 お よび 1937 年 は 例外 的 な 年 と み 
BL, CORE BRUT, 7 月 気温 と 被 」 
害 料 率 の 間 の 相関 や みる と 第 5 表 の と お 
り で ある 。. 大 体 に 
a Mele 相関 が 高い 傾向 が うか が われ る 


B5Z 7 月 平均 気 軸 と 被害 粒 
SN 

an 種 ZS 相 a 係 数 
谷 地 _0.36 

HAE RR OR OWE —0. 38 

蘭 越 —0. 61** 

if Be —0. 47* 

re BE —0. 98** 

Ey JV KA ー0. 56* 

が , 第 6 表 に 示す ご ど とき 7 月 気温 と 結 茨 


期 の 間 の 相関 関係 と 合せ 考え る と , 7 月 
気温 と 結 甘 期 と の 間 に と 負 の 相関 が 高い 品 
種 は 7 月 気温 と 被害 料率 の 間 に と 相関 が 認 
め ら れず , 反対 じ 7 月 気温 と 結 茨 期 の 間 
の 相関 が 低い か ある い は 認め られ な い 品 
種 で は 7 月 気温 と 被害 料率 の 間 に と 有 意 の 


相関 が 認め られ て いる と 言え よう 。 
第 6 表 7 月 平均 気温 と 
BOTS 

ao heen | aoe a 
IR 谷 地 ー0. 82** 
HA ROK OE —0.71* 
is a ー0. 64* 
i 越 ー0.75** 
赤 He =. 14 
Scns —0.57 


RIT, 帯広 市 の 北海 道 立 農業 試験 場 十 
勝 支 場 に な ける 「 大 谷地 ]」 お よび 「 中 生 


CAs VCRERRHAD IS ZY = 


1958 年 6 月 


AKL] の 1930~1949 の 20 年 間 の 被害 粒 重 率 2) (第 
TH) と 月 平均 気温 と の 関係 を みる と 第 8 表 の と ね お り で 
ある 。 、 ' 

7 月 平均 気温 と は 両 品 種 と も 相関 が 見 られ ず , 前 年 9 
月 平均 気温 と 両 品種 の 間 , 8 月 平均 気温 と 「 中 生 黒 大 料 」 
の 間 に 相 関 が 認 め ら れ た 。 な お ぉ , 大 似 で は 両 品種 と る 8 


第 7 表 AAR BT CAT) 
に お ける 被害 粒 重 率 (2%) 
年 we) ke wh 中 生 黒 大 料 
1930 | 23.0 28.0 
31 29.0 26.0 
32 20.0 14.0 
33 17.0 28.0 
34 7.0 6.0 
35 18.0 16.0 
36 31.0 25.0 
37 43.0 55.0 
38 22.0 35.0 
39 72.0 64.0 
40 | 58.8 55.0 
41 12.0 10.0 
42 25.0 24.7 
43 | 17.0 17.0 
44 | 32.0 36.0 
45 | 53.0 36.0 
46 | 33.2 64.0 
47 27.3 37.0 
48 50.5 42.0 
49 56.5 59.0 


第 8 表 月 平均 気温 と 被害 粒 重 率 と の 相関 


四条 年 る 月 | 当 年 7 月 | 当年 8 朋 
大 谷地 +0. 65** we Wy な 2 
Ha Ae RAL +0. 49* jee NG, +0. 56** 


A, 前 年 9 月 の 気温 と 被害 率 と の 間 に と 相関 は 認め られ て 
WOT Ye 

2) 雨量 と の 関係 MEDRECMRTS¢ Tz, 
本 害虫 の 棲息 密度 を 低下 させ る と と に な に よる も の と 考え ら 
れる 。 し た が っ て 大 豆 の 品種 と よっ て その 影響 が 異な る 
と は 考え られ な い 。 そ こと で 休 似 て お ける 最も 統計 年 次 の 
Ru (Au PARKA Hee) Bee) O 4 品種 
の 平均 被害 率 と 7 月, 8A, 7 月 中 旬 ~8 月 上 旬 , 8 月 
中 旬 , 8 月 中 下旬 の 雨量 と の 関係 を 吟味 し た が な ん ら の 
相関 る 認め られ な か っ た 。 . 

3) 冷害 と の 関係 冷害 の その 年 に は 被害 程度 は 変ら 
な い が , 翌年 は 被害 が 少な ぐ ど な る の で は な いか と いう こと 
と が 考え られ る 。 冷害 年 に は 大 豆 の 生育 が くれ, KAMA 
の まま で 終る と と が 多い の で , 茨 内 幼虫 る 老 熟 する と と 


間 評 で きす に 越 そ を に 入り , 死亡 する も の が 多く な る と い 3 


と と が 考え られ る か ら で あ る 。 前 述 の 券 似 の 4 品種 の 平 


松本 ・ 黒 沢 : マメ シン クイ ガ に よる 大 豆 被害 の 年 変化 に っ つい て 95° 
第 9 表 ee CME LORS 
2 (%) OD Hy ie 

区 別 年 次 被害 料率 (%) 
1927 | 53.0 

32 81.8 

33 92.8 

; 35 58.6 
冷害 翌年 36 77.4 
42 51.4 

XE Fy 69.2 

1928 34.4 

30 69.4 | 

e 94.8 
e 3 i 

G i 43 Be 
44 55.7 
平 | 62.1 
均 被 害 粒 率 で , 冷害 翌年 と 普通 年 と の 被害 を 比較 する と , 
第 9 表 の ご ど と せく , 両者 間 に 差 異 は 認め られ な か っ た 。 


4) 本 種 発生 量 と 被害 と の 関係 1952 年 以降 は 被害 料 
率 の み で な さく, 成虫 発生 量 , 産卵 数 , 寄生 幼虫 数 の 調査 
も 行っ た 。 成 虫 発生 数 , 産卵 数 ぉ よび 老 就 幼虫 数 は 第 10 
~12 表 の と おり で ある 。 

Blk KR ke HA RK 


年 次 成虫 発 A 数 
1952 698 
53 1, 017 
54 1, 101 
55 107 
56 153 
5041 HE HAH 
. 第 11 表 産 卵 数 (1 本 当り ) 
a, * xe| 1953 1954 | 1955-| 1956 
Hh A 光 | 350 167 58 29 
+ B 長 葉 | 388 249 24 42 
晩生 光 B | 293 152 18 41 
ee ee 53 48 4 7 
Ae ae 62 80 6 12 
全 産 卵 期 間 中 , 5 日 お き に 各 品 種 3 本 あて 抜 取調 査 
第 12 表 CAgmee (1 本 当り ) 
OCS 1956 
中 sient. heel 7.3.41 20. 7a C1 明 計 50 
+ 勝 長 葉 |26.2|30.0|19.7| 6.8| 4.2 
Me 4 36° Sf 14.7] 15.2] MN 81 -3.9] 2.8 
+. B 神 19、3 32.2|14.4 5.6] 3.4 
HE | 26.0 28.0} 18.6] 4.8] 3.7 


成就 期 に 各 品 種 30 本 (1952~54) また は 20 本 
(1955~56 う : と つら で て 調査 


96 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 2 巻 第 2 号 
ee 被 害 Hh BR (2%) 

i gy 1952 1953 1954 1955 1956 

中 生 光 黒 = 80.6 42.8 23.3 18.2 

+ BE 工 50.6 74.7 27.3 10.1 10.0 

札幌 市 | 晩生 光 黒 81.3 86.3 45.4 25.1 9.1 

+ pe 神 34.5 56.2 22.8 8.2 8.0 

(北海 道 農 試 ) 中 He th 48.3 64.1 20 Mh 6.6 8.7 

平 均 72.4 32.1 14.8 10.8 

| oe SS 77S 10.1 6.6 8.9 3.9 0.9 

aS te eller 勝 裸 6.3 47 10.3 1.9 1.6 

o KW) xem 2 Ss | 50.6 38.2 41.7 23.2 9.9 

Ge 勝 a iB) sip 勝 fz BE | 10.9 Ta 8.0 3.9 0.9 

7 3 19.5 15.2 17.2 8.2 3.2 

ees 83—B 19.5 17.5 11.6 10.0 

交 A « 19.1 19.1 9.7 6.4 

iia wl woe 1s 22.5 32.3 20.6 14.0 

KE th 2 = 22.3 32.6 17.6 10.2 

Clea se 3) vl) si ey 9.8 4.8 6.9 ie 

| oe oe Hy 18.6 21.3 13.2 8.5 

Hh 83—B 14.2 8.2 16.8 

i Letts cea 11.4 6.7 13.1 

eT ee 13.5 11.0 22.0 

GR dk a HS) K B 地 2 = 20.0 LO 18.2 

平 Hy 14.8 9.2 MS 


JC RRB, MIRE CH ODT. 


成虫 発生 数 は 1955 年 より 激減 し , 産卵 数 は 1953 年 
を 最高 と に し て , 1954 年 に は その 61%, あと 2 か 年 は そ 
れ ぞ れ 10% ぉ お よび 1122 EHRMEUTIS . BR HRS 
1953 年 に 比 し 1954 年 は 64%, 1955 年 は 2096, 1956 年 
4% ERYU TIS 6 | 

TKITMBEMERSAZ EB 13 ROT’ ( CHS. 北海 
VER ART sche (帯広 市 ), 同 北見 支場 (北見 
TH) ぉ お よび 同 天 北 支場 KM) の 大 豆 新 品種 育成 試験 
の 成績 を 借用 し て , 合せ 掲げ た 。 

札幌 市 で は 1953 年 を 最高 と し て 1954 年 以降 は 1953 
年 の 被害 料率 の 45%, 20% ポ ぉ よび 15% と 減少 し て い 
る 。 和 帯広 お よび 北見 で は 1955 年 より 減少 を 見 せ , 天塩 
で は 特別 な 傾向 は 認め られ な い 。 こ と の よう に 場所 と よっ 
て 年 変化 の 傾向 は 多少 異な る が , 天塩 を 除く 3 か 所 で は 
1955 ぉ よび 1956 両 年 に 頭 著 な 減少 を し て いる 点 で 一 致 
ERGe 

上 記 の 諸表 に よる と , 成虫 発生 数 , 産卵 数 , Bah 
数 , 被害 料率 の 年 変動 が 同じ よう な 傾向 を 示し て いる が , 
と これ ら の 間 の 相関 関係 を みる と 第 14 表 の と お り で ある 。 
た だ し , 産卵 数 と 幼虫 数 と の 関係 は 有 毛 苦 品 種 と 裸 品種 
で は 異な る の で GRA + RAR, 1954,1957), MBS 品 


策 14 表 成東 数 と 産卵 数 , HIV CSR 
数 お よび 被害 料率 の 間 の 相関 関係 

項 目 | 相関 係数 
Bm ee SN 数 0. 874 
HE IO & EHH Ly KK 0. 987* 
産卵 数 と 被害 HL OK 0. 982* 


種 の 合計 また は 平均 で これ を 検 対し た 。 これ に よる と , 
成 下 数 と 産卵 数 の 間 に 有 意 な 相関 が 認め られ な い の で , 
成虫 数 と 被害 料率 の 間 に も 相関 が 認め られ な いこ と と に な 
る が , 1955 お ぉ および 1956 年 の 被害 の 激減 は , その 地域 の 
広い と こと と か ら み て 。, 成虫 発生 量 の 激減 が 大 い に 関 係 し て 
いる の で は な いか と 考え られ る 。 

5) 成虫 発生 量 と 気象 と の 関係 1955 ぉ よび 1956 両 
年 の 被害 の 激減 は 札幌 が 最 る 著しい が , 帯広 お よび 北見 
で も は ほ は ば 同様 な 様相 を 示し て いる 。 ゆ え に 相 当 大 規模 な 
因子 が 作用 し て 成虫 発生 量 に 影響 し た も の と 考え られ , 
その 因子 と し て 気象 要素 の 検討 を 試み た 。 

札幌 に お ぉ いて 1955 年 の 気象 で 成 下 発生 に 関係 る あ 9 そ 


うな も の と し て 印象 に 残る の は 7 月 の 高温 お よび 間 け つ 7 
的 な 豪雨 と 8 月 後半 の 多雨 で あり , 1956 年 の を そ を れ は 8 月 「 


1958 年 6 月 PAA + RR: 


後半 の 多雨 で ある っ た 。 7 月 の 気温 は 第 15 表 の ど と 6, 
1955 年 の 23.4?C は まれ に みる 高温 で あり , 前 述 の 1925 
へ "45 FE ORME Cis, 1933 年 の 23.8°C お よび 1937 年 
D 22:8°C と 1943 年 の 22.7°C が 万 敵 する の み で あ 


る 。 こ と の うち , 1933 ぉ よび 1937 両 年 は 高温 て る か か ね わ ね 

TREE \, 7 月 気温 と 被害 料率 の 相関 を 吟味 

する と き に 例外 と し て 除外 し た 年 で ある 。 ま た , + pe 

CC) 
— Asy| ow ws | x 
1951 16.4 10.7 

52 2 Diez. 17.3 11.3 
53 20.5 20.8 Gail 10.5 
54 1.2 Pale 18.5 9.5 
55 23.4 22.5 16.7 isha 
56 ise.) 1864 


場 の 資料 で は , MEO 7 OPE OPHORIT 1934 年 と 1941 
に 見 られ る が , と の 責 年 は 冷 害 年 で あ ED 
と と か ら 7 月 の 高温 が 成 下 の 発生 量 に 影響 し , その た め 
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第 1 表 に 示す 北海 道内 PANT ICU BPE HD 
化 の 間 に 相 関 が 認 め ち られ な いこ と と よ り , PHS 
変化 は 北海 道 全体 を 支配 する ど と き 規 模 の 要因 に と よ 
CHEWEBWAL I. Kil (1938) は すでに 本 種 の 飲 
生 消 長 は 局所 環境 に より 著しく 影響 せら れ , 北海 道内 に 
お ける 本 種 に よる 被害 消長 は 同一 年 次 で も 場所 に より そ を 
DAMN L THU TUS ERRN TIS © 
札幌 の 1925~1945 年 の 資料 に よる と , 7 月 気温 と 被 
害 粒 率 の 間 に 負 の 相関 が 認め られ る 品種 が ある が , TN 
OUVCTIEROE FICHMITSCLECALA, AME 
SHO 7 月 気温 の 変化 (16.4~23. 8°C) tape FE HIT 
影響 する と こと は 考え られ る が , 被害 の 増減 と 影響 する 程 
度 に 越 年 幼虫 , ひい て は 成虫 発生 量 に 影響 する と は 思わ 
れ な い 。 本 種 に よる 大 豆 の 被害 は 本 種 の 発生 期 の 大 豆 の 
生育 状態 で より 異な ララ で ぐる こと と が 多く 開花 結 甘 期 が 
早い と 被害 料率 が 高く な る 。 高 温 に よっ て 成虫 発生 期 が 


に 被害 が だ 少なく な っ た と は 認め られ な い 。 8 月 中 角 は 羽 
化 最盛 期 に 当る % る ので, て の 時 の 雨量 の 多い と と は 成虫 発 
生 量 に 大 い K 関 係 す る る の の よう に 思わ れる が , 第 16 表 
(の 誠 で の 関 修 か 成立 る まう で 思わ れる の は 
札幌 , 天塩 の み で , 帯広 お よび 北見 の 両 年 の 雨量 は 他 の 
年 と 変ら ちな か っ た 。 ゆ え に 8 月 の 雨量 も 成虫 発生 量 激 減 
OlRWNE ODT E I CHS 


16 # 8 Ake (mm) 
ue 中 
14.8 By) 16.4 
42.0 AML |) DS} 
46.1 65.9 Wi 
SiS NCOs |) Was 
6.8 VS 29.9 
1952) T2955 32.7 18.9 
My i) Beall Borde Millis cha 
iy JK Bye ASS 96.8 WAST 
55 S08S p49 62.3 
56 | Heth 70. 8 Sone 
1952 34.6 SGP 10.8 
531 38.5 84.9 My 
até 見 54 147. 9 129. 0 20.8 
59 O09 46. 9 SZ 
56 18.8 94.9 LOSS 
1952 2 28.0 24.7 
53 19.4 79.1 wy 8) 
aR ii 54 72.0 Sil 59.6 
55 65.8 109.6 69.4 
56 33.4 73.4 46.3 


早く な っ て も , (KOMI PERKAL OC & & del 
感 温 性 が 強く , 高温 て よっ て 結 茨 期 る 早く な り , BH 
生 期 と 結 茨 期 の 相対 的 関係 に 著しい 変化 を 生じ な い 。 じ し 
た が っ て 被害 粒 率 に 7 月 気温 の 影響 は あら わ NSW 
dA ae 

ど 結 茨 期 が 時 "な な むい の で 前 厳 下 発生 期 @ 比 5 で 結 
oe ae ee 
で は な か ろう か 。 高 温 と よる 大 豆 の 開花 促進 に つい で は 
尾崎 (1953) の 実験 が ある 。 す な わ ち , 高温 に と よ る 開花 
(Reis [ABth 2S) 30.0%, [HARK 25. 822, 
(pee | 24.2%, [appellees 17.9% と な っ で の いる 0 
高温 て よる 成虫 発生 期 の 変動 に つい て は , 1952~1956 
ML ee 
を 除い て は 高温 て より 促進 せら れる 傾向 を 示し て いる 。 


第 17 表 7 月 気温 と 発 星 時 期 の 関係 
ue 次 | 1952 | 1953 | 1954 | 1955 | 1956 
| | | 
CD 91) 2020.5 | 18.2") 23.45) 1878 
' 
8 A208 ¥ CO | OL ot 
Ruy (0%) | 91-6 pea 8.9 | 24.3 | 16.3 
8H2HEECO | ae 
He igh x (96) | 86-8 | 80.7 | 49.5 | 77.6 | 78. 


COESSC ESE OITHRAD II A ITOAR 
害 料 率 の 相関 が 認め られ る と と な どか ら , 成虫 発生 期 一 
大 豆 結 英 期 の 関係 の 変化 が 被害 料率 の 年 変動 の 一 要因 と 
STS SBR Ls 

札幌 の 20 か 年 の 資料 の うち , 1933 お よび 1937 4 


の 
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7 衣 気 混 は 高温 (23.8 36 kU 22.8°C) な 年 に 属す る 
か か わら ず 各 品種 の 被害 料率 は 低く な ら な か っ た 。 こ の 
と と は 1955 年 の 7 月 気温 が 高温 (23.4°C) に か か わら 
ず 成 虫 発生 期 が 早く な ら な か っ た こと と と 合せ 考え る と 
と の 血 囲 の 温度 は 成虫 羽化 に 対し 特異 な 働き を する の か 
も し れ な い 。 また , 高温 じ て よ る LEO pa in VG 
と も 考え られ る が , 岡田 ・ 尾 池 (1940) (ckS LINC 
et ed Nae 

帯広 の 2 品種 の 被害 粒 率 が 前 年 9 月 の 気温 と 正 の 相関 
を 有する こと は , 秋 冷 が 早く , SEMABEO RB 30 7 
す 十 勝地 方 で は 越 年 功 躍 の 死亡 率 が 原因 と な る の か も し 
y a Aaa 

と の よう に みて さる と , 被害 料率 の 年 変化 の 原因 は 所 
に より また 品種 と より 異な る る の で あり , あぁ あるいは 要因 
の 力 が 所 に より また は 品種 に より 異な る る の の よう で あ 
Bo 1955 ぉ お よび 1956 年 の ご とく 成 虫 発生 数 の 変化 が 直 
ち に 被害 粒 率 の 変動 と な っ て あら われ て くる と と も ある 
が , 多く の 場合 は 他 の 要因 が こと これ た K 加 わっ て 複雑 な 変化 
PETADCHAI © 

摘 要 

1) 北海 道内 5 か 所 の 被害 粒 率 を 15 か 年 に わた っ て 
ADL, 場所 間 の 相関 は 認め られ な か っ た 。 と の と と か 
ら 5 被害 の 年 変動 の 要因 は 全 道 を 支配 する よう な 規模 の る も 
DE Zl Dic 

2) 札幌 市 に お ける 約 20 か 年 の 被害 粒 率 の 変動 を 6 
上 品種 に つい て みる に , 結 茨 期 が 互い た 近い 品種 間 で は 相 
関 が 認 め ら れ た が , 結 茨 期 の 離れ て いる 品種 間 で は 相関 
が み ら れ な か っ た 。 こ と の こと と か ら は , 成虫 発生 量 の 多少 
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が 被害 の 変動 の 原因 に ある と は 考え られ な い 。 

3) 上 記 資 料 に と お いて 感 温 性 の 弱い 品種 は 7 月 気温 と 
被害 料率 の 間 に 負 の 相関 が 認め られ た が , 感 温 人 性 の 強い 
品種 で は この 相関 が み ら れ な か っ た 。 こ と これ は 7 月 高温 に 
よっ て 成虫 発生 期 が 早く な る た めで ある と 考え れ ば 理解 
で きる 。 こ と の こと と か ら , 成虫 発生 期 と 大 豆 開 花期 の 相対 
的 関係 の 変化 が 被害 粒 率 の 年 変化 の 一 因 と な っ て いる こ 
Pade OS :os ol Gi Wes 

4) #Rr Cit, MITE a CHIE O AK eld 4 8 
月 の 気温 と 被害 粒 率 の 間 に 正 の 相関 が 認め られ た 。 こ の 
相関 は 札幌 で は 認め られ な か っ た 。 

5) 最近 の 2 か 年 は 全 道 的 に 被害 が 激減 し た が , と れ _ 
は 成 是 発生 量 激 減 の た め と 考え られ る 

6) 以上 の と こと か ら 被 害 粒 率 の 年 変化 に 関す る 妥 因 は 
所 と より また は 品種 と より 異な る る の で あり , ある い は 「 
要因 の 力 が 所 に より また は 品種 と よっ て 異な る る も の で あ 
ie eee Die 
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Summary 


On the Yearly Deviations of Injuries to the Soy Bean Caused by the 


Soy Bean Pod Borer, 


Grapholitha glycinivorella MATSUMURA 


By Shigeru Matsumoto and Tsuyoshi Kurosawa 


Hokkaido Natianal Agricultural Experiment Station 


Soy bean pod borer is one of the most serious 
insect pests of soy beans in Hokkaido. This species 
has one. brood in a year and the moth appears in 
August. The percentage of injured seeds caused by 
this borer shows a great deviation among soy bean 


varieties and also by years. In this paper authors 


described the results of their investigation on the 
yearly deviation of the injuries in Hokkaido. 

There was no correlation between the percentages 
of injured seeds over a period of fifteen years among 
Obihiro, Kitami, Teshio 
This shows that the factors deter- 


five localities (Sapporo, 
and Hayakita). 


| し じ た 。 こ の 原因 を 究明 する た め , 


1958 年 6 月 


mining the deviation of injuries are not parallel in 
these five places. . 8 

It was found from the records of the injuries of 
six soy bean varieties in Sapporo Covering the past 
twenty years, that positive correlation was recognized 
between the percentages of injured seeds among the 
varieties where pod-formation periods were near and 
none among the varieties where pod-formation periods 
were distant. Then, a negative correlation between 
the mean temperature of July and the percentage of 
injured seeds was found in the varieties showing 


strong response to temperature and none among the 


' yarieties showing weak response to temperature. 


These facts may be understood when the period of 
moth appearance is accelerated by warmer tempera- 
ture in July, as the percentage of injured seeds is 
influenced by the pod-formation period and varieties 
having an early pod-formation period are infested 
heavily. 

| Consequently it follows that the change of the 
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relation between the periods of moth appearance and 
pod-formation is one of the factors determining 
the yearly deviation of the injury. 

In Obihiro, positive correlation was recognized 
between mean temperature of September in the 
preceding year or of August of the current year and 
the percentage of injured seeds among varieties. 
This correlation was not observed to be a factor in 
Sapporo. 

In recent two years, 1955~1956, a remarkable 
decrease in injuries occured all over Hokkaido. It 
seems that this decrease in injuries is due to the 
severe drop in the number of moths. 

From the facts above mentioned, it can be said 
that the factors concerning the yearly deviation of 
the injury are unlike both in location and in soy 
bean varieties, or the strength of these factors vary 
with the location places and the variety of the soy 


bean. 


w 


ナラ の ハマ キ ガ の 個体 群 動 態 
Scutrrr, F. (1957) Untersuchungen iiber die 
Populationsdynamik des Eichenwicklers (Tortrix 
viridana L.). Teil I, Zeit. ang. Ent. 40: 1~36; 
Teil IL, Ibid. 40: 285~331. 

Miinster 付近 の 四 つ の ナラ 林 で ナラ を 加害 する ハマ 
キ ガ の 一 種 Tortrix viridana O fate PEEP RE DS 3 ETD 
調べ られ た 。 本 種 は と これら の 林 分 の うち A,B,C で は 
1950, 1951 年 に や や 多く , 1952 年 に は 減少 し た が , MA 
DD で は 1950 年 少 , 1951 年 に 多発 し , 1952 年 ふた た び 減 少 
それ ぞ れ の 林 分 か ら 10 
ADKEZ SU, 特別 な sampling 法 で , 卵 , HME 


| 下 数 お よび 洪 入 に 成功 し た 幼虫 数 , CMH, wi, 成虫 
(DMEM, 性 比 お よび 各 段 階 の 諸 死 亡 要因 を し ら ペ べた 。 


を の 結果 は 次 の と お り で ある 。 
本 種 の 発生 量 に 決定 的 な 影響 を 及ぼ す の は , 気候 と の 
関連 に お ける ナラ の 新芽 の 展開 度 と 越冬 卵 ( 本 種 は 1 化 , 


HN CikkADT ZAONMELOMO #142 YTFORGTHS~ 


DX 


Hb Bit, ちょ うど ふく ら み か か っ た 新芽 に 最も よく 
BAT OD, 林 分 に より 同一 年 で を 発芽 の 時 期 が や や ち 
が うた め , HOM Cis Hy HO HPCE IC BeAr DS FA BB 
CHO, 他 の 林 分 で は 芽 が 固 す ぎ た り 開き すぎ た りす る 
と と が 起り うる 。 林 分 D で の 1951 年 の 多発 は , 普通 初め 
の 個体 数 の 60~802 に の ぼる 洪 入 時 の 死亡 が , タイ ミン 
NE RTS TE EI IRE ESV EN RS 
気候 の 直接 の 抑制 的 影響 は ほとん ど 見 られ な か っ た 。 
天 交 さじ て は Se 2a Lea, ee Ine PaaS 
DE, と くに 後 2 者 は 1952 年 に は どの 森林 で も 割合 が 上 
EL, 195385 ORE BI FTO-Htthak, UL, & 
れ ら の 影響 の 相対 的 役割 は 小さ きさく, 前 記 の タイ ミン グ に 
比 し て , 2 次 的 ・ 修 正 的 な も の と 考え られ る 。 また 大 発 
生 時 に は , 初 令 幼 虫 の 密度 過剰 に よる 潜入 率 の 低下 お よ 
び 移 動 時 の 死亡 (ゴミ ムシ に K 食 われ る ) が 見 られ た 。 な 
お , 鳥 の 影響 は 個体 数 の セン サス , AMORRMELOR 
箱 の 利用 に よる 人 為 的 な 密度 の 加減 と に よっ て 調べ た も の 
で ある 。 ( 農 技 研 ・ 伊 藤 嘉 照 ) 
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X. サク ラ を 加害 する ヒラ タ ハ バチ 2 種 の 生活 史 


奥 谷 i 


— 


= 


方 尺 


兵庫 農 科 大 学 


緒 


わが 国産 の ヒラ タ ハ バチ 科 Pamphilidae の 昆虫 は 30 
RIED 知 あ うれ て いる が , その 食 草 の 判明 し て いる も の 
13 種 , 生活 史 の 知ら れ て いる る の は わずか 5 種 に すぎ な 
い 。 

また , サク ラ は わが 国 に 広く 分 布 し , 有用 樹木 で ある 
に か か わら ず , COBRA COMMIS L (, 特に 
ハバ チ 類 に つい て は , 桜桃 の 害虫 と し て 2, 3 の 種類 が 
GS OC の 6s 

筆者 の 一 人 奥谷 は , 本 学校 庭 の ソメイヨシノ の ハバ チ 
類 ゃ 研究 し , ヒラ タ ハ バチ Pamphilius volatilis 
(Smita, 1874) お よび サク ラ ヒ ラ タ ハ バチ Neurotoma 
1882) の 生活 史 の 概要 を 知り 得 , 
と これら の 生活 史 を 三方 が 詳細 に 調査 観察 し た の で と ここ に 
MET So 

本 文 に 入る に 先だって , 終始 助言 と 批判 を 与え そら れ た 
岩田 久 二 雄 教 授 , 食 草 と に つい て 教示 を 賜 わ っ た 農場 研究 
室 小 早川 利 次 氏 , クモ 類 と つい て 同定 の 労 を と られ た 所 
WKAR FRE BAA SORKRTAF RICH CRA 
So Kit, 本 研究 の 一 部 は 奥谷 が 受け た 昭和 31 年 度 文 
部 省 科学 研究 費 助 成 補助 金 に 負う 所 が あっ た こと と を 付記 
UT, 謝意 を 表す る 次 第 で ある 。 


tridescens (ANDRE, 


ヒラ タ ハ バチ Pamphilius volatilis 


Let ict 

1) 出現 期 1955 年 6- 月 2 マ 8 AicERCRELIz 8 
頭 の 幼虫 を 飼育 し , 翌年 4 月 12~16 晶 に 雄 1, RET を 羽 
化 せ し め た 。 き また , 野外 で は , 4A PATH 2 頭 を 採集 
Wie 

と の 観察 お よび 野外 で 得 た 卵 か ら 推 定 し て , 成虫 の 出 
現 期 は , 篠山 で は 4 月 中 旬 か ら 5 月 上 旬 ま で と 思わ れる 。 
2) 寿命 前 述 の 飼育 羽化 せしめ た 成虫 を , ツメ ヌイ ヨ 
シノ Prunus yedoensis Marsum. の 技 を 入れ た だ た ガラス 


(1957 年 12 月 5 日 受領 ) 


(100) 


円 筒 (18x 25cm) 中 で , 蜂蜜 を 与え て HAUT 結果 は 
第 3 表 か ら わ か る よう に , MIM 3 週間 , Melt Bl 
が 少な く 未 確認 で ある が 約 1 週間 の 寿命 と 推定 され る 。 
3) ay 性 


it 


— fT Ey: HEISE RITMHEL, HEA Shh 


3 を 動か し で 


葉 上 を 歩行 し , その 間 に 産 卵 を 行う 。 活動 時 刻 は 10~18 


時 だ で ある が , 12 了 時 前 後 が 最盛 で ある 。 気 温 が 低下 し 2 
9, 条件 が わる 【 な る と , 葉 の 重なっ た 間 に 静 止 する 9 
な お お, 交尾 は 観察 で さき な か っ た 。 | 
寄主 選択 : 野外 で 産卵 を 確認 し た 植物 は ソ メ イ ョ ヨシ 
お よび ヤマ ザク ラ の 2 種 で ある 。 
ソメイヨシノ で 飼育 羽化 せめ た 雌 に つい で 7 次 の 8 
種 の 植物 に 対す る 産卵 選択 を 行わ せ た 。 
I Sigs A 
あや ママ クラ 
Bey 
4 
5 


Prunus yedoensis Matsum. 
P. Jamasakura SIEB. 
P. Mume SIEB. et Zucc. 


P. salicina Liypu. 


P. Persica Batscu. 


2 種 ず つ 組 み 合 わせ た 結果 , ソメイヨシノ と の 組み 合 3 
わせ に は , すべ て と れ を 選び , ソメイヨシノ を 除い た 環 8 
BC, ヤマ ザク ラ に 産卵 し , 他 の 3 種 に は 全 《 産卵 を 
見 な が か る 7 まま RR ョ シノ に 変 知 
る と 直ちに 産卵 する 。 

産卵 : 産卵 は 室内 で は 11 時 頃 か ら 初 め る も の が 多 &, 
11~13 時 に 行わ れる 。 | 

雌 は まず 枝 の 先端 近く の 柔らか い VRAD MH ew 
Xo BRITLESL, 触角 で きぐ りな が ら , PBCBH 
て ゆく 。 つ いで , 頭 を 葉 縁 向け, SARITA = Th + 
腹部 を 左右 に 振り , 場所 を 定め る 。 1 卵 の 産卵 が 終 る に 
KEL, 次 の 産卵 場所 を 決定 する 。 休 息 時 に は , COMBE 


て いる 。 休息 後 次 の 卵 を 前 の 卵 の 近く に 産 下 する 。 と 0 率 
よう に し て , 数 回 産卵 し , 第 1 図 の よう な 卵 群 を 。 as 
に 策 2~4 SIKORA MTHADI4, 


1958 年 6 月 奥谷 ・ 三 方 : 広 B 


サザ クラ ヒラ タ ハ バチ の 卵 妊 
4 月 16 日 1 時 5 分 に 産卵 を 開 


第 1 図 
室内 で の 1 例 を 示す と , 


} gal, 12 時 10 分 に 中 止 し た 。 と の 65 分 間 に 8 INS 


A, 休息 時 間 は 平均 約 7 分 , 
は 約 ユ 分 で あっ た 。 

1 卵 群 の 卵 数 は 第 1 表 に 示す よう に ,、 野 外 で は 3~14 
個 , 平均 8 個 で , 10 個 の 頻度 が 最も 高い 。 室 内 で は 平均 
4 個 で ,, 6 個 の 頻度 が 最 る 高い 。1 卵 群 は また 成 束 の 1 
EIDEESSECE HS. 74s, 異状 部 位 に 産卵 し た る の は 


1 卵 を 産む の に 要する 時 間 


第 1 表 IB DO IW 


a 外 | 室 内 
5p 数 例 数 | 5p 数 例 数 

1 | 1 2 

4 4 | 

5 2 2 4 

6 R iS 6 

7 6 | 4 8 

8 5 5 7 

9 | Gwe 
10 | 7 | 6 9 
11 | 5 a 4 
LZ | 3 | 
13 1 | 8 Zz, 
14 1 9 1 

平均 8.32 2+ 46 平均 4.05 zr 39 


H A の FR # 
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見 られ な か っ た が , 葉 裏 全体 乱雑 に 産 1 
が 1 例 み られ た だ た 。 

ERT SRORMSIt, 樹木 の 高低 に 左右 され る が , 第 
2 表 の ご ど ごとく, 2 へ ~3.5m の 所 が 最も 多い 。 と これ は 羽化 
し た 雌 の 飛翔 能力 や サク ラ の 不定 芽 が 食餌 た 適し て い 
る た め と 考え られ る 。 
産卵 期間 : 飼育 羽化 せしめ た 雌 を ソメイヨシノ に 産 卵 
させ た 結果 は 第 3 表 に 示す よう に , 羽化 脱出 後 2~3 日 
し て 産卵 を は じ め , 全 保 卵 数 10~70 個 の うち , #5 90% 
SHIN. HIME LACKS TS, 2 へ 266 日 の 間隔 を お い 
て , 2~3H [AIT LIMES OSPF SS, is, 本 表 か ら 
見 る と , 産卵 は 気温 左右 され る らし パ く 《, 温度 の 高 W 上 日 
の NC の る UE 
卵 せ ず 死 亡 し た 個体 る あぁ っ た 。 

2. Sp 

1) 色 お よび 形 産卵 直後 の 卵 は 光沢 ある 淡 黄 緑色 
で , LARD UBD (750, 3 へ 4 日 後に は 淡 緑 色 と な 
So WUE 4~5 日 前 に は 乳 青 色 に な る が , HEAT cit 
白色 近く な る 。 

形 は 円 徐 形 と 近く, 中 に は 中 天 部 の くびれ た る も る の や , 
一 端 が 極度 に ふく れ た も の も ある 。 卵 は 水分 を 吸収 し て 
膨大 する 。 そ の 幅 と 長 さ は 第 4 表 に 示す と お おり で ある 。 

2) 発育 飼育 は 奥谷 ・ 藤 田 (1955) の ツヤ ャ ヒラ タ ハ 
AF LMUAKC ANA oD, ISBT MILACL. 
卵 期 間 は 室内 で は 第 5 ROTEL (, 平均 11 日 で あぁ る 。 
長 さ と 幅 の 増大 は , SAAWE OVS, meOitigsk 
DRAOADBIBAL, 6H BBE OWDIBATS. Ute 
が っ て , 形 % 多 少 変 り , FHCRC Ice < 
る 。 は ほ ば 24 時 間 ご と の 増大 率 は , 卵 期 間 の 長短 に よっ 
て や や 異な る が , その 平均 を 示す と 第 6 表 の ご と くさ で あ 
る 。 な お , 幅 の 増大 率 は 3 か 所 の 平均 値 人 を 用 いた が , 各 
部 に より 差 を 生じ し , 尾部 の 増大 が 最大 で , 頭 部 の それ が 
最小 で あり , その 差 は 弟 化 前 日 で 約 0.07 mm で ある 。 
増大 率 は 大 体 S 字 状 曲線 と な り , 増大 率 を Y, 日 数 を X 
ETSE, MUCHDANSZ. 
ーー Y =0. 20949 log X +0.9584 
ee Y =0. 50345 log X +0. 9238 

3) Sk 弟 化 が 近づく と , 色 の 変化 と と も に, 表面 
に 凹凸 を 生じ , 幼虫 体 が 見 えて くる 。 解 化 の 様子 や 時 間 


TUTWYA AO 


rill 
WY 


Hl 
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高 = (m) | Que 1D, p laaa 2: 0ye Sieg 3.0 
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102 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 2 巻 第 2 号 
第 3 表 産卵 期間 お よび 産卵 数 第 4 表 卵 の 大 き さ (35 個 , 単位 mm) 
(E: 羽化 D: HCH) = = S., 
oases = = = —— 産 Ow 直 後 ge 化 MB 
| 10 了 時 の | 伺 育 個 体 ‘ee EY ーー 
AD ENG mM OER 48 TONNE mS i | #08 t 
CC 
14| 16 | im ie ae i Fl 56 0. 563 1. 938 0.781 
Nae. 19, Sle 0 LO 3% . $y | 1.488 0. 495 1.788 0. 706 
16 21 8 Lge Mig ae 標準 偏差 | 0.0395 | 0.0343 | 0.0909 | 0.0654 
17| 19 Qk iB 26) ueOy gels Oe' te 
lee aed ae 9 8 Oe 8 相関 係数 +0.0854 SQ. 2421 
i SOC STO Oi Sete EO RO 
ee | 20), 45 ) Co © © 2 ¢ \ 
| 21) 14 10" oil) ve Oe ear nel). Se, 第 5 表 Hp 期 間 
CT ーー a 
Pp est 17 1.0 0 0 0 0 a 2 WHE 
ES a ee ee H m| 8 9 10 11 12 13 14 at | eH 
EG Sb lee etc ool 0 a ES 
ee tid ae = 例 数 11 11. 10 S83 es 1 
27), 15.5. | 0543) 0 0 ; ; 
Rc tre lwoow pen 2 は ツヤ ヒラ タ ハ バチ と ほとん ど 同 じ で ある 。 
TT ag Se ports | っ Se oe 
gs | Pits Oe Ou n 20) 1) 形態 5 令 幼 虫 の 記載 : 頭 は 黒褐色 で 光沢 が あ 
<> 
Poe cara b, 触角 は 淡 褐 色 , MINE Cd So Habba £ OL 
sees Gomer 部 は 帯 白 緑 色 で , 前 胸 の キチ ン 化 の 強い 2 HOR, Bei 
a LBB Oa O70 Hitt, HORM, Hoth LH, EMO 3 紋 , Fee 
| er 165 1.6 8 4 Ean 
| ONS ON ED Nt 
OM 
11| 18 om Ot 
12) 17 Oi 0 sed 
Bis | 0 0 
14| 14 0-70 
15| 13 0 0 
| 16] 13 6 0 
17| 14 0 0 
18\|,.16.5. |.D. 0 
19) 15.5 0. 
20, 16 0 
OT 10r5- D 
産卵 期間 CA) SR Ge i 
EE |34 36 28 12 11 15 2 3 
& #& 5 & [65 27 52 3 10 18| Wimesees oC 
卵巣 内 aes G5 oto Ga te 
卵 数 (未成 熟 ae a Pat ae, 
= esate eres PLY ヒラ タ ハ バチ 幼虫 の 部 分 図 
ZS ES NIN esi Hi SS aye shay walls «WH (1. AAI, V. AIR, 2. Ai, 
; pan eh 3. 触角 , 4. 尾 肢 ) 
第 6 表 IN ee: 
測定 Sp 数 35 C4. A oSmle Of ends 4 
Peon | oO 1 2 8 4 6 7 る b Gael 
OO 1131140 tis 14.161, 16 Pits fete 
BAAS 1 ie 1.00 1.03° 1. 07°". 13" "1.20 ¥.33° #.38°°) 1.40 10445101. 464 1400 ae 
£ 3/8 3.07 3.01 2.93" 2.87° 2.74 “2.65 “2.62 *2.59 @|/9.58-| 2.53 2.51 | 2.46 | 2.39 
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頭 部 は ほぼ 球形 で 無 毛 , 類 K 長 剛 穫 を 4~5, 小 剛 所 を 
3 へ 4 装 う 。 前 額 板 は ほぼ 五角 形 で 無 毛 , その 長 さ は 幅 の 
約 576 で あぁ る 。 頭 価 板 は 左右 広く, 前 後 じ 分 か た れ , 
3 対 の 剛毛 を 後頭 紅 前 緑 に 有する 。 触角 の 各 節 の 長 さ の 
(J 8: 10:10:7:9:6:8 CHS, 上 居 ば 中 天 が 
| RMA, 表面 に 8 対 の 剛毛 を も つ 。 HW: HM: LR 
10:3:2。 AABitK M4, 外側 面 C2 剛 和 工 を 有 し , 右 
は 4 歯 , Acie 5 HATS o 7) PIERS OME th SEBEL 
C2 SATS -MEPIISAKS (, 外面 に 3 剛毛 を 
HUB. MERE 4 AIC, FF 2 節 ぉ よび 第 3 ACM ERS 
もち, MSE CHS» SEILER COMAIT 4 AD ROH 
E% AUC AO REE AL, 内 菜 の 先 端 周 緑 部 に 
は 左 8, 右 9 の 宮 毛 を 生じ る 。 下 唇 の 後 基部 は 前 基部 よ 
りや や 広く , ABE ORC, 2 対 の 剛毛 を 有 し , 前 
基部 は 邊 形 に 近く 3 対 の 剛毛 を もち, その 長 さ の 比 は 約 
10:11 で あぁ る 。 前 基部 か ら は 3 節 の REO FRR 1 対 
BIEL.» 

体 の 小 環 節 数 は 前 胸 3 (第 1 小 環 節 は 頭 と か くれ 2 し 
か みえ な い ), PH DS 第 8 腹 節 ま で は 4, 9 MA 3 
7 CHS. IZLALMETH SB, 前 胸 の キチ ン 板 上 に 7 
| IE, 尾 節 に 剛毛 ・ 微 毛 を 有する 。 胸 脚 は 5 節 で , INAS 
| ik oTCRMEMEL, IAT MITE, HEAT BB 
節 じ は 各 2 PRE, 膝 節 じ は 4 微 毛 を 生じ , 各 節 の 長 さ の 比 
| は 前 ・ 中 ・ 後 帳 に より や や 異な る が 大 体 8:5:5:6:10 
| で ぁゃ ぁ 。 主 腹 板 は 中 央 に 3 へ 5 OMIESHL, BBE 
衣 気 モ で 亜 靖 線 に 1 対 の 隆起 を 生じ る 。 肛門 上 ・ 下 片 に は 
SBD MBH, EHR 40, 下 片 約 20 を 数 える 。 尾 
肢 《subanl appendage) は 3 節 で , その 長 さ の 比 は 約 3: 
(1:1, 基 節 じ の み 5~6 剛毛 を 生じ る 。 

な お , AMHR Us, 体 は 鮮 緑色 と な り , 体長 は わ 
> 減少 する 。 
体長 は 15~20 mm (アル コー ル づ け )。 
BRO: 2~4 Bid, 色 ・ 形 と る に 5 令 と ほとんど 
変り な い が , 1 令 で は 尾 端 の 斑 弘 を 欠き , HUGE CIE 
調 頭 は 茶褐色 で , 体 は 黄 白色 を 呈し て いて , 摂 食 と と も に 

DIRE SHOT (So 
| 2) 3% BA 1956 年 月 26 日 か がら 407 日 間 に わ た り ), 
室内 飼育 を 行い , 幼虫 の 発育 を 観察 し た 。 と この 間 の 10 時 
の 平均 気温 は 室内 19°C, 野外 17°C で あっ た 。 
| 脱皮 は 第 7 表 に 示す よう に 4 回 で , 各 令 期 の 長 さ は , 
| 5, 1, 3, 4, 2 の 順 で あり , 全 幼 虫 期間 は 第 8 表 の ご ど と 
用 <, ¥H 21.6 日 で ある 。 飼 育 中 の 1 令 は , その 期間 長 
I< 弱体 で 死亡 率 は 高い 。 

中 各 令 期 ど と の アル コー ル づ け 幼 虫 標 本 じ つ い て , 頭 幅 
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第 7 表 幼虫 の 各 令 の 期間 (10 時 の 平均 
Rim: BRS. 17°C, spy 19°C) 


Fi Eb SA ct es Ans ae ie 
se 9 8765 4 3 2'| 平 wy BER 


I | Ae 300 See 5, Bey 2 
Ir 1 12 4914°18 2.82 as 
Ti TAB Ore 3 NS NY 
IV 1 i 3 18 12 ~ 1) 928.07 ae 
Vag Ri aise Slt Sime? 6:22 | 36 


R8H ££ HY 8 WR 


\ ri a Wr ( 
日 数 | 20 21°22 28 24 25 26 | a | sey 


BI | 7 4:12 4 0 0 


— 
iw) 
co 
| Be | 
leer 
| & 
た 


RIK 各 令 幼虫 の 頭 幅 Cmm) 

| 7 fay [ 1 
含 最 小 最 大 平 均 標 準 含 差 成長 率 測 定数 
T 0.500 0.656 | 0.595 | 0.0384 | ee 
TL | 0.718 | 0.875 | 0.790 | 0.0644 | 1.328 53 
M 0.906 1.187 1.063 0.0550 | 1.346 63 
IV | 1.250 | 1.468 | 1.362 | 0.0707 | 1.281! 51 
V |1.500| 2.031 | 1.759 0.1426 1.291 96 
40 

| 

20 ト 


第 3 図 Eb FRA NF Gi Hy HO Tt D ZE5E AH wR 

(Hite 32=1 mm, KMORMIAB 9 表 に 同じ ) 
名 測 定 し た 結果 を 第 9 表 お よび 第 3 図示 す 。 成 長 率 は 
4,5 合 で プシ プラ ム の 原則 C23 念 で ダイ ペ 三 の 恒 
数 に 近い と と は 興味 ある 事実 で ある 。 ま た , 筑 3 図 に と よ 
る と , 5 令 て な る と 頭 幅 に と おぉ お ける 雌雄 の 差 が 明 振 に な る 
CeDDDP4So 

3) @ 性 幼虫 は 腹 を 上 に , 背 を 下 に し て , Mee 
右 に 振り な が ら , ILA SR MOMBITIEL TUNIC, 
その 糸 の 下 に 体 を 入れ , 体 の 伸縮 に より , 前 進 す る 。 敵 
化し た 幼虫 は 葉 緑 達 し , 鍋 歯 の 先端 に 糸 を つけ な が 5 ら , 
造 巣 の 場所 を 選定 する 。 造 巣 場所 は 産卵 され た 側 の 菜 縁 
の 中 央 が 多い が , 時 に は 反対 側 や , 葉 の 先端 近く の こと と 
る ある 。 適 当 な 伯 歯 が あ れ ば 頭 を 葉 の 基部 に 向け , その 
錦 歯 に 多数 の 糸 を 張り , これ を 巻き さき はじめる o FHM 
と の 造 巣 開始 まで 約 1 時 間 を 有 要する 。 
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SNHRI, 前 述 の ご ど とく 同時 た 産ま れ て いる の で , その 食す る が , 以降 摂 食 量 の 増大 と と る に , Pek 
卵 は ほとん ど 同 時 に 解 化 する 。 最 初 解 化し た 幼虫 が 造 巣 i oo 。 時 に は 巣 る 食し , 移動 
を は じ め る と , 次 に 解 化 し た 幼虫 は その あぁ と を 追い , 造 する 。 


業 中 の 幼虫 の 所 に 到 る 。 か くし て , 1 卵 群 の 幼虫 は 共 貼 
し て 造 巣 を 行い , PRPS. HRD 場所 に より 左 巻 
SS 右 巻き が で き , Srritr (1935) の いう b 型 の 巻 葉 
を つく せる 。 共同 b 型 の 造 巣 は 本 種 の 特性 と 思わ れる 
(Srrirr は 記録 し て いな い )。 


ヒラ タ ハ バチ 2 齢 幼虫 の 造 巣 活 動 


第 4 図 


MOM tPF RAN 4A RO HR te 


巻 葉 は 共同 し て 行う 結果 , 比較 的 早く 大 きい る の が で 
き , 1 上 生後 は 卵 群 乃 卵 数 と 同数 の 1 BHD, 1 SH 


巣 内 の 幼虫 数 は , 1, 2 令 で は 卵 群 の 卵 数 と ほぼ 一 致 ず 
NR 


Lae em neon 
$4. COL it, 腹面 を 下 に し て 歩行 する は うに な る 
地上 に 達し た 幼虫 は , BRLHSSUVUITMESBAL, 
を ゃ くねら せ て すみ や か に 土 中 に BATS. BADRS 
は , 土地 の 条件 に より 異な る が , 実験 的 に 行っ た も の で 
は 25~30cm で あっ た 。 土 中 に 洪 入 後 土 高 を つく 59, 
AMT ISS * 

4) 食 草 選択 2 種 の ナク ラ 属 (Prunus) の 葉 を 同じ 
大 き さ に 切断 し , 一 つの シャ ー レ (9x6cm) (TANEDO | 
中 央 に ソメイヨシノ か ら 採 集 し た 3 令 ま た は 4 令 幼 虫 を 
1 頭 置き , 1 日 後に 選択 咽 食 を 観察 し た 。 植 物 は 次 の 10 © 
NG ies oR & 2 Bibi Se 


Prunus yedoensis Matsum. 
P. Jamaskura SIEB. 
P. campanulata Maxim. 
P. Lannesiana WILSON var. 
Lanesiana (CARR.) 
7 P. Buergeriana Mia. 
 P. Mume Sires. et Zucc. 
+ P. Percia Batscu. 
+ P. salicina Linpu. 
Do VAS (Py Answ Kower: 
LOS arta kay Sx 
結果 は 策 10 RITMTCE( CHS, LPL, 1D 
ADEE CEAMBS TSE, ジ メ イ コン シン レ と ママ ザク 
IO2ZME CMBR, A577, VR, FPFATE 
の 3 種 は 短期 間 し か 飼育 で きず , BADD AE ¢ de 
せ ず , 残り の 4 種 は た だ 時 に は 咽 食 する だ け の 4 段階 を 
NS 
野外 観 人 察 お よび 成虫 ・ 幼 虫 の 食 草 選択 か ら 判 断 し て 


P. tomentosa THUNB. 


内 に 生活 する よう に な る 。 食害 は 普通 造 巣 活動 中 
い , 頭 を 向け て いる 葉 の 基部 に RR 
食 は 巣 よ り 体 を 約 V/s 出し て 行う 。 脱皮 … 排 洪 は すべ で 
ERROR SU TUS CTHM4, 1, 2, 3 Hc, 
巣 の 外部 一 端 の み を 食害 し な が ら , 巻き 込み を 大 き 
En i 
多く は 1 枚 の 葉 を まる め て , その 中 に 数 匹 の 幼虫 が 群 棲 
する よう に な る 。 食害 の 様子 は , 1, 2 令 で は 葉 端 部 の み 


本 地方 で は ソメイヨシノ ぉ お よび ヤマ ザク ラ の 2 種 が 食 凍 
で ある と 考え どれ る 3 

4. 8 . 

土 高 は 横 10 mm HE 6 mm 内 外 の 長 椿 円 形 で , Set 
体 を 湾曲 し て 前 踊 期 を 過 ど す 。 前 遇 期 で 越 年 し , 羽化 15 
へ ~20 日 前 た 遇 化 する 。1955 年 か ら 飼 育 し た も の の 化 遇 ば 
SAAT, 羽化 は 4 ACH ait, MMOLE BIL 


i 


I BOT’ 16.8 


[| 
H 
f 


HICH (3AD) 28 26 26 28 28 29 31 | 平均 


7 17 19 16 17 16 16 
ST 
性 | $ — 


A GD SiGe 

Wilt ARO A REC, 他 は 鮮 緑色 で ある が , 発育 が 進 
を につれて, 眼 は 一 層 濃 色 を 帯び , 体 は 胸 , BR, HO 
順に 黒 化 し て ゆく 。 腹 部 の 黒 化 に 先 だ ち , 腹部 は 化 遇 後 


4 へ 5 日 で 黄色 を 増す 。 約 1 週間 し て 体 全 体 が 光沢 ある 黒 


| HL754_, 
| 装 化 後 2~3 BILLS, その 後 地表 に 現われ 
Bo 
3s BS 敵 


どの 発育 相 に お いて も , 寄生 慣 虫 は 発見 で き な か っ た 
が , クモ の 攻撃 は 再々 観察 し 得 た 。1 葉 に 数 頭 の 2 令 幼 
下 が 集合 造 栄 し て いた も の が , 翌日 の 観察 で は 全滅 し , 
申 クモ が 侵し で てい 7< 0 Hi7 EMH SHEL 


及 で いる も の $ 発 見 で きた 。 と これ ら の クモ は 必ず し も る 成体 


で な くさく 同定 困難 で , Clubiona 属 2 種 , Misumena 属 2 
7, Argiop 属 1 種 の 計 5 種 が 確認 され た 。 
さら に , 前 遇 期 に 土 中 で 種々 の 菌 の 寄生 を 受け て いる 


| の が 見 られ た が , 寄生 菌 の 種 名 は 不明 で ある 。 


6. AF € 


| HEEBOKEIUH 12 表 の 通り で ある 。 


サク ラ ヒ ラ タ ハ バチ Neurotoma iridescens 


1. 成 R 
1) 出現 期 1956 年 の 観察 で は , 成虫 の 出現 期 は 4 月 
HD 5 5 月 上 旬 の 約 1 か 月 で ある 。1955 年 6 月 上 旬 に 


1958 年 6 月 AS aa 1K EER. O FR 105 
Rl fh # O ® BS BK I Mm 75 B) 
en Se ee ee aa Ne Se a 7 非 
4 x = ト ガ fe mes 
br Me WE LS I oe PS EE a 
| y ク ク ク ク ウ ; 
| ジ 2 ラ メ Zi wh ズ モ = x (et) >) 
YrAay? | Ren ee Ee he a hci ge oe 3 
AeA PD 5, Se RR ete Oe + 12 6 
Rew Zoo | tp. ++ at-  --— +- += +4 +4 11 7 
ウ Te ee i 7 
サト ドサ クラ ee ee pa ge Ee se ee a 7 
ee eg) me eh Se se eee 10 8 
ee We) eX a eee a HE ae a pase i =i 
= Se oe ea ee Re es Ae 6 Age 
Ca oe ee Re a Se eee Pee 5 13 
SN eomee ee ES 1 17 
Bille 8 WB 採集 し た 終 令 幼 虫 115 個体 を 飼育 羽化 せしめ , 翌年 4 月 


16~25 Hic 39 個体 ( 雌 22, HE 17) を 得 た が , 羽化 率 
の 低い の は 飼 育 管理 が 悪かっ た た め と 思わ れる 。1956 年 
4 月 27 日 に 雄 2, 5A 3 AICHE2, 同 4 昌 に K 雌 1, 748 
(CHE 2 が 野外 で 採集 され た 。 


第 12 表 周年 経 BR 


4 月 5 月 6H | 
10 20 21 | 10 20 30 | 10 20 31 | 10 20 30 7-28 
<— +e AY ++ > 
Pee ho ene 
i rsa 
ーー…… 幼 中 Ea a 
Ce eal 前 映 Sti ae et 0 at 
2) 寿命 前 述 の 飼育 羽化 せしめ た 成虫 を , ガラ ス 円 


筒 中 で 蜂 密 を 与え 飼育 し た 結果 は 第 13 ROTE (CH 
る 。 本 表 よ り 雌 は 約 4 週間 , 雄 は 約 10 AC, 前 種 よ り 
寿命 は や や 長い と 思わ れる 。 な おぉ, 交尾 し た 雄 は その 後 
直ちに 死ぬ 。 、 

BiIZSHK kh bt O FH 


Wea (4A) 16 17 #17 «17 | HH 
$ 

A te BB Qt 68. 0 

羽化 日 (4 月) 17 17 17 19 19 19 21 21 | 平均 
る 

He 77 AR | 20 28 30 23 28 22 28 32 | 26.37 
ae. 


一 般 行 動 : 一 般 行 動 は 前 種 と ほぼ 同様 で ある が , 前 種 
より 活動 力 ・ 飛 郊 力 と も に 強い 。 雌 は ほとん ど RM 
ず , PILL TUS BOIS SASLBP TS Atta 
ある が , 雄 は 活発 活動 する 。 
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交尾 は 4 月 18 日 に 羽化 し た 雌雄 に よっ て 行わ れ た も の 
Yo, 翌 19 日 16 時 頃 観 察し た 。 交 尾 様式 は いわ ゆる 犬 式 
で , 雌雄 は 頭 を 互 と 反対 に な け , 時 に は 雌 が 雄 を 引き ず 
っ て 歩く 。 観 察し た の は 中 途 か ら で あ る が , 7 HAC 
し て いた 。 人 交尾 後 の 雄 は 2 日 の の ち 死 ん だ 。 

寄主 選択 : 1956 年 の 観察 で は 野外 に お ける 産 
YRA AV IPREOVN I FIFID2ECOH or 

YAA av) CHAML UD Ic HeReRAUT, Y 
EA SEL, NPL A SLE A A I D8 MEMES ZS 
モモ 6 種 の 植物 に 対す る 産卵 選好 性 を 調べ た 。 IISA 
種 の 場合 と 同じ で ある 

el is ay, Yes I れ 
た が , イヌ ザク ラ に は わずか に 2 個 , 他 の 3 種 に は 全く 
産卵 し な か っ た 。 

産卵 : 室内 で の 産卵 は 12~15 時 K 行 われ た 。 野 外 で 
は 1956 年 5 月 4 日 に 11 了 時 30 分 頃 産 卵 中 の 雌 を 1 回 
観察 し 得 た だ け で ある 。 

産卵 は 必ず し も 若い 葉 ば か り で な さく, BRUCE S 
TONS. HIME TC, MES RIM Ohh bite REDO 
先端 と 向け in に 延ばし て 工面 に つけ, 
rp EM eA THD CHM SEBEL, 産 
卵 を 開始 する fC tite i tT 
その 卵 を 尾部 で な で る よう に し た の ち , 再び 尾部 を 左右 
に 振り 動か し な が ら 次 の 場所 を 選定 する 。 1 卵 の 産卵 が 
終っ て も , ほとん ど 移 動 せ ず 次 の 卵 を 産み , 連続 し て 産 
SRL, 卵 塊 を 形成 する 。 室内 観察 で は , 5 月 1 日 14 時 50 
SICRESN 2 GAL, 25 粒 の 卵 塊 を つく り 16. 時 10 分 た 終 
っ た 。 し た が っ て , 1 卵 を 産む に 要する 時 間 は 約 1 分 で , 
次 の 卵 を 産む まで に 約 2 分 の 間 編 が ある 。 


SPREE 


第 6 図 サク ラ ヒ ラ タ ハ バチ の 卵 塊 


SP PUSS 6 図 の よう に 葉 の 裏面 中 肪 上 に 裸 出 し て 
産 付 され , その 位置 は 葉柄 の 先端 か ら 約 1.5 cm 離れ た 
所 で , 中 肪 沿っ て 4~5 列 に 並列 し て いる 。 こ と の 中 肪 
の 幅 は 1 へ ~2 mm で , 前 述 の 卵 塊 で は 長 さ 約 lem CH 


日 本 応用 動物 昆虫 学 


会 誌 第 2 巻 第 2 号 


っ た 。 多く は , 1 葉 1 卵 塊 に 限ら れる が , 野外 で は 2 卵 
塊 の る の も 見 られ た 。 と これ は 2 頭 の 雌 の 卵 塊 と 思わ れる 。 
1 卵 塊 の 卵 数 は 第 14 表 に 示す よう に , 11~86 個 で あ 
る が , 25 個 前 後 が 最も 多く, HOF (1912) の 観察 に 一 至 
3S. 
第 14 He 卵 塊 の 卵 数 Soe 回 の 産卵 数 ) 


卵 数 | at 20 21 25 28 37 42 44 63° 86a 


平均 
15 | 27.5 


Fe | te ds es Sede ee 


産卵 され た 葉 の 高き は , 樹高 に 左右 され る が , 第 15 表 
に 示し た よう に , 5~7 m の 高 さ の 所 が 最も る 多かっ た 
また 産 九 さ れる 枝 は 南 向 き で , よく 葉 の 茂っ た 枝 の 交 療 
の あぁ ある よう な 所 が 多い 。 | 


第 15 表 産卵 され た 葉 の 高 さ 
RE 


3 Gm) | > Shae. 6 Sez 


8 9 9b at. 
a ade a 2 EE 


4| 


飼育 羽化 せしめ た 個体 に ソメイヨシノ の 枝 を 与え , 
HP AiG CHIPS SIM RILG 16 表示 す 通 り で , 
産卵 せ ず 死亡 する も の も あっ た が , 羽化 脱出 後 10 Ae 
経過 し て 産卵 はじめ , 1~2 卵 塊 を 産み 死亡 し た 。 全 傑 
卵 数 は 30~70 個 で , £05 BKK SEI LIZDS, BF 
外 の 卵 塊 の 卵 数 か ら 考 える と , 産 下 率 は る っ と 高 率 で ば ! 
な いか と 思わ れる 。 な お , 羽化 直後 の 雌 を 2 頭 解剖 し て 
卵 業 の 発育 状態 を 見 た が , MR] Ais 11 : 10, 10: 
10 ( 右 : 左 ) で , それ ぞ れ 20, 28 個 の 成熟 卵 を 有 U で : 
いた 。 こ の 事 は 1 卵 塊 が 25 個 前 後 の 卵 で 構成 され る @. 
ENG ECB Gi N40 

2. 5p 

1) 色 お よび 形 産卵 直後 の 卵 は 光沢 の あぁ る BRA 
で , 2 日 後 と や や 淡色 と な る 。 1 週間 後 と は い ぅ っ を う 乱 
DSTA LEO, 解 化 3 日 前 に は ほとん ど 自 色 区 | 
近く な る 。 形 は 長 椅 円 形 が 普通 で ある が , 多少 いび つの 
る も の も ある 。 卵 の 大 き さ は 後述 する よう に 増大 する が )}j 
大 き さ は 第 17 表 の よう に ビラ タバ チカ よ OOD parry 
2) 発育 卵 の 飼育 は 前 種 と 同じ し 方法 で 行 っ だ 。 飼 導 
総数 は 30 ALC, うち 3 粒 が 途中 で 死亡 し た 。 卵 期間 は 
18 ROL 5 ICH 2AM CH atc. 
ene ym 特 
に 幅 の 増大 が 著 る し い 。 ほ ば 24 KARTE OMAR Re 
ce I Gee ee 
解 化 前 日 の 頭 部 と 尾部 と の 差 は 平均 0.059 mm に 及ぶ 8 


1958 年 6 月 


AAs SB: Uk 


fe 
16 表 産卵 期間 お よび 産卵 数 
CE: 羽化 日 , D: 死亡 昌 ) 
ae i 育 個 体 vet 
A | Sm 平均 
ER ee 
IV—17| 19 E E E 
18| 13 | 0 0 0 
19) 17 | O78 0 0 EE 
D185 bo oO 1 の 0 
OU cided! 10,0. Os. O00 
22) 138 | 0-0 0 6 0.0 0 % 
S817 We 0 00 
: Bb C16: |} 0 SOO) 0 00. 0 0 
251116 0 08) 0 0. 00 00 
646-100 0 0. 0 600 
rs PAIS. ).0, 20.20° 5 AL- 40 50 30 
Pe cid 180 RO TD. OO 0 68 
DE OE Ved SAN AO 2-0 000 
a Bares WhO GO UDI? 0. 6°.0 6 
m=! Vv—il 16 | 0 2525 0 00 0 0 
Tet aD e000). Oe -O oO 
a NO 0 0-0 6 
A Ia oO. 0. 0-0 05 .0..0 
nh UW 1a. O00 (00 50 0.00 
" Cie 6. 0 OO Do 
Fiioa iO. 0 0. D200. 56 
8 i) O80 10 0 05 
915 10) 0. 6. 0 6) 20 
101. 19 «10. 0..0 0 0 0 0 
fi 18 | 0D 0. 6 0 0 0 
121° 17 | 0 0 0 DOO 
£31). 15° | 0 0 0 0 
14) ie) 0 0 0 0 0 
15| 13 | 0 D 0 0 0 
16113. |-0 0 0 0 
7 44 (Dd 0 D 0 
18| 16 0 0 
19 15 D 0 
20| 16 0 
21| 20 0 
22| 19 0 
23| 20 D 
eum Ch) |2 11-7 10 0 0 | &4 
Hf 8 数 | 30 22 28 28 20 23 28 32 
& ££ 98 % | 28 25 2539 1 0 0 0 |26.7 
SUM Py (pe B | 41 21 28 23 26 31 43 52 
5p en eae On 5104 Beas 31a £6 
4 i 3p # | 69 51 57 65 31 34 44 52 | 50.4 
Y を 増大 率 , XPARLETSL, 増大 率 は , MACH 
わ さ れ , 本 種 で は 前 種 等 の Pamphilius 属 と 異な り 直 
線 状 の 増大 を 示す 。 
Wi selena Y =0. 03214 X +1. 00112 


3) 


$3 +++ Y=0. 00889 X +0. 99617 
HE MMLISAT AM CIS CA CUE CTS 


2, 卵 塊 を な す た め か , HUGE PRT HI § ODS 
4, 飼育 し た る の で は 35% の 高い 死亡 率 を 示し た 。 


3. Hh mR 


q 


107 


第 17 表 WORX S (27H, 単位 mm) 


Be ON BB 後 hE 46 AY BA 
= き | 幅 2 さき | te 
B | 1.250 | 0.406 1.375 | 0.594 
&  x!| 1.406 0.531 1.563 0. 750 
平 #| 1.329 0.481 1. 469 0.672 
PiXE RH | 0.0484 | 0.0444 | 0.0320 | 0.0368 
相関 係数 +0. 2584 +0. 4367 
B18 ze 卵 期 間 
上 数 | 12132-1416, 6 oh7 | 計 | 平光 
Bl | EI 4 pales 
BiI9k WW OD BK B 
Ek Be ee 
測定 数 ae 長 さ / 幅 
DAK| ES 幅 
0 1.000 | 1.000 2.75 
1 1.011 1.029 2.69 
2 1.021 1.049 2.68 
3 1.025 | 1.072 2.63 
4 1.029 Mio 
5 1.033 1.162 2.43 
6 1.043 1.232 2.31 
7 1.056 1.278 2.27 
8 1.073 1.296 2. 28 
9 1.082 | 1.318 2. 26 
10 Posse el aos 2.26 
11 1.099 1.351 2.25 
25 12 1.104 1.378 2.20 
16 13 1.111 1.371 2.21 
9 (Vy See PER bs pe 1.434 2.16 
6 ee anes A 1378 .| ~ 2.45 
4 ie 1.132 1.429 2.17 
1). # ne 
TAéth: 頭 は 黒色 で 光沢 を 有 し , 触角 は 暗 福 色 , 単 


HRVd REC HS 


や や 緑色 を 帯び , 次 の 部 分 は 上 


Al 


DIHOKRH, 尾 腹 板 の 大 黒 


FD ELH Sit 


L/9 
> HG > RRR ICES, 食物 の た め 
RACHS, 前 胸 気 門 線 上 
E, 前 胸 の 気 門下 片端 , 


頭 は 前 方 か ら 見 て , 五角 形 に 近く , SAIC BE 
し て いる が , 類 て は 10 内 外 の や や 長い 剛毛 を 装う 。 前 


額 板 は ほぼ 五角 


毛 を ほぼ ば 定 位置 に と 生じ る 。 頭 借 は 前 後に 分 た れ ,. COR 


BC, 縦横 の 比 は 約 5:6 で , 10 ADM 


さ ほ ぼ 等 し く , 後頭 尼 前 縁 に 3 対 の 剛 筐 を 生じ る 。 触 角 
DSMOES OMI 4:5:5:3:4:2:2.5 CHS, 
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\ eae 
{= 


BTM tIFEeFFANSFHHROMAM 

(. AAI, lV. GAIA, 2. BiH, 
3. 触角 , 4. FaWe) 
EIS SAHROM 25 OAC, PRD MAL, 表面 に 
id 8 IO MIFE % HO, KARE SMAIMIT 2 MIE SAL, 右 
a FANE 3 pee iA So 7 HESERIIE, タ bikin 


と 2 剛毛 を 生じ し , 2D BRREIEIEIEIZAS 6, 3 剛毛 を 
ie *)EFAIE A AG, BQ, pal be a 1 微 毛 を , 


第 1, 第 3 節 じ は 2~3, 第 2 節 じ は 8~10 の 小 
a 。 小 胞 外 葉 は 指 捧 で , 基部 近く に 多 
数 の 感覚 突起 る もち , 内 葉 は 先端 緑 に 左右 と る に 7 剛毛 
を 装う 。 下 唇 の 後 基 部 は 前 基部 より 幅広 く , REA ICE 

{, BARC 2H OMB EB, 前 基部 は 骨 峰 化 強く , 3 
対 の 剛毛 を 生じ , 1 対 の 3 節 よ りな る 下 唇 療 を も ち , 前 
者 と 後者 と は ほぼ 等 長 で ある 。 

胴 部 小 環 節 数 は 前 胸 2, 中 胸 か ら 第 8 腹 節 ま で は 4, 第 
9 腹 節 は 3 で ある 。 前 胸 気 門 上 線 の 1 TOK BITE 
8 微 毛 を 生じ し る が , 他 の 策 9 腹 節 ま で は 無 毛 で ある 。 胸 
脚 は 5 節 で , 各 節 端 に 少数 の 剛毛 を 生じ し る が , HHS AR 
毛 で 細長 《, 爪 と の 分 離 は 不明 瞭 で , 各 節 の 長 さ の 比 は 
約 3:5:6:8:9 で ある 。 第 10 腹 節 ( 尾 節 ) は 背 板 に 
は 毛 を 生 ぜ ず , EMO PRICK 2 Fit 10~11 Olle 
を 生じ , 肛門 上 片 に と 約 45, 下 片 に 約 15 の 剛毛 を 有する 。 
尾 肢 は 3 節 で , その 各 節 の 長 さ の 比 は 約 12 :5:7 で , 
基 節 に の み 6~7 の 剛毛 を 生じ る 。 

な お , HOMIE P PBMC, 濃 色 と な り 赤 褐色 に 近 


突起 ( 感 


i, 体長 は わずか に 減少 する 。 

体長 は 雄 で 25 mm (643), HEC 30mm (74) で 
DD o 

若 令 幼虫 : 形態 的 に は 7 令 と 差 が な い が , 4 令 以 前 で 
は 若い ほど 体 色 が 淡い 。 


HAD AG YER RS 
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2) 発育 1956 年 5 月 8 日 か ら 45 Afi, 室内 飼育 に 
よっ て 幼虫 の 発育 を 観察 し た 。 と の 間 の 10 時 の 平均 気 
温 は 室内 で 19.6°C, 野外 で 18.8^C「 で あっ 7 た 。 

脱 度 回 数 は 雄 5 回 , 雌 6 回 で , 令 期 は 第 20 表 の よう 
が CEG 
りな く は 3 へ 4 日 で あっ た 。 ま た , 全 幼 虫 期間 は 策 21 RO 
ck, 雄 は 22 日 前 後 , 雌 は 27 日 前 後 で あっ た 。 

第 20 表 幼虫 の 各 令 の 期間 
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例 数 2 4 6 3 1 16 


BAHC EL OMHO? VIA—VIITRAITOWT, 
の 頭 幅 を 測定 し た 結果 は 第 22 表 お よび 第 9 Bal に 示す と 
339 CHS. 

第 22 表 各 令 幼虫 の 頭 幅 
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ee 


(mm) 


yA 3 WA 


05522 
0. 678 
0. 851 
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1.515 
TZ 
2.111 


| 02593 
0.781 
0. 968 
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0.0717 
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~~ 
“wa 


1.298 
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1.176 61 
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BSR サク ラ ヒ ラ タ ハ バチ 各 歯 幼虫 の 頭 幅 の 変異 曲線 
( 頭 幅 32=1 mm, 各 齢 の 頭数 は 第 22 Ric) 


19584F 6 月 BE. =H: K 


: 


第 9 図 「 移動 中 の サク ラ ヒ ラ タ ハ バチ 5 会 幼 中 


= 10 摂 食 中 の サク ラ ヒ ラ タ ハ バチ 6 合 幼 中 

| 3) BPE 蜂 化 し た 幼虫 は , 一 般 の ヒラ タ ハ バチ の 幼 
| RMU (EAOM Sh OT, 業 緑 に 向け 歩行 する 。 
| 有 菜 緑 記 達 ま で に は 約 1 時間 を 要する 。 

| 洲 は 1 卵 塊 が ほぼ 同時 に 解 化 し , PUREE Lich dps 
RESUS, 次 々 に 解 化し た 幼虫 が , 大 体 最初 の 
| 用 幼 躍 を 追っ て , 同じ 場所 K 数 10 LARS S. LPL, 
V H(Cit 1 卵 塊 の 幼虫 が 2~3 集団 と 最初 か ら 分 れる と と 
855. DL UT, 1 葉 に 多数 の 幼虫 が 集合 し , LAK 
WP BSEUDSID, 1 日後 に は 完全 な 天幕 状 の 巣 を 形成 
POS SL5ES. RH, CRBBET CT, DLE 
HIS, 糸 を 張り めぐ らし, 足場 を 強化 し て ゆく 。 脱 
RP sae KRKOME CHS 。 

I 2FITES kL, RSME ROSHOMBMITHO, TO 
pS, 葉柄 と 枝 と の 間 に 業 を つく る よう に な る 。 34 
| 放 き 同様 で ある る が , 摂 食 量 の 増加 と と も に , 食害 部 は 広げ 
bn, 中 肪 や 太い 支 脈 を 残し , 工 肉 の 大 部 分 を 奏 食 する 
DESO, と これ ら の 食べ 残し た 脈 も 巣 の 支え と し , BE 
PEE so TKR 61S. 

[| 3 令 以 降 の 群 は , 解 化 当 時 の 幼虫 数 より 少な いこ と が 
Ah, 5 令 以 降 で は 普通 10 頭 前 後 の 集 団 と な る 。 TH 
It, 天敵 に よる 滅 少 ば か り で な く , 集団 が 分 表し て , 2 


im A O'R x 109 


BM サク ラ ヒ ラ タ ハ バチ 幼虫 の 移動 


の 1 例 (1~7 は 令 期 を 示す ) 


群 , 3 衝 に 分 れる た め に 砂 と こる 場合 も ある らし い 。 移動 
力 は 5 令 あ た りか ら 急 に 増し , 1 枝 を 下方 の 葉 か ら 順 に 
食い 尽 し , REKORS RMD 5 BAT, 枝 か ら 葉 に つ せ 
っ て 移動 し て ゆく 。6, 7 令 に なると, 天幕 状 の 巣 か ら 袋 
犬 の 巣 を 降ろ し , その 中 か ら 頭 を つき 出し た 幼虫 は 近く 
の 葉 に と りつ いて 次 の 葉 に 移動 する 場合 も で て くる 。 7 
の よう な 移動 の 途中 で , 集団 か ら 落 伯 し た 個体 は , それ 

ら が 集まっ て 集団 を つく ら な い 限 り , ほとん ど が 死亡 す 
る 。 移 動 距離 は , 終 令 近 《 で は , 産卵 箇所 か ら 50~100 
cm に も 及び , 1 枝 の 葉 を 残ら ず 食 い 尽 すこ と る まれ で 
は な い 。 FL 図 で わか る よう に , 巣 の 中 心 の 移動 は 解 
化 後 数 回 と わた っ て 行わ れる 。 

老 就 幼虫 は , 吐 糸 を や め , 巣 か ら 地 上 に 転落 し , 落ち 
葉 上 や 地上 を 短 距 離 移動 し , 体 を くね ら せ て 土 中 に 潜入 
34. 

4) 食 草 選択 前 種 の 場合 と 同じ 45 通り の 組み 合わ 
せ に つい て , ツメ イイ ヨシ ノ か ら 得 た 3 へ ~4 令 の 幼虫 を 用 
WC, 同じ 方 法 で 行 っ た 。 そ の 結果 策 23 表 に 示し じ た 順 
倍 で 選択 (52 

篠山 地方 の 野外 で 観察 し 得 た 食 草 は , ソメイヨシノ お 
よび ヤマ ザク ラ の 2 種 で あっ た が , 6 月 4 日 に 兵庫 県 美 
方 郡 熊 次 村 に て, ナナ カマ ド Sorbus commixta Herpr. 
に 幼虫 を 発見 し た 。 
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BAfe Cit, J24aV7, VLFIFZ, CE, 4 BOR 敵 


ヌ ザ クラ で 飼 育 可能 で , サト ザク ラ , ACC 
BULB, OBRCL, 2A7VAUS MAU 
TLISED 3 種 に つい て は 実験 で き な か っ た 。 また , FF 
カマ ド か ら 幼 虫 を 得 た の で , その 後 同属 の ウラ ジロ ノ キ 
Sorbus japonica Sirs. で 飼育 し た が , 正常 の 発育 を 示 
Ce 

野外 観察 , ある い は 飼育 実験 か ら 考 えて 食 草 は , YA 
Mea 5 CEPA aT Ho OS Pe Od Org 

4. he 

HABITS 25~30 cm の 所 て に つく りり, Ht 10mm, 横 
7mm 内 外 の 長 椿 円 形 で , 幼虫 は この 中 で 体 を 溢 曲 し 前 
WIT BSo COED SIRE CAMEL, 羽化 12~17 A 
AUITHVEST 5. 1955 EPoMALICEDTCIL, 第 24 表 
の よう に , MKS 4 AE MITHE O, Pyikit 4 APT, 
HASAIS FISHES 13.8 A, HEC 15.0 HGH 5%. 

fe 2A ae hs 期 間 


野外 に お いて , クモ が 2~3 令 の 幼虫 を 攻撃 し て いる 
の を し ば し ば 見 72e CORD, 1 集団 か やら 1 昌 で 10 & 
頭 の 幼虫 が 減じ し る こと も あっ た 。 観察 し 得 た クモ の 種類 
は 3 種 で ,Neoscona scylla Karson. 3s £ U Misumeng 
Spp CMs lec 

また , 195546 6 月 7 Bic SORA, 
ニホン アマ ガエル Hyla arborea japonica GUENTHER 
の 雌雄 を 発見 し , 解剖 の 結果 その 胃 中 に 雄 で は 3 匹 , 雌 
で は 2 匹 の 幼虫 が 認め られ た 。 

BOT (1912) は 本 種 の 寄生 峰 と し て ヒメ バチ の 1 種 を | 
報告 し て いる が , どの 発育 相 に も 寄生 蜂 を 発見 し 得 な が | 
っ た 。 し か し 飼育 結果 か ら , 前 映 は 土 中 で 越 年 する 間 さ 
その 相当 数 が 菌 に よっ て 犯さ れる も の と 考え られ る 。 

6. 周年 経 過 

周年 経過 の 大 要 は 第 25 表 の 通り で ある 。 

第 25 表 周年 経過 B 


Mite Ba 3 344 55 | at | eH 
$ | 員 期 日 数 | 16 13 14 13 14 12 15 13.88 
eh rl ae 
| i 4 A | 31 Sete es woe | 
Q HAR | 17 14 14 15 14 15 16 17| | 15.00 
Weg? Sor haley ple 


AMS HRKEO SAC, LAORMAS ETS. i 
化 直 後 は 複眼 の み 黒 色 で , 全体 黄色 で ある 。4 へ 5 日 後 か 
ら 色 は 前 種 と 同じ し 順 で 逐 次 黒色 と な り , 1 週間 後 じ は 全 
体 黒色 と な る 。 羽 化 後 2~3 旦 は 土 高 内 に お り , の ち 地 
表 に 現われ る 。 


3H 4 月 5 月 6 月 
102031|102030|102031 1020 30 7 月 …2 月 
CT CR CK ene | a 

<— ++ hy. = 
tached Sp: = 
NER 
RT Ay os oa bas oie 
摘 要 


本 報告 は 1955~1956 年 に 篠山 地方 に た お いて 調査 研究 
Li, サク ラ を 加害 する ヒラ タ ハ バチ と サク ラ ヒ ラ タ 和 
バチ の 生活 叶 で ある 。 

ヒラ タ ハ バチ ; 1) 篠山 で は 4 月 中 旬 か ら 5 ALT 
か け 成 虫 が 出現 する 。 生活 期 間 は , 成虫 が 1 週間 CHEY) 


1958 年 6 月 RE: =F: kh B 


m6 Sofi] CHE), 卵 が 約 11 A, 幼虫 が 約 22 8, Alay 
が 約 10 か 月 , wD 17 CHS, 2) 産卵 は 葉 裏 の 葉 
』 脈 間 に 卵 群 と し て 8 卵 内 外 が 産ま れる 。 3) 幼虫 は 5 令 
を 経る 。 幼 虫 は 吐 糸 に よっ て 葉 を 巻い て 巣 を つく る 。 造 
Rita Ciba, 1 巣 内 に 数 頭 が 群 棲 する 。 4) 幼 
由 の 食 草 は ジ メ イ ヨシ ノ お よび ヤマ ザク ラ で ある 。 5) 
天敵 と し て は 5 種 の クモ を 発見 し た 。 

サク ラ ヒ ラ タバ バチ 5-1) 成 下 の 出現 期 は 前 種 よ り わ 
すず か に 遅い 。 生活 期間 は , BDO A CHE S268 
CH), 卵 が 約 14 A, 幼虫 が 約 25 日 , 前 遇 が 約 10 か 
A, iM 14 日 で ある 。2) IME 25 粒 内 外 の 卵 塊 と し 
て 葉 裏 の 中 肪 上 に 産 下 され る 。 3) 幼虫 は 雄 6 令 , HET 
令 で , 吐 糸 に よっ て 天幕 状 の 巣 を や つくり, 群 棲 す る 。4) 
効 下 の 食 草 は タツ メイ ヨ ョ ヨシノ) ヤマ ザク グラ ね お よび ナナ カマ 
PCh43, 15977, £e, VIVUYe CAMB 
PATHE CHS. 5) 天敵 と し て は 3 種 の クモ と アマ ガ ガ エ 
ル を 発見 し た 。 
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Summary 


Studies on Symphyta X. Studies on the Bioloby of Two Japanese 


Pamphilid-sawflies Fed on Japanese Cherry-trees 


By Teiichi OKUTANI and Shiyéiti MIKATA 


Hyogo University of Agriculture, Sasayama, Hyogo Pref. 


This paper deals with the observations on the 
life-history and biology of two Pamphilid-sawflies, 
Pamphilius volatilis (SmirH, 1874) and Neurotoma 
iridescens (ANDRE, 1882), pests of cherry-trees in 
Japan. The observations were made mainly in 
1955~1956 in Sasayama district of Hyogo Prefec- 
ture and the data are summarized as foliows: 

Pamphilius volatilis 

The adults appear during the period from the 
middle of April to the beginning of May. The 
male lives for a week and the female three weeks. 
The egg period takes about 11 days, the larval 
period about 22 days, the prepupal period about 
10 months and the pupal period about 17 days. 

The female lays her eggs in a group, consisted 


of about 8 eggs, between 2nd and 4th interveinal 


parts of the underside of a leaf about 2 meters 
above the ground. 

The larva has 4 moults in both sexes. A group 
of hatched larvae cooperate with themselves in 
making a large leaf roll on the leaf-edge by means 
of their threads, but growing mature they divide 
The full 


grown larva, as soon as it stops to lay threads, 


into 2 or 3 groups on different leaves. 


falls down to the ground and burrows to consid- 
erable depth, about 30 cm, where it makes its 
pupal chamber. 

Two species of cherry-trees, Prunus yedoensis 
Mars. and P. Jamasakura SIEB., are recognized as 
the food plants, judging from the host-selecting 
experiments on both adults and larvae. 


No parasite could be found, but 5 species of 
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the spiders belonging to the genera Clubiona, 
Misumena and Argiop, were observed attacking 
the larvae. 

Neurotoma iridescens 

The adults emerge a few days later than the 
former species. The male is active for about 9 
days and the female about 26 days. The incuba- 
tion period is about 2 weeks and the larval period 
about 25 days. The prepupal stage requires about 
10 months and pupal stage about 2 weeks under 
the ground. 

The female lays her eggs in a mass of about 25 
eggs on the mid-rib of the underside of a leaf, 
about 5~7 meters above the ground. 

The larva has 5 moults in male and 6 moults 
in female. The hatched larvae of a mass move 


over to the leaf-edge, where they spin a social 
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web feeding together and enlarging it as neces- 
sary like a tent caterpillar. They migrate grega- 
riously. from one leaf to another or one branch to 
another by means of their threads. The larva 
almost always dies when it is separated from 
the colony. The full grown larva has similar 
habits to the former species. 

Three species of Rosaceae, Prunus yedoensis, 
P. Jamasakura and Sosbus commixta Hepu., are 
considered as the food-plants, judging from the 
host-selecting experiments and field observations. 

No parasite could be found in any stages, but 
three species of the spiders belonging to the _ 
genera, Neoscona and Misumena, and a tree-frog, 
Hyla arborea japonica GUEN.. were observed at-~ 


tacking the larvae. 


ta 


トノ サマ バッ タ 胸 筋 の へ ヘ キ ソ キナ ー ゼ 

KrrLy, M. and D. H. LrAagpAck (1957) The char- 
acteristics of hexokinase from Locusta migratoria 
muscle. Biochem. J. 67(2): 245~250. 

塵 虫 C に お ける へ ヘ へ キ ソ キ ナ ー ゼ の 存在 は すでに KCHEFUR- 
KA (1954), Rees (1954) 計 な どど eS 指摘 きれ Ge 
NG (EME MONROE AN COE VISE Ra EE 
報告 し て に る 。 こ と の 昆虫 で は 胸 筋 , MEROMMRICN+ 
ソ キ ナ ー ギ ゼ を 認め た 。 そ の 性 質 は 脳 の それ に 似 て いる 。 
すなわち と の 酵素 は 低温 (5, 一 10°C) で は 長 時 間 放 置 す 
る も 安定 で ある が 長 時 間 の 透析 で 失 活 する 。 と れ は 部 分 
Wiclt Meg?* kit Mn? DBKinKK YD CHS, 
Ca**, Zu, Cu®*, Be な ど は 活性 に 関係 が な いら $e 

EADS 用 NCEE RA RM の 
Heit 1:1 8h, pH it 7.9 CRKABUZAT. 

Miz, エタ ノー ル に よる 分 別 は 不適 で ある 。 

WRAL SNS Va Az, マン ノー ス , 
=A PIS SEES Ces I NR CE 
BS BeOS GOON A SCAR ER RT = 7 
は 焼 酸 され な い 。 

反応 生成 物 は ゲ グル コー ス -6 焼 酸 , フラ クト ー ス -6 BE 
HOREWTHS. ( 農 技 研 小池 久義 ) 


DDD's 


7 = 


_ は ウリ ミ バ エ に は 誘引 性 は 見 られ な か た が ) 


oR 


ウリ ミ バ エ 雄 の 合成 旅 引 剤 anisylacetone 

BarTHEL, W. F., N. Green, J. Keiser and L. F. 
STEINER (1957) Anisylacetone, synthetic attractant 
for male melon fly. Science 126(3275): 654. 

3 S| All bh He ae FE ee HR TAIT Bo Caz O fR ED bw 
され て いる 。 す な ね わ ち 早期 発見 , それ に 伴う 防除 体制 の 
確立 な ど が 考え られ る 。 ま た 一 面 で は 直接 殺虫 剤 と の 混 
合 利用 と いう と と も を 考え られ る 。 anisylacetone の 構 

O 


造 式 は eo ROO 

iis 

Ry 
R, 2 H ODOKEDTCHS, N74 ITBWOTH 1000 
種 の 化合 物 に つい て 実験 し た が , VY) TNSUAHBes 
hYZSOCIESBICRU RANK, LHO Ri BES 
R, 2 H ® benzylacetone に も 誘引 され た が , BAS 
験 の 結果 は anisylacetone の ほう が 優 っ て いた 。 こ と これ 
ら の 化合 物 は 類似 化合 物 が ある が , ZEAL tate 
か っ た 。 ま た ベン ゼン 核 に methoxy 基 を つけ た も の 
La 
ミ バ エ に は 顕著 な 謎 引 性 を 示し た 。 と の と と は methyl 
eugenol CH:0- ぐ S—-CH,CH=CH, ick ¢ DIT 


CH,0 


いる こと と と 考え 合せ て 興味 が ある 。( 農 技研 三田 久男 ) 


Rez OF F KM Tt 6 Ht 
X. #1 RE RR OK D Bw tt 


m6 «AG 
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Be BYR ae RAR 


eld CME CREODH 5 K OWT 33 3 6 ROR 
造 や 性 質 を 明らか に し , また その 透過 性 に つい て 種々 の 
考察 を 加え て きた 。 今回 は 幼虫 か ら 太 離 し た 角 皮 膜 を る 
ちい て その 水分 透過 の 割合 を 直接 に 測定 し た の で , その 
結果 を ここ に 報告 する 。 

実験 を 遂行 する に あたり , 有益 な 御 助 言 と 御 校 半 を い 
た だ いた 岐阜 大 学 小泉 清明 教授 な ら び に 御 校 関 を 賜 わ っ 
た 奏 糸 試験 場 小 野 正武 博士 に 厚く お 礼 を 申し あげ る 。 


材料 お よび 方 法 
MRUTISE LE UTH 115 Sts LOA 122 FO5 SHO 
Mees BW. MHLIRMMA Cleid> 6 WEL, 体 


SED RAU SUE VITHH EY CED CAMBER 


KL, さら に 付着 する 各種 組織 を 指先 で 軽く と こす りな が 
ら 5 除去 し , MAS CARAM 2 RR TS tA CRB 
が 認め られ な くさく な る まで 処理 し て 角 皮 膜 を 得 た 。 角 皮 肝 
は 上 下 両 面 に 付着 する 水分 を 吸 取 紙 で で きる だ け 除 去 し 


“Cis, 汐 水 を いっ ぱい に 満た し た 容器 "( 1.5m, 


横 0.5 cm, 高 さ 3 cm) の 上 に それ ぞ れ 目的 と する 硬 皮 


部 や 体 節 間 膜 部 が 《 る よう に 角 皮 膜 を 展開 し , 残り の 角 


皮 部 分 を 容器 の 側面 に と おり た た み ワ ソ ゼ リン で 封じ し , その 


上 を 輪ゴム で し ば っ て 測定 容器 を 作成 し た 。 こ の 場合 A 


BR ORA KM 2IMITHST SEIITHTS (BAKA 


皮 一 内 角 友 一 水系 ) OL, 内 角 皮 面 を 外気 に 接する よう 
NESS (BRAAR-RAK 


KA) の と 両者 を 実施 


rice 
水分 透過 の 割合 は とこ の よう に 作成 し た 測定 容器 を 


Horpgarg (1955) の 方 法 に な ら っ て 作成 し た 装置 (第 


1 図 ) 内 に 収容 し て 測定 し た 。 す な ね わ ち 本 装置 の 湯煎 鍋 
を 加 温 する か ある い は 冷却 し て , デジ ケー ター 内 を それ 
ぞ れ の 目的 温度 に し , と この 中 に 所 定時 間 こ の 測定 容器 を 
収容 し て その 重量 の 減少 割合 を 測定 する の で ある 。 な お 
測定 に あたっ て は 角 皮 膜 面 に 付着 する 水分 を 十分 に 除去 


放す る た め に , 測定 容器 を る デシ ケー ター 内 で 約 3 時間 放 置 


(1957 年 12 月 24 日 受領 ) 


し た の ち に も ちい た 。 測 定 は 雌雄 お の お の 5 頭 か ら 得 た 
角 皮 弁 に つい て 実施 し , 図 ぉ よび 表 に は それ ら の 平均 で 
NA 


第 1 図 各種 温度 に お ける 水分 透過 割合 を 
測定 する 装置 : 
A: #5, B: 測定 容器 C: 無水 


pee D: GR E: 寒暖 計 


各種 湿度 に 祖 け る 角 皮 膜 の 水分 透過 性 は デシ ケー ター 

中 に それ ぞ れ 塩化 カル シウム (0% R.H.), 比重 1.486 
の 硫酸 202 R.H.), 1.410 の 硫酸 (30% R.H.), 1.380 
Dit (40% R.H.), 1.330 の 硫酸 (50 R.H.), 1.295 
の 硫酸 (60% R.H.), 1.250 Digi (70% R.H.), 1.190 
の 硫酸 '(802 R.H.), 1.125 の 硫酸 (90% R.H.) 26k 
O7k (100% R.H.) BAIT HAIMA E EO, TO 
装置 内 に 測定 容器 を 所 定時 間 入 れ て 測定 し た 。 BRED 
期間 中 の 環境 温度 は 18~20°C で あっ た 。 


(113) 


114 日 本 応用 動物 昆虫 学会 庄 第 2 巻 第 2 号 
第 1 表 角 皮 膜 に お ける 水分 の 透過 方 向 と その 
結 発散 割合 (mg/cm*/rh) 
幼虫 の 経過 時 期 な ら び に 角 皮 の 部 位 と 水分 透過 性 5 wm er ors mg/cm" 
47 OF PENT 33 1F 6 PRIOR Rin (外面 を 外 A igh os 
AUT SE IICUT (空気 一 表 角 皮 一 内 角度 一 水系 ),。 空気 一 表 角 皮 一 内 角 皮 一 水系 | pe ote pe ヤ 
5 よう A : ( 肉 角度 っ 表 角 皮 ) Sl 


それ ぞ れ 硬 皮 部 ぉ よび 体 節 間 膜 部 か ら の 水分 発散 量 を 測 

定 す る と , 第 2 図 と 示す 結果 が 得 ら れ た 。 本 図 か ら 明 ら 
か な よう に , 幼虫 角 皮 膜 の 水分 透過 の 割合 は 硬 皮 部 と 体 
節 間 膜 部 と で 異な り , また 発育 経過 の 時 期 て よっ て も 相 
当 に 変化 し て いる RO EN 
体 節 間 膜 部 の それ より も 少く , また 両 部 位 に お ける 透過 
割合 は と る た に 脱皮 50 時 間 後 か ら 120 時 間 後 頃 ( 盛 食 
期 ) まで の 間 で は 経過 と と も な 応 尊 次 減少 し て いる が , そ 
ORCL MIM L, 190 時 間 後 頃 CAI) (CBT 
BU PMU TWS TC EBRD GONG © 
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we 
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第 2 図 SPH MRICE 6BA—-RAR—A 


角 皮 一 水系 か ら の 水分 発散 割合 

横 座 標 0: 4 ARR M: 就 奏 期 

@-—: ume O—: 体 節 間 膜 部 

環境 温度 : 18~20°C 環境 湿度 : 0% 
つぎ に 5 PRAM fy KBE CH RM AICHE TS 
よう に し た 場合 (BMRA ROA) と 内 角 
度 面 を 空気 に 接する よう に し た 場合 (空気 一 内 角 皮 一 表 
角 皮 一 水系 ) と に ぉ ける 水分 透過 の 割合 を 示す と , 第 1 
表 の と ね おり で ある 。 す な わ ち 水分 透過 の 割合 は 内 角 皮 面 
空気 と 接する よう に し た 場合 の 方 が 著しく 大 きり を 


EMER RAR pmeer ele. 


28 BES 95 BZ) E 均 | 22.7 


a 1) NEARS PRAM (4 BRM 
140~150 時 間 後 ) か ら 得 た 。 
2) 測定 時 の 環境 温度 お よび 湿度 は それ ぞ れ 
18~20°C BEU 0% CHS, 


Old 1:8 AHCHSATEDHEPCHS,. COLES ~ 
(COR — Kf KA fh RIK At ERA RR 
一 水系 と で 水分 透過 割合 が 著しく 異な る と いう と と は す 「 
で に 数 種 の 昆虫 角 有 皮膜 が 認め られ て 3 り (Hursr, 1941, _ 
1948; Brament, 1945, 1954; Ricuarps et al., 1953), 
と の よう な 現象 は 不 均 音 透 過 性 (asymetrical permea- 
bility) と 呼ば れ で いる 

角 皮 膜 の 処理 と 水分 透過 性 家 奏 角 皮 に は 他 の 多 さ 
の 昆 虫 角 皮 と 同様 に 表 角 皮 映 層 が 存在 し て 体 水 分 の 発散 
を 抑制 し て ポ お り , また 角 皮 表面 を アル ミナ 粉 の よう な 化 
学 的 不 活 性 な 微粉 で 転 擦 する か ある い は エー テル の よ 
うな 有機 深 剤 浸漬 する こと に より , COMBDRES 
れ う る と いう こと は すでに 周知 の 事実 で ある そこ で で 
と 応 エ エー テル か ある い は アル ミナ 燈 で 処理 し た 5 FH 
期 功 虫 の 角 皮 膜 を も ちい , それ ぞ れ 空気 一 表 角 皮 一 内 角 
皮 一 水系 お よび 空気 一 内 角 皮 一 表 角 皮 一 水系 を 作っ て 水 
分 の 透過 割合 を 測定 する と , 第 2 表 に 示す 結果 が 得 ら れ 
た 。 こ と の 表 か めか ら エー テル お よび アル ミナ チ ナ 粉 の いずれ の 処 
理 の 場合 で も , 水分 透過 の 割合 は 無 処理 の 場合 より る も 著 
し く 多 いと と が 認め られ る 。 さ ら に 本 表 の 結果 を 詳細 に | | 
検討 する と つぎ の 三 点 が 明らか と な る 。 す な わ ち 1) # 
気 一 表 角 皮 一 内 角 皮 一 水系 て におい て は 水分 透過 の 割合 が 
処理 時 間 な いし 処理 方 法 に よっ て 相当 K と 異な る と こと で , 


第 2 表 角 皮 膜 の 処理 と 水分 透過 の 割合 (mg/cm*/hr) 
| 准 エ ー テ ル | 浴 エ モー テル | Hr —Fw | FrizHh | Pv. FH 
ri 4HE i can aH wes 4s 
Ai 癌 | OR lappaeek | 2 時 間 浸 演 | Deena | 2 分 間 転 療 | 5 分 間 転 控 
Te Si — Fe fy R— AW fh R—7k K DD 15.0 17.9 An Ome 20S 36.8 
7 Si — WA fa R— AR — 7k 18.6 35.4 37.5 32.4 hela Soul 


at 1) 測定 角 皮 膜 は 5 


SRAM C4 ARBRE 140~150 時 間 後 ) か ら 得 た 。 


2) 測定 時 の 環境 温度 お よび 湿度 は それ ぞ れ 18~20°C お よび 0% で あぁ る 。 
3) 表示 結果 は すべ て 硬 皮 部 に お ける 衣 過 割合 で ある 。 
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第 3 図 各種 温度 に お ける 空気 一 表 角 皮 一 内 角 
度 一 水系 か ら の 水分 発散 割合 
—O—: BR —O—: 体 節 間 諾 部 


冷 エ ニー テル 1 へ ~2 時 間 浸漬 区 や アル ミナ 粉 2 分 間 転 控 区 
で は その 割合 が 比較 的 低い が , 温 ェ エー テル 2 時 間 浸 漬 区 
や アル ミナ 粉 5 分 間 転 控 区 で は と れ が 相当 に 高い と と が 
認め られ る 。 と の 事実 は 直 層 が 比較 的 弱い 処理 に よっ て 
は 十分 に 除去 され な いと と を 意味 する の で は な いか と 考 
区 0 る と いう の は さき に 報告 Takamasrkr, 1956) 
し た と お り 帳 層 の 上 面 に は セメント 剛 が 存在 し て いる か 
ら 弱 度 の 処理 で は な か な か と の 上 帳 層 が 除去 され 難い る の 
CBA SNELL CHS, 2) 空気 一 内 角 皮 一 表 角 友 
水系 に お いて は 水分 透過 の 割合 が 処理 時 間 や 処理 方 法 に 
よっ て は ほとんど 異 な ちず , いずれ る その 割合 は 相当 に 高 
ゆこ と が 認め られ る 。 3) 温 エ モー テル 2 a PP 
MS FIGS 分 間 転 擦 区 と お いて は 水分 透過 割合 は 空気 一 
究 角 有 皮 一 内 角 皮 一 水系 と 空気 一 内 角 皮 一 表 角 上 度 一 水系 で 
は ほぼ 同じ で ある と と が 認め られ る 。 し た が っ て こと の 両 
処理 で は 水分 の 不 均 次 透過 の 現 祭 は 認め られ な いと いえ 
bo 

環境 温度 な ら び に 湿度 と 水分 の 透過 性 。 環境 温度 20° 
C6 70°C まで の 各種 の 温度 に お いて 空気 一 表 角 皮 一 
内 角 皮 一 水系 お よび 空気 一 内 角 皮 一 表 角 皮 一 水系 か ら の 
水分 透過 割合 を 測定 し , それ ぞ れ 第 3 Mas LOW 4 Mic 
ぶす 結果 を 得 た 。 と れ ら の 両 図 か ら 水 分 透過 の 割合 は い 
| ばれ $ EYEE 20~55°C で は 温度 が 高く な る に つれ て 
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各種 温度 に お ける 空気 一 内 角 皮 一 表 角 
度 一 水系 か ら の 水分 発 艇 割合 


—O—: BRA —O—: ARIE es 

わずか ずつ 増加 し て いる の み で ある が , 温度 が 60°C に 
な る と 急 に 著しく 増加 し て いる と と が 月 ら か で ある 。 き さ 
ら に こと の 急激 に 変化 する 55~60°C DAT 334 CIO 
割合 を 検討 する と , 57~58°C 内 外 を 境 に し て と れ が 急 
HUTWSE5 CHS, 

各種 の 環境 湿度 に お ける 自 水面 か ら の 水分 発表 割合 
は , 第 5 図 に 示す と ぉ り 環 境 湿度 が 高く な る に つれ て 海 
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第 5 図 各種 混 度 に お ける 自由 水面 か ら の 
水分 発散 割合 
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第 6 図 各種 湿度 に お ける 空気 一 表 角 皮 一 内 角 
A eS 


ー@ 一 : 硬 皮 部 can sy 
次 減少 し , この 両者 の 間 に は 直線 的 な 関係 が 認め られ る 。 
ors) eee t Bea —#e fh EA fa Xk 


Fe & RW fi RI RK E OKABE 7 il 
KET HL, CHENB 6 Mas LOB 7 図 に 示す 結果 が 得 
re I use 
発散 割合 と 環境 湿度 と の 間 に は ほぼ 同様 の 傾向 が 認め 
れ , 自由 水面 の 場合 と は 著しく 異な っ て いる 。 ate 
0~40% の 関係 湿度 の 間 に ぉ いて は 発散 割合 は 湿度 が 高 
《 な る に つれ て 新 次 増加 し て いる が , 40% 以上 の 関係 
湿度 で は と の 割合 は 自由 水面 か ら の 場合 と ほぼ 同様 に 混 
度 が 高く な る に つれ て 新 次 減少 し て いる 。 
a 

VR (1954, 1955) よび 小 京 ・ 高 橋 1958) ERA 
功 虫 の 角度 を 通し て 殺虫 剤 や その 他 の 化学 物質 の 透 入 が 
ERK O SAMMI CADDY TCRACHS CER 
認 し , また Taxanasnr (1958) 4th DiD fae % i 
UTAKH OR A PEF BO Bide AE CH RNA 
ACHATEeHWSHICLiz. CCITHEHNRKABI 
の 割合 る 殺虫 剤 や 糸状 菌 の 透 入 の 場合 と 同様 に , や は り 
硬 皮 部 に お ぉ いて より る $ 体 節 間 膜 部 に お いて 比較 的 高い と 
いう こと が 明確 に され た 。 

べつ に 著者 ( 未 発表 ) は 生体 幼虫 の あり の まま の 角 皮 
を 通し て の 体 水分 発 殴 の 割合 を 測定 し た が , その 結果 と 
本 報告 の 結果 と を 比較 する と 両者 は 必ず し も る 同じ 傾向 を 
示さ な い 点 が 若干 認め られ る 。Korpsumwr (1934) は 生体 
尾 虫 に お ける 温熱 経済 を 研究 する 立場 か ら , 各種 の 条件 
に お ける 体 水分 の 発 殴 作用 を 詳細 に 実験 し て いる 。 そ を それ 


zp 


MR 湿度 0%) 

第 7 図 各種 湿度 に お ける 空気 一 表 角 皮 一 内 角 

度 一 水系 か ら の 水分 発散 割合 
—6@—: 硬 皮 部 ニーO 〇 一 : ARID 

に よる と 生体 の 水分 発散 作用 は 単なる 物理 作用 の みな で 
《 て 生理 的 作用 で る あり , その た め に 本 作用 は 外界 の 物 
理 的 条 PODS GS CORR ORME IIT Lo TOK 
XB Me ST EPAHAAVCU4S, UIs Ce 
回 実施 し た 絡 離 角 皮 膜 の 透過 性 が 生体 角 皮 の それ と 必ず 
Lb FRUBWOWARGHEWABW ESD CHS6 UD 
4 (S36 MOR KIEKOS 0 DEZOMRITHNT 
その 物理 化学 的 性 質 や 微細 構造 が ある 程度 変化 し て いる | 
の で は な いか と 想像 され る 。 こ と これ ら の 問題 に つい て は 目 
下 検 討 中 で ある 。 

角度 膜 に ける 不 均 和音 透 過 の 現象 に つい て は Horst: 
(1941, 1948) が Calliphora ROBE LIZ HE CHA | 
め て 観察 し , EOF Beament (1945, 1954)  Ricwarps 
et al. (1953) が それ ぞ れ Periplaneta 7s KU Sarco- : 
Phaga の 幼虫 角 皮 膜 で 確認 し て いる 。 し か し この RR! 
が どう し て お と こる の か と いう 点 に つか て は 研究 者 で よう 
て 著しく その 見 解 を 異 て し て いる よう で ある 。 BeEamenr 
(1945, 1954) は 表 角 皮 面 が 内 角 皮 面 に 比べ て 比較 的 永 
に 対し て 不 親 和 性 を 示す の で , 両面 と お ける 水分 発散 の 
実際 の 表面 積 が 異な る と と に な り , COMBE UTHER 
香 透 過 の 現象 が 生ずる の で あろ うと 論 し , Hurst (1948) 
は 表 角 皮 面 が 水面 し て いる 時 に その 水分 吸入 に よっ うっ で 
開放 し , 反対 に と れ が 空気 に 面 し て いる 了 時 に は 整 燥 に 
っ て 収縮 閉鎖 する よう な 形式 の どく 微細 な 弁 の 存在 に ま 
り 本 現象 が 生ずる の で あぁ ろう と 述べ , そし て Harr 
(1948) は 組成 の 異な っ た 重層 の 系 に お いて は , BALL 
て いる 組成 と 膨潤 の を それと の 複雑 な 機能 の 結果 不 均 次 の 浴 
現象 を ゆき お と す の で あろ る うと 論じ て いる 。 ま た ファ ッ ラ 朱 


1958 年 6 月 


デー 学会 に お ける “水分 と 多孔 性 物質 の 相互 関係 * と 題 
する シン ポジ ウム (1948) に お いて 昆虫 角 皮 お ける 不 
均 間 透過 性 現象 の 問題 が 論議 され , と これ に よる と 角 皮 の 
孔 管 は さわ めで て 微細 で ある か ら 水 分 子 が 部 分 的 に とれ を 
塞ぎ き そ を そのため に 内 角 皮 が 乾 燥 し て いる 時 より も 濡れ て い 
る 時 に 比較 的 水分 透過 が 少な い の で あろ うと する 意見 , 
水 が 一 方 向 に 進む 場合 に は 開き 反対 方 向 に 進む 場合 に は 
閉じ る よう な 微細 な 門 弁 が 孔 管 内 に 存在 し て いる た めで 
あろ うと する 意見 な ど が ある 。 さ ら に また 近年 RrcHArps 
et al. (1953) は と の 不 均 簿 透過 の 現象 に つい て 詳細 な 
研究 を 実施 し た が , 本 現象 の 機構 に た つい て は 明確 な 結論 
を 得 で いな いよ う で あり , EAD HArkmry の 見 解 が 本 
現象 の 説明 に は 比較 的 適切 で ある と 論議 し て いる 。 家 硫 
角度 の 場合 に お いて この 現象 が いか な る 機構 と よっ て お 
守る か と いう こと は 今後 の 詳細 な 研究 じ に ま た な けれ ば い 
OA の (っ つる 人 写 回 得 ち られ だ 環境 
湿度 と 水分 透過 割合 と の 間 に は 直線 的 な 関係 が 認め られ 
と また 角 皮 の 処理 に お いて 温 エ ー テ ル 2 SEE 
Oe VTS 分 間 転 擦 の 場合 に は とこ の 現象 が 認め ら 
れ な いよ うに な る こと こと な ど は 本 間 題 を 解く 手 掛 り と な り 
の る 0 

多く の 陸 棲 尼 躍 におい て 体 水 分 の 発散 に は 臨界 温度 が 
あっ て この 温度 以上 に な る と 発 蔽 が 急増 する と いう こと と 


i) は す で に Ramsay (1935) お よび WIeGLEsWORTHE (1945) 


I 放 倒 幼虫 角 皮 に お ぉ ける 抽出 上 帳 の 融点 67~71°C じ より る も 相 


を 初め 多く の 研究 者 に より 認め られ た 定説 で ある 。 今回 
得 ら れ た 家 奏 幼虫 角 皮 で る 57~58°C の 明瞭 な 臨界 温度 
の ある こと と が 明らか で あり , 四方 (1954, 1955) ORA 


MTR 
H % 相当 に 低い 環 


BrAawgxr (1945) は 昆虫 の 表 角 度 暗 の 融点 よ 
境 温 度 に お いて 本 映 の 光学 的 変化 や ァ 


及 < 対す る 接触 角 の 変化 を 明らか に し , そし て 本 事実 の 説 
| ARIt Murrrzr (1932) に よっ て 暗示 され た 帳 分 子 回 転 の 


概念 を 適用 し て いる 。 ま た Suirer (1948) は Melano- 
plus 卵 か が ら 抽 出し た 60~65°C DE 2A TURD 46~ 
562C で 光学 的 変化 を 示す と と を 報告 し て いる 。 し た が 
5 CK AB HACIA CT 6 COMAPI WiGGLES- 


DP rorra —JKO 研究 者 が 論じ し て いる よう に 表 角 皮 帳 の 光 


学術 変化 な いし 化学 的 構成 の 変化 に よる も の と 夫人 像 され 


| ; a. 
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Witecmxomincs CR), Ps fiDBEEGD ave 


WBE BOtTHNE O & HERAT o 


" BSD, 


高橋 : AAO f{ Ric Mt 4H R 117 


2) ARM 2 iL CORBA IE 5 令 の 発育 時 期 に よ 
っ て 異な り , 4 眠 脱皮 後 120 時 間 頃 CRA) ECE 
MID LENT OAV THIRD UTS DS, COB CHR 
増加 し て いる 。 

3) 穴 奏 幼虫 の 角 友 膜 は 他 の 昆虫 角 皮 膜 と 同様 
DAWA EWR YRS» 

4) RAR FVLP VIFMCRELK AE 
膜 で は 水分 透過 の 割合 が 著しく 高い 。 

5) 不 均 秒 透過 性 現 祭 は 角 皮 膜 を 冷 ニ エー テル に K 況 潰す 
る か ある い は アル ミナ 粉 で わずか 転 擦 し た 場合 に は 認 
温 エ ー テ ル に 浸漬 する か ある い は アル ミナ 和 粉 
で 強く 転 探し た 場合 に は 認め られ な いよ うに な る 。 

6) 角 皮 膜 の 水分 透過 性 は 環境 温度 57~58°C で 急激 
に 増加 し , いわ ゆる 臨界 温度 を 示す 。 

7) 角 皮 肛 の 水分 透過 性 と 環境 湿度 と の 関係 は 複雑 で 
HO, 両者 の 間 に は 直線 的 な 関係 が 認め られ な い 。 
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Summary 


Studies on the Cuticle of the Silkworm, Bombyx mori L. 


X. Water Permeability of the Isolated Cuticular Membrane 


By Yasuo ‘TAKAHASHI 


Nagano Sericultural Experiment Siction. Nagano Pref. 


1. The rate of the passage of water through 
the isolated cuticle of the silkworm is greater in 
the intersegmental membranes than in the sclerite 
regions. 

2. The rate of evaporation through the cuticle 
of both regions decreases gradually with the de- 
velopment during the early stage of the fifth instar, 
and increases with the development from about 
120 hours of age (vigorous feeding stage) to the 
pupal stage. 

3. The rate of evaporation in the direction 
from endocuticle to epicuticle is about 8 times as 
great as that in the direction from epicuticle to 
endocuticle. 


4. If the isolated cuticle is either rubbed longer 


than about 5 minutes with abrasive dust or im= 
mersed in warm ether, evaporation is increased 
enormously, it increases but little with light! 
rubbing or with cold ether. 


5. The asymmetrical evaporation disappears by; 


heavy treatment of epicuticle to remove its surfec 
lipids. 

6. The evaporation shows a sudden increases 
if the temperature rises above 57~58°C (critical 
temperature). | 

7. The rate of evaporation through the isolated 
cuticle is not proportional to the desiccating power 
of the air. The maximum rate was shown a 
about 40% R. H., 


the fall or the rise of humidity. 


increasing or decreasing witk 


w 


クロ バエ 消化 管 の 蛋白 分 解 酵素 

Evans, W.A.L. (1957) Some properties of larval 
gut proteinase of the blowfly Calli phora erythroce- 
bhala. Biochem.J. 67(1), Proc. Biochem. Soc.: 1. 

TICE OK hw Me Bit LCHRKRELTCHOK, & 
析 す る と 酵素 活性 は 2522 増 大 する 。 測定 は CHARNgy ら 
「 の 比 色 法 (1947)K 従 に ら , 基質 と し て sulfanylamide-azo 
casein を 使用 し た 。 


EX 


PH- 活 性 曲線 は Howson (1931) ac OSs ICoua zp 
求め た も の に 似 て に いて, 最適 は 7.8 で 3.75 Gas 
全 に 活性 を 認め な い 。 

Km は 7.19x10-?g azocasein/100ml 反応 液 で あ - 
で EOPMiLb VS yy, FERYVSY vip bicw, 

温度 と の 関係 に つら て みる と 37° お よび 44°C 24 時 F 
で 失 活 する 。 な お . 5~35°C に つい て RHE EMEA: 
ルギー は 13060 cal/mol で あっ た 。 ( 農 技 研 小池 久 


we 本 


ウリ 科 作 物 の 害虫 と し て BAG VI AAV Aulaco- 
| Zhora fumolalis MorscguULsry の 個体 生理 学 和 的 な 研究 
| B=SBR=SM (1936) に よっ て 詳細 紀行 われ た 。 私 は ウ 
放 リ ハムシ の 生活 環 に 伴う 物質 代謝 の 流れ を 解析 する 目的 
PCH, 三 の 実験 を 行っ て きだ が と こと で は 水分 お よび 脂 
質 含 有 量 の 季節 的 変化 C と つい て 述べ る と こと に し た 。 

放 | 本 研究 に あたり 指導 と 便宜 を あたえ られ た 本 学 の 滝 基 
REGIS EOL FEE A, 文献 で 御 世話 と な っ た 東 
宗 エ エ 大 の 細井 輝彦 教授 た 厚く 御礼 を 申し あげ る 。 

x eR DH we 

水分 は 100~105°C HEE CH RIT 7 SE CMA IRL 
DeCEEUI:. HECUZOICHS RNS ELI. 脂質 は 
KAFEBEOD AYES Y » 7 AV —THH eT 
Pvc 12 IH UD Ces Lic. HEMEL 8 (C-EEO Me 
aa alan ies 
bg 7 年 7 月 に か け て 行 っ た が 。 毎年 大 体 同じ 
TE eos iesiens 
: 実験 の 結果 に つい て 述べ る CLIT Uo 


実験 結果 お よび 考 祭 


結果 は 次 表 に まとめ て 示し た 。 

放さ て , ラリ ハム シ は 年 1 回 の 発生 で 前 述 の 三島 の 研究 
用 や は び 私 の 経験 か ら 本 種 の 生活 環 を 大 体 四 つ に 分 ける と 
| 内 が で きる 。 すなわち 1) 8 月 と 入 っ て 新 成 虫 が 出現 し 
| 放 交 尾 ・ 産 卵 せ ず に 9 月 中 旬 こ と ころ から 越冬 場所 に 移る まで , 
(2) 越冬 成虫 が 漠 木 の 葉 裏 静止 し て いる 期間 ( 約 1 か 
| A) 3) HKOT CMOMMOBSH, BOHMA DHE 
ROMS LEECH), BPRMBTBSET, D 交尾 ・ 
| NSTI CHS. CHSESMOMR ed DTH 
| th, 越冬 前 期 の 成虫 , 越冬 後期 の 成虫 お よび 生殖 期 成虫 
| 呈 と 名 づけ よう 。 次 に 各 期 の 特性 を 水分 お よび 脂質 代謝 の 
重男 > ら 才 えて みよ う 。 

| 生殖 期 成虫 と 新 成 虫 と の 比較 冬 を こし た 成虫 は 25 


(1958 年 1 月 9 日 受領 ) 


ッ ウリ ハム シ の 水分 お よび 脂質 合 有 量 の 季 


= Eye 


節 的 変化 


始 


農学 部 


mg 内 外 で 脂肪 体 は 非常 に 小さ さく 脂質 は 1.7mg 余 に す 
ぎ な い 。 生 殖 期 と 入る と 雄 は Smeg 余 , Melt 12mg $ 体 
重 を 増す 。 こ の と さき 脂 質 以 外 の 固形 物 は 雌 は 3msg 余 , 
雄 は Img 4824, 水分 は 雌 は Omg 余 , 雄 は 4~5mg 
余 ふ える が , AED LAS LI CHS. TED SAE 
期 に お ける 生体 重 の 増加 は 水分 お よび 脂質 以外 の 固形 物 
に よる と と が わか る 。 つ ざ ぎ に 含 有 率 の 変化 を みる と , ih 
雄 と る に 水分 は 63~642 か ら 67% に ふえ , 脂質 以外 
の 固形 物 は あま り 変 らち ない が , 脂質 は 6% か ら 3~4% 
に へ る 。 な お 脂肪 体 の 大 き さ は あま り 変 らち ない 一方; 
新 成 虫 の 生体 重 は 軽 《 脂質 と それ 以外 の 固形 物 % 共に 少 
な くさ 冬 を と し た 成虫 よく 似 て いる 。 新 成虫 の 生体 重 増 
Im CHEE 5mg 余 う は ほとん ど 脂 質 に よる 。 脂 質 は 1.2mg 
か ら Tmg 余 に な る が 他 成 分 は 大 差 な い 。 含 有 率 は 脂質 
以外 の 固形 物 は 25~28% eiTEL, 脂質 は 42 余 か 
ら 5 222% 余 に な り 』 水 分 は 最初 70 災 で 四季 を 通じ で 最も 
高い 値 を 示す が し だ い に 減 少し 52~55% 1775S — 新 成 
虫 の 脂肪 体 は 大 きく な る 。 越 冬場 所 に 移動 じ た 前 後 の 成 
虫 が 一 番 脂質 が 多く 脂肪 体 は 大 きい の で , 新 成 虫 は 脂質 
が 著 積 され 脂肪 体 が 大 きく な っ た と き に 越冬 場所 へ の 移 
動 が 誘発 され る と 思わ れる 。 か よう に 生殖 期 成 躍 と 交尾 ・ 
産卵 を 行わ ず に 移動 する 新 成虫 の 間 に と 物質 代 謝 の パタ ー 
ン に 違い が あり , 後者 は 脂質 の 蓄積 を きた す 。 ヤ ガ げ 科 の 
Agrotis infusa は 大き な 脂肪 体 と 未 就 な 卵巣 を る っ た 
まま 和 群 移動 を する (Common, 1952), と この 大 き な 脂 肪 体 
は 脂質 其 積 の た め Nn iti 
に つい て は 他 昌 の 研究 と まち 

越冬 前 期 の 成虫 の 特性 SRE 
て いた だ た 成虫 は 4 週間 余り する と 建物 の すき まや 雑草 の 根 
る も と な ど に 移る 。 こ と の 短期 間 で 脂質 は 7mg か ら 4mg 
に へ 0 り 22~232 か ら 14-15% に な る 。 水 分 絶対 億 は 
ほとん ど 変 らち な い が , 51% か ら 60% に な る 。 
越冬 後期 の 成虫 の 特性 や は り 群 を な し て いる 。 越 冬 
前 期 と 違っ て 脂質 の 消費 は は な は だ か ん まん で あり , HF 


(119) 


120 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 2 巻 策 2 号 


第 1 表 ウリ ハム シ の 水分 お よび 脂質 含有 量 (1249) CI. 1956~V. 1957) 


_\AS bry 4 2 
a| » peaKEloea oan ame ee mR Oe 
3 mg | 量 mg PE (2%) 量 mg} Cea oe |x (9) 
& Ones 16.9 | 62.4 228 1 1023 7.4 27.3 | 建物 の 透 き 間 , 岩 の 割 れ 目 , 雑草 
14) 4 1 95.4 | 15.3 | 602 | 23 | 91 | 78 0 
ah 386) 27° | eRe Pee nT) see eer : an 
| 294 | 199 | 67.7 | 12 | 141 | 83 | 282 | MH, BACHEWeTI. 
3| 2 | 374 | 254 | 679 | 12 | 3.2 | 10.8 | 289 | meBitidhse, 
& ‘| 20.50) 20.4.4) 66:90 ETS RS 
a | | 205 | dss | oro) ota ul Wao Rete. ied 
iil 23. 500 19792, ERO NL wd. GS 
eal '96 9 “| 19,5) G5 So | ath Gal MG 5 ea Len eee 
20' 3 | 284 | 184 |.648 | 21 | 74 | 7.9 | 27.8 | RRR, RE eae 
Bp Wee es229 E200 ECR 3.0 9.3 9.2 | 28.6 | 9o MARL EDI KS < 
SS | 285 | 17.4 | 610 | 31 | 109 | 80 | 81 | 。、9 月 17 日 と る か ら 越 を 場所 kG 
GS N05 G52 4. S HRN ON OS 
0056.0 5.8 | 18.4 8.1 | 25.6 | BFS. 
Od Pesach Oeil el Ts 9-5) PBT Bs ta Cd. 8 SN 2 
a) ao:9 | is6 | 6 58 [17.6 | 9.50)" 258 
jo| & | 328 | 1720) 51.8 | 76 | 23.2 | 8.2 | 250 | BROMRCMIL, MME AS 
OI |B. Seal CNIS. 5 ||. 7-7 ile EM 
2 SOE 17.9 sl 6.0 18.5 8.6 26. 4 ‘oe 
aD Ime |, BS NT RET > AIR are) 425-7 ml 
|G) “e3n6 EE ezio. «| a20.9 8.9 224.8 ee 2 
» 0) 3 (326 | 17.2 | 52.81 07.3 | 22.4 | 181 1-249 イボ る の 天才 
" ; i ; を 
CPCI | ae. 6) CIT. 4 32605 17.0 MUR Dees NC SN ea 
§ | 32.4 | 18.4,|,56.8 |. 6.0|018.5 | 8.01) nC 
R20 nal8.62 | CE A on 15.3 ES NRCC ee ene 
11 3 | 29.6 | 167 | sa4 | 47 | 159 | 82 | 97.7 | CHBSERoKEBbdNS, 
1 29.7 17.4 58. 6 4.6 BSS Tt 25.9 | ZYORSH, 岩 の 割 れ 目 . HERE 
3 \'29.3 | 16:7 NOU 44°) 15.0 | 82 ES OO 2 ice. 
go} 294.) 79 | 60) sonny S37 Gill es ne ee 
1S | 318 | 192 | 604) 46] 145 | 80 | 251 | MAORMIcHLe 
2 | | Peete ES ie meee 
る 25a: 14.2 56. 6 3.6 aS Use) 29.1 BY OES, 岩 の 割 れ 目 や 雑草 
25 3 | ce ite | See | So | Ino | 44 | dos | の 板 も と な ど に 多 止 。 施 防 体 は 
93 | S| 25.3115:9 Sei Ll 8.3 Wl GC a ss Seka a sy 
AT ao) be | 27 | 10.9 8s | ae 
uly 27ele,| 4% 25 |) cess | 2 | See, eee d 
31 $ | 24.3 | 152 | 626 | 25 | 103°] 66 | 2729 OI 
go | © | 26.1 | 263°) 624 | fo)" -7.3°] Fo) SO NRT A ON OA 
85.6 eg aT 716.6 WZ on 
a p20 NT RN hE, NNR 
SO p15. RCA RU 6 7 
| 85.0 || "22,8 SGBriL ie GLO WIWN 4 oS Es oh 
NE ae a A es © 31 | 7:7 | 300 | Mi, RRA S. ARBRE Ne 
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策 2 表 ウリ ハム シ の 温度 反応 と 水分 ・ 脂 質 含有 率 と の 比較 
1X. 13, 1995 I. 14, 1956 VI. 8, 1956 
2 (8p) & (8 pl) 2 (6 pL) & (6p) 2 (5 PL) $ (5p) 
微 動 12.7°C 13.1 10.9 11.3 11.8 iia 
a 行 開 OS 17.8 17.7 13.4 13.2 17.1 20.5 
a & 37.8 37.9 37.8 38.0 38. 6 38.8 
= i oR 43.4 42.2 42.4 42.3 42.7 42.7 
Bi 死 44.0 43.7 43.3 43.1 43.0 44.2 
KS & BH 61.2% 5016 62.4 60. 2 67.9 66.9 
if Ha a 13.4 (oes 10.3 9.1 3.2 4.3 
温度 反応 の 実験 方 法 は 池本 GSE 10 (4), 1955) に 従っ た 。 温度 は 平均 値 を 示し た 。 


丈 な 生理 状態 に ある と こと が わか る 。 水 分 絶対 値 は あぁ まり 
変ら な い が 越冬 前 期 と 同様 に BATS 少 次 増し て ゆき 
58% か ら 64% に な る 。Buxrmorx (1935) と よる と Culex 
の 雌 の 水分 含有 量 は 越冬 中 に いく は ぶん か 減少 する が , ウ 
リハ ムジ と 同様 に 見 か け 上 の 増加 を きた す 。 こ れ ら は 代 
謝 水 が 加わ る た め と 思わ れる 。 普 通 , BR PORLOKA 
2 は 比較 的 低く , 春 に な っ て 急激 に 増加 する と いわ れ て 
いる 。 ニ ニカ メイ チュ フウ (深谷, 1946) や Chortophaga の 
幼虫 (Bopimg, 1921, 1923) も と この 例 に る も る れ な い 。 春先 
の 水分 含有 率 の 増加 は 酵素 の 活性 すなわち 活動 の 回 復 に 
役 だ つ も る の と 思わ れる が , 春先 の 増加 に は ウッ リハ ムシ や 
Culex の よう に 連続 的 な 場合 と ニカ メイ チュ ウ そ を その他 の 
よう に 不 連 続 の 場合 と 二 つ の 形式 が み ら れ る 。 越 冬 後期 
の 成虫 は 最初 30 mg ぐら いで ある が VPRHBICHS 
KIS 25mg (C7 a TiS. COt E26 mg 
余る 減 し 15 か ら 6% に な る 。 越 冬 前 期 と 比較 する と 
脂質 は 5.5mg も 減少 し , 減少 率 は 75% 余 に 達する 。 
越冬 後期 中 , 他 の 固形 物 は 大 体 7mg Betibil, 27% 
か ら 30% に な る 。 越 冬 前 期 よ り も 少し 減少 し た と こと に 
な る 。 越 冬 中 , 他 の 固形 物 は 脂質 ほど の 変化 を 示さ な い 
と 思わ れる 。 越冬 中 お る に 脂質 を 消費 する 例 は Culex 
He (Buxton, 1935) Pia] D Leptinotarsa (BUSNEL 
& Driznon, 1937) ChHSNTT4D, =AAAF 
27 (GRA, 1946) PPI A44H (Tinonn-Davy, 
1928) の 幼虫 で は 減少 し な い 。 

脂質 お よび 水分 含有 率 と 耐寒 性 と の 関係 
(1930) は 耐寒 性 は 二 つ の 内 因 す な わ ち , 全 水 分 量 に 対 
する 結合 水 の 割合 お よび 存在 する 脂質 量 の BADRIC 
配 さ れる こと を 述べ た 。 ウリ ハハ ムシ の under cooling 
temperature は まだ 測定 する 機会 を も を た な い が , 耐寒 性 
OH CRE RISRATIZE TA, VIAAV OI 
|) RVELIRBSARALTULAFAUTOBUT EBD > 
| tt 2). ウリ ハム ジ シ の 脂質 含有 率 の 季節 的 変化 る 


SACHAROV 


SACHAROV の 説 に 反する 。 ウ リハ ムジ シ の 結合 水 は ま だ 測 
定 し て いな い が , EE OUMRUE & MAK & OBMK 2 RT 
UK =, =ORB€s BE CH 4 (Smener, 1933; 
Dirman, Weitanp & Guin, 1940; Dirman, Voor & 
Smirr, 1942), Krome rers 7k BO MD IT BIKE LT 
る と いわ れる が , 上 表 に 示す よう に 平行 的 関係 を 見 出す 
と こと は で き な か っ た 。 水 分 含有 率 と 耐寒 性 と 直接 的 な 関 
係 の な いと こと は 多く の 種 で 知ら れ て いる (WiGeLEs- 
wortH, 1950), カエ ル Rana spp. で は 低温 に 適応 す 
る も の は ほど 水分 信 有 指数 が 大 きく な る と いう 報告 る ある 
(HES, 1956)。 耐 寒 性 の 機構 に つい て その 他 王 , 三 の 説 
が ある が , と これ ら の 検討 は 将来 に まち た い 。 


結 


ウリ ハム ジ シ の 成虫 は 雌雄 と る に 脂質 が 蓄積 され , HED 
体 が 大 きく な っ た と き に , 同 場 か ら 越 冬場 所 へ の 移動 が 
誘発 され る 。 そ し て 移動 し た 成虫 は 翌 春 に か け て お も に 
蓄積 脂質 を 消費 する 。 こ と この間 に 水分 絶対 値 は あぁ まり 変ら 
な い が 水 分 含有 率 は 尊 次 増し て いく 。 
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Summary 


Seasonal Variations of Water and Lipid Contents of a 
Leaf-beetle, Aulacophora fumolaris MOTSCHULSKY 


By Hajime IkEMOTO 


Faculty of Agriculture, Mie University, Tsu 


A leaf-beetle, Aulacophora fumolaris MorscHUL- 
sky, one of the most injurious insects to the 
water melon and other plants belonging to Cucur- 
bitaceae, produces only one generation in a year, 
and hibernates in an adult form. 

This report deals with seasonal variations of 
water and beetle 


throughout the life cycle. The results obtained 


lipid contents of an adult 


are as follows. 

1. An adult beetle which has emerged in August 
increases in its body-weight within a month from 
ca. 26 to ca. 32mg. Simultaneously, it increases 
in its lipid content from ca. 1.2 to ca. 7 mg., 
being estimated to be from ca. 4 to ca. 22% on 
the basis of body-weight. On the contrary, the 
water content of the beetle drops from ca. 70 to 
ca. 52%, though the absolute amount of water 
remains unchanged. 

2. In September, the new adult beetles begin 
to migrate from a crop field to a place for hiber- 
nation. They are characterized by a well-developed 
iatbody, and by higher rate of lipid and lower rate 
of water to the body weight respectively just be- 
fore and after migration than at any other periods. 

3. At first, they flock on the back surface of 
the leaves of shrubs, and after a month they 
move to a crevice of a rock or to the base of 
weeds near the shrubs. We designate the two 
periods as the pre- and post-hibernating poriod, 


respectively. 


During the pre-hibernating period the beetle Et 


decreases in its body-weight from ca. 32 to ca. 
30 mg., and considerably in its weight of lipid — 
from ca. 7 to ca. 4mg., being estimated to be 
from ca. 23 to ca. 15%. The water content of 
the beetle is increased from ca. 51 to ca. 60%, 
though its absolute amount shows no appreciable 
fluctuation. The weight of solids other than lipid 
is decreased a little. 

During the post-hibernating period the body- 
weight of ca. 30mg. is reduced to ca. 25mg. The 
weight of lipid is also decreased from ca. 4 to ca. 
LL. 7 me. 

Solids other than lipid remain constant in their 
weight, and water content does not change much 
in its absolute amount. Thus, the percentage 
both of water and solids other than lipid rises 
from ca. 58 to ca. 64% and from ca. 27 to ca. 30%, 
respectively. The content of lipid drops from ca. 
Ji) Wo) C2, BA, 

4. In the later part of March, the beetles 
migrate from the place for hibernation to the crop 
field, where they copulate and deposite eggs. 

During the period of breeding, the weight of 
lipid is ca. 1.3mg., being estimated to be ca. 4%, 
each showing the minimum value of the whole 
year. The water content increases remarkably 
either on the basis of absolute amouat or on the 
basis of percentage, ranging from ca. 17 to 23mg. 


and from ca. 63 to 67%, respectively. 


ーー 


緒 言 
| =AAAF 2751 (LMORMBRAOYR, AB 
上 放 期 以後 の 発 在 量 の 予想 根拠 と な る と と は も ちろ ん だ が 
| 用 また 薬剤 散布 適期 を 決定 する 上 か ら も きわ め て 重要 で あ 
| 凍る 。 後 者 は , 普通 格 に あ っ て は , 予察 灯 の 調査 成 病 し よ 
る 方 法 で も あま り 支 障 は な い が , 早期 稲 の 場合 は , 予察 
灯 の 調査 結果 を 待 っ て 防除 適期 を 決定 し た の で は 遅 き に 
障 失 する 場合 も ちり うる の で , どう し て も 予察 灯 の 最盛 日 
) HPAL OME TRB, 従来 の 予察 式 と よる 
方法 だ け に 頼ら ちず , MAT LOWERED 6 PRO 
| MASP RTS ESHA LICE DS OIC ia 
上 の る る と こと が で きる と 考え , MATE CARMI 
ATRilo — HFM A CIEE (1 化 期 6 月 21 
[ 呈 = 以 後 終 息 日 まで の 誘 条 数 ノ 1 化 期 誘 殺 数 ) と の 間 に は 
l 正 の 相関 が 期待 され る の で , WE RRA DS 6 REM 
| 較 率 る る い は 量 の 予察 が 可能 で は な いか と 考え 研究 し た の 
で , いま だ 不備 な 点 は 多々 ある が , あわ せ て 報告 する 。 
| 小 稿 を 草 す る に あたり 御 懇 切な 御 教 示 を いた だ いた 上 農 
| 業 技 術 研究 所 の 深谷 昌 次 博士 , 信州 大 学 伺 居 柄 蔵 縛 士 に 
厚く お礼 申 し あげ る 。 ま た 数 々 の 助言 と 予 奉 灯 資料 を 提 
i 典 し て いた だ いた 愛媛 農 試 本 場 の 高山 昭夫 技師 ほか 各 防 
| 除 所 観 宗 員 各 位 に 深謝 の 意 を 表す る 。 
MES LOE 
BSE 195748 6 月 8 日 , SEO ARS FRI EG DIEM ICR 
EU CS SR YAN DHA 1,000 m 離れ た Li 
OBRINT H 21RD 5, 越 そ 幼虫 100 頭 を 任 
導電 に 採集 し て RR Lio な お その 稲 薬 の 被害 茎 率 は 約 
陣 8722 で ぁ っ た 。 
飼育 の 方 法 上 記 の 採集 躍 (100 頭 ) を 高 & 13cm, 
| AE 9 cm Oy) MMBOADUEEITA 4m に 切断 し た 稲 
| BEWIS 4cm ほど の 厚 さ に 敷き つめ , 一 びん 当り 30 
| BROAN, その 上 に 少し 薬局 を お お い , 細目 の 金網 


(1957 年 9 月 16 日 受領 ) 
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の ふた を し て 室内 の 条件 下 で 飼育 し , A BNC WEE aq 
Sc 

使用 し た 資料 使用 し た 資料 は 第 4 表 に 示し た 予 宗 灯 
成績 の ほか , 昭和 25 年 か ら 同 31 年 と わた り 当 防除 所 
で 観測 し て 得 た 気象 資料 を あて た 。 な お 予察 の 応用 面 
つい て の 研究 方 法 の 詳細 は , 必要 に 応じ し て 研究 結果 の と 
と ろ で 記述 する 。 

サン プリ ング に つい て の 吟味 供 試 中 の 採集 農家 と 矛 
察 灯 と は 約 1,000 m 離れ て お り , 前 者 の 周辺 は 山手 水 
AC, 後者 の 周辺 は 平坦 地 水 田 で ある 。 山手 水田 と 平坦 
聞 水 田 の 面積 の 割合 は 約 1 : 2 で あぁ る が , FA Awe 
家 る も 供 試 事 を 採集 し た 上 農家 る と も る に, ほ ば 同様 の 面積 割 
合 で 山手 水田 と 平坦 地 水 田 を 耕作 し て 入り , FREEDOM 
場所 は と も に 全部 屋内 で ある 。 

立石 (1957) は , 山手 水田 産 と 平坦 地 水 田 産 稀 薬 と で 
は , 越冬 幼虫 の 遇 化 最盛 日 に と かなり の 違い が ある て こと を 
HU TUS 23, 筆者 る 昭和 27 年 か ら 昭 和 31 年 に わ 
た っ て 2 化 期 の 被害 程度 を 調査 し た と こと ろ , 山手 水田 で 
は 10~30% の 被害 藤 率 の も の が か な り 多 か っ た が (を 
DiMKILN 4%), SAM 7K OMB 1~2% (4 
の 最高 は 約 7%) C, 両 地区 の 間 に は 著しい 相 異 の ある 
と と を 認め た 。 し た が っ ぅ て 供 試 政 を 採集 し た 移 薬 は , そ 
の 被害 世 率 が きわ め て 高い 点 で ある い は 山手 水田 産 菓 で 
は な か ろう か と 考え られ る が , CO CIHABROREE 
家 る 予察 灯 周 辺 農 察 も と る も に 山手 水田 産 稿 薬 と 平 垣 地 水 
FARES % (S15 1:2 の 割合 で 屋内 に 収納 し て いる と と 
と , 山手 水田 産 和 薬 の 被害 茎 率 が 平坦 地 水 田 の も の に 比 
べ て 圧倒 的 に 高い と こと か ら , 1 化 期 予察 灯 の お も な 誘 殺 
源 が 山手 水田 産 衛 薬 の 越冬 幼虫 に 由来 する こと が 推察 で 
きる 。' し た が っ て 供 試 和 虫 の 採集 地点 と 予察 灯 と の 間 に か 
な り の 距離 が ある と こと や , 供 試 束 の 採 集 衛 薬 が 山手 水田 
産 稲 薬 で ある 公算 の 大 きい と こと な ど は あま り 問 題 で は な 
UVE 5 に 思わ れる 。 


€123) 
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策 東 表 0 ニス 2 eee 
』 | WT.7 以 前 io 11 | 42 | : 21 | 22 | 23 | 24 | 25 | 26 
BR ft | mee 8 he 10 11 12 13 4 | 15, 16 | 17 | 18 19 | 20 | | 
me 数 | 15 a 8|7]|6 s[2jsa|s|2|: 2 Aa) $0) 
guuaiee | 15 | 15 | 15 | 16 | 17| 21 | 27 | 35 | 42 | 48 | 51 | 53 | 56 | 9 61 | 62 64 64 65 65 
wm x wx) 0 [aio more 1} 1joliga fal olo|o CE 
nme | 0 | 3/0 | 7 A 9} 10/12 13/14/14 | 15 | 16 | 17 | 17 “7 (17 17 | 17) tae 
備考 CA) ee 6 月 14 日 
(C) 5 日 間 の 連続 移動 合計 遇 化 数 が 最多 を 示す 時 期 の 終り の 日 (6 月 16 日 ) の 生 虫 数 対す る 50% 
る が , 自然 環境 の 死 虫 率 を 考慮 に じ 入 れる と , 実際 場面 で 
研究 結果 と 考 団 の 50% 遇 化 日 は る もう少し 前 に ある と と も 考え られ る 
飼育 結果 に つい て ARMM OIL 1 表 に 示 3) RR 


し た と ね お ねり で ある 。 遇 化 率 


山 は 把握 で きる 
RIA DHA 5 Deh 
— fit 50%. th 
ZO BEA? 5 HAY b Hie 
ERMDE TITIES © 
1) 
6 A148 CHSD, 
5, 恵まれ た 飼育 
場合 も 考え られ る 。 


KAI 
Cis FD 


化 最盛 


5 日 間 の 移動 踊 化 数 が 最多 を 7 ヵ 


ple る 方 法 が 採用 
取り 方 に つろ いて 吟味 し て みる 


ミ = は 73.0% CCA? 5 MED 


の 取り 方 に つい て は , GER 
され て いる 。 第 1 


示す 時 期 の 中 心 日 は 


目 化 最盛 期 の 死 虫 数 だ が か な り 高 いか 


条件 下 で それ は さら に 後に ずれ て くる 


2) 全 供 試 虫 数 に 対す る 50% MKAIt6 月 17 日 で あ 


i 
QO 某 
< i 
i; の 
5B, Peo yee a 
10r の | SUIOMEH 6 月 29 日 
日 8 約 13.7 日 
mM a この間 


まで の 生 虫 数 で , COSOMHUEAH SHS 6 
る が , と の 場合 も 1) と ほぼ ば 同じ と と が 考え 
化 最盛 護 の 決め 方 に つい て は 未 解 決 の 問題 が 
化 最盛 日 の 取 り 方 に よる ずれ は 比較 的 小さ い 


CieX=AtBTO 式 に ょ っ て 平均 映 化 最 
SB ac 

2 
CA, B, C の 説明 は 第 1 表 に 掲示 ) 


虹 化 最盛 日 と 予察 灯 の 最盛 日 と の 関係 上 
し て 取っ た 平均 由 化 最盛 日 は 6 月 15.3 
他 中 ば 6 月 690 上 に いう で と な る 0 次 に 
いて は 6 月 下旬 の 平均 気温 ( 当 防 除 所 昭和 2 

31 年 の 気象 資料 ) を 用 いて , 有効 


= 
alg 


月 15 日 で あ 7 
BiB. i 
多い が , HR 
OG, TCM 
BASX= 


式 で まう て で 平均 50 HELA STMEORDKo, | 


訪 の 9 


A, 平均 5022 if, 


遇 期間 に つ 
5 年 一 昭和 」 
柄 算 温度 の 


と 定 温 下 で 道家 (1936) OFT aA 


の 成績 と か ら お お むね 13 日 間 と 推定 し , ご 


れ を ゃ 上記 の 平均 遇 化 最盛 日 お よび 
化 旦 に 加え て 予想 最盛 日 と 
と れ と 予察 灯 の 最盛 
と お おり で ある 。 
予察 灯 の 最盛 日 が 6 月 29 日 で あっ 
て , 平均 刺 化 最盛 折 に よる 予想 最 


ES 


日 と の 関係 


E3950 ohh, 


(£58 1 MID. 


すなわち 昭和 32 年 の 場合 は , 


た の に 対 じ し 
盛 日 は 6 A 


— 


#10 1 
Si 


IA 50% WEA X= 
A Fa) © si 4 


A=5 


20 


eh 15 
CO tite cy RN ORRA CORK 


(aa K=-ATB TO 


BRC 


a 
Vill 5 10 


BA ORR EN 
じ 最 盛 中 心 日 (6 A 14 日) 


BE 


C=6 FIGH OAH (4 


tk 2 


て 中 


中 
es 


に 


対す る 50% WEA (6 417 B) 
数 含む ) に 対す る 50% 


WGA C6 月 15 A) 


下限 温度 10°C 


( 勝 双 に よる ) 


4 
20 


28.3 A, #34 50% YEA 
は 6 A298 CH iT, Wb A DS Py 
の 最盛 日 を 適 確 に 予察 する と と が で きた 。 ま 
た こと の 方 法 は 発 虹 最 盛 日 を 知る だ け で あぁ あれ | 
ば , 遇 化 最 夏期 を 把握 する だ け で 足り る の で 
前 半 の 遇 化 状況 を 調べ る だ け で 目的 を 達する 
NC GG I 

REREAD (LRM RRSEPST 
る 試み に つい て 当 防 除 所 の 1950~1956 (t 
わた る 7 か 年 の 予察 灯 資 料 か ら , OIE | 


に よる 予想 最盛 日 


ニー 
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DE ott BS i & 2 RM RR 

27 | 28 | 29 | 30} 7/1, 2| 3) 4 5 6] 7] 8] 9 | 10] 1 12] 13] 14] 15] 16] 17] 18] 19 | 20 
0/0|2}]21] 0 0 0 ON RN No oi ol Go ololo 0 
CN 67 | 69 | 69'| 69 | 69 | 69'| 69°] 69 | 0 za hn | 71 | 721-72 | 73 | 79-1 781 73 a 
Pa EeKGOr|-Orhedt 0, 1 PO O02 ii oF ON Ma, ook 
18 | 19 | 19 | 19 | 19 | 19 | 20 | 20 | 20 | 22 | 22 | 28 | 23 | 23 | 24 | 26 | 26 | 26 | 26 26 | 27 | 27 | 27 | 27 


WEA =6 715 


予察 実施 要項 に 基 つ いて , BK 


(B) 全 供 試 虫 炒 で 求め た 50% 踊 化 終了 日 一 6 月 17 E 


日, SOR SA CO 


PHU 50% 誘 殺 日 と 略す ) 239 LOGS KW T, 


に は 7=0. 81*, 50 


MOGEMSZTEEL, 
RSA + HERE AR 


|) 相関 係数 を 吟味 し た と と ろ , MEMES & Bee Ae OI 


2 BRA EOC 7=0.92* OF 
い 正 相関 が 認め ら れ た (第 2, 3 表 )。 と の 最盛 日 な ら び 
に 50% 誘 疫 日 等 と , 後期 発 潤 率 と の 間 に 高 い 正 相関 が 


さき に 述べ た 」 発 虹 最盛 日 三 遇 化 最 
の 関係 と も あぁ あわせ 考え れ ば , WER 
盛 期 と 後期 発 時 率 と の 間 に も 十分 信頼 し うる 回 帰 関係 が 


| 存在 する で あぁ ろう ぅ と と が 期待 され る 。 ま た 予察 灯 の 最 局 


AP 50% AAs, 判明 の 了 時期 が 遅 す ぎ て 実際 場面 の 


ぎ 『 祭 に 応用 し が た い が , 遇 化 最盛 期 を 予察 根拠 と すれ 
て 後期 発 戦 率 あ る い は 量 が 予想 
Ca&ZEBA SNS. ULDURBET LITEM EIR 
況 調査 成績 が 蓄積 され て いな い の で , と こと で は 7 年 間 に 
ね わた る 予 奈 灯 資料 の 年 々 の 最 夏 


ix, 224 & } 


か ら , RICH ROTH] (SA) を 減じ て , 
的 に 推定 映 化 最盛 日 と 推定 502 WALA C SRY, 
ERIE CO 相関 係数 , 回 帰 方 程 式 を を それぞれ 求 


た 後期 発 星 率 と の 


WWiGs (RICASE (19574 
OPE RD CAT. HTH 


を , また 推定 502 


za 


日 な ら び に 50% ARE 


Oi 
TAL 


ふら, SENWOREBAZE UIC 50% 誘 殺 日 を 用 いて 求め 
目 関係 数 , 回 帰 方 程 式 と そ を それぞれ 比較 
E) DATO COR HWE 
bmBE x ELT 
RD Tz REM ERO PBC, Aad UIC es (bk B 
AMEE ex & LICPRAICHEY 50% 
| BLASS CC, それ ぞ れ 理論 値 を 求め , 次 に 予察 灯 の 


旧作 の 502 BMA « CLDOKROK PSH 


| (0, Jee GOT 50% GAR 
| SROC, 両者 を を それぞれ 比較 検討 し た 。 そ れ ら の 結果 
1 2, 3 RD) CHS. 

SS, BRRICOU CIS, HEREH 
ORBA LIS —RLico HER 50% WEE 6 PART 
の 50% BMALS SLUMS Nic. FS ICE 


日 代入 し て 理論 値 


Be FHT 


係数 と に つい て も 上述 の 類別 に よっ て 比較 すれ ば , A 


者 は 


第 2 表 予察 灯 に よる 発 越 最盛 日 ある い は 推定 
遇 化 最盛 目 と 後期 発 峨 率 と の 相関 関係 


ear a (HH FEA 
al: as al fi 77 ER BR O(%) 
tele anes OF i fl 


0. 81* | y=15. 80+1. 58x] 61.1 


0.81 | y=36.424+1.58x} 60.2 


BSR YRITICKS 50% BMAS SW lise 


5076 HI HL & IM FERR & & ABEBI LR 

oe (SFE 

pS 8 EMR) om ae eC) 

fs sls Se D FSH fel 
50% # FL OE EV = RO ee NO 
HEE 5076 WH (6 A 0. 92** | y=32. 55+2. 23 68. 2 


全く 平行 的 な 関係 を 示 じ てい る 5。 
次 に と れ ら 両 予察 式 の 理論 値 間 の 誤差 る 1957 OR 
合 は きわ め て 僅少 で あっ た 。 ま た 後期 発 虐 量 の 理論 値 Y 
は 1 化 期 6 月 20 上 日 まで の 誘 殺 数 を x′, 予察 式 か ら 得 られ 
た 後期 発 潤 率 (96) OBIE Y’ と し て マー 
x100-2' PHROMELW.. UiZdsoT 1957 AOC 
& 6 WAKO 6 PANT O eH A DET PEC A Tz 
場合 ば, で の 方 法 に よっ て 予 奈 灯 の 最盛 日 な ら び に 50% 
誘 殺 日 を 使用 し た の と ほぼ 同じ し 程度 に , 後期 発 戦 率 あ る 
い は 量 を 遅い と も 田植 最 夏 期 に 予想 する で と が で きだ は 
ず で あぁ ある 。 ま た 将来 遇 化 状況 調査 を 蓄積 し て ゆけ ば , そ 
の 実測 値 に 若い て 後期 発 戦 率 あ る い は 発 戦 量 の 予察 法 を 
HEXLSTSCEMBCRSECHAI. CDYRK A SSEE 
の 誤差 (72 と は ば 予 宗 灯 の 最盛 団 を えと 7 っ 予 祭 式 の 理 
論 値 と 実測 値 と の 誤差 程度 〕〉 は 当然 考え られ る か ら , 導 
ず し も 絶対 的 な 予察 法 で は な い が , 一 応 の 傾向 を つか 
と と は で きる だ ろう 。 ま た 従来 の 統計 的 な 方 法 に 直接 対 
祭 下 の 発育 速度 か ら 導 か れ た 傾向 を 加味 し て ゆけ ば , さ 
ら に 予 宗 精度 を 高め る こと が で きる の で は な か る ID, 
と の 予察 法 の 適用 可能 な 地域 を 知 ろ ち う と し て , 愛媛 県 下 
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BAR 予察 灯 の 発 星 最盛 日 な ら び に 50% BRALRMAME t OBA 


ge pas) eeeR | OU | Um | ee | ee | OS 
3 WM HO A 0. 82** 0. 77* 0. 39 0.67 ~0.01 0. 81* 
50% #% ® A 0.97% | 0. 96** 0.73 0. 80* 0. 93** 0. 92** 
Rs Fores! 10 | of 6 8 7 7 
資料 の 統計 年 数 | (1947~1956) (1950~1956) | (1951~1956) | (1949~1956) | (1950~1956) | (1950~1956) 
6 か 所 の 予察 灯 資 料 に つい て 最盛 日 な ら び K 50% GR X ODER ERI 73% で あっ た 。 遇 化 最盛 目 記 は 一 


日 と 後期 発 星 率 と の 相関 係数 を 調べ た が , その 結果 は 第 
4 表 の と お り で ある 。 
宝 歴 ぉ よび 北宇和 両 防除 所 を 除い て 。 いずれ る も 有意 な 
高い 正 相関 が 認め られ る 。 第 4 表 の 観察 地点 は ほぼ ば 本 県 
の それ ぞ れ の 地域 を 代表 し て いる と 見 な すこ と が で きる 
カ から 愛 謙 県 で は お お な ね こと の 予察 法 適 用 の 可能 性 が ある 
よう に 考え られ る 。 

さら に 第 3 表 に よる と , 最盛 日 より も 50% BRAD 
ほう が いす ずれ も より 高い 正 相 関 を 示 じ てい る 。 で の ご と 
か ら 将 来 確立 され る の で あろ 3 日 別 痛 化 状 況 調査 に 基く 
RFR OP SES, 遇 化 最盛 日 っ 予察 灯 の 最盛 日 
後期 発 剛 率 ある い は 量 の 関係 より 8, むしろ 50% site 
A> PAK D 5076 誘 林 日 っ 後期 発 歳 率 あ る い は 量 の 関 
係 の ほう に より 精度 の 高い 予察 法 が 確立 され る も の と 期 
待 さ ざれ る 。 


摘 
ニカ メイ ガ 越 幼虫 の 遇 化 最盛 期 か ら 予察 灯 の 最 感 日 
ね よび 1 化 期 発 地 率 ある い は 量 を 予察 する と と を 試み た 
結果 を 報告 し た 。 


1). 1 ユ 化 期 予察 灯 の 誘 殺 源 と し て 高い ウェ イト を 持つ 


で 飼育 し た 。 


Summary 


The Experimental Method of Forecasting the Occurrence of the 
Rice Stem Borer in the First Generation I. The Method 
to Forecast the Peak Date of Moth Appearance and 
the Population of the Moths Emerging in the 


Later Period of the First Generation 


By Yasunaga SEIKA 
Minami-uwa Station for Protection of Insect Pests and Plantdiseases, 


Ehime Pref. Exp. Stat., Miso, Ehime Pref. 


SSE aa bE Bs KOSI 50% WEA SERA Lice 
2) Joba 15.3 A) と , FH 50% MEA 
(16.0 A) it, HEHE] (13 日 間 ) 2A te YAR 
日 は 予察 灯 の 最盛 日 と よく 一 致し た 。 ) 
3) 予察 灯 の 1 化 期 後期 発 峨 率 と , 発 峨 最盛 日 な ら の 
に 50% 誘 殺 日 と の 間 に 正 の 高 相 関 が 認 め ら れ た の で 
予察 灯 の 最盛 日 な ら び に 50% FRA DS Hee eS 
REC, FEE ERA Lc, HERE 50% HAE & oRD, 
CAVe RIA FEI ¢ OTHE, (RRS RD, 次 に と の 7 
FRAD (x) fAlChisak Dic Feb ¢, 平均 5 
WEA & 4 CCH RD CPE T SHE RA 
ee 

CORR, (41) HEEWE(LEHRA 2 (x) と し た 場合 
は 予察 灯 の 最盛 昌 を (xz) CULRBAL, KicHee 50% 
WEA % (x) と し た 場合 は 50% 誘 殺 日 を (x〕 CU, 
た 場合 と 全く 等 し い 相関 , 回 帰 係数 が 得 ら れ た 。 (2) 
また 上 記 と 同様 な 比較 で は 予察 式 相互 の 理論 値 の 誤差 る 
1957 年 の 場合 きわめて 少な パ で の 予 奈 法 で よう で 34 
宗 灯 の 最盛 日 と よっ た の と ほ ば 同じ 程度 に , 後期 発 星 半 
ある い は 量 の 予想 が 遅く と る 田植 最盛 期 C で きそう で みあ 
Bo (へ ハ へ) お ぉ お むね 愛 媛 で は 全 県 的 に と の 予察 法 が 適用 | 
で きそう で , 特に 推定 50% WEA CHirclt 50% WAVE) 
日 〕〉 に 期待 が 持て そう で ある 。 


1958 年 6 月 


This is an account of studies on forecasting the 
peak date of moth emergence and the population 
of the moths appears in the first generation, 
especially in its later period, by knowing the 
peak of pupation under room condition. The 
results obtained are as follows: 

1. The peak date of moth appearance can be 
considered from two points; one is the average 


date of pupation and the other is the date when 


} 50 per cent of total moths have emerged. But 


these are generally close to each other. 


2. It was ascertained that the peak date of 


' pupation of the larvae which were kept under 


room condition came about 13 days prior to that 
of moth emergence which was shown by light 
Therefore, 


trap. from the relationship above 
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mentioned the peak date of moth appearance can 
be forecasted. 

3. As there is a considerable high correlation 

(7=0. 81*~0. 92**) between the rate of moths 
appeared in the later period (after June 21) mot 
the first generation which causes the actual dam- 
ages on the rice plant and the peak date of 
moth appearance as well as the peak date of 
pupation, the former can be forecasted by know- 
ing the latter. It may be added that the number 
of moths appear in the later period will be calcu- 
lated from the rate of moths captured before 
June 21. : 

4. In Ehime Prefecture, these methods seem 


to be successfully applicable. 


ey 


ALM KORE RO fF 

Sounzzet, C. A., S. D. Bzaox and J. T. Mupier 
(1957) Nutrition of plant-sucking Hemiptera. 
Science 125(3245): 444~445. 

WIN He BR D fia) SUL PEIN MIT OHEDS HO, 特に 
BM BSZORAR LB 5TH 4, ALMA ICKESZR SE 
lpi TUL PAD Pane AF a VOLIBSO CH 
RULTOSB, FFFAYPCIVYAMPALAYEAT 
は まだ 完全 に 飼育 され た も の は な い 。 

著者 ら は 以前 か ら 史 収 性 慣 虫 の 人 工 飼 料 に よる 飼育 を 
BAD, 大 部 分 の も の は ほとん ど 不 可能 で あっ た 。 本 
報 で は 従来 の 方 法 と は まっ た く 異 っ た も の で , MET 
WH, 粉 状 また は 半 固 体 で あら る 。 飼料 の 組成 は 次 に 示す 
も の で ある 。 


ag j 類 6. 25 gr 
A 性 Rw 6. 25 gr 
カゼ イン ソー タ 6. 25 gr 
= 8 BA ik 1.25 gr 


録 
IvVAFU-w 0.25 gr 
無 機 Tit 0.50 gr 
me Bt BD FR 5. 00 gr 
蒸 ta! 水 15.00 gr 


と の 飼料 で カメ ムシ ン 料 の Euschistus variolarius 
(P. DEB.) お よび カメ ムシ 料 の Oncopeltus fasciatus 
(Darras) を 飼育 し た 結果 , 両 種 と も 卵 か ら 成 躍 ま で 達 
し た 。 し か し その 発育 は 植物 で 飼っ た 場合 に 比べ さて 非常 
(RE 

さら に と の よう な 人 工 飼料 に よる 飼育 に お に て 考慮 さ 
れ な けれ ば ば ならない に こ と と は 食餌 の 物理 的 , 化学 的 な 面 で 
ある 。 人 工 飼料 で は 摂 食 が 非常 に 少な く 。 その 原因 と し 
て 酵母 中 に 含ま れる 未知 の 誘引 的 な 物質 が ある と と と , 
塩化 コリ ン が 忌避 的 作用 を 示す と こと が あげ られ る 。 ま た 
FO SHRIEK ODS, AW, 果糖 , HERES 
Or DILGEITED ate 


SKRMLEROMROMEDSIE HICH <, 特に 0. 
fasciatus; CB Wake ( 農 技 研 三田 久男 ) 


Studies on the Diapause in the Planthoppers 


Effect of Photoperiod on the Induction and the Completion 


of Diapause in the Fourth Larval Stage of the Small 


Brown Planthopper, Delphacodes striatella FaLLin 


By Ryoiti KisiuoTo 


Entomological Laboratory, Kyoto University 


INTRODUCTION 


The small brown planthopper hibernates 
as the 4th instar larvae among weeds grown 
near the paddy fields, and the adults appear 
in early spring. A short day length, e. g. 
8 hours, during the whole developmental 
period induces a retardation of development 
in the 3rd, 4th and 5th larval stage, espe- 
cially presenting a clear elongation of the 
4th larval period CMIyaKeE, 1932, 1951: 
KisiMoTo, 1956). But, the arrest of develop- 
ment in the 4th larval stage which is con- 
sidered to be a true diapause (MIYAKE, 1932 
etc.) is never sustained for such a long 
period as usual in other insects entering 
diapause in the egg or pupal stage. In fact, 
even in a short day length of 8 hours the 
4th moulting occurs gradually among the 
insects considered to be in diapause and 
after a certain duration of the 5th larval 
stage adults emerge, showing a large varia- 
tion of developmental period. It was also 
revealed that the growht was accelerated 
whenever the larvae kept under a short 
photoperiod were transferred 
photoperiod (KisimoTo, 1956). 

Dendrolimus pint which hibernates as larva 
displays the similar diapause (DANILYEVSKY, 
1948; GAYSPITZ 1949; Legs, 1955). The 
arrest of growth remains under the imminent 
control of day length throughout the period 
of dormancy, and growth is again resumed 
if the diapausing larvae are kept in ap- 
propriate photoperiods. 


to a long 
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The diapause in the larval stage seems to 
differ from the ordinary cases, not confining 
itself to certain Lepidoptera. But details of 
the phenomenon are remained to be solved. 

The author acknowledges: the advice of 
Prof. S. Utida of this laboratory. 


METHODS 


Larvae were put into test-tubes (2cm in, 
diameter and 17.5cm in length) within 24 
hours of hatching with a leaf blade or a: 
seedling of rice plant in each for food. A\ 
few drops of water were poured into each: 
tube. Food and container were renewed: 
every few days to avoid the wilting of the: 
food. In most cases the number of larvae: 
per tube was 5 individuals and no harmful 
effect of overcrowding was found. Long 
photoperiods over the natural day length 
were supplemented by artificial illumination. 
As ordinary in many cases, high tempera- 
ture, such as 30°C, prevented the onset of 
diapause. So the rearing was carried out in 
a glass house of a constant temperature of 
20~22°C. The intensity of light employe 
in supplementing the natural day lengt 
seems to be appropriate for the photoperio 
response. Other technique in detail will be 
given in each case. 


| 
‘RESULTS 


The effect of photopericd on the onset op 
diapause. Seven series of different day 
length were made, namely 0, 4, 8, 10, 12, 14 
and 24 hours of illumination per day. The 
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Feand the 
similar to the ordinary cases, namely short 
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4 36 40 50 
100 
50 
0 10 20 (days) 
Days after the eginning 
Fig. 1. Accumulated percentage moulting 


curves of each instar and emergency 
curves in various photoperiods at 20~22° 
C. The rearing was stopped at the 50~ 
60th day of beginning. 


rearing was started on June 26th to 28th 
1956. The accumulated curves of percentage 
moulting of every instar obtained in each 
series are shown in Fig. 1. The rearing was 
stopped at the 50th to 60th day from the 
then the trends of onset and 
completion of the diapause in each photo- 
period having been well shown. The mor- 


_ tality was almost negligible. 


The relationship between the photoperiod 
incidence of diapause is rather 


day lengths ranging from about 8 to 10 
hours induce 100 per cent diapause, over and 
below this range the incidence of diapause 


), falis. The decrease of the incidence of dia- 
| pause is abrupt from 10 to 14 hours day 


length and no diapause is found in long day 
lengths over 14 hours. A clear-cut distinc- 


“tion can not be made between diapausing 
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100 
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50 


Diapause 


0 4 8 


We, 


Photoperiod hours per day 
Fig. 2. The effect of photoperiod on the 


induction of diapause at 20~22°C. 


and non-diapausing larvae in the day lengths 
of 0, 4 and 12 hours, the 4th moulting and 
the emergency curves overlapping from a 
non-diapausing range to diapausing one. 
But if a tentative discrimination is made at 
20~21 days after the beginning of rearing 
when all adults finished to emerge in long 
days of 14 and 24 hours, the relationship 
between photoperiod and the percentage 
incidence of diapause can be shown in Fig. 
an 

The general pattern is similar to the ex- 
amples studied by several workers (DANI- 
LYEVSKY, 1948; Dickson, 1949; Tanaka, 1950; 
Way, & Hopkins, 1950; LEES, 1953; OTUKA; 
& Santa, 1955; etc.), but differs in several 
points. The incidence of diapause falls 
promptly at a photoperiod of 12 hours, which 
is shorter than the examples obtained by 
the former workers. An elongation of the 
developmental period is found to occur from 
the 3rd instar larvae and the elongation is 
clearer in photoperiods of 4 and 12 hours 
which induce a partial diapause than in 
photoperiods inducing a 100 per cent dia- 
pause. Of course, the larvae having longer 
period in the 3rd instar enter diapuse in the 
Ath larval stage and the non-diapausing 
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larvae have shorter period in the 3rd instar. 
Therefore, the 3rd moulting curve of the 
shortest duration is found, paradoxically at 
first sight, in a photoperiod of 8 hours, 
those in 14 and 24 hours photoperiods being 
left out of consideration. In other words, 
the variation of the 3rd larval duration is 
least in a photoperiod inducing 100 per cent 
diapause. A little difference is shown even 
between photoperiods of 8 and 10 hours. 

The incidence of diapause of the individ- 
uals emerged after 20~22 days from the be- 
ginning in 0, 4 and 12 hours illumination is 
shown also by the fact that some brachyp- 
terous males appeared. The appearance of 
the brachypterous male was considered to 
be a characteristic of the individuals experi- 
enced the diapause (KISsSIMOTO, 1956), and 
in fact, no brachypterous male appeared in 
photoperiods of 14 and 24 hours. 

The 4th instar larvae entered diapause do 
not become completely inactive but their 
motion becomes a little slower and show a 
trend of resting on dried parts of food. 
The feeding and excretion decrease which 
is clear from the fact that the food and 
container are kept fresh and clean for longer 
time than those with the non-diapausing 
larvae. The non-diapausing larvae can not 
endure for a long time on dried food. A 


dark pigmentation can be found in most of 
the diapausing larvae. 


The larvae in diapause begin to moult 
gradually after a certain period of arrest of 
development even under the constant condi- 
tions of temperature and photoperiod which 
are appropriate in inducing the diapause. 
After a certain period of the 5th larval stage 
adults emerge. In this case no special agent, 
such as a low temperature, is necessary for 
the completion of the diapause, at least 
concerning the intensity of the diapause in 
the present case. 

The sensitivity to photoperiod during the 
4th larval stage and the effect of high tem- 
perature for the completion of the diapause. 
The larvae which entered diapause under 
the conditions of temperature of 20~22°C 
and photoperiod of 8 hours were put under 
0, 4, 8, 12, 14, 20 and 24 hours photope- 
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riods at 20~22°C and 30°C within 24 hours 
of the 3rd moulting. The larvae were offered 
seedlings of rice plant. ‘The rearing was 
started at 20th to 22nd, July 1956. The 
accumulated curves of the percentage 4th 
moulting and emergence are shown in Fig.: 
ae 

The 4th instar larvae considered to be in 
diapause retain their sensitivity to photo- 
period, as shown in Fig. 3. As already 
stated, the larvae in diapause resume the 
development sooner or later under the present 
condition, the sensitivity to photoperiod is 
to be shown by the duration necessary for 
the completion of the diapause. The genera’ 
trend is similar to that of the former ex- 
periment, that is, the photoperiod shows @ 
similar effect on the completion of diapause 
to that on the induction of diapause. The: 
average duration of the 4th and 5th instar’ 
larvae were longest in a photoperiod of 8} 
hours per day and decreased as daily photo-. 
period is extended or shortened. Under: 
continuous illumination the variation of the 
4th and 5th larval periods became least of 
all. In complete darkness also the acceler- 
ation of development was clearly observed. ; 
The duration of the 5th larval stage was also: 
under the control of the photoperiodism., 
the 5th larval period being longest in a 
photoperiod of 8 hours among all photo- 
periods and decreases as the photoperiod is 
extended or shortened. The average dura- 
tions of the 4th and the 5th larval stage i 
each photoperiod are shown in Table 1.. 
The durations in photoperiods of 4, 8 an 
12 hours at 20~22°C in which the 4th an 
the 5th larval periods extended clearly were 
to be underestimated as the mortalities wer 
considerable among the individuals having 
longer developmental period. The larvae 
which died before emergence were found tc 
be well fed and in fact much swelled. 

At 30°C the 4th and the 5th larval period’ 
are shortened in considerable degree i 
comparison with those at 20~22°C in eact 
photoperiod. But the response to the differ 
ent photoperiods was similar to that at 20~ 
22°C, namely, the duration of the 4th larv 
stage is extended in photoperiods of 4, 


ist 
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ewe 
Table 1. Average durations of the 4th and the 5th larval stage and mortalities 
in various photoperiods. The larvae used were reared in a photoperiod of 
8 hours per day until the 3rd moulting at 20~22°C. 
photoperiod | 20~22°C 30°C 
per day 4th 5th mortality 4th 5 th mortality 
oes 15.2% 6.1% 78 6.9 3.2 3.3 
4 20. 4 cal S209 92 oad 6. 6 
8 27.8 16.4 Sie 10.9 3.4 0.0 
12 25.8 (ES) 20. 0 10.0 Ba) 6.6 
14 1.1 5.8 hed 5. 6 3.9 Last 
20 14.6 6.0 Pigs) 6.4 346 10.0 
24 9.9 ay) 5. 0 sie) Shall Sole 


and 12 hours and decreased as the photo- 
period is extended or shortened, reaching 
the minimum in permanent illumination. 
At 30°C, however, the 5th larval stage is 


- not under the control of the photope riod in 
- every photoperiods, showing a uniform fig- 


ure. It is supposed that the 5th larval stage 


is completely out of the diapause state, at 


least 3.1 to 3.9 days are the minimum value 


of the 5th larval period which had been 
obtained during the successive rearing. 

An irregularity in the trend of response 
to photoperiod was found in a photoperiod 
of 20 hours, that is, certain larvae show a 
longer 4th larval period than that in the 
others at both rearing temperatures. The 
reason for this fact is not assumed. 

Interrelation between the 4th larval period 


20 


Days after the 3rd moulting 
The effect of photoperiod on the completion of diapause at 20~22°C and 
30°C. The diapausing larvae used were reared in a photoperiod of 8 hours 
per day at 20~22°C. 


Fig. 3. 
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and the 5th larval period in various photo- 
periods at 20~22°C. It was shown in the 
preceding chapter that the 5th larval period 
is also under the control of the photoperi- 
odism as well as the 4th larval period at 20 
~22°C. The interrelation between the 4th 
and the 5th larval period was taken indi- 


vidually in each photoperiod. ‘The result 
is shown in Fig. 4. 
fays) 
40. 
ag 30 > 
rE 
Vv 
ce 30 b 
is") e 
> ag o2 
pein 2m 
ce °° 
EY om: ie eco, ® 
Ra R xno mM Ke 
2 yg, . oh * 
0 10 20 30 10 50 60 (days) 70- 
4th larval period 
Fig. 4. Correlation between the 4th larval 


period and the 5th larval period of the 
diapausing larvae reared in various photo- 
periods at 20~22°C (c. f. Fig. 3). 


Most larvae in photoperiods of 0, 16, 20 
and 24 hours have the 4th larval periods 
concentrated in a range from 7 to 15 days, 
which is longer than those of the non-dia- 
pausing larvae at this temperature. The 5th 
larval period is also concentrated in a range 
of 4 to 8 days, a little longer than that of the 
non-diapausing larvae. In the non-diapaus- 
ing larvae the ratio: 4th larval period/5th 
larval period is 0.67~0.70, namely, the 5th 
larval period is longer than the 4th larval 
period. But in the diapausing larvae the 
ratio is in the least 1.87 in a photoperiod 
of 24 hours in which the diapausing larvae 
complete the diapause most promptly. In 
other photoperiods the ratio exceeds this 
figure. 

In photoperiods of 4, 8 and 12 hours the 
4th larval period shows a large variation as 
mentioned above. However, the 5th larval 
period is not necessarily elongated with the 
4th larval period, namely, most larvae in 
photoperiods of 4 and 12 hours and those 
larvae which have the extraordinarily long 
4th larval period in a photoperiod of 20 


Vac IS Oey. 2: 


hours present 5th larval period in a range 
of 8 to 11 days. A clear elongation of the 
5th larval period is shown by. most larvae 
in a photoperiod of 8 hours and about a 
half of the larvae having longer 4th larval 
periods in a photoperiod of 4 hours. In 
extreme, the 5th larval period become 
equivalent to the 4th larval period. No ex- 
ample that the 5th larval period much ex- 
ceeded the 4th larval period was found. 

The effect of the night break. ‘The effect | 
of the night break, a short interruption of 
the dark phase, was studied under the simi- 
Jar conditions of the preceding experiments, -— 
namely, a photoperiod of 8 hours at 20~— 
22°C. Eight hours after the beginning of | 
the dark phase 1, 5, 20, 60 and 120 minutes” 
of illumination was given every day from 
the beginning of reaing. But no effect of 
the night break to prevent diapause was 
found. 


DISCUSSION 


The general pattern of the photoperiodism 
in the induction of diapause obtained in the 
small brown planthopper is very similar to 
that in several other arthropods. But in © 
detail several differences are found. The 
optimal day length for the onset of diapause 
is narrower and a little shorter than those 
obtained in Acronycta rumicis (DANILYEV- 
SKY, 1948), Grapholitha molesta (DICKSON, 
1949) and Barathra brassicae (CUcHIDA & 
Masaki, 1954: OTUKA & SanTa, 1955) and 
others. In the present case, a photoperiod 
of 12 hours prevents diapause in about 33 
per cent of the larvae. The fact means that 
the small brown planthopper can display a 
normal development until the autumn equi-. 
nox, a little later than in the preceding 
examples. 

The developmental process of the diapaus- 
ing larvae completely overlaps to that of the 
non-diapausing larvae. No clear discrimi- 
nation between the diapausing and the non- 
diapausing larvae can be made, at least 
through the developmental period. Never- 
theless the incidence of diapause is clear 
especially in those larvae which have larval 
periods of over two months. 
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Moreover, the sensitivity to the photope- 
riod ‘is sustained in the 4th ‘larval stage 
considered to be in diapause and the larvae 
respond to photoperiod in the similar way 
to that in the induction of diapause. A 
high temperature of 30°C which prevents 
the larvae to enter diapause is also respon- 
sible for the completion of diapause though 
varying with photoperiod. But even the 
longest 4th and 5th larval period which was 
realized in a photoperiod of 8 hours is a 
same order of that in long photoperiods of 
over 14 hours at 20~22°C. 

These facts may lead us to the conclusion 
that the arrest of development in the 4th 
larval stage is not a real diapause but merely 
a photoperiodically suspended development, 
so to speak. However, the facts that the 
insect hibernates as 4th instar larvae, shows 
a clear elongation of the 4th larval period 
in a short day length and spasmodic feeding 
during the period, and also have cold- 
hardiness at 0°C (unpublished result) etc, 
seem to be enough for concluding that the 
arrest of development is due to the diapause. 
The present result offers an example to show 
the difficulties in distinguishing the real 
diapause from the facultatively suspended 
development. Lees (1955) said that the 
definition of ‘diapause’ and ‘quiescence’ of 
Shelford (1929) was no longer wholly appro- 
priate, and presented an example of Den- 
drolimus pini (GAYSPITZ, 1949, 1953) showing 
the difficulties of distinction between the two 
types of arrest. The present result is another 
example and may be one of many examples 
remained to be solved. 

Whether or not a more profound diapause 
is induced by other environmental factors 
such as low temperature or food shortage, 
and if obtained, whether such diapause needs 
a low temperature for the completion are 
in the course of experiment. 


SUMMARY 


The effect of the photoperiod on the 
induction and the completion of the diapause 
in the 4th larval stage was studied at 20~ 
22°C with the small brown planthopper, 
Delphacodes striatella FALLEN. 
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1. 100 per cent diapause was induced in 
a short day photoperiod ranging from 8.to 
10 hours. The incidence of diapause falls 
rather abruptly as the duration of illumina- 
tion shortened or extended over this range, 
reaching 100 per cent non-diapause in photo- 
periods of over 14 hours illumination. But 
in complete darkness the percentage diapause 
was about 18 per cent. 

2. The diapausing larvae never continue 
to be in the arrest of developement indefi- 
nitely in conditions of temperature , and 
photoperiod inducing the diapause. The 4th 
moulting and emergence occurs ranging from 
a few days to a few months after the onset 
of diapause. 

3. The diapausing larvae retain their 
sensitivity to photoperiod. The general trend 
of the effect of photoperiod on the comple- 
tion of diapause is similar to that of the 
induction, the emergence being performed 
uniformly after 2 to 3 weeks in a long day 
photoperiod at 20~22°C. 

4. At 30°C the completion of diapause 
was accelerated though varying with the 
photoperiod subjected. 

5. In spite of these facts which are neg- 
ative for considering the present type of 
arrest as the true diapause, some other 
affirmative attributes are presented. Diffi- 
culties for a clear-cut definition of the 
diapause was discussed. 

6. No effect of the night break from 1 
to 120 minutes was obtained. 
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IT. tx bUEDVY AD 4ABMRMIcIU る 休眠 の 誘起 


WkOPHKITIA EK 


ID) 1 Ss hp 2 ンカ 幼虫 を 初 令 か ら 20~22°C で 種々 
な 上 日 長 の 下 に 飼育 ES 

2) AEDs 8~10 時 間 で は 休眠 率 は 100% に な る が , 
日 長 が この 範囲 か らち ら は ずれ る と 休眠 率 は 減少 する 。12 時 
間 で は 約 3526 の 非 休眠 個体 を 生じ し , 14 了 時 間 で は すでに 
100% 非 休眠 と な る 。 全 期間 暗黒 状態 で は 約 182% の 休 
RE tSS (第 1 図 , 第 2 図 )。 

3) 休眠 し た 個体 は 4 令 期間 が 延び る が , 同じ 条件 下 
で も 徐々 な が ら 発 育 し , 4 令 期間 の 個体 変異 は 非常 に 大 
きい 。 休 眠 個 体 と 非 休 眠 個 体 と の 区 別 は , 少な く と も % 発 
育 日 数 か ら は 明 上 特に は つけ に は せい 。 

4) 休眠 に 入っ た 幼虫 る 日 周期 に 対す る 感受 性 を る っ 
て お り , 長 昌 や 極端 な 短 日 下 で は 急速 に 発育 を 始め , か 


— 


ば ぼ す 日 長 効 果 


な り 斉 一 な 羽化 が 見 られ る 。 最 も 長い 休眠 状態 は 休眠 誘 " 
起 に 好適 な 日 長 下 で 維持 され る 。 と の よう な 場合 で は 5 
令 期 間 も る 長く な り , 4 令 期 間 と 匹敵 する ほど に な る 個体 7 
も 多く な る (第 3 図 )。 

5) ERICA steph 30°C OL 5 BA MITIIIT 
Rie HA SL, AAMT E os CEDRODBH SD, 
発育 は 促進 され , 斉一 な 羽化 が 見 られ る (第 3 図 )。 

6) 8 時 間 日 長 下 で , 暗黒 相 を 1~120 分 間 破 っ た が , 
休眠 誘起 を 阻害 する 効果 は な か っ た 。 

7) ヒメ トビ ウン カカ 幼虫 て で お ける 休眠 は 他 の 種 の 卵 や 
皮 に お ける 休眠 と は 様相 を 異 て に し て いる 。 こ と の よう な 型 
の 休眠 で は HERD 定義 は 再 検討 する 必要 が ある と 思わ 
れる 。 


抄 


erythomycin お よび 他 の 数 種 の 拡 生 物質 
に よる ミツ バチ 腐 靖 病 の 防除 

WiLsox, W. T. and J. O. Morrerr (1957) The 
effect of erythomycin and other antibiotics on the 
control ,of European foulbrood of honeybees. ay 
Econ. Ent. 50(2): 194~196. 7 

< Y AF OF (European foulbrood) の 防除 に 
sulfathiazole が 有効 で ある と と が 発見 され て 以来 , 薬 
品 や 抗生 物質 で と の 病気 を 防除 Ud うと の 試み が 行わ れ 
で きる て いる の 
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ある glymycin を 用 いて 腐 療 病 の 防除 を 行っ た と と ろ 
BWeLDTCE DDD. NO 
び penicel は 防除 効果 ほとん ど な パ く , 
cycline, streptomycin-penicin は 相当 程度 の 防除 効果 
を 示し た が , erythomycin は 最も すぐ で どれ て お り , pO 
ミツ バチ に 対し て 無害 で あぁ あり, その 製剤 の glymycin は 
使用 に 便利 な 形態 で ある 。 な 蜂蜜 中 に とれ ら の 抗生 物 
質 が 貯え られ る 危険 性 を さけ る た め に , 初期 の コロ ニー 
に 対し て 予防 的 に 用 いる の が 良い 方 法 で あろ 3 。 
CREWE 湯 嶋 健 ) 
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Intake of Food during Hibernation of the Rice Stem 


Borer, Chilo suppressalis WALKER! 


By Kiyoaki Koipsumi and Kiyoshi Makino 


Biological Laboratory, Gifu University, Nagara, Gifu. 


INTRODUCTION 


The hibernation of the larvae of the rice 
stem borer, Chilo suppressalis WALKER has 
been realized in general to cover a period 
of 8 months from November when the rice- 
plant is mowed to June of the next year 
when they transform into pupae, since it 
appears that the food is not ingested and 
the activity and development are arrested 
throughout the above-mentioned period be- 
cause of the inadequate nature of the food 
and the unfavorable condition of the habitat 
induced suddenly by the mowing. It has 
been observed, however, that in this animal 
the true dormancy characterized by inanition 
seems to occur during only a part of the 
hibernation period extending from the be- 
ginning of January to the middle of March. 
The larvae take food rather vigorously at 
least during certain periods after the autumn- 
mowing and prior to the pupation. 


OBSERVATION AND DISCUSSION 
Hi- 
two 


Temperature and gnawing activity. 
bernating larvae were divided into 
groups, each consisting of 20 individuals of 
large and small body-sizes. They were placed 
individually into the stem of fresh dried 
rice-straw. The straw was exchanged every 
week and the larvae which produced prints 
of biting in the stem were examined from 
the beginning of November to the end of 
April of the following year. The result is 
given in Fig. 1. 

The biting activity is observed in almost 
all of the individuals from the beginning of 
November toward the beginning of Decem- 
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Fig. 1. Number of active larvae of Chilo 
suppressalis in biting the dried rice- 
straw during the hibernation period 
(Left ordinate: A=Young larvae B= 
Old larvae C=Total number) and 
the daily minimum air temperature 
(Right ordinate: D). 

ber. The number of active larvae then 
decreases abruptly to a minimum level from 
the beginning of January. The level contin- 
ues to March. But from then it rises to its 
former level, and from April all the insects 
show the activity throughout the remainder 
of the hibernation period. Though the 
number of the active individuals is greater 
in large insects than that in small ones, the 
seasonal trend is completely the same. 

There is a positive correlation between 
the number of larvae showing the gnawing 
activity and the air temperature throughout 
the hibernation period, except in the mid- 
winter during which the relation is some- 
what obscure. 

Examination of feces and alimentary canal. 
The larvae which left gnawing prints in the 
stem of rice-straw always excrete fecal 
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materials from the anus. It has been found 
microscopically that the straw tissues which 
were reduced to a particular degree of fine- 
ness are always contained in the excrement. 
Some triturated particles of straw can also 
be examined in the content of all the parts 
of alimentary tract, if the straw is supplied 
after being stained with any dyes, for ex- 
ample, with neutral red. 

The amylase test is always positive in the 
stomach of the larvae. The reaction in 
which reducing sugars are produced by 
decomposition of starch can be seen by 
adding the crushed tissues of mid gut to the 
starch solution. 

Some extrusions of globules from the inner 
ends of the epithelial cells of stomach were 
observed in histological sections, though they 
are not so conspicuous as in the feeding 
period. Whether the formation of the glob- 
ules represents the process of secretion from 
or disintegration of the ventricular cells is 
not clear at present, nevertheless it may be 
said that it has a close time connection with 
the process of secretion of digestive fluid 
from the related cells. 

From these observations it may not be 
unreasonable to conclude that the phenome- 
non of biting substances of the overwintering 
larvae is not a mere biting which seems to 
be an expression of the so-called “play 
instinct,” but represents the true ingestion 
of food where the gnawed substances are 
taken into the alimentary canal where some 
parts of them are digested and probably 
absorbed, so far as the substances bitten are 
foods. If the hibernating larvae are placed 
in a test tube, the material used for the 
stopper such as cork, paper or cloth is also 
vigorously gnawed, but such substances may 
not be digested, even if they are taken into 
the stomach. 

It seems certain that the digestion and 
absorption of food during hibernation period 
are not so remarkable as to induce further 
development of the larvae. But during the 
period of about one month followed by the 
autumn-mowing of the rice-plant the feeding 
activities are exceedingly lively, and ‘their 


body weight shows either continuous or 


Wk, BIND, 7 
Table 1. Examples showing the changes in 
individual Lody weight (mg) during 


feeding phases of hibernation period of 
larvae of Chilo suppressalis. 


Sse Individual) D 
Date). sg A B Sc 
Nov. 1 57.5 64.9 | 75.8 | 84.3 
/ 8 6723 WS | WEB 92.6 
Wp Ws) (pi 80.0 | 93.8 79.8 
ie WR 70.3 84.8 89.5 
w =29 Tas BV. 80.8 81.9 
Dec. 6 81.3 Sila) NG 65.6 
me 8} る 2 93.7 2 (ous 
—_ Individual 
Date ee if IE TL W 
May 2 46,1. | 53.8 | 71.6) Sieg 
/ 12 Bila) 41,5 60. 6 HANS 
1 22 31.8 37. 4 49,2 66. 7 


temporary increase (see Table 1). 

The vigorous autumn feeding, no doubt, 
will take some part in the accumulation of 
the body substances for the preparation of | 
overwintering. On the other hand, spring 
is not accompanied by an increase in the > 
weight of the insects but by a constant 
decrease, though they are then as active in 
biting as in autumn. According to our pre- 
vious investigations (Korpsumti, 1951, 1952, 
a, b, 1953) the increase in the water content | 
of the body is a factor in the breaking-up 
of the winter dormancy of this. insect. The 
larvae absorb water from their surroundings 
in spring, but even if it is impossible, the 
water shows an increase in amount in the 
period just prior to the pupation. So the 
feeding activity in spring appears to have 
some connection with the production of met- 
abolic water. 

The conditions of existence suddenly change : 
to the larvae immediately after the rice plants 
are mowed in autumn. The straws were 
dried completely in the sun and stored in 
strawheaps or in the warehouse in winter and 
spring. The stubbles which are left in the | 
paddy field become supersaturated with mois- 
ture. So it may be reasonable to suppose 
that the caterpillars under such a condition 
stop their feeding and development and enter | 
into a state of diapause before long. 

It is also a general belief that the hiber- 
nation or winter diapause ends at the time: 
of: pupation of the larvae. 
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The true dormancy should be characterized 
insofar as possible not merely by the external 
features such as the arrested activity and 
development accompanied by inanition but 
also by internal physiological changes such 
as appeare in water or fat content of the 
body, the inactivity of certain enzymes or 
of metamorphosis hormones, the immature 
state of sex-organs, etc. So, the true dorman- 
cy may frequently be distinguished only 
after experimentation. It is true that the 
winter dormancy occurs in our larvae of Chilo 
suppressalis. ‘This has been confirmed by the 
results of a great deal of investigations by 
various authors in Japan. Yet little attention 
appears to have been paid to the problem 
that from what time the dormancy begins 
and how long it continues. The extensive 
ustdies of Fukaya (1950, 1951, 1952, 1956) on 
the failure of the over-wintering larvae to 
transform into the next stage, e.g., the pupae 
as influenced by temperature and on the 
arrested development of gonads have dem- 
onstrated that March is the month whe nthe 
awakening of the diapause of this caterpillar 


(belonging to the ecotype of “Saigoku”) 
begins to start. 


According to the present observation 50 to 
100 per cent of our larvae ingest the dried 
tissues of rice-stem and their body weight 
increases during the period from November to 
January. The feeding activity in this period 
is greatly influenced by the environmental 
temperature. This period may well be called 
the preparatory period for the diapause dur- 
ing which the accumulation of body sub- 
stances takes place. 

Intake of food is also seen during the period 
from the middle of March to June when the 
larvae pupate. The activity becomes more 
and more vigorous as the temperature rises 
to that of the time of pupation, but the 
increase in the body weight can not be seen 
in this case. It is highly probable that the 
period represents that of preparation for the 
breaking-up of dormancy and the food taken 
serves to produce metabolic water. The ter- 
mination of hibernation in this species is 
greatly accelerated by the increase of water 
content in the body, resulting in the speeding- 


up of activities of certain enzymes closely 
related to the metamorphosis. The larvae 
hibernating in dry straws kept in strawheaps 
or in warehouse show themselves on the 
surface of the neighbouring wet ground of 
the hibernating place and absorb an appre- 
ciable wieght of water (KorpsumI 1951, 1952. 
1952, 1953). 

The period from the beginning of January 
to the middle of March when the weather is 
coldest is accompanied by the minimum 
number of active individuals in feeding. The 
percentages are mostly below 20~30 per cent 
and no exact relation is found between them 
and the air temperature. Judging from the 
viewpoint of feeding activity alone, this 
period may be regarded as that of winter 
dormancy, although the condition is not so 
strict as the term be applied to it with a 
considerable degree of definiteness. 

There are thus two distinct conditions in 
the overwintering period of the larvae of 
Chilo suppressalis. 

1. The dormant condition characterized by 
a state of inactivity without food and by 
failure to transform into pupae. 2. The 
preparatory conditions taking place in the 
beginning and the end of the apparent hiber- 
nation period characterized by an apprecia- 
ble intake of food. 


SUMMARY 


1. Larvae of rice stem borer, Chilo sup- 
pressalis WALKER, show relatively a vigorous 
gnawing activity of the dried rice-straw in 
the beginning as well as in the end of the 
hibernation period except the coldest season 
during which it decreases to a minimum. 

2. The gnawing activity is greatly influ- 
enced by the surrounding temperature. 

3. The gnawing activity dose not seem to 
be a sort of “playing instinct”, but has been 
proved to be the true ingestion of food. 

4. The feeding activities in the beginning 
and the end of hibernation period are consi- 
dered to serve for the nutritive preparations 
for entering into or awakening from the 
winter diapause. 

5. From the viewpoint of feeding activity 
the hibernation of this species seems to be 
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accompanied by true dormancy covering only 
a part of the apparent hibernation period, 
i. e., at least in this district of Gifu from 
the beginning of January to the middle of 
March. 
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1) =NAAF 2 VIEFKOMOARRAD UT LOB? 
生活 て に は いる が , その 後 1 月 初 釘 ま で の 期間 と , 3 月 中 
旬 以 後 6 月 中 旬 の 遇 化 期 まで は , 稲 わ ら の 中 に あっ て そ 
の 組織 を か し る 。 この 活動 は 気温 の 高い ほど RACH 
る 。 1 月初 殺 な いし 3 月 中 旬 の 期間 は この よう な 個体 の 
数 る 少なく, また その 数 は 必ず し る も る 気温 の 高低 に 関係 し 
IEW 

2) COMILBTS [Merw 4 Me ARE | Clee 
{, 食 片 は 消化 管 の 内 容 物 中 選 , その 残 物 は 葵 の 中 に 証 


, 抄 
マラ チオ ン の 酵素 的 分 解 

Coox, J. W., J. R. BrLakz and M. W. WiLrLiams 
The enzymatic hydrolysis. of malathion and its 
inhibition by EPN and other organic phosphorus 
compounds. J. Assoc. Agr. Chem. 49 (2): 664~ 
665. 

ラッ プチ テ 肝臓 の homogenate に よっ て マラ チオ ォ ン は 速 
PICALT SMB, ATF AY, SAP YI VIE ELED 
APEC Cid TC OBED AG NEU 6 

CO homogenate に よる マラ チオ ン 分 解 物 は ペ 
= IN BNE WIENS YS =O SIN NT OS 
mosuccinimide - Fluorescein 反応 に 陽性 で ある こと か 


明 さ れる 。 ま た 胃液 の アミ ラー ゼ 活 動 や 轄 壁 細胞 の 分 泊 


構造 か ら み て , これ は 摂 食 活動 で ある と 考え られ る 。 
3) 衛 の 刻 取 後 1 月 中 旬 ま で の 摂 食 は 越冬 準備 の た め 
DRED SH, 3 APLAR MEATS CORB (Lah (he 
備 の た め の 物 質 代謝 水 の 生 産 に 関係 する も る の で は な いか 
と 思わ れる 。 
4) 摂 食 活動 の みな の 見 地 か ら す れ ば , 
KIS, Dre  & hie cis, 1 
の 期間 に あたっ て いる よう に 思わ れる 。 


と の 幼虫 の 越冬 
月 初旬 ~ 3 月 中 旬 


&K 

& P=S 結合 は 変化 し て いな いと 思わ れる 。「 ま た ご の 
分 解 物 は Br 酸化 に た よっ て も コリ ン エ ステ ラー で 阻害 作 
用 の 増大 を な な い e9 Lito THT YEAFFI—-CE 
用 の 消失 より 定量 的 に 測定 で きる 。. Bit Norris ら の 方 
法 に よっ て も HAST, Warsure GICL 1 THOR 
生 を 認め る の で , と これら の 方 法 に よっ て も 定量 が 可能 で 
あり , この 分 解 は esterase に よる 分 解 で ある 。 EPN 
以外 の 有機 匂 化合物 は と の 分 解 を 阻害 し , 1, 2- bis 
(ethoxycarbonyl) ethyl 側 鎖 の ester 結合 が 分 解す る 
と 考え られ る 。 な お 赤 外 ス ペク トル か ら る も この 事実 が 証 
Ue 


( 農 技 研 小池 久義 う 


"と の 観察 は 第 11 回 昆虫 学会 大 会 (1951 年 , RB) で 講演 し た も の で ある が , 津 の 同 大 会 (1956 年 ) で 大 阪 府 
大 の 一 色 教 授 の 研究 室 か ら , マコ モ に 和 寄生 する ニカ メイ チュ ウ に も 同じ 習性 の 見 ら る 講演 が あり, 最近 正式 の 
報告 が 発表 きれ た CAE WT: RRA PICBO 4732 LHL CHAT SZ=AAAF 2 VORAME. AR 
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Determination of the Nymphal Instar in Some 


Species of Aphids! 


By Akio OTAKE 
Laboratory of Applied Entomology, Shimane Agricultural College, 
Matsue, Shimane Pref. 


In 1957, when investigations were made 
for analytical studies on populations of some 
aphid species (OTAKE, 1958a, b), the writer 
was compelled to determine the age of 
aphids. The adult of aphid can easily be 
distinguished from the immature stages by 
whether a promontory exists at the tip of 
the abdomen or not. As for the determination 
of the nymphal instar of Myzus persicae, 
Takaoka (1957) described that it was by the 
relative length of segments of the antenna. 
On the aphid species dealt with in this paper, 
however, their instars could not successfully 
be determined by the relative lenght of seg- 
ments of the antenna, but for the present 
purpose it was needed to measure the absolute 
lengths of segments and occasionally also to 
observe other morphological characters. 

All aphids in this paper were collected in 
the fields in. May and June of 1957. ‘The 
first and second segments of the antenna of 
aphid are unsuitable for use in the determi- 
nation of the nymphal instar, because they 
are too short for the present research. The 
last segment of the antenna is not always 
suitable, because it may be broken at the 
end. Therefore the lengths of the third and 
further segments of the antenna excepting 
the last segment were measured under a 
microscope. 

Macrosiphum granarium. ‘The first and 
second instars could be distinguished from 
each other by the different shapes of tips of 
abdomens: in the first instar the tip of 
abdomen was round and in the second a little 
sharp. When the lengths of segments of 
antenna alone were measured, some individ- 
uals could not be distinguished as shown in 


Table 1. The relationship of the lengths be- 
tween the third and fourth segments of 
the antenna of Macrosiphum granarium. 

One millimetre is equivalent to 64 at 
the scale of micrometer. 

A: The first and second instars. Figures 
in Italics and those in Gothic show the 
number of individuals of the first ins- 
tar and that of the second instar respect- 
ively. 

B: The third and fourth instars. 


A The third segment (Micrometer scale) 
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B The third segment (Micrometer scale) 
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Table 1-A. Table 1-B shows the relationship 
of the lengths between the third and fourth 
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No. of 95% confidence limit of the mean of the lengths 
Aphid seg- of segments of antenna 
| Age ments No. of Third Fourth Fifth Total 
species | of lindividuals segment segment segment 
| antenna| observed (mm.) (mm.) (mm.) (mm.) 
| Ist instar 5 553 0.110+0. 0010) 0. 085 +0. 0008 * 0. 195+0. 0015 
| 2nd 17 5 330 0. 186+0. 0020) 0.1220. 0004 we 0. 308+0. 0028 
Macrosiphum 3rd 1 
ae | without 
IIS | wing-pads 6 
Kirsy, in rice | aoe 443 + 
nurseries | wing-pads 6 
| Aptera hee a6 68 0. 454+0. 0236) 0. 350+0. 0137 * 0. 804 +0. 0308 
| Alate | _6 __149 0. 474 £0. 0314| 0. 439+ 0. 0104) * 0. 944 +0. 0230 
Ist instar 4 22 0. 087 +0. 0044 * ーー 0. 087 + 0. 0044 
2nd 5 
3rdi | 7, 
Aphis maidis without 
Frrou, in rice ee 2 7 t 
nurseries without 
wing-pads 5 
| Aptera wa 5 0. 112 +0. 0253 0. 072 £0. 0106, * 0. 184+0. 0319 
Alate 1 -@ 2 0. 148 +0 0993) 0. 109+0 * 0. 258+ 0. 0993 
| Ist instar 4 82 0. 169 +0. 0024) * — 0. 169 +0. 0024 
Na 5 56 0. 163+ 0.0026 0.091+0. 0019 * 0. 254 +0. 0035 
| 3rd 
| with | 
wing-pads 6 26 0.154 ェ +0. 0046| 0.117+0.0042 0.120+0. 0032 0.391+0.0055 
Toxoptera “Rigi Wit | 
piricola wae | 
wing-pads 6 1D 0. 233+0. 0203 0.171+0. 0074 0.156+0. 0059, 0.560+0. 0204 
MATSUMURA, SLE | | 
5 ithout 
in a pear-tree ee 6 
4th wv 
without 26 t 
wing- pads 6 
Aptera 6 lz 0. 352 +0. 0130 0. 218+0. 0068 0.188+0. 0071) 0. 758 +0. 0206 
Alate 6 18 0. 341+0.0163 0.239+0.0146 0. 203+0.0075 0. 75840. 0296 
| Ist instar 4 23 0. 203 £0. 0054, * — 0. 203 +0. 0054 
eaaxel 772 | 4 8 0. 281 +0. 0121 * — 0. 281 +0. 0121 
Anuraphis | 3rd 1 | 
piricola with 
wing-pads 5 9 0. 23640. 0046i 0.1344 0. 0053 * 0. 370 +0. 0032 
Oxamoro et without | 
i ae Aer RTT vine pad? 5 1 0. 234 0.125 * 0. 359 
2 t 1 | 
in a pear- with | 
ee wine ote 6 4 0. 227+0.0124 0.11740. 0124 0.13740. 0278) 0. 480+0. 0513 
without | 
wing-pads 6 3 0. 234+0.0777 0.125+0.0672 0.156+0 0. 516+ 0. 1400 
| Aptera 5 1 0, 313 0.141 | 0. 453 
Ist instar 4 20 0. 101 +0. 0056 * = 0.101+0.0056 
2nd 1 5 6 0. 094 2:0 0. 057 £0. 0080 * 0. 151 +0. 0070 
Sidi w// 
Aphis with 
7 wing-pads 6 3 0. 094+0 0. 073 +0. 0208) 0. 078 +0 0. 245 +0. 0163 
citricidus without 
Kimxarpy, in oe 6 2 0. 078+ 0 0. 078 +0 0. 078 +0 0. 23440 
A 
a pear-tree with 
wing-pads 6 6 0. 133 +0. 0172) 0. 117+0. 0137) 0.104+0. 0076) 0. 3540. 0331 
without 
wing-pads 6 11 0. 1380. 0101} 0. 109+0. 0089) 0. 105+0. 0065) 0. 352+0. 0201 
Aptera 6 9 0. 201 +0. 0211) 0. 1634 0. 0154) 0. 139+ 0.0110) 0. 503+0. 0362 


* Not observed. 


} In some individuals it could not be determined which instar they belonged to (see Table 1 or Figure 1). 
{ These could not be distinguished from one another (see Table 2). 


any morphological 
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Table 2. The relationship of the lengths 
between the third and fourth segments of 
the antenna of Aphis maidis belonging to 
the second, third and fourth instars. 

One millimetre is equivalent to 64 at 
the scale of micrometer. 


The third segment (Micrometer scale) 


RC RNS AO 11 42 
I 
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segments of antenna in the individuals be- 
longing to the third and fourth instars. The 
writer could not discover any morphological 
distinction between the third and fourth 
instars, but it will be possible to distinguish 
them from each other with some certainty by 
a comparison of the total lengths of the 
third and fourth segments. 

The alates and apterae significantly differ- 
ed in the lengths of their segments of anten- 
nae. But as all immature individuals of M. 
granarium the writer observed happened to 
have no wing-pads, it could not be ascer- 
tained at what age the difference emerged. 

Aphis maidis. The writer failed to show 
distinction among the 
second, third and fourth instars, and as shown 
in Table 2, the distributions of the lengths 
of the third and fourth segments of the 
antenna were found to be continuous at least 
at the scale of the micrometer used. 

Toxoptera piricola. The wing-pads of 
immature aphids which are to develop into 
alates become clear at the third instar. The 
third and fourth instars of aphid with wing- 
pads can easily be distinguished from each 
other by the shape of their wing-pads: the 
wing-pad of the third instar is merely a 
short promontry, but that of the fourth 
instar is stretched to the middle of abdomen. 

Figure 1 shows that the third and fourth 
instars without wing-pads could be distin- 
guished with considerable accuracy by the 
lengths of the third and fourth segments of 


SN 


aa 0 


i 


Relationship of the lengths among 
the third, fourth and fifth segments of the 
antenna of Toxoptera piricola at the third 
and fourth instars without wing-pads. 
One millimetre is equivalent to 64 at 


the scale of micrometer. X, Y and Z 
represent the lengths of the third, fourth 
and fifth segments respectively. 


antenna and that the accuracy of distinc- 
tion in this case could not be raised so much 
even if the length of the fifth segment was. 
additionally considered. 

Anuraphis piricola. Observations were 
restricted to the individuals belonging to a 
colony that was found on a leaf of a pear- 
tree on the 6th of May. In the length of 
the third segment of antenna the difference 
between the first and second instars was very 
clear at least in the case of the individuals. 
the writer observed. The antenna of the only 
aptera he found had five segments, one seg- 
ment fewer than that of the fourth instar, 
and moreover, the full length of the antenne 
of the aptera was shorter than that of the 
fourth instar. It may be that the aptera was. 
an individual occurring from the overwinter- 
ing egg and that the body structure funda- 
mentally differed from that of the viviparous. 
parthenogenetic form. 

Aphis citricidus. The writer found a pear- 
tree abundantly infested by this species. 
This is perhaps the first record ever found in 
Japan (MORITSU, personal communication). 
There were many individuals of the second, 
third and fourth instars in which the border 
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between the third and fourth segments of 
the anteniia was very obscure. (Some of them 
may be individuals in which the numbers of 
segments of their antennae are one segment 
fewer than those of normal individuals.) 
This paper dealt with those individuals 
alone whose fourth segments of antennae 
could clearly be distinguished from their 
third segments. At least in the case of five 
individuals of the third instar observed, any 
of the third, fourth and fifth segments of 
their antennae was distinctly shorter than in 
those of the fourth instars respectively. 


摘 


Vo NO 


Thanks are due to Dr. M. Moritsu, of 
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lish usage of the manuscript. 
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wR OP 7ST FAVOF HRA AOR 
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BREA BRA 


PFT FAY (EAE ORT 277 9 IC, 研究 対象 と し た 
TIP SRY OEDT eH OUEDEE TKK. TIF AV 
OMB EAH EDA ANS, 腹 端 に 突起 が ある か どう か に 
まっ て た や すく 見 分 けれ る 。 そ こと で 問題 と な る の は 
若虫 の 令 期 の 判定 で ある 。 著 者 は , WHO F CHAO 
節 数 お よび 各 節 の 長 さ 調べ , 場合 に よっ て は その 他 の 
外部 形態 を も 観察 し て , 令 期 の 決定 を 行 お うと 試み た 。 
材料 に と し た アプ ブラ ムジ の 種類 は , 苗 し ろか ら 採 集 し た ム 
ギ ヒ ゲ ナ ガ ア プラ Macrosiphum granarium と トウ ツモ 
ロク グフ イ 4 カカ S27mardis FYORKD ORE 


チン ノキア 0x0Ptera piricola, FYI wy 
アブ フラ Anuraphis piricola, LTE Aphis 
citricidus の 5 種類 で ある (いずれ る 1957 年 4 へ 6 月 に 
公 江 市 乃木 で 採集 う 。 

GAUGE OD RR RAT EIRENE 
TF EDMORED SIO AH C, 3 令 か 4 令 か の 区 別 の 
つか な い 個 体 が の が の る 195 まま 7 ドン 2 
ラ で は , 2 へ 4 令 の 間 に は っ きり じ た 区 別 を やつ ける で と が 
で き な が か 70 し 2 の は の は Se 人 宮 基 の 制 咽 
Lap DE HPO Me 


短 報 


IN NCE BR) 
Odontobracon bicolor ENDERLEIN 
See a Pe, bo ese 


土谷 th dt 
山梨 県 農業 試験 場 果 樹 分 場 
AAS ATF AVAARF I, Savrer BABSORLEC 
採集 し た 1 SHORE Enpervein (1912) が 新種 と し て 記 
載 し た 。 そ の 後 , FamrrrxGgr (1930) は 本 種 が 支那 に る 
産 す る こと を 明らか に し た が 渡辺 千 高 博士 (1937) ts, 
上 記 の ほか 日 本 (本州 , POE, 九州 とも 多数 産 す る と 
と を 報告 し て いる 。 ま た , 南 川 三 博 技官 は 7 静岡 県 千 頭 , 
Ril, AR, 高知 県 な ど で 多数 の 成虫 を 採集 され て い 
る 。 LPL, EOAEITOVU Cit 1944 う 7 が 人 台湾 に 
TIT IVFHALHVBATTWOSUINT, BANC 
WSR KCHEANTEWE 5S THS. 
筆者 は 本 寄生 蜂 が ブドウ トラ カミ キリ の 幼虫 に 寄生 
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第 1 図 


Ne & Beas 


: On a Hymenopterous Parasite, Odontobracon bicolor ENDERLEIN of th 
pyrrhoderus Batrs. By Tsuneo Tsucutya, Horticultural Branch, Yamanashi 
ment Station, Manriki, Yamanashi Pref. Japanese Journal of Applied Ent 


VOlem 2 ellOsnezs 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


RES Gn Gp Se ose (Cy) 


する こと と を 観察 し た の で こと こと に 報告 し で 参考 に 供し た 
Ue 
な ぉ お, 本 文 を 草 す る に 当り , 寄生 蜂 の 同 定 な ら び に 文 
献 に つい て 御 教 示 賜 っ た 農林 省 東 海 近畿 農業 試験 場 茶 業 
BPA) BCE HLH UIT Se) 
形 態 

ムネ アカ トゲ コマ ュ バ チ の 雌 は , 体長 10~15 mm, 
産卵 管 は 腹部 と 同 長 。 頭 胸部 は 赤褐色 , 複眼 , 触角 , 上 腹 
部 , 脚 , We kLOCMS MIRA. 触角 は 体 よ りや や 短 
(, MMOS 2 節 は , 第 3 節 と ほ ば 同 長 。 大 胞 は 黒色 。 
頭 は 厚く 《 複 眼 の 間隔 と 同 長 , 折 色 短 毛 を 密生 し , 頭頂 お 
よび 後頭 は ほとん ど 平 滑 で 光沢 が あぁ る 。 類 は 複眼 と 同 
長 , 顔 は 方 形 で 点 刻 と 百 色 短 毛 を 密生 し , 後頭 部 に は 隆 
起 縁 が ある 。 中 胸 背 は 平滑 で 光沢 が あり , 小 桶 板 は 少し 
く 隆起 し , わずか に 点 刻 が だ が あり, 前 緑 に 4 個 の 縦 溝 が あ 
る 。 前 伸 腹 節 に は 網目 捧 の 彫刻 を 密 布 し 胞 室 を 欠く 。 腹 
部 第 1・2 節 に は 縦 刻 を 密 布 する が , 第 2 節 で は 後 縁 に 
達せ ず , 後 縁 は 平滑 で ある 。 ま た , 第 2 節 の 中 央 は 少し 
{ Mk UR OM ANT RED HS. 第 3 節 以下 は 平滑 。 
後 脚 基 節 の 上 面 に は 長短 2 個 の 強壮 な る 刺 状 突起 を 備え 
る 。 脚 に は や や 長い 百 色 毛 を 生 
Us 前 元 の 中 横 脈 は 径 脈 の 後方 か 
SUG, 肘 室 は 3 個 よ りな っ て い 
SE 

WEIS AEE 6~11 mm で 雌 と 同色 
で ある 。 

幼虫 は 乳白 色 , 体長 4~10mm。 
貢 は 長 さ 8~16mm, Ae cow 
45th, 薄く 不透明 。 成 虫 脱出 孔 の 
径 は 約 2mm で ある 。 
生 態 

フウ カリ 王国 
に お ける プ ブドウ の 最も RAL ZS 
で あり , 適切 な 防除 法 が な い の 
GC, プ ド ウ の 若木 は 特に は な は だ 
し い 被 害 を 受け て いる 。 成 虫 の 羽 
化 出現 期 は , 山梨 で は 8 月 上 旬 ~ 
9 月 下旬 で ある 。 


\o 


e Grape Borer, Xylotrechus 
Agricultural Ex peri- 
omology and Zoology, 


mow 22 (1957 410A 15 日 受領 ) 


(143 ) 


144 日 本 応用 


第 2 図 に = 左 : 


BATH hoo <a SF ae 


tH: fal Fy 
Ai: 貢 に 残っ た 腕 出 孔 
筆者 は 1954 年 , 本 害虫 の 発生 消長 を 調査 する た め , 


山 刑 県下 の ブ ド ッ 栽培 地 義 よび 長野 県 東筑 摩 郡 宗 賀 村 よ 


り ブ ドウ トラ カミ キリ 幼虫 の 喰 入 被害 枝 を 採集 し , 野外 
HSE CHAH, ムネ アカ トゲ コマ ュ ユ ュ バ チ が 本 害虫 の 幼虫 
に に 寄生! CL WAT と を 発見 (Ss BROS ay 生 峰 ゃ 羽化 せ し 
DR 


CS 5 月 上 旬 ど ご ろか ら 羽 化 を 始め , 6 月 
Lb, 中 旬 ご どろ 最も 多 羽化 する よう で ある が 羽化 消長 
と つい て は 目下 詳細 CHS.o 
プ ブドウ トラ カミ キリ 幼虫 に 対す る 本 寄生 蜂 の 寄生 率 
は , 607 虫 喰 入 被害 枝 に つい て 本 害 OIL 
調べ た 結果 , TRIO AAS +) OPER 727 頭 寄生 
蜂 の 羽 化 数 534 頭 で , 42.32%2 の 寄生 率 を 示し て いる 。 
本 寄生 蜂 の 和 名 に つい て は , 本 属 の 特徴 で ある 後 脚 基 
節 の 上 面 に ある 2 個 の 刺 状 和 突起 を 表示 する た め , Kick 
が 赤い た め , ムネ アカ トゲ コマ ュ バ チ と 南川 技 宮 が 命名 
Uize 
alo a SE A 
ENDERLEIN. G, (1912) Arch. 
248 GAS), 
FAHRINGER, J. (1930) Opus. Braconologica 2: 55. 
C. (1937) Jour. Fac. Agric. Hokkaido 
Univ. Sapp. Japan 42: 38. 
Zee (1944) GRR BR BRS 


Naturgesch., 78 A, 


WATANABE, 


1 鳥 根 農 科大 


a LS FB a SEALE > No. 18. 


動物 昆虫 学会 誌 


第 2 着 策 2 号 


ne 
PA AV PUN KY SHO SHEE 


a 
島根 農 科 大 学 応用 昆虫 学研 究 


ダイ コン サル ハム シ Phaedon brassicae 


aio COR, DROW? 


1957 年 秋 , 
Bary の 生態 に つい て 調査 を 行 
期 を 決定 する 必要 が 生じ て き 7 

星 下 の 令 期 の 判定 で 最も 普通 に 用 いら れ て いる HE 

は , 頭 部 また は その 付属 器官 の 長 さ を 測る こと で ある 5。 
し か し これ は 実用 的 に は か な り め ん どう で ある と し て , 
+B (1953) ti, AA HVsIUVKRVTY tO 
th Or YF XE 2 BRAG CAT 

ダイ コン サル ハム ジ シ 幼 虫 の 場合 は 
毛 の 数 と , 体 の 表面 の 点 : 


Ir 
GAs re) nar ‘ 


re GUN Sig: 
, 背面 に し 生 て いる 
刻 の 粗 , を 組み 合わ せる こと 
令 期 を 決定 する こと が で きた た 。 
外部 形態 に よる 令 期 の 推定 

用 いた 材料 は , 1957 年 9 月 がら 11 月 べ か け 
市 乃木 の 野菜 畑 か ら 採 集 し た る の で ある 。 
か 
Lp 19269 が 生体 の 玉生 SK er G@am zen り の 程度 令 } 
Oki: Ri 
扱っ た が て (脱皮 直後 の 個体 は 除い た ) う , まず それ ら の 肉 
か ら 任 意 に 100 個体 ほど 取り 出し , 体 の 大 き さ に よっ て で, 
それ ら を 大 , 中 , 小三 つの グル ー プ に 仮り に 分 け , ASO 
お の グル ー プ の 外部 形態 の 違い を , TACKS CHA Liz. 
背面 か ら 観 察する と , 各 体 節 に 数 個 の 黒褐色 の 突起 が 
見 られ る が , 第 4 節 以 下 の 各 節 の 中 央 に 存在 ずる 1 対 の 
突起 か ら 生 えて いる 毛 の 数 と , 小 グ ルー プ と 大 , 中 グル 
ー プ と の 違い が 認め られ た 。 す な わ ち , 小 グ ルー プ に 属 
する 個体 の 大 部 分 は , # の お の の 突起 か ら 太 く て 長い 毛 
が 1 本 生え て いた が , 他 の 三 つ の グル ー プ の 個体 で は , 
同じ よう な 毛 が 2~4 本 生え て いる も の が 主 で あっ だ 
(第 1 図 A)。 こ と ここ から, 第 1 令 と 第 2, 3 令 と は , 体 節 
の 突起 か ら 生 えて いる 毛 の 数 に よっ て 区 別 で きる よう に 
ADI 

次 に 中 グル ー プ と 大 グ ルー プ と の 区 別 で ある が , 
と こと ろ 両 者 は 体 の 色 が 著しく 異 っ 
グル ー プ の 個体 の 大 部 分 は , 
で あぁ る ほか は , 


見 た 
CUNT TIL Sear 
頭 部 と 体 節 の 突起 が 黒褐色 
全体 が 白っぽく 見 える の に K, 一 方 , 大 グ 
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25 On Ze 
1958 (1957 年 12 月 12 日 受領 ) 
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第 1 図 ダイ コン サル ハム シ 幼 虫 の 令 期 間 の 差異 
A: 1 令 と 2, 3 令 と の 差異 
B: 244342022 


ルー プ の 個体 の 多く は , RAE AAI E OMNTRRAOM 
い 和 帯 状 部 分 の ある ほか は , 全体 が 黒褐色 を 呈し て いた 。 
頭 向 氏 で 更 と くわ し 観察 する と , 体 色 の 異な る 2 種類 
の 個体 の 間 と は , 体 表面 の 点 刻 の 密度 に は っ きり LIne 
い が あ り , 前 者 は 点 刻 が あら いた め 白 っ ぽく みえ , 後者 
は 点 が 密 で ある た だ ため に 黒褐色 に 見 えた の で ある (第 1 図 , 
B)。 点 刻 の 密度 の 違い は 明らか で , 中 間 的 な 個体 は 対 
め ら れ な か っ た 。 し た が っ て , 2 令 と 3 令 と の 区 別 は , 
休 表 面 の 点 刻 の 密度 の 違い で つけ る と と が で きる と 考え 
BAIZ 6 

4) 100 個体 とじ つ いて 上 に 述べ た よう な 差異 が 明らか に 
な っ た の で , すべ て の 個体 を , と これ ら の 基準 に 従っ て , 
計っ つの グル ニー ニ プ に 分 け で 見 7ce Foc, PMB 6, 
会 個体 を すべ て 3 つの グル ー プ の いずれ か に 分 ける と と 
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が で きた が , と これら の グル ー プ は 体 の 大 き さ で も , 互 に 
異な っ て いた 。 すなわち , 体 節 の 突起 か ら 生 えて いる 大 
て 長い 和 握 が 1 本 の グル ー プ は , いずれ る も 小さ な 個体 か 
ら な っ て いた し , 体 表面 の 点 刻 の 密 な グル ー プ の 中 に は , 
第 1 令 と 思わ れる よう な 小さ な 個体 は 全く 含ま きれ て いな 
Dott, そこ で これ ら の 三 つ の グル デー プ は それ で 
つの 信 期 を 代表 する も の と 考え て よさ そう で ある 。 
頭 幅 の 測定 

上 に 述べ ぶた 三 つ の グル ー プ 分 け の ぉ の ぉ の が , 一 つの 
令 期 で ある と こと を 明らか に する た め に , ミク ロメ ー ダ ター 
を 用 いて , グル ー プ ど と に 幼虫 の 触角 と 触角 と の 間 の 幅 
SH sito WE, 三 ラ の グッ シープ の 
(T4o 

a グル ー プ : 体 節 の 突起 に 太く 長い 毛 が †1 本 生え て い 
る 個体 が 属す る (第 1 信 期 と 考え られ る )。 

BT v—T: 休 節 の 突起 と 長い 太い 所 が 2 へ 4 本 生 5 
休 表 面 の 点 刻 が 粗 で , 体 が 白っぽく 見 える 個体 が 属す る 
(第 2 令 期 と 考え られ る 2)。 

グル ー プ : 体 節 の 突起 た 生 包 で いる 和 毛 の 数 は 記 グル 
ー プ に 等 し い が , 体 表 面 の 点 刻 が 密 で 体 が 黒っぽく 見 え 
る 個体 が 属す る (第 3 令 期 と 思わ れる ) う )。 


iat q 
H 


15 20 25 x 3 45 50 
mw fH MM の mM 10=0. 15mm 


eo vy — FD fh HRI O 1h O ARE Ah 
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今 , 各 グ ルー プ ど と に K, MAMDGOMLAN ERT 
EC CE SE 
の ケル ー プ は , お の お の た だ 一 つの 令 期 を 代表 する と 断 
定 し て よさ そう で ある 。 第 1 表 に 測定 し た 触角 間 の 幅 の 
統計 量 を 令 期 ど と に 示し た 。 


DL, BARC eeRET St, FAA FAA 
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MLB ダイ コン サル ハム シ 幼 虫 各 今 期 の な いし 厚 さ の 間 に 負 の 相関 関係 が 認め られ る と と を 明 ら 
触角 間 の 幅 の 統計 量 か に し , と の 事実 が 水分 経済 上 と に 有意義 で ある と いう 尋 
= 味 あ る 見 解 を 報告 し て いる 。 著 者 は 家 奏 に お いて 同様 の 
調査 fk 角 間 の 幅 came 
s 期 ai 見 地 か ら 若 干 の 調査 を 試み た に た ので, その 概要 を と こと に 報 
REC | fo ie | BE RARE ge, Tee RR EU IC ICU To HRD 6 
1 1965 | 0,308, | 40.0182 5 9 びに K 御 校 関 を 賜 わ っ た 小野 正武 博士 と 心から お 礼 を 申し 
3 1385 | 0,479 +0. 0208 4.4 ae 
TAN 0.687, +0. 0340 4.9 # ee 
HHO, His wMSCLE ROE ICUTRE 1) FROMM SOUAMMITIB SAR LIRA 
TECEMBCES,Q 物 の 量 的 比較 を な す に あたっ て , まず 初め に 家 奏 の 一 系 
1. 体 の 大 き さ に よっ て は ほ ば 分 けら れる が , 断定 の 困 RCHS od 油 奏 と その 交雑 固定 種 で ある N 46 od HA 
上 難 な 個体 る 多い 。 (日 本 種 系 ) お よび C59 od the GOMER) の 3 者 に 
2. 体 節 の 中 天 K 存 在 す る 突起 か ら 生 えて いる 和 所 の 数 DUI THR SC ork. MA /LMARRITMARO | 
SG, BIGER 2 2 SEORFDOU G4. os 完了 し た 時期 を 目標 に し て LRAT ABI Ee 
3. ARMORMOW, BITLO, H2LH34LO し , 第 1 表 に 示す 結果 を 得 た 。 な お 遇 角 皮 の 重量 は 体重 
区 別 が で きる 。 測定 後 の 殆 体 を 腹面 か ら 切 開 し , 内 部 諸 器 官 や 諸 組 織 を 
4. 脱皮 直後 の 個体 は 色 が 淡く , 形態 上 の 差異 (第 2 十分 に 除去 し て か ら 数 回 蒸溜 水中 を 通し て 洗い , これ を ~ 


C34) が は っ きり し な いた る め , 体 の 大 き さ に よっ て 100°*C の 齋 燥 器 内 で 約 ] 24 Ieee CHE LOCH © 
判定 する 以外 方 法 が な い 。 る 。 本 表 に お ぉ いて MAOMMABE (g) に 対す る 幼虫 
最後 し に, この 実験 を まとめ る に 当り , 終始 有益 な 助言 MRR, Me LOMBROBE (mg) 2444, KO 


を いた だ いた , 島根 諾 科大 学 応用 昆虫 学研 究 室 の 近 木 助 。 よう な 関係 の 存在 する と と が わか る 。 
教授 お よび 同 研究 室 の 皆様 に 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 pega Saat Se 
引 用 文献 映 角 度 重 で は , N 46 od 油 奏 くじ 590g wage <od jaz 
小山 長雄 ・ 福 島 Bh (1953) PSE 9: 69~72. 以上 の よう な 順位 に な り 立 層 と 角 皮 と の 重量 間 に は 明 
BPA GH + Bill 功 (1926) 葵 琶 サル ハム シ に 関す る 瞭 な 反対 の 関係 が 認め らち られ, MABOKAV bE ORAR 
研究 成績 , 第 1 報 (島根 農 試 ): 1~162, aS ee a ee a 

間 で は 次 の よう な 関係 に な る 。 

家 奏 に お ける 角 皮 物量 お よび 絹糸 物量 RE Cit, N46 0d 油 奏 >C59 od 油 奏 >oZ WH, 
の 相互 関係 と その 意義 脱皮 殻 重 で は ,N 46 od Hide <od 油 春 くじ 59 od ith. 
以上 の と 5 り と この 両者 間 で は 必ず し も 反対 の 関係 が 認 


高 fe fR ie 
Be EPA AS Sei ERT 


め ら れ な いよ う で ある 。 Komsumi (1954) は サク サン で 
最終 令 の 幼虫 脱皮 毅 と 貢 層 と の 重量 間 に 負 の 相関 関係 が 
Korpsumr (1954) は サク サン で 脱皮 毅 と 貢 層 と の 重量 ある こと を 確認 し て いる が , 家 奏 で は この 様 な 関係 が な 


第 1 表 od 油 奏 と その 交雑 固定 種 に お ける 幼虫 脱皮 毅 , BBBKLOMAR 
の 重量 の 比較 (1957 年 春 奏 , 雌雄 平均 


a ZR ee = = 幼虫 腕 as meg/ i f B (g) 
nH 種 i ee a 体 皮 Gig 重 ia I Ge ty Re 4h eet | #6 z | i fa fi 
(g) (g) Cg) (Cg) (g) | Bi Re 参 
od 油 # | 1. 0970 0. 9755 0. 0066 0.1149 0. 0150 0.68 11. 78 Taba 
N 46 od jth & sal Gniey NN 0. 0087 0. 3936 0. 0146 0.58 26.05 0. 97 
C 59 od th & | 1.6159 1, D5) 0. 0098 0. 3306 0. 0174 Oman 25. 91 1936 


1 The Interrelationship in Amount between the Cuticular Substance and the Silken Substance in 
Bombyx mori L. By Yasuo Taxanasur, Nagano Sericultural Experiment Station, Nagano Pref. 
Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, vol. 2, no. 2. 

日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 2 巻 B2S (1957 #12 月 24 受領 ) 


1958 年 6 月 短 


1 い の で ぁ ろ うぅ か 。 幼虫 脱皮 毅 は 眠 期 に 内 角 皮 の 内 面 が 深 
| HBAT SOC, RPK LI eas LO MO yea 


ら 成 っ て いる (四方 , 1955; Taxanasur, 1956), 別に 
著者 ( 未 発表 ) は 家 奈 幼虫 の 眠 期 に な ける 四角 皮 内 面 の 


| 容 解 消失 する 程度 が 品種 な いし 系 統 に よっ て 相当 と 異な 
| 放 る こと を 確 の て いる の で , 上 記 の 結果 る と の 溶解 の 程度 
| 主 が 系 統 に よっ て 異な る た めで は な いか と 考え られ る 。 と 


| WD の は 次 に 示す 結果 か ら 両 者 間 に は 全く 逆 の 関係 が 認 


| 用 の め ら れる か ら で ぁ る 。 和 熟 奏 期 と な いて 幼虫 の 体重 ) 絹糸 


腺 重 お よび 角 皮 重 を 測定 する と 第 2 表 に 示す 結果 が 得 ら 


用 れ た 。 こ の 表 に ぉ いて 幼虫 の 単位 体重 Cg) に 対す る 縛 
| Alto LOMROBE (mg) を みる と 次 の よう に な る 。 


第 2 表 od 油 奏 と その 交雑 固定 種 に BU 
る 絹糸 腺 お よび 角 皮 の 重量 の 比較 
(1957 年 春 奏 , 雌雄 平均 ) 
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2) 現在 一 般 に 飼育 され て いる 日 本 種 系 の 品種 と し で 
A 1225, 支那 種 系 の 品種 と し て 支 115 号 を 使用 し , i 
者 に お ける それ ぞ れ を 測定 する と , 第 3 表 の 通り で あ 
Do KRPGSWHS DSL 5 CMB ACA 122 号 > 支 115 
写 , Whe Besos Pah fa CUS A 122 B << 115 号 の 順に 
な り , し た が っ て と れ ら の 間 に は 明瞭 な 代償 関係 が ある 
EWA Ss 

3) DEOMANT £5 CRADMAME & REO © 
FCC SAAC HOB DS TEES ST LISHE CHS, 
Korpsumr (1954) に よれ ば 角 皮 物量 と 絹糸 物量 と の 負 関 
係 は 遇 体 水 分 の 平衡 を 保持 する 上 に 相互 に 代償 的 な 水分 
透過 の 抑制 作用 を な する も の で あり , また 他方 に お いて こ 
TUSHAR & BR CHEZ EDGE ATE } ITH 
起源 の も の で ある と と, 両者 の 構成 主体 が と る に 蛋白 で 
ある こと, お ぉ お よび 立 糸 が セリ シン - フィ ブロ イン 複合 物 
Ch 9 ARES - キチ ン 複 合 物 で ある か ら 両 者 間 に は 


/ 体 重 : Ge 3 
CS Wes Re $i pe pee Se 構成 上 の 相似 が 認め られ る と と な ど と 窓 接 な 関連 を る っ 
a) (g) (g) IR, PBR て いる た めで あろ うと 指摘 され て いる 。 こ と の 興味 ある 見 
do 友 | 2121| 0.106! 0.031 50.0 14.6 解 は 家 奏 の 場合 に も 確か た 適用 し うる も の で あり , 54 
N46 od | 3.383 | 0.339 | 0.039 | 100.2| 11.5 a : 
C59 0d wiz) 2.671 | 0:204 | 0.035 | 76.4| 13.1 。 俊 期 に お いて 体内 で 生産 され る 蛋白 (ある い は アミ ノ 酸 ) 
は 一 方 で は 絹糸 腺 か ら 責 糸 の か た ち で 排出 され , 他方 で 
第 3 表 日 122 号 お よび 支 115 号 に お ける 幼虫 脱皮 毅 , MEL 
疫 角 皮 の 重量 の 比較 (1957 年 春奈 , 雌雄 平均 ) 
Sy iit | meg/ififkA (g) 
* 種 | ® 重 WAKE) og | RE | eH a ae 
(g) (g) (g) (e)| (gy UBER) | OSB 
a 122 号 | 1.7167 1. 3304 0. 0097 0. 3766 0. 0196 0. 73 28. 31 1.47 
#115 =|. 1.4222 1.1054 0. 0090 0. 3078 0.0199 0. 81 27. 85 1. 80 
= | 
絹糸 腺 で は , N 46 od jhZe>C 59 od hee > od jhe, (SRM 6 RODE CHMHANSZADL#AG 


角度 で は , N46 0d th <C 59 0d HHA <od WHR, 

以上 の よう に , 明らか に 両者 の 間 に は 負 の 関係 が 認 

られ る 。 こ と これ ら の 結果 か ら 家 奏 に お いて $ 比較 的 類縁 関 
係 の 深い と 考え られ る 系 統 な いし 品種 間 で は 幼虫 角 皮 重 
ある い は 遇 角 皮 重 と 立 層 重 と の 間 に は 負 の 関係 が あぁ る と 
ゆい える 。 そ れ で は 現在 実用 品種 と し て 用 いら れ て いる 各 
品種 間 で は この 関係 が 認め られ る か どう か を 明らか に す 
る た め に 次 の 調査 を 実施 し た 。 


れ , この 意味 に お いて 角 皮 は 貢 糸 と 密接 な 関連 を る っ て 
いる も の と いわ な けれ ば な ら な い 。 
sl Al OC OBR 
Korsumi, K. (1954) Jap. Jour. Appl. Zool. 18: 
151~154. 
四方 正義 (1955) AA HE 24: 325~332. 
TAKAHASHI, Y. (1956) Jap. Jour. Appl. Zool. 21: 
158~162. 


148 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 2 巻 第 2 号 
wb RX 
ツェ エッ ツ エ バエ の 博物 学 は , イエ バエ を 落下 仰 転 きせ る 作用 が 最初 の 2 時 間 ま で 


P. A. (1955) The natural history of 
tsetse flies, London School of Hygiene and Tropical 
Medicine Mem. 10: 1~816. 

熱帯 アフ リカ の 住民 達 が 農業 , 文化 , 社会 制度 に お い 
て ほとん ど 発 展 を 産み だ さなか っ た 原因 は , 人 間 お よび 
家 痢 の trypanosomiasis に よる と こと が 大 きい とい われ 
TWA, TCOWMRAOKBK AY LY LN (Glossina B) 
に より 伝達 され る 。 そ の た め に こと れ ら の 昆虫 に つら て の 
学者 の 業績 が だ が きわめ て 豊富 で か つよ く 計 画 さ れ て で に る の 
で , 一 般 生 物 学 的 に みて も 興味 が あり , ま た 事実 Glossina 
は 広汎 な 野外 調査 法 と 個体 群 推 定 法 が 進め られ た 古典 的 
な 意味 を も つ 生 物 の 一 種 で ある 。 と 前 置き され て で て, 解剖 


Buxton, 


分 類 , 地理 的 分 布 , 気候 ・ 植 生 と の 関係 , 摂 食 消化 , 寄 
主 の 発見 , 食物 源 , 運動 と 休止 , 増殖 , 死亡 の 原因 , 


trypanosomes と の 関係, 個体 群 , 防除 な ど に つら いて 
巻末 に あげ て ある 600 RHO 文献 た 基 に て 詳 述 し て あ 
る 。 主要 寄生 で ある 大 形 有 路 類 の 存否 , BH me 
Glossina spp. の 個体 数 の 増減 や , WH - HHICkAD 
布 区 域 の 拡大 ・ 縮 少 , 長年 の 聞 に お ける 分 布 区 域 の 変化 
と その 原因 の 追求 な ど , と の 大 有 冊 を 簡単 に は 要約 で き な 
い が , Glossina 属 の 野外 で の 生活 に つい て の 興味 ある 
実験 や 観察 が 数 多く 紹介 され て いる 。 ま た た と えば 致死 
温度 や , 摂 食 後 の 脂 肪 の 増加 の 関係 な ど で , 野外 と 実験 
室 と の 観察 が 互 に 支持 し あっ て いる の を 見 つけ た こと と は 
つり 0 いさ の GC る CHROMA 渡辺 昭二 ) 


AEINE (TRO C* CINIVLEF LAV Y 
ORIN + Rett KUO GEAR 

Hoskins, T. L. and W. E. Rogpsins (1957) The 
absorption, metabolism, and excretion of C#- 
labeled allethrin by house flies. J. Econ. Ent. 50 
(5): 684~687. 

除虫菊 の 殺虫 機構 の 研究 は 古く か ら 行 われ て いる が , 
最近 な ララ で デア イフ トー プ の 利用 ee よ まう で 導き まだ た 新知 見 
が 加え られ て いる 。 

本 報告 で は アレ スリ ン 単 強 お よび と れ に synergist で 
ある piperonxl butoxide を 組み 合せ た 場合 の , アレ ス 
) YOUN + Ky + HEYLA CY CFI NVLULTHAKED 
で ある 。 

その 結果 , piperonyl butoxide を 組み 合せ た 場合 に 


は アレ スリ ン 単 独 の も の より 弱い が , と これ と 平行 的 に 吸 
収 さ れる アレ スリ ン の 量 も , 組み 合せ 区 の ほう が 多少 少 
な いら こと こと が わか っ た 。 その後 の 排 江 も synergist を 加え る 
た も の の ほう が , MBSNKY, BO LEAIBBZWT 

EVE AN Gis See De Reo, 

C4 で ラベ ル さ れ た 人 不純物 は 作用 後 4 時 間 に な っ て も 
その 94% は 表 上 度 か ら 侵 入 で き な に が , アレ スリ ン は 46 
% ゃ 侵 魚 し で ゆ ※ EKA=-SN-JZAVIFFZT CH 
た 結果 , 
と の 間 に , 代謝 生成 物 に 定性 的 な ぁ もの の 差 は な らい よう で 


ある 。 ( 農 技 研 Gils te) - 


飛 上 由 の 相 と 脱皮 に お ける 多 型 現象 


ALBRECHT, F.O. and Buaxkitu, R.E. (1957) Phase 


and moulting polymorphism in locusts. Evolution, 
11 (2): 166~177. 

Dp Cred locust) と 沙漠 飛 由 (desert locust) の 
発育 を 相 説 の 立場 か ら 調 べた 。 赤 飛 幡 で は 若虫 が 6 令 で 
成 虫 に な る も の と 7 令 で な る も の と あり , ye Cit 


アァ アレス リン 単独 区 と synergist と の 組み 合せ 区 : 


同様 に 5 令 型 と 6 令 型 と が だ が ある 。 こ と の 両 型 は 疲 化 直後 か 


ら す で に 大 き さ が 相違 し , DIRE O IF 1b Hh O BA rh id 6 
令 型 が 1.63~2.05 mm, 7 令 型 が 1.45~1.83 mm CH 
っ た 。。 Bic», CVE-SLEIDES Diiiie.e = 1G se SiO Ce 
MiKo TCHKANCKSZ,. VFOPDPSASZE, AAR 
の 場合 は 7 令 型 で は , 4 令 が 6 令 型 に は 無い 形態 を し て 
お り , と れ が extra instar KLBZGNS, 7 令 型 は 
親 を 単独 飼育 する と 生じ , 6SMIAMERMZHAZLA 
ずる 。 7 令 型 の 若虫 を 単独 飼育 する と 孤独 相 と な り , 6 
PUOGREOD-BARBACAZLRMBLES, Me 
は 異な っ た 飼い 方 を し た も の は , 従来 転移 相 と 呼ば れ で 
らい た も の に な る が , に これ も, MOKRKITEST, 714 
型 と 6 令 型 が ある の で , 
dissocians と 呼ぶ と と に し た 。1952 年 Rukwa MES 
大 発生 し た 野生 の 若虫 を 採集 し た と と る ろ , 約 8I~BTS 
型 の 転移 相 で あっ た 。 こ と の こと と は 前 年 は 個体 天 が 分 散 じ 
て らい た こと と を 示 唄 する 。 一 方 1951 年 か ら 発 生 便 の 多 が 
っ た 地区 で は 半分 以上 が 6 令 型 で あう た 。 この よう な 発 
育 多 型 現象 は 字 で は 特に お と りや すい よう で ある 5。 

( 農 技 研 (PERSE AA) 


前 者 を congregans, 


後者 を | 


1958 年 6 月 新 ・ 刊 
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or Til 


紹介 


Die Waldkrankheiten. Ein Lehrbuch der Forst- 
pathologie und des Forstschutzes. Zweite, Neu- 
bearbeitete Auflage (1957). F. SCHWERDTFEGER 
%, BS, 485 ペ ー ジ , 199, 3,950 円 , Verlag Paul 
| | Parey (Hamburg und Berlin) 発行 。 
| 表題 は 森林 病害 と と られ が ち で ある が , 広義 の 災害 の 

SANCEGA, BA, 台風 な どの 無生物 的 災害 と, 病気, 
aR, 害 獣 か ら な る 生物 的 災害 と に 大 別 さ れ て いる 。 そ 
呈 議 の うち で も 昆虫 に 関す る 部 分 が 最大 の 比 重 を 占め , 各 
f omillSR, 大 発生 論 33 頁 が と れ に あて られ , 23 頁 を 占 
| BOOTHE 52 頁 を 占め る 防除 の 項 も 昆虫 が 大 部 分 で あ 
bo 紹介 者 の ドイ ツ 語 の 能力 で は , 8 ポ と 6 ポ の 活字 で 
ぎっ し のり 印刷 され て らい る こと の 大 著 を 詳し く 紹 介する と と 
は で き な い に が, 著者 が 最も 力 を そそ ら だ の が , BE 
Set CxkcR ARE Bm (pp. 259~299, Massen- 
4 entwicklung der pathogenen Organismen) と 予察 (pp. 
| 376~399, Prognose) の 項 で ある と こと は わか る 。 1944 
| Fiche ABOMMAARTH 5H, ALT 5 Xi 
%pPoAT, 全面 的 な 改訂 が 行わ れ て に る よう で ある 。 
| 間 有 る 論 は 非常 に と 多く の 害虫 に つら て くわ し い 生 活 史 が 記 玉 
| 


され て お り , 重要 種 は 種別 に 文献 表 が つい て BATH 
る (伊藤 嘉昭 ) 


| Entomologia Experimentalis et Applicata, A5 
“He 季刊 , 各 冊 約 80 ペ ミー ジ , 約 3,000 円 , North-Hol- 
land Publishing Company (Amsterdum) 発行 。 
Be Om RHR EKBAIANSZTE Bako 
編集 者 は P. Grison (ベル サイ ユ ), D. J. KUENEN (7 
45 v), K. Mevuanpy (Pp FAAF y+) HET, B 
LRM LYO “FRED SLORRLES” & 
載せ る と と を 上 年 的 と し て いる 。 内 容 は 基礎 と 応用 の 双方 
11 を 含む が , 記載 的 な 仕事 一 一 共同 体 の 記載 の よう な 生態 
学 的 業績 も 含む ーー は 取り 扱わ な ら 。 ま た 生物 学 的 な 内 
容 の 用 し い 剤 虫 剤 の 単なる スク リー ニン グ 試 験 も 登載 し 
な い 。 投稿 は 自由 で ある が , 英 ・ 独 ・ 仏 の ら ず れ か の 言葉 


ね ば な ら な い 。 制限 ペー ジ は 原則 と し て 16 ペー ジ , FH 
肛 与 は と この ほど 発行 され た が , と これ に は 昨年 5 月 に オラ 
Bee Oy-vayvyryCMpnk “BEEBE” と いう 
シンポ ジッ ム の 報告 が 特集 され て らい る 。 執筆 者 は M. 


TorkA, A. J. Tuorstzinson, K. SCHREIBER, eco: 


KENNEDY な ど 。 

投稿 は , Laboratory for Applied Entomology (Ma- 
uritskade 59a, Amsterdum) の Dr. P. A. var DER 
Laan あて に 送る と と 。 (伊藤 嘉昭 ) 


Physiological Studies on Moltinism and Vol- 
tinism in Bombyx mori. A new Hormonal An- 
tagonistic Balance Theory on the Growth (1957), 
諸星 静 次 郎 著 , A 5 判 。202 ペ ー ジ , 図版 2, 900 円 , A 
本 学術 振興 会 発行 , 丸善 株 式 会 社 発売 。 

著者 は か ね て か ら 昆 虫 の 発育 に 関す る 扶 抗 ・ 平 衡 説 を 
提唱 し て お られ る が , と これ は カイ コ で 得 ら れ た 豊富 な 資 
料 を も と に し て 体系 化し た も の で ある 。 特 に と と で 注目 
し な けれ ば な ら な» と と は 』 rrIakhvevi SG 
ホル モン が それ ぞ れ 発育 促進 ホル モン , 発育 抑制 ホル モ 
シン と し じ て 考 そえ られ て いる こと と で ある 。 また と れ ら 中 枢 的 
器官 の 働き を 脳 や 遺伝 子 と の 結び つき で 詳し く 分 析 し , 
SSI RROABMAR—-MICCOMMAIALEDEL 
TG Dre CRE Bik) 


A Critical Review of the Techniques for 
Testing Insecticides (1957), J. R. Busvinn#, 
BS], ix+208 ペー ジ , 1,650), 
Institute of Entomology (London) 発行 。 

A A AER Be IC BAS Z 1957 年 まで の あら ゆる 文献 
S51 FIT HELO THD NKBRADRTH O, RMO1I2ZHDS 
TE Dr 

1) 殺 躍 剤 試験 の 一 般 原 理 2) RRAARICEU SE 
HOR 3) 供 試 昆虫 の 標準 化 4) 消化 中 毒 剤 5) 
Mikkiht 6) 浸漬 法 7) 実験 室 散 布 装置 8) BK 
KA DRMBAID TER, BY ORE 9) HefhA AOR 
留 膜 へ の 昆虫 の 接触 10) MAA 11) Bw 12) B 
物 学 上 の 統計 学 

あく まで 抄録 で あり , 詳し く は 原著 に よら な けれ ば な 
SEwODS, BAMEDKIGAR, EOLIEREER 
いて 実験 を 行っ て に る か を 一 見 し て , し か も 見 落し な さく 
知る と と が で きる 点 , 特に 外国 の 文献 を も れ な く 手 に す 
る と と の 困難 な わが 国 で は , 関係 者 に は きわ め て 有用 で 
あろ う 。 また , 多く の 研究 者 に より 考案 され た 装置 の 図 
る 多く, 理解 を 助け る 上 で , また 各種 装置 を 比較 する 上 上 
で 有益 で ある 。 (平野 千里 ) 


Commonwealth 
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Annual Review of Entomology, Vol. 3, E. A. 
SrrINHAUS & R. F. SmimE 編 , A5 判 , 520 ペ マージ, 
3,000 円 , Annual Reviews, Inc. (Palo Alto, U.S. 
A.) 発行 GUE). 

本 書 の 第 1 巻 が 出版 され た の は , 19564 CH 57S, 
その 後 , 毎年 順調 な 発行 を 続け ) この ほど 第 3 巻 の 発行 
RAK. 本 書 に は 下記 の よう な 24 の 項目 が 取り 上 げ ら 
れ , その 道 の 専 門 家 が それ ぞ れ 分 担 載 筆 し て に いる が , & 
項目 に つら て の こと こと 数 年 間 の 研究 が 総説 的 に 解説 され て 
いる の で , 最近 の 研究 動向 を 知る に は 便利 な 書 で ある 。 
収録 され た 項目 と 執筆 者 は 次 の と お り で ある 。 

慣 虫 の 神経 系 統 CK. D. Roeper), 節 足 動物 の 化学 的 
UCI (CE. S. Hopeson), 昆虫 の 内 部 共生 (A. G. 
Ricwarps and M. A. Brooks), hit: BD EA 
物質 (W.G.FRrIanD), KAD HFEF O Hei O HE (J. 
M. Legay), Re OY CH. Frines and M. Fries), 
昆虫 個体 群 の 動き CA. J. Nicwonson), 昆虫 の 卵巣 構 
造 と 卵黄 形式 CP. F. Bonwac), ミツ バチ の 遺伝 と 育種 
(W. C. RorTHENBUHLER), BMWAR ORE (CH. E. 
Hinton), 昆虫 の 動物 地理 学 (J. L. Gressirr), カカ の 交 
雑 と 種 の 分 化 CL. E. Rozepoom), ‘Rie VEM WHO 1H 
習性 と その 分 類 上 の 意義 (J. A. Downes), Bice 
る 植物 の 抵抗 性 (R. H. Parnrer), 害虫 の 生物 的 防除 
(C. P. Cuausen), AV ALAVYROADMEHHH (P.O. 
RircHer), 害 中 の 撲滅 計画 CW. L. Porpwam and D. G. 
Hany), 殺 ダ = 割 の 化学 と 作用 機構 (R. B. Maren), 
SUG A nk BABE A Ag ce A] (R.W. Fay and J. W. Kim- 
PATRICK), 飼料 作物 の 害虫 と その 防除 (G. G. Gyrisco), 
AME EOP CR. E. Barcm), 畑作 害虫 と 有機 焼 剤 
(W. A. L. Davip), 節 足 動物 と よる 植物 ウィ ルス の 媒 
gy CK. MESMITE)e (Liles #58) 


Advances in Pest Control Research, Vol. 1, 
R. L. Mercaur ##, AS], 514<~—y, 4,400 円 
Interscience Publishers, Inc. (New York, U.S.A.) 
AT GOLEM). 

ARETITOR MIS, 病害 虫 防除 に 関す る 各 方 面 で の 
最近 の 研究 の 中 か ら 適 宜 項 目 を 選び , それ ぞ れ の 専門 家 
が 総説 的 に と これ を 解説 し , 今後 の 研究 に 役 だ た せよ うと 
し た も の で ある 。 最近 こ の よう な 総説 的 解説 で の 出版 は 
多 に が , 本 叢書 ほ 特 に 基礎 的 な 面 に 重点 を お く よ う に 意 
が 払わ れ て いる の と , た だ 単なる 総説 的 解説 に と とどまら 


知見 を 取り まとめ た も の で ある 。 


第 2 巻 第 2 号 


ず , RHSORARPHHCELASAICHOUADEIITCL 
て いる の が その 特徴 と いえ よう 。 今 回 発行 され た 第 十 巻 
は 下記 の よう な 項目 が 収載 され て いる が , 近年 相次ぐ 新 
豊 薬 の 巻 場 と と も に 多大 の 関心 が も た れ て いる 諸 間 夫 や 
LOE E UCHHEAOC COS7YAT AYE 
プ (RI) を 用 ら て の 研究 法 な ど が 取り 上 げ ら れ , 平 明 に 
解説 され て いる の は 疲 力 的 で ある 。 RI を 用 いた 殺虫 剤 
の 研究 総説 を 読ん だ だ け で も , 最近 世界 各国 で とこ の 方 面 
の 研究 が 人 急速 発展 し つつ ある か を 知る と と が で きる が だ 
る うし, また わが 園 の と の 分 野 に お ける 研究 が に か に 立 
ち お くれ て いる か を 靖 感 せ すず に は お られ な いら だ ろう 。 

殺 忠 剤 使用 上 の 健康 管理 (J. M. Barnes), 除草 首 の 
化学 と 作用 機構 (A. S. Crarrs), 殺虫 剤 の 研究 に お ヴ 
る RI の 利用 (P. A. Daum), ARR AIOILE ete 
用 機構 (T. R. Fuxuro), 殺菌 考 性 の 作用 機構 CJ. Ga 
Horsrarr), 土壌 菌 防 除 の 最近 の 進歩 (J. B. KExDRrIick」 
Jr., and G. A. Zenrmyer), #\@UER RICH Zee 
3] (G.F.SHAMBAUGH, R.F. Brown, and J. J. Prarrz, 
Jr.), 害虫 防除 じ お ける 浸透 殺虫 剤 の 現状 (W. E. Rie 
殺虫 視 残 流 の 化学 的 分 析 CM. S. ScHrCcHTrE|: 
AX AVR OAR ikke ~CYun-Pei | 

Crile HS) 


PPER), 


and J. Hornstein), 
SUN). 


新 農薬 研究 法 , 山本 EE, B 5 版 。 817 ペ ー ジ , 2, 
800 円 南江堂 発行 。 
本 書 は 山本 亮 博士 監修 の 下 に , わが 国 の 農薬 研究 ご 従 は 
BOS 29 名 の 学者 が , それ ぞ れ の 専門 に つい で 最新 の ) 
「 研 究 法 」 と 銘打っ で ! 
ある が , 内容 は 必ず し も 研究 の 方 法 が 執筆 えさ えれ て い に い なく, 
現在 の 農薬 研究 の 進展 を 詳細 に 解説 し た る ぁ の で ある 。 BE 
薬 は に うま で を も なく OH, 4, HF, RFELE 
礎 科 学 の 上 に うち た て られ る 応用 科学 で あり , SAO 
薬 全 般 を 網羅 し て 1 人 の 著者 が と り ま と め る と ど と は ほど 
ん ど 不 可能 に 近 ら 。 と の 意味 で 本 書 は それぞれ の 専門 
が 分 担 載 筆 し て あり きわ め て 良心 的 で ある 。 価 格 が や 裕 
mules, BSR PICHHULEDEF ZOO, SR, 
究 所 な ど に は 備え る べき 参考 書 で ある と 信じ , 推薦 で や 
ぶさ か で な い 。 

本 書 の よう に 多数 の 分 担 載 筆 に な る 場合 と は FOR 
整 , 編集 に は 非常 な 労力 を 費 さ れ た こと と と 思う 。 BES: 
編集 者 に 敬意 を 表す る 。 (石井 象 二 郎 ) 
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第 15 BERS es: 

第 15 回 国際 動物 学会 議 (15th International Con- 
gress of Zoology) は 1958 年 7 月 16 日 か ら 8 日 間 , ロ 
ンド ン で 開催 され る 。 問 い 合せ や 連絡 は 下記 あて に され 
Ka 

The Registrar 

15th International Congress of Zoology, 

c/o British Museum (Natural History), 
Cromwell Road, Lonkon, S. W. 7., England 
ニュ ー デ リー に お ける WHO 主催 殺 躍 剤 
抵抗 性 慣 虫 に 関す る セミ ナー ル 

伝染 病 を 媒介 する 衛生 尼 虫 類 に , 世界 の 各地 に お いて , 
殺 忠 剤 抵抗 性 が 生じ し , それ ら の 防除 計画 に 重大 な 支障 を 
与え つつ ある が , 世界 保健 機構 で WHO) 環境 衛生 部 の 
殺 忠 剤 委員 会 で は , 特に と の 有 問題 を と り 上 げ , 1954 年 以 
米 か いろ いろ の 対策 ・ 連 絡 を 進め で きた 。 その 一 つと し 
C, A (1958) 2A27HDOS3KA7TAEC, TY FO 
ニュ ー デ リー に ます 東亜 の 3 地区 の 研究 者 を 招請 し て , 
と の 問題 を 討議 する 会 合 を 計画 し た 。 参 加 者 は , エ ジ プ 
24,4734, AFP ZVAZ, AFAYY 44, 
GUY 7EF 1S (ER eM), A-AZ 
YH BAA, FEN USS as SrA 本 る る マブ 
Ve ee 2, FA Eval CEs 
AVX), e44v14%, 4yY F264, hicayH 
ー バ ー2 名 (以上 東南 アジ ア 地 区) で , これ に WHO 4 
局員 と し て , 伊 ・ 英 ・ 米 ・ 加 な どの 専門 家 ま た は 事務 局 
O69 af. 

目 本 か ら の 参加 者 は , AAA ( 阪 大 医 ), AYE Sh 
(大 阪 府 大 ). 長沢 純夫 ( 京 大 化 研 ), 山崎 輝男 GRAS), 
Ram A Cel), 深見 順一 CREE), 朝比奈 正二 郎 ( 巴 
研 ), 安富 和男 ( 同 ) で ある 。 

会 期中 , 休日 や 見 学 日 を 除き , 正味 5 日間 は , 午前 中 
総会 で 講演 が あり 午後 は 4 グル ー プ に 分 れ て 部 会 が 行 
われ た 。 総 会 の 講演 は , 一 般 抵 抗 性 , 抵抗 性 の 測定 の 問 
A, 抵抗 性 の 遺伝 の 問題 , 抵抗 性 の 生化 学 の 問題 , 生理 
生態 の 問題 な ど に 分 れ , 毎日 3~4 題 の 専門 家 の 講 演 が 
あり , その 中 に 塚本 民 の シ ジ ショウジョウバエ の 抵抗 性 の 遺 
fe, 山崎 氏 の 殺虫 剤 対す る 昆虫 の 神経 の 抵抗 性 に つい 
て の 講演 る 行わ れ た 。 

午後 の 部 会 は , 全 出 席 者 を 専門 に 関係 な く 全 任意 に 
4 群 に 分 ち , WHO より の 世話 役 1 名 が 記録 手 り と し て 


be 


= 


つい て また 毎日 座長 を 交代 で きめ て WHO な 9 与え 

られ た 20 (HAD [| D5 個 和 集 ず つと つい て 論議 す 
る 仕組 みな で あっ た 。 我々 は ニュ ー デ リー に 到着 し て で て, TF 
ログ ラム を 受け 取り , 更に セミ ナー ル の 形式 が と の まう 
な 方 式 で 行わ れる こと を は じ め で 知 テ た 次 第 で ある 5 

総会 講演 の 要旨 や 20 個 条 の 「 問 題 」」 な ら び に その 論 
議 の 結末 な ど に つい て は , 衛生 昆虫 類 に お ける 抵抗 性 の 
問題 と あわ せ て 下記 の 日 本 環境 衛生 協会 の 出版 物 を ど ご 覧 
VST SENS 

SALAS TEAS (1958) 生活 と 環境 2 (3,5). 

(朝比奈 正三 郎 ) 
昆虫 生理 談話 会 例会 

第 15 回 例会 を 昭和 33 年 3 月 15 日 午後 2 DS AR 
試験 場 で 開催 , 次 の よう な 要旨 の 講演 が 行わ れ た 。 参 会 
者 約 30 名 。 

1. AOR LT FI VY SEB 

細井 輝彦 (東京 工大 ) 

APRN SRBC, 血液 を 置 に 吸い 分 ける 機構 は , ほ 
と ん ど わ か っ て いな か っ た 。 和 私 は アカ イエ カ の 雌 を 用 い 
て , 吸 液 を 促す 接触 刺激 と , その 受容 器 の 所 在 と を , ih 
制 吸 液 法 に よっ て 解析 し , 次 の よう な 結果 を 得 た 。 

中 血 に 特有 な 吸い と み 反 応 は , 刺す 動作 に お ける 百 器 
の 特異 な 使用 法 ( 下 唇 離脱 )〕 と は 関係 が 薄く , 血液 その 
る の の 刺激 に 強く 支配 され る 。 と の 和 刺激 は 血 貞 で は な さく 
て , 血球 に 偏在 し , AMUTSEBBICHAT STE 
い が , 血球 を その 構成 成分 分割 す る に し た が っ て 減少 
する 。 種 々 の 液体 や 粒子 に よっ て 人 工 的 に 血球 刺激 を 模 
{KS SHE TE, 大 部 分 不 成 功 に 終っ た が , Ehrlich 腹水 
癌 細胞 は , 牛 の 赤血球 と 同様 な 効果 を 示し た 。 食 物 液 の 
BREIL, 入 液 の 吸い と こみ に は あま り 関 係 し な い の に 反 
し , 深 面 血球 の 吸い と み に は 重大 な 影響 を 与え る 。 血球 
の 刺激 効果 は , その 粒子 性 に よる と と より も, 味覚 作用 に 
基く と の 仮定 に 立ち , 和牛 赤 血球 の 有効 成分 を 水 ・ ア ルコ 
ー ル ・ エ ー テ ル 混 液 で 抽出 し , 透析 し た 水深 性 物質 を イ 
ォ ン 交換 分 離し た ら , アデ ニル 酸 が 得 ぁ れ た 。 各 種 ヌ ク 
レオ チッ ド お よび その 関係 物質 の 効果 を 比較 し て 判断 す 
る と , 血球 の 吸 液 刺激 物質 は アデ ノシ ン 5 炎 酸 ど 才 な ら 
NO SR MN ER 7— 
ル 酸 は ほとん ど 無 効 で あり , リボ ー ス を デオ キシ リボ ー 
All, SIP HIT A SL, 効果 が 低減 する 。 下 
請 の 麻 弁 は 熱 ま た は 糖 刺 激 に 敏感 で あり , 戸 腔 感覚 毛 は 
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HE, 血球 キ ニ ー ネ を 感ずる が , それ ら の 興奮 は 中 枢 神 
経 で 弁別 され , と こと で 吸い と み 運 動 へ の 切り か え が 選 択 
SHAZLBONS. COBADIUTI oT, MITHSN 
BVMRE RGR SDDTHE (MACKS. CdMs, 
KIVAF »y FRBBORMR SRT SCUI KISH 
Git, 従来 まだ 例 の な いこ と こと で ある 。 
2 MMOABRLO1 x) vA 
小池 久義 CRED 
鱗 郊 目 慣 虫 で は 特異 的 に イヌ ラー ゼ 作 用 が 強い 。 こ とこ 
で は その 性 質 を 特に イン バー ター ゼ の 関連 に つい て 調べ 
た 結果 を 報告 する 。 
その 最適 pH は 植物 性 の ぁ の と 異な り 中 性 付近 に あっ 
CT, 消化 管 半 血 液 と と る に イン バー ター ゼ の 最近 と ほぼ 
一 致す る 。 更 に 活性 の 低い 酸性 側 の 最適 が ある 。 こ とこ の こ 
と は 村上 (1950) に 一 致す る が , HME RITHM Lo 
ABs 
耐熱 性 に つい て も 失 活 し や すい 40~50% と 安定 な 50 
へ ~6022 の 2 部 か ら 成 り , 後者 の 耐熱 性 は 既知 の も の よ 
9 り 高い 。 
影響 物質 を 加え て イヌ ラー ゼ , イン バー ター ギ ゼ を 分 列 
し よう と し た が , 両 醒 素 に 対し て 同一 響 影 を 与え る も る の 
は 少な AzideAg へ な ど で あ っ た 。 
各種 昆虫 に つい て 両者 を 比較 する と , 幼虫 消化 管 で は 
両者 同 程度 の 活性 を 示す が , 血液 で は イン バー ター ゼ 活 
性 が 高い 。 下 で は イヌ ラー ギ ゼ の 活性 は 低く , イン バー タ 
ー ゼ が 強い 。 
更に 消化 管 , 血液 , 消化 液 に つい て みる と , イヌ ラー 
ゼ は イン バー ター ゼラ フィ ナー 肖 の 消 奨 と 一致 な い 。 
また 硫 安 分 別 を 行っ て , イヌ ラー ギ ゼ が 0.4, イン バー 
ター ゼ , ラフ ィ ナ チ ナー ゼ は 0.6 飽和 分 割 に 活性 が 高い 。 
RAS HHL OME COBMROWRSHNICDS, 
イヌ ラー ゼ は 消化 管 で は イン バー ター ゼ に , また 血液 で 
は ラフ ィ ナ ー ゼ に 似る 。 家 奏 幼 虫 各 器 官 で の 本 酵素 の 分 
布 は 中 勝 前 部 > 中 腸 中 ・ 後 部 > 後 腸 > 血 液 > 前 腸 > 脂 
ACEO, マル ピギー 氏 管 , 絹糸 腺 に は 存在 し な い 。 
また いずれ に つい て も フラ クタ ン の 存在 を 認め な い 。 
で の 本 素 の 活性 は 食餌 に よう っ て も る 異なり, ヨ ョ トウ ムジ 
EID! SB SED Sikes 
GRE OS—-h— YU el sGawy 645 
の spot に 分 れ , 更に 原点 じ に は イン バー ター ギ ゼ と 一 致す 
る spot を 認め た 。 
第 5 回 日 本 生態 学会 大 会 
日 本 生態 学会 の 策 5 回 大 会 が , 4 月 7 APG 9 日 に か 
け て 岐阜 大 学 学芸 学部 に お いて 開か れ た 。 講 演 数 は 動 植 
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物 合 計 101, ほか に 会 期 の 第 3 日 目 に は 「 生 物 集団 の 適 
応 性 」 お よび 「 河 川 生 態 学 の 諸 問 題 」 の 二 つ の ジン ポジ 
ウッ ウム が 行わ れ た 。 応 用 動物 学 お よび 昆虫 学 ChE > BH 
SEE) 関係 の 主 な 報告 は 次 の と お り で ある 。 

石井 孝 ・ 広 野 Be HNMR BRC HK 明 
(東北 大 理 ) ア カイ エ カ の 洞穴 内 に お ける 越 そ に つい て 。 
(APRS + EE PAU + RRR OBA ( 農 技 研 ~ モン シロ チ 
ョ 個体 群 の 自然 死亡 率 お よび 死亡 原因 に つい て 
杉原 慎吾 (三重 大 学芸 ) アカ イエ カ 幼 虫 の 形態 変異 と 
WERE? = 7B 

西脇 正雄 (大垣 農 高 〉 RR EE NOA MMOS 
BA AAO Hee 
PES + KAI - bales 
山 に お ける 小 哨 乳 類 の 数 の 変動 
か わり ( 矛 報 ) 
田中 亮 (高知 女子 大 ) ・ 杉 山 博 ARBAB) > 
上 田 明 一 ( 林 試 札幌 支場 )・ 桑畑 勤 BP BUA BRIT 25 
ける 尋 密 度 と 個体 数 推定 億 と の 関係 
it 英明 GRAB) JV A327 HOMIREOWAITO © 
ve 

LB (42HBARMA) 名 古屋 市 に お ける ドク ガ の 
=, = の 生態 観察 

柳島 静江 ・ 鈴 木 紀 雄 ・ 森 主 一 ( 京 大 理 ) ショ ウジ ョ 
ウ バ エ の 環境 と 変異 幼虫 の 発育 速度 に 及ぼ す 硫 
銅 の 影響 に つい て 

桐谷 桂治 ( 京 大 農 ) カタ ォ ブ シム ジ シ 類 の 摂 食 ・ 交 尾 と 
産卵 ・ 寿 命 の 関係 

野田 一 郎 (BURKE) FPF FAV OAM LOR 
型 の 生育 速度 の 差 に つい て 

柴田 文平 (宇都 宮 大 上 農 ) BRL PT 7 AY ORBEA 
高橋 史 樹 ( 京 大 農 ) 幼虫 の 年 令 分 布 が 個体 群 の 増殖 に 
及ぼ す 影 響 

加藤 陸奥 雄 ・ 早 坂 和 子 (東北 大 理 ) コオロギ 個体 群 
お け る 順位 構造 

SRA: SMEAR: ANE CORKS) 食物 と 
行動 型 か ら み た 星 の 種 内 ・ 種 間 の 関係 

松田 達郎 (東北 大 理 ) 水中 に た おけ る プ ュ 幼虫 の 付着 現 
KITDUT 

NABER CEN AR) + LASHER 2c + KH 
(長野 通明 中 ) 千曲 川 水系 の 水棲 昆虫 相 の 研究 W— 
GQ) 千曲 川上 流 に お け る 河水 汚染 の 原因 と その 影 細 

内 田 俊 郎 ( 京 大 農 ) いろ いろ な マメ ヌメ ジウ ムシ 類 し み ら 
れ た 増殖 曲線 

森下 正明 ( 九 大 理 ) 間隔 法 に よる 個体 分 布 の 表現 


aK GEAR) 札幌 藻 岩 . 
TL 個体 辞 成因 の いれ 


1958 年 6 月 a 


大 竹 昭 郎 ・ 船 木 諭 (島根 農大 ) ダイ コン サル ハム ジ シ 


。 有 有朋 成 下 の 分 油 お よび 次 の 世代 の 未成 熟 個体 の 分 布 


ie 俊一 ( 京 大 農 ) BRIAR RICAG NS RE REN 


有朋 な 次 異性 , 特に 相 変 異 と それ に 関連 し た 現象 に つい て 


AS ( 九 大 理 アズ キ ゾ ウム シ の 産卵 行動 に お け 
る 産卵 場所 の 評価 と 利用 
津田 松 苗 (奈良 女子 大 理 )〕 川 の 水質 汚 溜 の 生物 学 ( シ 
ン ポ ジウ ム 講 演 ) 

昭和 32 年 度 植物 防疫 地区 協議 会 
HBF 32 年 度 植物 防疫 地区 協議 会 は 全国 6 地区 で 次 の 
と お り 開 催さ れ た 。 


| 地 区 開催 月 日 場 所 
有 有 東北 ・ 北 海道 2 月 3 へ 4 日 東京 都 北 区 西原 農業 技 
術 研 究 所 
関東 東山 2 月 7 へ 8 日 東京 都 江東 区 深川 潮 浴 庭 
[Fal 
北 陸 2 月 11 へ 12 日 富山 市 県 会 議事 党 
中 国 ・ 四 国 2 月 14 へ 15 日 神戸 市 兵庫 区 新在家 県 水 
Sofi 
東海 ・ 近 畿 2 月 20~21 日 PA wee 
ju 州 2 月 24 へ ~25 日 PEARL BETTER RH 
地区 病害 虫 研究 
本 年 度 地区 病害 虫 研究 会 は 植物 防疫 地区 協議 会 に 前 後 


5 炎 の EN 開 催さ きれ だ 。 
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i 開催 月 下 場 所 
東北 ・ 北 陸 道 2 月 6 マ 7 上 日 福島 県 飯坂 町 
BER, hit\ee 
関東 東山 2 月 6 日 東京 都 杉並 区 西田 町 杉並 区 
立 公民 館 
北 Me 2 月 13 日 富山 市 太郎 丸 県 立 農 業 試験 
場 
東海 近 織 2 月 22 日 伊勢 市 如 雪 園 ホ ー ル 
Fu M 25230 。 熊本 県 山鹿 市 清流 荘 旅 館 
病害 虫 発生 予察 事業 実施 要綱 改正 協議 会 
お よび 植物 防疫 担当 者 協議 会 


4 月 23~25 日 の 3 日間, 農林省 上 農業 技術 研究 所 と におい 
て 開催 , 新しい 実施 要綱 を 決定 し た 。 出席 者 200 余 名 。 
な ね お 4 月 26 日 に は 胡 虫 関係 で 次 の ご と き 講 演 が あ 

病害 虫 調査 の た め の 培 場 に お ける 標本 の と り 方 

鳥居 西蔵 CNX) 
ニカ メイ チュ ウ の 実験 的 発生 予察 
REAR UR 
線 虫 対策 協議 会 

4 月 21~22 日 の 両日 , 農林 省 農 業 技術 研究 所 に お いて 
日 本 植物 防疫 協会 主催 の る と に 線 忠 に 関す る 広 箇 な 問題 
が 討議 され , HOPS KID 18 氏 の 講演 が あっ た 。 出 
AR 85 名 。 


SS 


報 


第 4 回 評 議 員 会 

3 月 29 日 農業 技術 研究 所 に ぉ いて 開催 , 上 遠 章 ( 議 
Fe), ESA, REE MACE MB, + 
TCH, 犬飼 哲夫 , SHAROP, GH WM. ABBR, — 
色 周 知 , WEBS, SHRIMOHE, 加藤 静夫 , 小泉 清明 , 
MLAS, BNC, 三坂 和英 , 水戸 野 武 夫 , 野 村 健 一 , 
岡林 大 二郎 小野 正武 , 尾上 哲之 助 , 末永 一 , BAR 
J, 田村 市 太郎 , 土山 哲夫 , Hea, 入 木 誠 政 , 山 
tee, AS, (幹事 ) 服部 , 大 塚 出席 の る と に 下 
記 に つい て 協議 , 報告 が あぁ っ た 。 
a 
(1) 役員 選挙 の 実施 に つい て 

本 年 は 役員 選挙 を 実施 する と こと に な る た め , 実施 の 方 
法 晶 程 に つき 協議 , 会 長 選 挙 を 評議 員 選 挙 に 先行 し て 行 


うこ と と を 決定 し た が , 選挙 日 程 に つい て は 常任 評議 員 会 
で ー 任 さ れ 72。 


(2) 文部 省 科学 研究 費 被 交付 者 の 推薦 方 法 に つい て 
標記 研究 費 城 交付 者 の 推薦 は 研究 費 配分 委員 か ら 学 
eas 本 年 度 よ りこ と の 依頼 に 対し て 会 長 


応じ る こと と jae Wize 


iz Flee snr) BCA Ze AO 問 に 
(3) 上 農学 賞 受 賞 候補 者 の 推薦 方 法 に つ 
来年 度 よ りこ の A ey). 


43 OP RBOHEICL AD, 上 農学 会 へ の 推薦 の 最終 決 
定 は 常任 評議 員 会 人 一任 する こと に 決定 し た 。 

(4) 本 学会 授賞 規定 な ら び に 付則 の 決定 に つい て 
本 学会 の 授賞 規定 案 は 第 3 回 評議 員 会 に は か られ た 
dS, 付則 の 事務 旦 程 に つい て 決定 に 至ら な か っ た と て こ て 
D, 今回 の 評議 員 会 に おい て, と この 点 も 結論 に 達し , 

次 の と お り 決 定 を みた 。 

日 本 応用 動物 昆虫 学会 賞 授 賞 規 定 
受賞 者 の 選考 は 評議 員 会 で 行 う 。 
評議 員 は 自己 が 推薦 する 候補 業績 


第 1 条 
第 2 条 


に 200 字 以 
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内 の 推薦 理由 書 を 付 し て 学会 事務 局 に 提出 す 
る 。 事 務 局 は これ を 取り まとめ て 受賞 候 寅 一 覧 
表 と し て 評議 員 に 送付 し , 評議 員 は こと の 候補 業 
met PUTA meet e LTASDLIEMER BIZ 
場合 は , その 1 編 に 投票 する る の と する 。 
受賞 者 は 評議 員 の 無記名 投票 で 定め , 最高 点 
者 と する 。 同 点 者 の あぁ る 場合 は 決戦 投票 を 行 3 。 
総 投票 数 が 評議 員数 の 過半 に 達し な い 場 合 は 授 
賞 を み 合 わせ る 。 
と の 規定 お よび 付則 の 変更 は 評議 員 会 の 議決 
を 経 な けれ ば な ら な い 。 
ft BU 
J. 授賞 は 会 員 が 過去 数 か 年 内 に 発表 し た 応用 動物 学 
お よび 応用 民 虫 洗 に 関す る 業績 を 対象 と し , 完了 し 
た 業績 で る , 将来 発展 を 期待 され る 業績 で る よい 。 
2. 授賞 は 賞状 お よび 副賞 (現金 3 万 円 よび 記念 品 
de 
評議 員 の 推薦 は 1 月 10 日 , 投票 は 1 月 30 日 事務 局 
到着 を る っ て 締め 切る る の と する 。 決 戦 投 票 を 行 3 
場合 は 2 月 10 日 到着 を も っ て 締め 切る 。 
4. この 選挙 管理 事務 は , 常任 評議 員 会 が 行う 。 
報告 
C1) 昭和 32 HERA BRS 
(2) 朝日 科学 装 励 金 受賞 候補 者 選考 経 周 
上 記 科 学 美 励 金 に つい て は 全会 員 と 通知 し て 受賞 希 
IE 受け , 常任 評議 員 会 で 審議 し た 結果 , 学会 推 
該当 する その は 庁 め られ な か が か っ た の で 見 送 人 き 広 。 
(3) 国際 会 議 代表 の 出席 に つい て 
本 年 度 内 に 開催 され る 国際 会 議 で 本 学会 と 直接 関係 
が ある も の は 見 当ら な い の で , 派遣 代表 を 学術 会 議 に 
推薦 する と と は 見 送っ た 。 と の と と に つい て 犬飼 評議 
員 か ら 本 年 度 の 派遣 代表 は , 昨年 末 ま で の 申込 に より 
選考 を 行っ た 旨 学 術 会 議 内 に お け る il) 
れ , 今後 な る べく 前 年 12 月 末日 まで に 学術 会 議 あ て 申 
し 込む よう 要望 が あぁ っ た 。 nae ACHE HAA CUT AR 
られ た むき は 学会 事務 局 ま で 連絡 願い た い 。 
第 2 回 日 本 応用 動物 昆虫 学会 大 会 
第 2 回 年 次 大 会 は , 昭和 33 年 度目 本 農学 会 天 会 分 科 
会 と し て , 既報 の プロ グラ ム に より 3 月 30 晶 (一般 講演 ), 
31 日 (一般 講 演 , 学会 賞 授 賞 式 , 記念 講演 , 総会 う , 4 月 
1 日 (ジン ポジ ウム) の 3 日 間 に わ た っ て 東京 大 学 農 学 
Goer Oe 
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ee 
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予 : 工 決 算 
前 学会 より の 引継 金 600, 000 600, 000 
正会員 準 会 員 会 費 532, 000 539, 087 
BUS ARH 450, 000 560, 000 
iS ee 200. 000 201, 245 
oy. et at A, 50, 000 118, 850 
3c aS A ti De 50, 000 0 
EU fill By s¢ 17, 000 24,781 
ee es 30, 000 146, 592 
at 1,929,000 2,190,555 
x H OD 

Jey ae Rh 
会 誌 製 作 費 600,000 651, 303 
4 ER re 100, 000 76, 348 
シン ポジ ウム 要旨 100, 000 86,400 
編集 100, 000 67, 250 
SRA FY 100, 000 67,350 
ii fe #8 KF 70, 000 144,025 
fim # 100, 000 71,705 
& 会 @ 50. 000 60. 858 
BE) Es nae 5,000 4,530 
GAC Ge 30,000 15, 220 
消 耗 品 費 20, 000 47,051 
K =x H 300, 000 274, 990 
Re ce 出 30, 000 154,715 
学会 基金 繰入金 400, 000 
aR 越 324, 000 68, 810 
計 1,929,000 2,190,555 

BAB 年 度 予算 

UR A Os 5 
前 年 度 繰越 金 68, 810 
正会員 準 会 員 会 費 560, 000 


(700 円 1000 x 0. 8) 


#WAASe 560, 000 
se ee ae 200, 000 
Fee Ne ihe 95, 000 
印刷 物 売 上代 35,000 
AN Wil a fa 40, 000 
HEN UL 15, 000 

at 1, 573, 810 

x fhe Ores 

Sis Be B 650, 000 
ジン ポジ ウム 要旨 製作 費 80, 000 
編 集 電 19. 200 


= 


19584F 6 A 
通信 Eh KH 139, 400 
fi ih 費 30, 000 
we 品 費 40,000 
集 会 Ff 19,550 
RIN  S 223, 000 
交 | |S 5,000 
<5 us 158, 000 
eo. Ie Be 20, 000 
He 06 CUK 60, 000 
a aie 4 30, 000 
次 年 度 繰 越 金 99, 660 

計 1, 573, 810 


第 2 回 学会 賞 受賞 論文 要旨 
標記 受賞 者 は 弘前 大 学 農 学部 教授 福島 正三 氏 に 決定 , 
大 会 筑 2 日 目 に 次 の よう な 記念 講演 が あっ た 。 
周 場 に お ける 昆虫 群集 の 研究 
一 特に リン ゴ 園 に お ける 昆虫 群集 
と 薬剤 散布 の 諸 問 題 一 
GLH KE) 福島 正三 
と の 仕事 は リン ゴ 園 。 バレ イジ ショ 和 畑 お よび 採草 地 に ね 
いて 行わ れ た が , 最近 周 場 に おぉ ける 薬剤 散布 が や や も す 
る と 時 忠 群集 の 安定 性 を 破壊 し , 潜在 性 害虫 の 豊 産生 
起 し て 問題 を 投じ てい る と と と , 果樹 園 の 経済 的 重要 性 
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造 が 複雑 化す る 可能 性 を 含み , 単 一 品種 基づく 特定 種 
の 異常 発生 の 危険 性 緩和 する こと と を 示 吹 する 。 尼 虫 辞 
集 の 層 差 に つい て みる と , 乗 直 的 に は 地上 3m 前 後 が 最 
SHHECH OD5, 個体 密度 は 最上 層 が 最 る 大 で ある 。 ま 
た 水平 的 に は 南面 が 最 % 複雑 と な っ て いる が , COR 
直 的 に る 水平 的 に 群集 構成 や 構成 種 の 季節 的 層間 移動 
に 頭 著 な 現象 は みち られ な いし , 和 群集 勢力 の 大 小 と 樹 間 の 
気象 条件 と の 間 に も 必ず し も 並行 人 性 は 認め られ な い 。 し 
か し 天 小 の 差 は ある が , 群集 構造 の 層 差 は 構成 種 間 の 相 
ERS RAIL, 群集 の 安定 化 と に あ ず か る も と と 考え ら 
れる 。 な お 園内 と は リン ゴワ タム シ や ゃ アプ ラム シン の 天敵 
が 多数 生息 し 寄主 の 消長 と 並行 性 を 保っ て お りり, と これ が 
群集 勢力 の 強弱 を 決定 する 1 要因 を な し て いる 。 

つき に 以上 述べ た 紀 虫 群集 に 薬 唱 散 布 を 行 っ た 場合 に 
つい て 述べ る 。 現 在 リ ン ゴ 園 で は 年 間 10 AeEIO Be A 
行っ て いる が , そ の 主体 は マジ シン 油 乳 剤 , 石灰 硫黄 合 剤 , 
DDT, iiss, 有機 りん 剤 大 よび ボル ドーー 液 で あぁ る 。 
と の 場合 無 散 布 下 の 和 群集 は 複雑 か つ 弱 勢 で ある が , 回 数 
の 増加 に し た が っ て 次 第 た 群集 は 単純 強力 と な る 。 す な 
わ ち 無 散 布 下 で は 群集 の 安定 化 が 早期 と あら われ る が , 
散布 中 背 さえ られ た 散布 下 の 群 集 は 表 布 終了 後 逆転 し て 
著しく 膨張 する 。 同 様 の と と は 硫黄 剤 の 60~150 倍 液 を 
単 用 散布 し た 結果 に お いて も る もみ られ , 薬 鹿 散 布 の 後 作用 


Vv. 


it 


に か ん が み 主 力 を リン ゴ 園 の 群集 解明 に そそ い だ 。 な お 
仕事 を 継続 中 で ある 。 
現在 薬剤 散布 の 行き と どい た リン ゴ 園 の 主要 種 は リン 
LAN ECT SA AY, WAN 
GIR 5 RY LEO ZOE ig, ae ays 
群集 の 主 構成 種 で あっ た 。 無 散布 状態 に ある 園内 の 構成 
種 る お お な ね こと これ に 準ずる が , 年 間 を 通じ て 5~9 月 の 
複雑 構造 と 10 月 以降 の 単純 構造 に 2 大 別 す る と こと が で 
きる 。 さ ら に 和 拉 造 中 の 代表 種 の 動き さ に よっ て グル ー プ やわ 
PRE EE A AS A DC 
中 旬 ) > マ ア ブラ ムシ て (6 月 中 旬 ~8 月 中 旬 ) マキ ン モ ン 
eee ea 7 (CO aa) > キキ > モン ホホ 
YH AAHDAY GOR LA~LALD) ~- At? 
AY*VyYAIFAY A2Ht~ FH) D 4~5 群集 と 
な なり その 間 に と 5 月 下旬 7 8 月 下旬 義 ぱ び 9 月 下旬 の 3 
回 の 更 行 期 を る つの が 常態 と み ら れ る 。 

リン ゴ 園 に 混 植 され て いる 品種 の うち 紅玉 に お ける 和 群 
集 は 最 る 複雑 で , 他 上 品種 で は ほぼ 類似 し た 単純 群集 を 形 
成 し て いる 。 構 成 種 の 季節 的 変化 る 各 品 種 に と よっ て 多少 
Biro Ci), イン ド と 紅玉 に お ける 群集 は すでに 晩夏 
に 安定 する 。 と の こと と は 多 品 種 の 混 植 園 に と お ける 群集 構 


は 特 (CU ペク VA RA 
われ た 。 な お ぉ 無 散 布 下 の 天敵 の 消長 は 対応 する 害虫 と 並 
行 性 多 保 きき て いる が , 散布 下 で は これら の 消長 に あま り 
FAIPEIE 7. WKMMBS, FAP HT, ATHY, 
グリ オォ デン な どの いわ ゆる 選択 性 殺虫 剤 の 単 用 と , 従来 
ODDT, VIY YEH OCAK MAA Alto LOK F 
—URBEKES SIE BH C LEI UKM ReASL, 
DDT FOREBItin 4s Math IC, TI AF YOM I 
LOEB FE DO 4 Dis HEC PORE CH oto COE 
AE) VANS HOHRMICHA. COYR IAT =7, 
カプ タン 』 グ リオ デン な どの 単 用 や 無 散布 下 で は ハダニ 
の 捕食 虫 が 豊 産 する が , DDT ゃ や 茶 準 散布 下 で は ほとん 
EMBL LL) th DAO EEA, その 回 数 の 増加 と いう 現 
行 教 布 礎 の す 5 勢 は 害虫 の 発生 を 押え る と 同時 に 著しく 
天敵 倒し, 一 部 残存 虫 の 急速 な 増殖 を 招来 し て いる も 
の と 思わ れる の で , COMBE) vy tei SERE 
集 の 安定 化 に と っ て 究明 すべ き 重 要 事 項 と 考え られ る 。 
群集 構造 の 重要 位置 を 占め る 天 敵 を 保護 し , 構成 種 間 の 
相互 関係 に 均衡 を 保 た せる た め に は 上 農薬 化学 , BC RAS, 
天敵 の 増殖 その 他 諸 間 題 の 究明 を 要する が , リン ゴ 園 の 
昆 忠 群集 と 環境 と の 関連 性 を 明らか に し , 農薬 と 天敵 と 
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安心 し て 使え る 


農林 作物 の 健全 な 育成 と 増収 を 目指 し 、 常 に 安心 し て 使え 、 確 実 な 
効果 を 発揮 する 優秀 農薬 の 研究 生産 に 不断 の 努力 を 続け て お り ま す . 


{CA 82 R A A 


ずみ に 


RS 


ea Ld 
tH 株 = = it 
RR MBPREAABA MAD I 
東 京 ・ 大 阪 ・ 福 Me ll Ge Boe + AL 幌 

sz & HH £ 


A GD) ei ty 


EY 


“es RG aS 
On. 
ae — 
UK 
PRS pe 
TE 


Z 


ARR & Fl | 
米国 A. C.C. 法 並び と た ドイツ ッ バ イエ 


Oe 
> yf 3 ル 法 に よる 国産 原液 。 二 化 メ イ 躍 に は 
ue EDS dA.» 


st ARR es KE A.C.C. 社 の 特許 新 農 薬 . 


MOVVFAAANA « FBRHO 
ァ ブ ラ 貝 類 ・ ダニ = 類 に 卓 効 が あみ あり, 
毒性 が 少 い 


安定 性 が あり, 人 畜 に は 無害 。 家庭 
用 殺虫 剤 , BRE, 防疫 用 乳剤 と し て 
使用 出来 る 。 (品質 90%UP ) 
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本 剤 は カチ オン 型 の 新 農薬 と し て 初め で 登場 し た 
水銀 乳 利 で 次 の よう な 他 に 類 多 みな い 特 長 名 有 し I 
て 居り ます 。 i 
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